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仁井谷遺跡　第１号道路跡完掘状況（南西方向から）

仁井谷遺跡　第１号道路跡路面構築状況（北東方向から）

路面構築土路面構築土

地山地山



序

　茨城県は長期的な展望のもと，産業・経済の発展に伴う広域流通機

構の整備と，県全域にわたる調和のとれた発展を図るために，県内の

交通体系の整備を進めております。一般県道里根神岡上線の整備事業

も，その目的に添って県土の一体的な振興を図るために計画されたも

のであります。

　このたび，茨城県高萩土木事務所は，北茨城市神岡上地区において，

里根神岡上線の道路改良事業を決定致しました。

　この事業地内には，埋蔵文化財包蔵地である仁井谷遺跡・神岡上遺

跡・古屋敷遺跡・叶南前Ａ遺跡が所在します。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県高萩土木事務所から埋蔵文化財

発掘調査についての委託を受け，平成１７年１１月から平成１８年３月にか

けて発掘調査を実施しました。

　本書は，仁井谷遺跡・神岡上遺跡・古屋敷遺跡・叶南前Ａ遺跡の調

査成果を収録したもので，学術的な研究資料としてはもとより，郷土

の歴史に対する理解を深め，ひいては教育・文化の向上の一助として

御活用いただければ幸いです。

　なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

高萩土木事務所から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼

申し上げます。

　また，茨城県教育委員会，北茨城市教育委員会をはじめ，関係各位

からいただいた御指導，御協力に対し，感謝申し上げます。

平成１９年３月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　人 見 實 �



例�����言

１　本書は，茨城県高萩土木事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１７年度に発掘調査を実施し

た，茨城県北茨城市関南町神岡上３００１番地に所在する 仁  井  谷 遺跡・ 神  岡  上 遺跡・ 古  屋  敷 遺跡・
������ ��������� �	���
�

 叶  南 
�������

 前 Ａ遺跡
��

の発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　　調　査　　平成１７年１１月１日～平成１８年３月３１日

　　整　理　　平成１８年８月１日～平成１９年３月３１日

３　発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

　　仁井谷遺跡

　　　首席調査員兼班長 樫村　宣行

　　　主任調査員 大塚　雅昭

　　　主任調査員 杉澤　季展 平成１８年３月１日～平成１８年３月３１日

　　　調査員 鹿島　直樹 平成１８年３月１日～平成１８年３月３１日

　　　調査員 早川　麗司

　　神岡上遺跡

　　　首席調査員兼班長 樫村　宣行

　　　主任調査員 渡邉　浩実 平成１７年１２月１日～平成１７年１２月３１日

　　　主任調査員 大塚　雅昭

　　　調査員 早川　麗司

　　古屋敷遺跡

　　　首席調査員兼班長 樫村　宣行

　　　主任調査員 大塚　雅昭

　　　調査員 早川　麗司

　　叶南前Ａ遺跡

　　　首席調査員兼班長 樫村　宣行

　　　主任調査員 栗田　　功 平成１７年１１月１日～平成１７年１１月３０日

　　　主任調査員 大塚　雅昭

　　　調査員 早川　麗司

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長大森雅之のもと，以下の者が担当した。

　　　主任調査員 渡邉　浩実 第４章神岡上遺跡　

　　　調査員 早川　麗司 第１章～第２章　第３章仁井谷遺跡　第５章古屋敷遺跡　

  第６章叶南前Ａ遺跡　第７章まとめ

５　福島県浜通り地方の古墳時代及び奈良・平安時代の土器と砂丘上の遺跡の調査について，財団法人いわき

市教育事業団調査第一係長中山雅弘氏に御指導を頂いた。また，神岡上遺跡・古屋敷遺跡・叶南前Ａ遺跡の

自然科学分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し，考察は付章として巻末に掲載した。



１　地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ｘ＝＋９２，５６０�，Ｙ＝＋８３，０００�の交点を基準点

（Ａ１ａ１）とした。

　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各 ４々０ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４�四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東

へ１，２，３…０と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように呼

称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は，次のとおりである。

　　遺構　　ＳＩ―住居跡　　ＳＢ－掘立柱建物跡　　ＵＰ－方形竪穴遺構　　ＳＫ－土坑　　ＳＤ－溝跡

ＳＦ－道路跡　ＳＡ－柵跡　ＳＥ－井戸跡　ＰＧ－ピット群　Ｐｉｔ－ピット　Ｐ－柱穴

　　遺物　　Ｐ－土器・陶磁器　　ＴＰ－拓本記録土器　　ＤＰ－土製品　　Ｑ－石器　　Ｍ－鉄製品・古銭

Ｗ－井戸枠

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

４　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（１）遺構全体図は５００分の１，各遺構の実測図は６０分の１の縮尺で掲載することを基本とし，種類や大きさに

より異なる場合もあり，それらについては個々に縮尺をスケールで表示した。

（２）遺物は，原則として３分の１の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについ

ては個々に縮尺をスケールで表示した。

（３）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　 焼土・凝灰岩　　　　　 粘土　　　　　 竃部材・黒色処理

●　土器　　○　土製品　　□　石器　　■　井戸枠　　△　鉄製品・古銭

５　遺物観察表・遺構一覧表の表記については，次のとおりである。

（１）遺物番号は各遺跡ごとに通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

（２）計測値の（　）内の数値は現存値を，［　］内の数値は推定値を示した。計測値の単位は，ｍ，㎝，ｇで

示した。大きさにより異なる場合もあり，それらについては個々に単位を表示した。

（３）備考欄は，土器の現存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

６　「主軸」は，炉または竈を持つ竪穴住居跡についてはそれらを通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）

を主軸とみなした。「主軸・長軸（径）方向」は主軸が座標北から見て，どの方向にどれだけ振れているかを

角度で表示した（例　Ｎ－１０－Ｅ）。　

７　整理時に遺構名称・番号を変更した場合，旧遺跡名称・番号を（　）を付して併記した。

凡�����例



抄�����録

特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種 別所 収 遺 跡 名

神岡上遺跡群
は，推定棚嶋
駅家の周辺に
位置する遺跡
群であり，仁
井谷遺跡から
は，陸奥国に
通じるものと
考えられる官
道が確認され
ている。

土師器，須恵器，陶器，手捏土
器，石器（敲石，磨石，砥石，
支脚），土製品（紡錘車），鉄製
品（刀子，釘）

竪穴住居跡 １０軒
掘立柱建物跡 １棟
方形竪穴遺構 ２基
道路跡 １条
溝跡 ２条

古 墳集落跡仁 井 谷 遺 跡

土師器，須恵器，石器（敲石，磨
石，砥石，支脚），石製品（紡
錘車），土製品（紡錘車），鉄製
品（刀子，釘，椀状滓）

竪穴住居跡 ９軒
掘立柱建物跡 １１棟
柵跡 ２条
火葬墓 １基
ピット群 １か所
溝跡 ２条
土坑 ５基

奈良・平安

弥生土器，土師器，須恵器，手
捏土器，円面硯，土製品（泥面
子），石器（鏃，磨石，台石，
砥石），鉄製品（刀子，火打ち
金），古銭

竪穴住居跡 ５軒
掘立柱建物跡 ３棟
方形竪穴遺構 １基
柵跡 ２条
ピット群 １か所
溝跡 １２条
土坑 ３８基
ピット ７１基
円形周溝状遺構 １基
不明遺構 １基
泥炭層 １か所

不 明

ふ り が な

仁井谷遺跡　　神岡上遺跡　　古屋敷遺跡　　叶南前Ａ遺跡書 名

一般県道里根神岡上線道路改良事業地内埋蔵文化財調査報告書副 書 名

巻 次

茨城県教育財団文化財調査報告シ リ ー ズ 名

第２７５集シ リ ー ズ 番 号

早川　麗司　　渡邉　浩実著 者 名

財団法人　茨城県教育財団編 集 機 関

〒３１０－０９１１　茨城県水戸市見和１丁目３５６番地の２　　ＴＥＬ０２９－２２５－６５８７所 在 地

２００７（平成１９）年３月２３日発 行 年 月 日

調 査 原 因調査面積調 査 期 間標 高東 経北 緯コード
ふりがな
所 在 地

ふ り が な
所 収 遺 跡

一般県道里根神
岡上線道路改良
事業に伴う事前
調査

３，５６４�２００５１１０１
～

２００６０３３１

５．６�
～
６．５�

１４０度
４５分
４９秒

３６度
４９分
５０秒

 ０８２１５
－
０９５

 茨  城  県  北  茨  城  市  関 
いばら き けん きた いばら ぎ し せき

 南  町  神  岡  上 ３００１番地
なみ まち かみ おか かみ

 仁  井  谷  遺  跡 
に い や い せき

４，２２０�２００５１１０１
～

２００６０３３１

４．４�
～
５．５�

１４０度
４５分
４９秒

３６度
４９分
５０秒

０８２１５
－
０２７

 茨  城  県  北  茨  城  市  関 
いばら き けん きた いばら ぎ し せき

 南  町  神  岡  上 ３００１番地
なみ まち かみ おか かみ

 神  岡  上  遺  跡 
かみ おか かみ い せき

２，０１８�２００５１１０１
～

２００６０３３１

４．９�
～
５．８�

１４０度
４５分
４９秒

３６度
４９分
５０秒

０８２１５
－
０８４

 茨  城  県  北  茨  城  市  関 
いばら き けん きた いばら ぎ し せき

 南  町  神  岡  上 ３００１番地
なみ まち かみ おか かみ

 古  屋  敷  遺  跡 
ふる や しき い せき

３，３０１�２００５１１０１
～

２００６０３３１

４．５�
～
５．７�

１４０度
４５分
４９秒

３６度
４９分
５０秒

０８２１５
－
０９２

 茨  城  県  北  茨  城  市  関 
いばら き けん きた いばら ぎ し せき

 南  町  神  岡  上 ３００１番地
なみ まち かみ おか かみ

 叶  南 
かのう みなみ

 前  Ａ  遺  跡 
まえ えい い せき

　
に
    　  　  　 　   　　

い や い せき
 　 
かみ
 　  　  　  　 　　
おか かみ い せき

 　 
ふる
 　  　  　  　 　　
や しき い せき

 　 
かのう
 　 
みなみ
 　  　  　  　 
まえ えい い せき



特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種 別所 収 遺 跡 名

土師器，須恵器，石器（敲石）溝跡  １条
土坑  ２基

奈 良集落跡神 岡 上 遺 跡

掘立柱建物跡  ２棟中 世

陶磁器，石器（砥石）溝跡 ３条近 世

縄文土器 ，土師器
須恵器

溝跡 ７条
土坑 １９基
泥炭層 １か所

不 明

土師器，ミニチュア土器竪穴住居跡 ２軒古 墳集落跡古 屋 敷 遺 跡

土師器，須恵器，製塩土器，石
器（敲石），鉄製品（刀子・釘）

竪穴住居跡 ２軒
掘立柱建物跡 ４棟
柵跡 ２条
土坑 ２基

奈 良

陶器溝跡 ３条近 世

弥生土器，土師器，須恵器，陶
器，土製品（泥面子），石器（砥
石），鉄製品（釘）

掘立柱建物跡 １棟
溝跡 ２条
土坑 ２７基
ピット １７基
整地面　　　　 １か所

不 明

土師器，須恵器，鉄製品（釘），
井戸枠

竪穴住居跡 ２軒
掘立柱建物跡 ６棟
井戸跡 １基
土坑 ５基

奈良・平安集落跡叶 南 前 Ａ 遺 跡

陶器井戸跡 １基中 世

土師器，須恵器，石器(鏃)柵跡 １条
溝跡 ５条
土坑 ３０基
ピット １７基
泥炭層 １か所

不 明

　神岡上遺跡群の中の４遺跡で，古墳時代後期に本格的に集落が形成され始め，律令期の開
始とともに栄えた多珂郡新居郷に属する集落群である。仁井谷遺跡で確認された住居跡か
らは，東北地方南部の古墳時代後期の土器である栗囲式土器が出土している。また，古代の
須恵器は県内の須恵器の他に，いわきの窯で製作された須恵器や在地で製作された可能性
がある須恵器も出土している。

要 約
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第�章�調 査 経 緯

　茨城県高萩土木事務所は，北茨城市の神岡上地区において，一般県道里根神岡上線道路改良事業を進めている。

　平成１６年４月２２日，茨城県高萩土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，一般県道里根神岡上線

道路改良事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県

教育委員会は，平成１６年６月１７日に現地踏査を，平成１６年１０月２８・２９日にかけて試掘調査を実施し，遺跡の所

在を確認した。平成１６年１１月２６日，茨城県教育委員会教育長から茨城県高萩土木事務所長あてに，事業地内に

仁井谷遺跡，神岡上遺跡，古屋敷遺跡，叶南前Ａ遺跡が所在する旨回答した。

　平成１７年２月１４日，茨城県高萩土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第５７条の

３第１項（現　第９４条）の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨

城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，

平成１７年３月２日，茨城県高萩土木事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成１７年３月２２日，茨城県高萩土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，一般県道里根神岡上線

道路改良事業に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１７年３月２３日，茨城県教育委員会教

育長は，茨城県高萩土木事務所長あてに，仁井谷遺跡，神岡上遺跡，古屋敷遺跡，叶南前Ａ遺跡について発掘

調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介

した。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県高萩土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平

成１７年１１月１日から平成１８年３月３１日まで，仁井谷遺跡，神岡上遺跡，古屋敷遺跡，叶南前Ａ遺跡の発掘調査

を実施することとなった。

　調査は，平成１７年１１月１日から平成１８年３月３１日まで実施した。以下調査の経過については，概要を表で記

載する。
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第１節  調査に至る経緯

第２節  調　査　経　過

３　月２　月１　月１２　月１１　月 期間
工程
調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理

補 足 調 査
撤　 　 収

叶南前Ａ・神岡上遺跡 古屋敷・仁井谷遺跡

叶南前Ａ・神岡上遺跡 古屋敷・仁井谷遺跡
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第�章�位 置 と 環 境

　仁井谷・神岡上・古屋敷・叶南前Ａ遺跡は，茨城県北茨城市関南町神岡上３００１番地に所在している。

　北茨城市は，茨城県の最北部に位置する市で，福島県いわき市と接している。市域の地形は大きく二つに区

分でき，西部は福島県から南北に連なる阿武隈高地で，東部は太平洋に面する常磐海岸地帯である。山間部か

ら東に向かって順次標高が低くなり，山地，丘陵地，低地，海岸と配列しており，山地や丘陵地は東流する河

川によって分断されている。

　当遺跡群は，大津から平潟にかけて海岸に突き出た北部丘陵地と，二ツ島付近で海岸まで迫っている中央部

丘陵地に挟まれ，南北に細長く形成された低地に位置している。この低地を流れる河川に，里根川と江戸上川

がある。里根・江戸上両河川は，その下流域の関本下，仁井田・神岡下に沖積地を形成している。河川改修以

前の里根川は，河口付近で進路を南に取り，約３００�南の江戸上川と水路で繋がれていた。江戸上川は関南町の

丘陵を開析しながら谷底平地を流れ，支流と合流して神岡下から低地に流れ出る。関南町神岡上地区，磯原町

二ツ島地区では，丘陵が西側からせり出していて低地を狭くしており，特に二ツ島地区では，海岸線近くまで

丘陵が延びている。神岡上地区の丘陵を流れている小河川は，東善寺池，叶岡前池，南前の堤などで堰き止め

られ，低地を横断して太平洋に注いでいる。土地区画整備前は，今よりも多い小河川が神岡上地区を流れてい

たという。

　北茨城市の低地は，このように海岸まで突き出た丘陵にその幅を狭められながら南北に海岸に沿って広がっ

ており，その低地の前面を縁取って，市域南部の小野矢指，足洗，下桜井，磯原，神岡，大津まで約１２�に渡っ

て弧状に砂浜が広がっており，その内側の低地に砂丘が形成されている。

　砂丘は足洗地区・神岡地区には、南北に細長く東西にそれぞれ二列形成されている。足洗地区の東列砂丘は，

海岸沿いに足洗から下桜井を経て，大北川河口まで南北約４�，幅約４００�で，最も高いところで標高約５�で

ある。大北河口では，「中州」と呼ばれる幅２００�，標高約３�の砂州が形成されており、大北川を北流させて

いる。西列の砂丘は，長さ約１�，幅２００�で，規模は東列砂丘よりも小さく，標高は足洗の中郷中学校付近が

最も高く，約７�である。神岡地区の砂丘は，長さが約２�，幅は南部の神岡上が約６００�と幅が狭く，北端の

神岡下付近は約１�と広くなっている。東列砂丘は，海岸線に平行している。幅は約１００�と狭いが，標高は５

～６�と高く，浜田付近では，水田との比高が約２�ある。西列の砂丘は低平である。この砂丘の西側には，

低地が広がり丘陵地に至る。

　仁井谷・神岡上・古屋敷・叶南前Ａ遺跡は，いずれも神岡上地区の西列砂丘の西縁部に南北に連なっている。

仁井谷遺跡で砂丘は丘陵に一番寄っており，神岡上・叶南前Ａ遺跡の一部は，砂丘と背後の丘陵との間の低地

にかかっている。今回の調査区は，仁井谷・古屋敷遺跡の西縁部を，叶南前Ａ・神岡上遺跡のほぼ中央部を南

北に縦断している。標高は今回の調査区で，仁井谷遺跡が５．６～６．５�，神岡上遺跡が４．４～５．５�，古屋敷遺跡

が４．９～５．８�，叶南前Ａ遺跡が４．５～５．７�である。調査前の現況は，仁井谷・古屋敷遺跡が道路・更地で，叶

南前Ａ・神岡上遺跡が更地である。

第１節  地 理 的 環 境
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　ここでは神岡上遺跡群周辺の遺跡を，先学の研究や遺跡分布調査，及び発掘調査の成果をもとに記述してい

く。神岡上遺跡群の周辺には，古墳や横穴墓が多数存在しており，寺院跡や祭祀遺跡もある。それらを河川の

流域ごとの大きな範囲で概観していくと，里根川流域には， 塚  山 古墳〈１〉・ 八  塚 古墳群〈２〉・ 稲  荷  塚 古墳群〈３〉・
つか やま やつ づか いな り づか

 長  浜 古墳〈４〉・ 平  潟 横穴〈５〉・ 長  浜 横穴群〈６〉がある。里根川が大津港に注いでいる河口付近に位置する
なが はま ひら かた なが はま

 大  塚  山 古墳〈７〉は，採集された土器から中期の可能性があり，市内最古の古墳と考えられる。以前は２基以
おお つか やま

上からなる古墳群で，宅地造成時に勾玉が出土している。大津港の北側にある丘陵の，太平洋まで突き出した

その先端に， 立  野  祭  祀 遺跡〈８〉がある。中期に属する多種の石製模造品が採集されており，「航海の平安祈願
たて の さい し

など海の祭祀が行われた可能性」が指摘されている１）。津を眼前にしたこの地で祭祀が行われたことや，古墳が

築造された理由は，津が重要視されたためと考えられる。また大津港を見下ろす丘陵の南崖面には，明治時代

に松村瞭氏が調査し２），直刀・鉄鏃・金環・釧などの副葬品と，「少なくとも八名」の人骨が出土した 唐  帰  山 横
から かい さん

穴群〈９〉がある。

　江戸上川流域には神岡上遺跡群を取り囲むように， 神  岡  上 古墳群〈１０〉・ 富  士  ノ  腰 横穴群〈１１〉・
かみ おか かみ ふ じ の こし

 叶 
かのう

 岡 
おか

 堤 横穴
つつみ

群〈１２〉がある。神岡上古墳群は埴輪が伴わない古墳が４基調査されている。 ３）その内３号墳は円墳で，横穴

式石室内部から七鈴鏡・直刀などが出土し，須恵器・手捏土器・鏡・勾玉・小玉の土製模造品による墳丘祭祀

が行われている。第１号墳からは，明治４４年に金銅製刀装具類が出土しており４）豪華な副葬品から被葬者の権

限の大きさがうかがえ，この地域の盟主と考えられる。

　中央部丘陵地の海岸近くまで迫り出した縁辺部とその崖面には， 南 
みなみ

 蛭  ノ 
ひる の

 平 
だいら

古墳〈１３〉・ 二  ツ  島 古墳群〈１４〉・
ふた つ じま

 大  森 古墳群〈１５〉・ 権  現  塚 古墳〈１６〉・ 神  岡  上 横穴群〈１７〉・ 二  ツ  島 横穴Ａ支群〈１８〉・ 二  ツ  島 横穴Ｂ支群〈１９〉
おお もり ごん げん つか かみ おか かみ ふた つ じま ふた つ じま

がある。二ツ島観光ホテルの拡張工事中の際に発見された横穴墓が調査され，直刀・須恵器横瓶・耳環・玉類

と人骨が出土しており５），この横穴墓は，現在の二ツ島Ａ支群に含まれるものである。

　大北川流域の 尾  形  山 横穴群〈２０〉は，８支群７３基と推定されており，その内８基が調査されている６）。また，
お がた やま

出土した横穴墓は不明だが，銅鋺蓋・珠文鏡・武器類・装身具類・須恵器・人骨が紹介されており，いわき市

中田横穴墓の銅鋺蓋との形態的類似点や，いわき市八幡横穴群や白穴横穴群のように武器が多く副葬されてい

るといった類似点から，横穴群が形成された時期に「多珂国造」といった共通の支配者がこの地域を治めてい

た可能性が考えられている７）。 駒  木 横穴墓〈２１〉も４基調査されており８），隣接した尾形山横穴群と同一の横穴
こま ぎ

群の可能性がある。『常陸国風土記』９）には，「建御狭日命，遣はれし時に当たりて，久慈の堺の助河を以ちて

道前と為し，郡を去ること，西北六十里，今も猶，道前の里と称ふ。陸奥の国の石城の郡の苦麻の村を，道後

と為しき。」とあり，現在の日立市助川町から福島県双葉郡大熊町熊期辺りまでが，多珂国造の領域に比定され

ている１０）。七鈴鏡が出土した神岡上古墳群の第３号墳と，五鈴鏡が出土したいわき市横山古墳群の被葬者は，

「多珂国造家の呪術・占術を司る集団の長」と考え，「同じ葬送儀礼文化圏」を想定するのが大竹憲治氏である１１）。

この地域には共通した文化や社会があったことが考えられる。

　奈良・平安時代の北茨城市は多珂郡に属し，『和名類聚抄』によると北茨城市には高野郷・新居郷・梁津郷の

三つの郷が比定されている１２）。新居郷は北茨城市関南町・磯原町・華川町南部一帯に比定され，神岡上地区の

遺跡群である仁井谷遺跡・富士ノ腰遺跡〈２２〉・古屋敷遺跡・叶南前Ａ遺跡・ 叶  南  前 Ｂ遺跡〈２３〉・神岡上遺
かのう みなみ まえ

跡・ 東  側 遺跡〈２４〉・
ひがし がわ

 東  浦 遺跡〈２５〉・
ひがし うら

 南  前 
みなみ まえ

遺跡〈２６〉・ 善  才  原 遺跡〈２７〉を含めた砂丘上の遺跡は，古代の遺
ぜん さい はら

物が多量に散布しており，「神岡上遺跡群」と呼称できるまさに新居郷の中心的な集落群である。新居郷に比定

第２節  歴 史 的 環 境
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される地域にあるその他の古代の遺跡は， 小  高  山 遺跡〈２８〉・ 小  坂 遺跡〈２９〉・ 陣  馬  山 遺跡〈３０〉・シサ遺跡
お だか やま お さか じん ば やま

〈３１〉・ 幌  見 
ほ み

 平 遺跡〈３２〉・
だいら

 青  ノ 
あお の

 平 
だいら

Ａ遺跡〈３３〉・ 青  ノ 
あお の

 平 
だいら

Ｂ遺跡〈３４〉・ 青  ノ 
あお の

 平 
だいら

Ｃ遺跡〈３５〉・ 青  ノ 
あお の

 平 Ｄ遺跡〈３６〉・
だいら

 八  木  沢 遺跡〈３７〉・ 尾  形  山 遺跡〈３８〉・ 手 
や ぎ さわ お がた やま て

 掫 
ざらい

遺跡〈３９〉・ 一  本  松 遺跡〈４０〉・ 堂  ノ  前 遺跡〈４１〉・ 元  谷  地 遺跡〈４２〉・
いっ ぽん まつ どう の まえ もと や じ

 前  鍛  冶  屋 遺跡〈４３〉などがある。梁津郷にある古代の遺跡は， 見  合 遺跡〈４４〉・ 柿木 遺跡〈４５〉・ 上  野  台 遺跡
まえ か じ や み あい かきのき うえ の だい

〈４６〉・ 鍛  冶  前 遺跡〈４７〉・ 梨  木 遺跡〈４８〉・ 蛭  田 遺跡〈４９〉・ 唐  帰  山 遺跡〈５０〉・ 宮  西 遺跡〈５１〉などがある。こ
か じ まえ なし き ひる た から かい さん みや にし

の内，上野台遺跡からは掘立柱建物跡が確認されており１３），大規模な集落の可能性も考えられる。

　多珂郡は国造時代から，「癸丑の年に，多珂の国造石城直美夜部・石城の評の造部の志許赤等，惣領高向の大

夫に請ひ申して，部ぶる所遠く隔たり，往来に便よからざるを以ちて，分かち多珂・石城の二つの郡を置きき。

石城の郡は，今，陸奥の国の堺の内に在り。」 １４）と，多珂郡の一部が陸奥国岩城郡になる。また，養老２（７１８）

年に，「常陸国の多珂郡の郷，二百十戸を分離して菊田郡と名づけ石背国に所属させた」 １５）とあるように陸奥国

との行政区画の整理が行われている。これ以降は梁津郷が常陸国の最北端の郷になり，陸奥国への玄関口であ

る勿来（菊田）関がすぐ北側にある１６）。また，「守護国界」の思想に基づいて，平安時代初期に「国界寺」であ

る中山寺が関本上に建立されている１７）。

　このように古代の東北地方との国境の郡として，重要な役割を果たしていた多珂郡は，東海道に属している。

常陸国国府以北の駅家として多珂郡には，助川駅家・藻嶋駅家・棚嶋駅家がある。養老３（７１９）年に，「岩城国

に初めて馬家十ヵ所」 １８）が設置され，国府以北のこれらの駅家は陸奥国の海道１０駅に連絡していたものである。

８世紀になると国の蝦夷征討事業が活発になり，それに合わせてこれらの駅路が設置されたと考えられてい

る。棚嶋駅家は新居郷に置かれたものと考えられており，磯原町の天妃山付近に比定されている１９）。「榎の浦の

津あり。便ち，駅家を置けり。東海の大道にして，常陸路の頭なり」 ２０）とあるように，常陸路の最初の駅家や

港があった榎浦津を見降ろす位置に，下君山廃寺跡がある。終点の港の梁津を見降ろす高台に，一堂規模の寺

院である 大  津  廃  寺 跡〈５２〉がある２１）。これらの常陸国における駅路の起点と終点にある寺院は，「常陸国内の鎮
おお つ はい じ

護と蝦夷征伐討に向かう将兵や船団の平安を祈念するため」建立されたと考えられている２２）。律令期は蝦夷征

討が本格化してきた時期である。多珂郡はそのような時代背景の中存在し，特に陸奥国との境の津がある梁津

郷と，推定棚島駅家のある新居郷は蝦夷征討という国の事業と深く関連したものと考えられる。

※　文中の〈　〉内の番号は，表１及び第１図の該当番号と同じである。
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第１図　仁井谷・神岡上・古屋敷・叶南前Ａ遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院５万分の１に加筆）
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表１　仁井谷・古屋敷・叶南前Ａ・神岡上遺跡周辺遺跡一覧表

時　　代

遺　　跡　　名
番　
　

号

時　　代

遺　　跡　　名
番　
　

号

近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

○○東 浦 遺 跡２５○○○○○○仁 井 谷 遺 跡�

○○○南 前 遺 跡２６○○○○○○神 岡 上 遺 跡�

○○善 才 原 遺 跡２７○○○○○古 屋 敷 遺 跡�

○○○○小 高 山 遺 跡２８○○○叶 南 前 Ａ 遺 跡�

○○○小 坂 遺 跡２９○塚 山 古 墳１

○陣 馬 山 遺 跡３０○八 塚 古 墳 群２

○○シ サ 遺 跡３１○稲 荷 塚 古 墳 群３

○○○幌 見 平 遺 跡３２○長 浜 古 墳４

○○○○青 ノ 平 Ａ 遺 跡３３○平 潟 横 穴５

○青 ノ 平 Ｂ 遺 跡３４○長 浜 横 穴 群６

○青 ノ 平 Ｃ 遺 跡３５○大 塚 山 古 墳７

○○青 ノ 平 Ｄ 遺 跡３６○立 野 祭 祀 遺 跡８

○○八 木 沢 遺 跡３７○唐 帰 山 横 穴 群９

○○尾 形 山 遺 跡３８○神 岡 上 古 墳 群１０

○手 掫 遺 跡３９○富士ノ腰横穴群１１

○○一 本 松 遺 跡４０○叶 岡 堤 横 穴 群１２

○○堂 ノ 前 遺 跡４１○南 蛭 ノ 平 古 墳１３

○元 谷 地 遺 跡４２○二 ツ 島 古 墳 群１４

○前 鍛 冶 屋 遺 跡４３○大 森 古 墳 群１５

○○見 合 遺 跡４４○権 現 塚 古 墳１６

○○柿 木 遺 跡４５○神 岡 上 横 穴 群１７

○○○上 野 台 遺 跡４６○二ツ島横穴Ａ支群１８

○鍛 冶 前 遺 跡４７○二ツ島横穴Ｂ支群１９

○梨 木 遺 跡４８○尾 形 山 横 穴 群２０

○蛭 田 遺 跡４９○駒 木 横 穴 墓２１

○○○○唐 帰 山 遺 跡５０○○富 士 ノ 腰 遺 跡２２

○○○宮 西 遺 跡５１○叶 南 前 Ｂ 遺 跡２３

○大 津 廃 寺 跡５２○○東 側 遺 跡２４
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第２図　仁井谷遺跡・神岡上遺跡・古屋敷遺跡・叶南前Ａ遺跡調査区設定図



第�章�仁 井 谷 遺 跡

　仁井谷遺跡は，南北に延びる標高５．６～６．５�の砂丘上に立地している。調査区は遺跡の西縁部を縦断するよ

うに設定され，調査面積は３，５６４�で，調査前の現況は道路及び更地である。

　今回の調査によって，古墳時代から奈良・平安時代を中心とした遺構と遺物が確認された。確認された遺構

は，竪穴住居跡２４軒（古墳時代１０，奈良・平安時代９，時期不明５），掘立柱建物跡１５棟（古墳時代１，奈良・

平安時代１１，時期不明３），柵跡４条（奈良時代２，時期不明２），方形竪穴遺構３基（古墳時代２，時期不明

１），道路跡１条（古墳時代），火葬墓１基（平安時代），溝跡１６条（古墳時代２，奈良・平安時代２，時期不明

１２），土坑４３基（奈良・平安時代５，時期不明３８基），ピット群２か所（奈良時代１，時期不明１），ピット７１基

（時期不明），円形周溝状遺構１基（時期不明），不明遺構１か所（時期不明），その他泥炭層１か所（時期不明）

である。

　遺物は，遺物コンテナ（６０×４０×２０�）に２３箱出土している。主な遺物は縄文土器（深鉢），弥生土器（壺形

土器），土師器（坏・椀・皿・盤・蓋・高坏・鉢・浅鉢・短頸壺・甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・高台付皿・

盤・蓋・高盤・鉢・浅鉢・瓶・長頸瓶・甕・甑・円面硯），陶器（軟質土器・碗・擂鉢），磁器（碗），手捏土

器，土製品（紡錘車・泥面子），石器（鏃・磨石・敲石・台石・砥石・支脚），石製品（紡錘車），鉄製品（刀

子・釘・火打ち金・鉄滓・椀状滓・不明），古銭などである。

　調査区南部のＤ９ｊ２区にテストピットを設定し，基本土層（第３図）の堆積状況の観察を行った。観察結果

は，以下の通りである。

　第１層は，黒褐色を呈し，現在の水田の盛土層で，層厚は２０～２５�である。

　第２層は，灰白色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，層厚は３０～４５�である。

　第３層は，黄色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，層厚は不明である。

　遺構は，第２層上面で確認されている。
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第１節  遺 跡 の 概 要

第２節  基 本 層 序

5.4m

5.0

4.6

1

2

3

第３図　仁井谷遺跡基本土層図
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仁 井 谷 遺 跡

第３節  遺 構 と 遺 物

１　古墳時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡１０軒，掘立柱建物跡１棟，方形竪穴遺構２基，道路跡１条，溝跡２条が確認されている。以下，

遺構と遺物について記述する。

　

　（１）竪穴住居跡

　第２号住居跡（第５～７図）

位置　Ｄ９ｆ６区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第６号掘立柱建物跡を掘り込み，第４号掘立柱建物，第２７・２８号ピットに掘り込まれている。　

規模と形状　長軸３．９�，短軸３．５�の長方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は１５～２０�で，ほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

竈　北壁の中央部に付設されている。焚口部を第４号掘立柱建物に掘り込まれているため，焚口部から煙道部

までの規模は不明で，袖部幅は８０�である。袖部は，ロームブロック・焼土化した粘土ブロックを混ぜ込んだ

粘土で構築している。火床部は地山面を凹凸に掘り込んで，黒色砂・黄色砂・灰白色砂を埋土しており，弱く

赤変している。支脚は火床部の左寄りに据えられている。煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床部から外傾し

て立ち上がっている。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１８～２１�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入し，均一に堆積した状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片４３３点（坏・高坏・椀１０６，甕・甑３２７），須恵器片１７点（蓋），陶器１点（軟質土器），

石器１点（支脚）が出土している。また，混入した須恵器片３３点も出土している。遺物は，覆土中層から下層

を中心に散在した状態で出土している。７８は東部の覆土中層から下層にかけて出土した破片が接合したもので

ある。７７は東壁際の下層，８０は中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。７９は北西部及び中央部の覆土中

層に散在している破片が接合したものである。８３・８４は竈右脇の床面からわずかに浮いた位置で，正位で入れ

子の状態で出土している。また，８３は覆土中層から出土した破片とも接合している。８５は南壁際の覆土上層か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から７世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１  黒 色 焼土ブロック・凝灰岩ブロック微量　
２  灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・凝灰岩ブロック

多量

３  黒 色 焼土ブロック・凝灰岩ブロック・灰白色砂微量
４  灰 白 色 凝灰岩ブロック中量
５  灰 白 色 黒色砂多量

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂少量 ２  黒 色 灰白色砂多量

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子少量，灰白色砂微量 ２  灰 白 色 黒色砂少量



－　　－14

1

2

D9f6

B
E
Ⅰ

Ⅰ

J

C

A

H

G

G 

H

A

D

D

C

J

F

F

B
E

Q16

SB4

84
80

78 TP27

77

Pit27

Pit28SB4

P3

5.6m

P2

85

A A G

JJ

B E

F
FEB

HH

G

C

D

Ⅰ

C

D

Ⅰ Q16

1

3
5

2

2

1 SB4
1

K
1

2

2

S
B

4

85
82

83

T
P

27

78
79

77
80

81
84

Q
16

Q16

5

2

3
5

1 1

4

2

5

81

P479

82

83

P1

2m0

1m0

第５図　第２号住居跡実測図（１）



－　　－15

仁 井 谷 遺 跡

K

KK

K

83

84
SB4

5.6m 84 83

1m0

第６図　第２号住居跡実測図（２）

第２号住居跡出土遺物観察表（第７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ナデ
体部外面の一部に木葉痕　内面ヘラ磨き普通にぶい黄黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－５．６［１５．６］坏土師器７７

３０％覆土中層
下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ナデ　内面ヘラ磨き普通にぶい褐黒雲母・白色粒子－３．８［１２．４］坏土師器７８

９０％
ＰＬ２０覆土中層天井部回転ヘラ削り調整普通灰白色粒子・透明粒子－３．０１０．４蓋須恵器７９

77
78

81

80

Q16

84

83

82 79

TP27 10cm0

第７図　第２号住居跡出土遺物実測図
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　第４号住居跡（第８・９図）

位置　Ｄ９ｅ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第５・６号住居，第８・１７号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びていることや，南側が削平されているため，東西軸３．９�のみ，南北

軸４．１�のみが確認されている。平面形は長方形と推測され，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。遺存する壁高は

４～６�で，壁の立ち上がりは不明瞭である。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６４�，袖部幅９８�である。袖部は床面と同じ高さ

の地山面を基部とし，ロームブロックと凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築している。火床部は床面より

わずかにくぼんだ地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外に掘り込まれ

ておらず，火床部からほぼ直立している。また，第２層は竈構築材の崩落土である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１０～４０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ１５�で，Ｐ４

の支柱穴と考えられる。

覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片１９９点（坏・高坏６８，甕・甑１３１），また，混入した須恵器片１４点と陶器片１点も出土

している。覆土中から細片が多く出土しており，８６も覆土中からの出土である。

所見　時期は，出土土器からは明確にできないが，重複関係から８世紀前葉以前であり，古墳時代後期後半と

考えられる。

竈土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 黄 褐 色 ロームブロック・凝灰岩ブロック中量

３  黒 色 灰白色砂少量

土層解説
１  褐 灰 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３  黒 色 灰白色砂中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂微量

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中層外面格子目叩き　内面青海波文　内・外面叩き後ナデ普通灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ２７

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中層天井部ロクロナデ普通黄灰白色粒子・透明粒子－（１．３）［１０．４］蓋須恵器８０

３０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後磨き状の
ナデ　内面磨き状のナデ普通黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子［７．０］９．１［１５．８］椀土師器８１

３０％
二次火熱痕覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ナデヵ（器面剥落）　

内面磨き普通橙白色粒子・透明粒子－（７．１）［１３．８］椀土師器８２

８０％覆土下層内・外面二次火熱により剥離が著しく調整不明普通橙
黒雲母・海綿骨針
白色粒子・透明粒子
黒色粒子・赤色粒子

４．４１２．２　１４．８甕土師器８３

９０％
ＰＬ２１覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面輪積み痕を残したナ

デ　内面ヘラナデ　底部内面ヘラ削り普通黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子７．５１８．１　１９．６甑須恵器８４

ＰＬ２０
写真図版のみ覆土上層緑色の釉残存普通灰白白色粒子・透明粒子－－－－陶器８５

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

竈火床部円柱状に整形　内部まで赤変凝灰岩１９３．０４．５５．５１７．０支脚Ｑ１６
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86

10cm0

　第８号住居跡（第１０・１１図）

位置　Ｄ９ｉ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号掘立柱建物，第１・５・３５号土坑，第１・７７・７８号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　東側部分が撹乱を受けているため，東西軸３．３�のみ，南北軸３．６�が確認されている。平面形は

方形または長方形と推測され，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は２３～３２�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

竈　北壁中央部に付設されている。遺存状態が悪く，袖部と火床部のみが確認されている。袖部幅１３０�で，右

袖部は床面と同じ高さの地山面に，左袖部は砂層を一部掘り残して基部とし，それぞれ粘土と砂の混合土の上

に粘土を貼り合わせて構築している。火床部は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱により

弱く赤変している。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片５８３点（坏・高坏４１，甕・甑５４２），石器１点（敲石），鉄製品１点（刀子）が出土して

いる。また，混入した須恵器片１４点と陶器片１点も出土している。遺物は，覆土上層から中層を中心に散在し

た状態で出土している。７は竈右脇の確認面と覆土中層から斜位で出土した破片が接合し，９は竈周辺の覆土

中層に散在している破片が接合したものである。８は竈左脇の覆土上層から散在して出土した破片が接合した

ものである。１は北西部の覆土下層，４・Ｑ１は中央部・南壁際の覆土下層，１０は北東部の覆土上層に散在し

ている破片が接合している。３は南東部の覆土下層，Ｍ１は北東部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から７世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１  灰 黄 褐 色 砂多量，焼土ブロック・凝灰岩ブロック少量　
２  灰 黄 褐 色 焼土ブロック・凝灰岩ブロック・砂多量，

炭化物少量

３  黒 色 粘土多量，焼土ブロック・凝灰岩ブロック微量

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子少量，灰白色砂微量 ２  灰 白 色 黒色砂少量

第４号住居跡出土遺物観察表（第９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中外面ヘラ削り　内面ナデ普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子［６．６］４．０［１２．０］坏土師器８６ 

第９図　第４号住居跡出土遺物実測図
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　第１０号住居跡（第１２図）

位置　Ｄ９ｅ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第７号住居，第８号掘立柱建物，第６号溝，第２３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　削平されていることや重複のため，東西軸３．５�のみ，南北軸１．６�のみが確認されている。平面

形は方形または長方形と推測され，主軸方向は不明である。遺存した壁高は４～７�で，立ち上がりは不明瞭

である。

第８号住居跡出土遺物観察表（第１０･１１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％覆土下層内・外面ナデ　　普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子４．２　４．０［１２．６］坏土師器１

１０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面下端ヘラ削り
内面ヘラ磨き　普通にぶい橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子－　（３．４）［１０．８］高坏ヵ土師器２

１０％
Ｐ４と同
一個体

覆土下層坏部外面横ナデ・ナデ　輪積み痕残存　内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子－　（２．６）［１１．０］高坏土師器３

５０％
Ｐ３と同
一個体

覆土下層脚部内・外面ヘラ削り　裾部内・外面横ナデ普通橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子９．４　（５．５）－高坏土師器４

２０％ＳＫ３５に
流入脚部内・外面ヘラ削り普通浅黄黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子－　（５．２）－高坏土師器５

１０％覆土中層脚部内・外面ヘラ削り　裾部内・外面横ナデ普通橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子［６．４］　（５．３）－高坏土師器６

６０％確認面
覆土中層

口縁部内・外面横ナデ　体部外面上半ヘラ削り後ナデ
下半ヘラ削り　内面ヘラナデ・ナデ　普通にぶい橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子－（１３．１）１７．０甕土師器７

２０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面上半ナデ　下半ヘラ
削り　内面ナデ　口縁部～体部に輪積み痕残存　普通にぶい黄褐黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子－（１１．７）［１７．８］甕土師器８

４０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面上半ナデ　下半ヘラ
削り　内面ヘラナデ・ナデ普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子７．４１５．５［１４．８］甕土師器９

２０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ナデ普通にぶい橙黒雲母・白色粒子

黒色粒子・赤色粒子－（１４．７）［１８．４］甕土師器１０

５％覆土上層体部内・外面丁寧なナデ　普通浅黄橙白色粒子・透明粒子
黒色粒子・赤色粒子－（１０．６）［２３．６］甕土師器１１

５％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子－　（５．６）［１５．４］甕土師器１２

２０％覆土上層底部外面ナデ普通にぶい橙黒雲母・海綿骨針
白色粒子・透明粒子９．５　（２．０）－甕土師器１３

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土下層４面に敲打痕ホルンフェルス３８５．０４．７７．３９．１敲石Ｑ１

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土上層両端欠損鉄　（８．６）０．４１．６（８．４）刀子Ｍ１
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第１２図　第１０号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

覆土　部分的に黒色砂が残っているだけであり，堆積状況は不明である。

所見　出土土器がないため時期を明確にできないが，重複関係から８世紀前葉以前であり，古墳時代後期後半

と考えられる。

　第１１号住居跡（第１３図）

位置　Ｂ９ｊ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１０号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　北・西側部分の大部分が調査区域外に延びており，東西軸３．０�のみ，南北軸２．９�のみが確認さ

れている。平面形は方形または長方形と推測され，Ｐ２を通るラインから推定できる主軸方向は，Ｎ－２５°－Ｗ

である。壁高は９～１５�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　
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第１３図　第１１号住居跡・出土遺物実測図
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第１１号住居跡出土遺物観察表（第１３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％床面
Ｐ２覆土中

口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子－４．９１４．９　坏土師器１４

５％Ｐ２覆土中外面押圧ぎみのナデ　内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子－（２．８）［９．４］－手捏土器１５

ピット　２か所。Ｐ１は深さ３５�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ２は深さ５４�で，位置から出入

り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片６２点（坏・高坏１２，甕・甑５０）が出土している。また，混入した須恵器片１４点と陶器

片１点も出土している。遺物は，覆土中からまばらに出土している。１４は南部の床面とＰ２内から出土した破

片が接合したものである。１５はＰ２内から出土している。

所見　時期は，出土土器から７世紀前半と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂少量，黄砂微量 ２  黒 色 灰白色砂少量

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量

３  黄 色 黒色砂少量

　第１３号住居跡（第１４～１９図）

位置　Ｄ９ｃ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２１・２２号土坑，第３９・１００号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．１�，短軸３．５�の長方形で，主軸方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は１６～２８�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。

竈　北壁中央部に付設されている。遺存状態が良く天井部も残っており，甕が２個体掛かったままである。規

模は，焚口部から煙道部まで１０５�，袖部幅は９５�である。両袖部とも角柱状に整形された凝灰質泥岩を芯材と

している。左袖部は地山をピット状に掘り込んで石材を差し込み，黒色砂と灰白色砂の混合砂で埋土してい

る。右袖部は地山面に黒色砂と灰白色砂の混合砂を充填して，その上に石材を置いている。それらの芯材の上

に，長方形に整形された凝灰質泥岩を架けて天井石としている。凝灰質泥岩の切石で焚口部を組み上げてか

ら，ロームブロック・焼土化した粘土ブロック・凝灰質泥岩ブロック・砂岩の中礫を混ぜ込んだ粘土で構築し

ている。火床部は床面と同じ高さの地山面を使用し，火床面は赤変しており，焼土層の厚さは３�ほどである。

円柱状の支脚は，火床部の左寄りに円形に２０�ほど掘り込まれた穴に差し込まれ，端部を埋められて据えられ

ている。煙道部は壁外に６０�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
３  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
４  灰 黄 褐 色 砂多量，ロームブロック・焼土ブロック・
   砂岩中礫少量

５  黒 色 灰白色砂多量
６  黒 色 灰白色砂少量
７  赤 褐 色 焼土粒子多量，中礫少量
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第１４図　第１３号住居跡実測図（１）
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ピット　深さ１０�で，性格は不明である。

覆土　４層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片４１２点（坏・高坏・椀８９，甕・甑３２３），石器２点（磨石・支脚）が出土している。ま

た，混入した須恵器片６点も出土している。破損品や大形の破片が，南西コーナー部から中央部にかけての覆

土上層から中層を中心にまとまって出土している。特に南西コーナー部に大形の破損品が集中している。２３に

ついては，混入と考えられる。３５と４０は竈に掛かったままであり，土圧による天井部の若干の崩落によって，

どちらも内側に傾いている。４０の底部は抜けており，Ｑ１５が内部に突き抜けている。また，４０の内部の覆土中

から骨片と思われる白色の破片が出土している。

所見　時期は，出土土器から７世紀前半と考えられる。

土層解説
１  黒 色 炭化物・灰白色砂微量

土層解説
１  黒 色 炭化物・灰白色砂微量
２  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂微量

３  黒 色 灰白色砂少量
４  灰 白 色 黒色砂微量
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第１６図　第１３号住居跡出土遺物実測図（１）
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　第１５号住居跡（第２０・２１図）

位置　Ｃ９ａ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１６号住居，第７号掘立柱建物，第３・４号柵に掘り込まれている。

第１３号住居跡出土遺物観察表（第１６～１９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％
ＰＬ２０覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　

内面ヘラ磨き　　　普通灰黄褐黒雲母・海綿骨針
白色粒子・透明粒子－　５．５１３．８坏土師器１６

８０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面剥落の為調整不明　　底部木葉痕　　普通にぶい褐黒雲母・白色粒子

透明粒子－　４．６１３．２坏土師器１７

７０％
ＰＬ２０覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　

内面ナデ　　　普通にぶい褐黒雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子－　３．７１３．８坏土師器１８

６０％
ＰＬ２０覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　

内面ヘラ磨き　　　普通にぶい褐黒雲母・白色粒子
透明粒子－　４．４１４．５坏土師器１９

３０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ナデ
内面ヘラ磨き　　　普通褐黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子－　（４．５）［１３．０］坏土師器２０

３０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面剥落の為調整不明　　　普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子－　３．０［１４．６］坏土師器２１

２０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　
内面ヘラ磨き普通灰褐黒雲母・白色粒子

透明粒子－　（３．７）［１３．８］坏土師器２２

２０％覆土上層
混入底部回転ヘラ削り調整　普通橙海綿骨針・白色粒子

透明粒子・赤色粒子　［８．０］　（０．７）－坏須恵器２３

７０％
二次火熱痕床面口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子　４．０　９．０［１４．０］椀土師器２４

２０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通にぶい黄褐黒雲母・白色粒子
透明粒子－　（６．６）［１４．４］椀土師器２５

１０％　
二次火熱痕覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子－　（６．３）［１３．６］椀ヵ土師器２６

７０％
ＰＬ２０覆土中層

坏部外面上半横ナデ　輪積み痕残存　下半ヘラ削り
後ナデ　内面ヘラ磨き　脚部外面ヘラ削り　内面ヘ
ラ削り後ナデ　裾部内・外面横ナデ

普通にぶい黄橙黒雲母・海綿骨針
白色粒子・透明粒子［１０．３］　８．８［１４．１］高坏土師器２７

７０％覆土中層坏部外面上半横ナデ　下半ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ磨
き　脚部外面ヘラ削り　内面ナデ　裾部内・外面横ナデ普通にぶい褐黒雲母・白色粒子

透明粒子１１．０１０．５［１３．０］高坏土師器２８

６０％覆土中層坏部内面ヘラ磨き　脚部外面ヘラ削り　内面ヘラナ
デ　裾部内・外面横ナデ　　普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子１１．７　（５．９）－高坏土師器２９

３０％覆土中層脚部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　裾部内・外面横ナ
デ普通にぶい橙黒雲母・海綿骨針

白色粒子・透明粒子［１１．２］　（５．９）－高坏土師器３０

２０％覆土上層坏部外面上半横ナデ　下半ヘラ削り　内面ヘラ磨き
　普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子－　（４．９）［１４．８］高坏土師器３１

１５％覆土上層坏部外面上半横ナデ　下半ヘラ削り　内面ナデ普通にぶい橙黒雲母・海綿骨針
白色粒子・透明粒子－　（３．６）［１３．８］高坏土師器３２

１５％覆土上層坏部外面上半横ナデ　下半ヘラ削り　内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子－　（４．５）［１４．８］高坏土師器３３

１５％覆土上層脚部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　裾部内・外面横ナ
デ普通褐黒雲母・海綿骨針

白色粒子・透明粒子［１１．８］　（４．３）－高坏土師器３４

１００％竈掛け口口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ナデ　底部木葉痕普通にぶい褐黒雲母・海綿骨針・白色粒

子・透明粒子・赤色粒子　５．８１８．８２１．５甕土師器３５

２０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通明黄褐黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子－（２６．７）［２７．０］甕土師器３６

１５％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラナデ・ナデ普通灰黄褐黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（１５．４）［１６．６］甕土師器３７

１０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ハケ目　内面ナデ普通にぶい橙黒雲母・海綿骨針・白色粒
子・透明粒子・赤色粒子－　（８．１）［１６．８］甕土師器３８

５％覆土上層口縁部内・外面ハケ目普通橙海綿骨針・白色粒子
透明粒子・赤色粒子－　（３．２）［１９．８］甕土師器３９

９０％
ＰＬ２１竈掛け口体部外面上半ハケ目　下半ヘラ削リ　内面ヘラナデ・

ナデ　下半の一部にハケ目　　普通橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子　６．７（２９．０）－甕土師器４０

１０％覆土中層体部外面ハケ目　内面ヘラナデ・ナデ普通にぶい黄橙黒雲母・海綿骨針
白色粒子・透明粒子－（１６．２）－甕土師器４１

１０％覆土上層底部木葉痕　底部周縁ナデ普通にぶい褐黒雲母・白色粒子
透明粒子　５．８　（４．６）－甕土師器４２

１０％覆土上層底部一方向のヘラ削り普通赤褐黒雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子　９．０　（１．９）－甕土師器４３

７０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通にぶい黄橙海綿骨針・白色粒子
透明粒子　７．２１９．３２２．８甑土師器４４

８０％
ＰＬ２１覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　

内面ナデ・ヘラ磨き普通にぶい黄橙海綿骨針・白色粒子
透明粒子－（２５．０）２４．８甑土師器４５

５％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面剥落の為調整不明普通にぶい黄橙黒雲母・海綿骨針

白色粒子・透明粒子－（１４．１）［２９．６］甕土師器４６

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土中層側縁に使用痕黒雲母花崗岩１４８．０４．０４．９　５．４磨石Ｑ２

竈火床部円柱状に整形　内部まで赤変凝灰岩（５７３．０）（４．８）６．２（１５．０）支脚Ｑ１５
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第２０図　第１５号住居跡実測図

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びており，東西軸３．１�のみ，南北軸３．８�が確認されている。平面形

は方形または長方形と推測され，主軸方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は３５～４０�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。

竈　北壁に付設されている。遺存状態が悪く，煙道部と火床部のみが確認されている。火床部は床面と同じ高

さの地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，立ち上

がりは不明瞭である。

　

ピット　２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ２８～５５�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂少量，黄色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂少量

竈土層解説
１  黒 色 焼土粒子・黄色砂少量 ２  黒 色 焼土粒子多量
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第１５号住居跡出土遺物観察表（第２１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ハケ目　内面ナデ普通にぶい褐黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子－（９．４）［２３．０］甕土師器４７ 

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土下層４面に使用痕珪質片石（１８４．４）４．４４．２（８．４）砥石Ｑ５

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片１３６点（坏・高坏１０，甕・甑１２６），石器１点（砥石）が出土している。また，混入し

た陶器片１点も出土している。覆土中層から下層を中心に細片が多く出土している。４７は北東・北西部の覆土

下層に散在している破片が接合したものである。Ｑ５は東壁際の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から古墳時代後期後半と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量

３  黒 色 灰白色砂中量

47

Q5

10cm0

　第２０号住居跡（第２２図）

位置　Ｃ９ｄ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１９号住居，第８２・８３・８４号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸３．６�，短軸３．３�の方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は１０～２０�で，外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。

竈　北壁東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８０�，袖部幅１２０�である。袖部は床面と同

じ高さの地山面を基部とし，ロームブロックと凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築している。火床部は床

面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外に２９�掘り込ま

れ，立ち上がりは不明瞭である。

第２１図　第１５号住居跡出土遺物実測図
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第２２図　第２０号住居跡・出土遺物実測図

　

ピット　深さ２７�で，性格は不明である。

　

竈土層解説
１  黒 色 焼土ブロック・炭化物微量
２  黒 色 焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック微量

３  黒 色 焼土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１  黒 色 炭化物・黄色砂微量 ２  黒 色 黄色砂少量
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覆土　単一層である。均一な砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片４１点（坏・高坏４，甕・甑３７），また，混入した須恵器片１点も出土している。覆土

中を中心に破片がまばらに出土している。４８は竈左脇の床面から出土している。

所見　時期は，床面出土の土器から７世紀前半と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

　第２１号住居跡（第２３・２４図）

位置　Ｃ９ｄ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２０・２２号住居，第３７号土坑，第８３・８４号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が削平されていることや重複のため，わずかにしか遺存しておらず，規模・形状・主軸

方向は不明である。遺存する壁高は１１�で，立ち上がりは不明瞭である。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

ピット　深さ１０�で，性格は不明である。

覆土　単一層である。部分的に残っているだけであり，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片３０点（坏・高坏２，椀２，甕・甑２６），または，流れ込んだ弥生土器片１点も出土し

ている。破片が覆土中からまばらに出土している。５１～５３は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器と重複関係から６世紀後半と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
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第２３図　第２１号住居跡実測図

第２０号住居跡出土遺物観察表（第２２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％床面口縁部内・外面横ナデ　体部～底部外面ヘラ磨き　
内面ヘラ磨き普通にぶい赤褐黒雲母・白色粒子

透明粒子－３．８［１４．２］坏土師器４８
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第２１号住居跡出土遺物観察表（第２４図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ナデ普通にぶい黄橙海綿骨針・白色粒子
透明粒子－　（７．５）［１５．８］椀土師器４９

１０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ナデ　内面ナデ　
輪積み痕残存　普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－　（７．６）［１２．０］甕土師器５０

５０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面上半ヘラ削り
下半ナデ　内面ヘラナデ・ナデ普通黄橙海綿骨針・白色粒子

透明粒子・赤色粒子７．２１８．５１５．５甕土師器５１

４０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り一部ヘラナデ
内面剥落のため調整不明普通明赤褐黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－　（９．２）１８．５甕土師器５２

３０％覆土下層体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ナデ
底部外面ヘラ削り後ヘラ磨き普通橙海綿骨針・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（１０．８）－甕土師器５３

49
52

53

50

51

10cm0

第２４図　第２１号住居跡出土遺物実測図

　第２３号住居跡（第２５・２６図）

位置　Ｃ９ｉ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１７号住居，第１６号掘立柱建物，第８７・８８・９１・９４号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　東側部分が撹乱を受けており，東西軸４．５�のみ，南北軸３．７�が確認されている。平面形は長方

形と推測され，主軸方向はＮ－１４°－Ｗである。壁高は１１～１５�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。
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第２５図　第２３号住居跡実測図

竈　北壁に付設されている。遺存状態が悪く，袖部と火床部のみが確認されている。袖部幅１０５�で，床面と同

じ高さの砂層を基部として，ロームブロックと凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築している。左袖部は，

凝灰岩を芯材としている。火床部は床面から１０�ほど円形に掘りくぼめられており，火熱により弱く赤変して

いる。

　

ピット　深さ１０�で，南壁寄りにあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

　

竈土層解説
１  黒 色 粘土ブロック・凝灰岩ブロック中量，炭化粒子

少量，灰白色砂微量
２  黒 色 炭化粒子微量

３  黒 色 灰白色砂多量，焼土ブロック少量
４  灰 黄 褐 色 砂多量，ロームブロック・凝灰岩ブロック中量

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂微量
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表２　古墳時代竪穴住居跡一覧表

 備　　考
新旧関係（旧→新）時期主な出土遺物覆土

内　部　施　設
壁溝床面壁高

（�）

規模（�）
長（東西）軸×
短（南北）軸

平面形主軸方向位　置番号
竈ピット 出入口

ピット主柱穴

ＳＢ６→本跡→ＳＢ４，
Ｐｉｔ２７・２８

７世紀
後半

土師器　須恵器　陶器
（軟質土器）　石製支脚自然北－－４－平坦１５～２０３．９×３．５長方形Ｎ－２６°－ＷＤ６ｆ６２

本跡→ＳＢ８・１７→
ＳＩ６→ＳＩ５後期後半土師器不明北１－４－平坦４～６（３．９）×（４．１）［長方形］Ｎ－７°－ＥＤ９ｅ４４

本跡→ＳＢ１，ＳＫ１・５・
３５，Ｐｉｔ１・７７・７８

７世紀
後半

土師器　敲石　不明
鉄製品自然北－－－－平坦２３～３２（３．３）×３．６［方形］Ｎ－１０°－ＷＤ９ｉ５８

本跡→ＳＤ６，ＳＫ２３→
ＳＢ８→ＳＩ７後期後半－不明－－－－－平坦４～７（３．５）×（１．６）［方 形・

長方形］不明Ｄ９ｅ５１０

本跡→Ｐｉｔ１０７世紀
前半土師器自然－－１１－平坦９～１５（３．０）×（２．９）［方 形・

長方形］［Ｎ－２５°－Ｗ］Ｂ９ｊ９１１

本跡→ＳＫ２１・２２，
Ｐｉｔ３９・１００

７世紀
前半

土師器　磨石　石製
支脚自然北１－－－平坦１６～２８４．１×３．５長方形Ｎ－２０°－ＷＤ９ｃ７１３

本跡→ＳＩ１６→ＳＢ７，
ＳＡ３・４後期後半土師器　砥石自然北－－２－平坦３５～４０（３．１）×３．８［方 形・

長方形］Ｎ－２０°－ＷＣ９ａ９１５

本跡→ＳＩ１９，
Ｐｉｔ８２～８４

７世紀
前半土師器自然北１－－－平坦１０～２０３．６×３．３方形Ｎ－２８°－ＷＣ９ｄ９２０

本跡→ＳＩ２０・２２，
ＳＫ３７，Ｐｉｔ８３・８４

６世紀
後半土師器不明－１－－－平坦１１不明不明不明Ｃ９ｄ９２１

本跡→ＳＩ１７，ＳＢ１６，
Ｐｉｔ８７・８８・９１・９４

７世紀
前半土師器不明北－１－－平坦１１～１５（４．５）×３．７［長方形］Ｎ－１４°－ＷＣ９ｉ８２３

遺物出土状況　土師器片１３０点（坏・高坏１９，甕・甑１１１）が出土している。また，混入した須恵器片７点も出

土している。破片がまばらに覆土中から出土している。５４は竈覆土中，５５は中央部，５６は南部の覆土下層から

それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から７世紀前半と考えられる。

　（２）掘立柱建物跡

　第６号掘立柱建物跡（第２７図）

位置　Ｄ９ｆ６区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

第２３号住居跡出土遺物観察表（第２６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％竈覆土中体部上半内・外面横ナデ　内面ヘラ磨きヵ普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子－（３．１）［１４．８］坏土師器５４

１０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面下半ヘラ削り
内面ヘラ磨き　普通橙黒雲母・海綿骨針

白色粒子・透明粒子－（３．５）［１１．４］高坏土師器５５

４０％覆土下層脚部外面ヘラ削り　内面ヘラ削り後ナデ普通橙白色粒子・透明粒子８．４（５．６）－高坏土師器５６

１０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ナデ普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子－（７．２）［２０．０］甕土師器５７

54

57

55

56

10cm0

第２６図　第２３号住居跡出土遺物実測図
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第２７図　第６号掘立柱建物跡実測図

重複関係　第２号住居に掘り込まれている。

規模と構造　東側が撹乱を受けているため，南北２間，東西１間が確認されただけである。桁行２×梁行１の

南北棟と違い，柱間寸法が揃っていることから，桁行方向Ｎ－９０°の側柱建物跡で東西棟と推測される。確認さ

れた規模は桁行が１．８�（６尺），梁行が３．６�（１２尺）で，柱間寸法はともに１．８�（６尺）である。

柱穴　４か所。平面形は楕円形を呈しており，深さ３２～４６�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った後の

覆土である。

　

遺物出土状況　土師器片６５点（坏・椀１３，甕・甑５２）が出土している。いずれも細片のため，図示することが

できない。

所見　時期は，第２号住居跡との重複関係から７世紀前半と考えられる。

土層解説（各ピット共通）　
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂中量
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　（３）方形竪穴遺構

　第１号方形竪穴遺構（ＳＸ３）（第２８図）

位置　Ｃ９ｊ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２号方形竪穴遺構を掘り込み，第１４・２５号住居に掘り込まれている。　

規模と形状　長軸３．５�，短軸１．９�のやや不整な隅丸長方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。壁高は５０～ 

５５�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用しており，全面にわずかに焼土粒子・炭化粒子が広がっている。

覆土　４層に分層される。焼土ブロック・凝灰岩ブロックを含んでおり，灰白色砂が不規則に混じった堆積状

況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２０点（甕・甑）が出土している。細片のみが覆土中から出土しているため，図示する

ことができない。

所見　第２号方形竪穴遺構と覆土の様相及び堆積状況が同じである。時期は，重複関係から７世紀前半以前と

考えられるが，時期差はそれほどないものと推測され，７世紀前半の範疇に入るものと考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂多量，凝灰岩ブロック・焼土粒子・
   炭化粒子少量
２  黒 色 灰白色砂少量，焼土ブロック・凝灰岩ブロック
   微量

３  黒 色 焼土ブロック・凝灰岩ブロック中量，
   炭化粒子少量，灰白色砂微量
４  黒 色 灰白色砂多量，凝灰岩ブロック微量

D9a7

SⅠ25

SⅠ14

A

A

AA 5.6m

SⅠ25
SⅠ14

4

2
3

1

2m0

第２８図　第１号方形竪穴遺構実測図

　第２号方形竪穴遺構（ＳＸ４）（第２９図）

位置　Ｃ９ｊ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号方形竪穴遺構，第１１６号ピットに掘り込まれている。
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第２９図　第２号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

規模と形状　西側部分が削平されていることや重複のため，わずかにしか遺存しておらず，長軸２．５�のみ，短

軸１．７�のみが確認されており，平面形は不整形と推測される。主軸方向はＮ－３３°－Ｗで，壁高は２０～５０�で，

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用しており，全面にわずかに焼土粒子・炭化粒子が広がっている。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１５～６０�で，性格は不明である。

覆土　３層に分層される。焼土ブロック・凝灰岩ブロックを含んでおり，灰白色砂が不規則に混じった堆積状

況から，人為堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片８２点（坏・高坏１８，甕・甑６４）が覆土中からまばらに出土している。また，混入した

須恵器片４点も出土している。５８・５９・６１は北東コーナー部際の覆土上層から覆土中層にかけて出土している。

６０はＰ１の覆土上層から出土している。

所見　時期は，埋め戻す際に廃棄されたと考えられる出土土器から７世紀前半と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土ブロック・粘土ブロック・凝灰岩ブロック

多量，炭化物微量
２  黒 色 焼土ブロック多量，凝灰岩ブロック・炭化物

少量

３  黒 色 焼土ブロック・粘土ブロック・灰白色砂中量，
凝灰岩ブロック少量
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表３　古墳時代方形竪穴遺構一覧表　

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　期主な出土遺物覆土底　面壁面壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）平面形主軸方向位　置番号

ＵＰ２→本跡→ＳＩ１４
→ＳＩ２５７世紀前半土師器人為平坦　

焼土粒子・炭化粒子散布直立５０～５５３．５×１．９不整隅丸
長方形Ｎ－１２°－ＷＣ９ｊ７１

本跡→ＵＰ１，
Ｐｉｔ１１６７世紀前半土師器人為平坦　

焼土粒子・炭化粒子散布外傾２０～５０（２．５）×（１．７）不整形Ｎ－３３°－ＷＣ９ｊ７２

第２号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第２９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部～底部外面ヘラ削り後ナ
デ　内面ヘラ磨き　普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子－３．２１５．０坏土師器５８

３０％覆土上層坏部内面ヘラ磨き　脚部外面ヘラ削り　内面ヘラ削り
裾部内・外面横ナデ普通にぶい橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子［１１．８］（６．９）－高坏土師器５９

２０％Ｐ１
覆土上層

坏部内面ヘラ磨きヵ　脚部外面ヘラ削り後ナデ
内面ヘラ削り後ナデ普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子－（５．５）－高坏土師器６０

１０％覆土中層底部周縁ナデ　底部木葉痕普通橙白色粒子・透明粒子
赤色粒子［７．８］（３．７）－甕土師器６１

　（４）道路跡

　第１号道路跡（付図・第３０～３４図）

　調査区域の両端が撹乱を受けているため最大長２２�で，直線に延びており走行方向はＮ－５０°－Ｅである。

遺構確認時に幅が異なる溝が並行していることを確認し，両側に側溝を有する道路跡と考え調査を進めたが，

その後の調査の進展により北側の溝状の掘削は，道路幅を拡幅した際の痕跡であることが判明した。以下，拡

幅前を第１期路面，拡幅後を第２期路面と仮称し，路面の南側に並行する溝を南側側溝，位置を推測される北

側の側溝を，北側側溝として記述する。なお，現在の土地改良のため削平を受けており，確認された側溝の深

さ及び覆土・路面構築土などの厚さは遺存したものであり，本来の姿でないことを強調しておく。

位置　Ａ１０ｊ４～Ｂ９ｇ９区，標高５．０�ほどの砂丘上にあり，Ａ１０ｆ３～Ｂ１０ｂ１区に広がる第１号泥炭層のそばに

位置している。

重複関係　第１６号土坑を掘り込み，第１０号掘立柱建物，第１１号溝，第２号ピット群に掘り込まれている。

　�　第１期道路跡

側溝の規模　南側側溝は，上幅５５～１００�，下幅２０～５０�，深さ１０～２２�で，断面形は浅いＵ字状及び逆台形

状を呈しており，場所により断面形状がやや異なる。削平のため掘り込みがほとんど残っていないＢ１０ｆ１区付

近では途切れているが，本来は繋がって延びていたものと推測される。北側側溝は拡幅時に壊されており，土

層断面図Ａ－Ａ́ にわずかな痕跡を留めているのみで幅は不明である。

路面の規模　南側側溝と，土層断面図Ａ－Ａ́ に残る痕跡から推測される北側側溝の芯々距離は７．６�で，側溝

と側溝の内側の距離は６．９�と推定される。

　�　第２期道路跡

側溝の規模　南側側溝は，第１期路面と共有しており，北側側溝は撹乱のため壊されており不明である。

路面の規模　南側側溝と，連続しているピットのすぐ外側に北側側溝を推測すると，側溝の芯々距離は９�，

側溝と側溝の内側の距離は８．２�と推定される。
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　�　第１・２期道路跡の構築状況

路面の構築土　第１期の路面は，地山の灰白色砂を部分的に残しつつ掘削し，粘土を含んでいる灰色砂を１０～

３０�の厚さで突き固めながら構築している。第２期の路面は，第１期の路面の北側を凹凸に掘り返しながら広

げて，拡幅部に粘土を含んでいる黒色砂と黄褐色砂を２０�の厚さで突き固めながら構築している。また，拡幅

部の底面からは，路面と軸方向を同じくして連続して並んでいる，大きさ４～１０�ほど，深さ１６～６０�のピッ

トが１０基確認されている。これらは拡幅に伴う路面構築の際に掘り込まれたピットと考えられる。

側溝　南側側溝は，土坑状の掘り込みが連結したものではなく，溝状に直線的に構築されている。堆積状況は，

路面構築土のように突き固められたようなものではなく，自然な状態の砂が均一に堆積していることから自然

堆積と考えられる。北側側溝は第１・２期路面ともに確認されていないが，南側側溝と同じ幅・形状と推測さ

れる。

　

　　　　　　　

土層解説（付図参照）
１  灰 色 粘土ブロック多量，灰白色砂中量（路面構築土）
２  黒 色 粘土ブロック多量，灰白色砂少量（路面構築土）
３  黄 褐 色 粘土ブロック多量，灰白色砂中量（路面構築土）

４  黒 色 灰白色砂少量（南側側溝覆土）
５  灰 白 色 黒色砂微量（地山）
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第３０図　第１号道路跡実測図

遺物出土状況　土師器片５８９点，須恵器片６４点が路面拡幅部の構築土中から出土している。南側側溝の覆土中

からは土師器片７６点，須恵器片２点が出土している。土師器片のほとんどと須恵器片の一部は，器種分別も不

可能なほど摩滅している。これらは側溝の埋没時の流れ込みや，拡幅時の埋土中の混入と考えられる。その中

で特徴的な出土状況を呈しているのは，須恵器の大甕片である。磨滅していない大きな破片が，北側拡幅部の

Ｐ７・Ｐ８を中心とした８０�ほどの範囲の構築土中に集中しており，ピットの内・外から出土した破片の接合

も見られる。

所見　まとまって出土した須恵器大甕片は，大きな破片の他に器面から剥がれた薄片も出土しており，割れ方

や出土状況から，偶然的に混じり込んだものではなく，拡幅時における土木事業の際に故意に埋土に入れたと

考えられる。本跡は，７世紀後半には構築されていた側溝を有する直線的な官道と考えられる。
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第３１図　第１号道路跡・出土遺物実測図
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TP2

TP3

TP4

TP6

10cm0

第３２図　第１号道路跡出土遺物実測図（１）
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TP5

TP7

TP8

TP9

TP11

TP13

TP10

TP12 10cm0

第３３図　第１号道路跡出土遺物実測図（２）
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TP15

TP17

TP19

TP21

TP23

TP24 TP25
TP26

TP22

TP20

TP18

TP16

TP14

10cm0

第３４図　第１号道路跡出土遺物実測図（３）

第１号道路跡出土遺物観察表（第３１～３４図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％路面拡幅時
構築土

口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ・ナデ普通浅黄橙白色粒子・透明粒子

赤色粒子－（１０．０）［１３．６］甕土師器６２

１０％路面拡幅時
構築土体部～底部周縁指頭押圧ぎみのナデ　底部ナデ普通にぶい黄橙黒雲母・海綿骨針

白色粒子・透明粒子［９．０］　（４．４）－甕土師器６３

５％路面拡幅時
構築土ロクロナデ普通灰白白色粒子・透明粒子－　（２．４）－坏ヵ須恵器６４

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

路面拡幅時
構築土

内・外面横方向のナデ　口唇部はナデにより平滑　外面凸部を貼り付け後
接合部ナデ　凸部下位に櫛描波状文（７本櫛歯）普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子甕須恵器ＴＰ１

路面拡幅時
構築土

外面擬格子目叩き後横位のカキ目後斜位のカキ目後一部斜位の平行叩き　
内面青海波文普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ２
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　（５）溝跡

　第６号溝跡（第３５図）

位置　Ｄ９ｄ４～Ｄ９ｄ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１０号住居跡を掘り込み，第７号住居，第８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　Ｄ９ｄ５区から西方向（Ｎ－８８°－Ｗ）に直線的に延びており，西側がさらに調査区域外に続いて

いる。確認された長さは３．８�で，上幅３３～５０�，下幅２４～３２�，深さ４�である。底面はほぼ平坦で，確認

された範囲では底面に高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

SB8

D9d5
-S2m

SB8

SⅠ7

A
A

AA 5.2m

2m0

第３５図　第６号溝跡実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

路面拡幅時
構築土

外面擬格子目叩き後横位のカキ目後斜位のカキ目後一部斜位の平行叩き　
内面青海波文普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ３

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後横位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ４

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後斜位のカキ目後横位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ５

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き　一部斜位の平行叩き　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ６

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後横位のカキ目後斜位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ７

路面拡幅時
構築土

外面ナデ　一部横位の平行叩き痕残存　平行する横位の３条の沈線後櫛描
波状文（７本櫛歯）　内面横ナデ普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ８

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後一部ナデ　内面青海波文後ナデ普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ９

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き　内面青海波文普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１０

路面拡幅時
構築土

叩き締め後内・外面ナデ　外面擬格子目叩きヵ　一部縦位の平行叩き痕残存
内面青海波文ヵ普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１１

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後交互に斜位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１２

路面拡幅時
構築土

叩き締め後内・外面ナデ　外面擬格子目叩きヵ　一部縦位の平行叩き痕残存
内面当て具痕不明普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１３

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後横位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１４

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後横位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１５

路面拡幅時
構築土叩き締め後外面ナデ　外面格子目叩きヵ　 内面青海波文普通黄灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ１６

路面拡幅時
構築土外面格子目叩き後平行叩き　内面ナデにより当て具痕不明普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１７

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後横位のカキ目後斜位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１８

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後斜位・横位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ１９

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ２０

路面拡幅時の
埋土

叩き締め後横位のカキ目　カキ目により不明瞭である　外面擬格子目叩
きヵ　内面青海波文普通黄灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ２１

路面拡幅時
構築土外面格子目叩き　内面青海波文普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ２２

路面拡幅時
構築土外面縦位の平行叩き　叩き後内・外面ナデ普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ２３

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後斜位のカキ目　内面青海波文普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ２４

路面拡幅時
構築土外面擬格子目叩き後横位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ２５

路面拡幅時
構築土叩き締め後外面ナデ　外面格子目叩きヵ　内面青海波文普通黄灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ２６
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遺物出土状況　土師器片３点（甕・甑）が出土している。また，混入した須恵器片１点も出土している。細片

のみが覆土中から出土しているため，図示することができない。

所見　時期は，重複関係から８世紀前葉以前で第１０号住居跡より新しく，古墳時代後期後半の範疇と考えられる。

　第１３号溝跡（第３６～３８図）

位置　Ｂ９ｉ９～Ｂ９ｊ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　Ｂ９ｊ０区から北西方向（Ｎ－２８°－Ｗ）に，長さ８．１�でほぼ直線的に延びており，さらに北西方

向の調査区域外に続いている。規模は大部分の上面が削平されており，上幅６２～１３０�，下幅３５～８０�，深さ５�

が確認されただけである。両端部の土層断面図と削平されていない部分では，上幅１３５�，下幅６５～８０�，深さ

２５～４５�である。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

第３６図　第１３号溝跡実測図
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覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２６５点（坏・高坏６，甕・甑２５９）が出土している。また，流れ込んだ弥生土器片３点

も出土している。土器は南東端部付近の覆土上層から覆土中層に集中している。６５～６９のような破損品及び大

形の破片が横位や斜位で出土している。

所見　６５～６９は廃棄された状態であり，７世紀前半までには埋没してくぼ地化していたものと考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂少量

65

68

66

10cm0

第３７図　第１３号溝跡出土遺物実測図（１）
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69

67

70

10cm0

第３８図　第１３号溝跡出土遺物実測図（２）
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２　奈良・平安時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡９軒，掘立柱建物跡１１棟，柵跡２条，火葬墓１基，ピット群１か所，溝跡２条，土坑５基が確

認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

　

　（１）竪穴住居跡

　第１号住居跡（第３９～４２図）

位置　Ｅ９ａ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１～３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が削平されているため，東西軸４．８�のみ，南北軸４．８�が確認されている。平面形は北

壁が竈を挟んで若干ずれている方形と推測され，主軸方向はＮ－０°である。壁高は２５～４８�で，ほぼ直立して

いる。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　壁溝が東・南北壁下に確認されている。

竈　北壁の中央部に付設されていると推測される。規模は，焚口部から煙道部まで１２２�，袖部幅１２０�である。

袖部はロームブロック・焼土化した粘土ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築している。火床部は地山面を凹凸に

掘り込んで，粘土と凝灰岩ブロックを含んだ黒色砂・灰白色砂の混合砂で埋土しており，煙道部寄りの位置が

火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第

３・４層は，竈構築材の崩落土である。

竈土層解説
１  黒 色 粘土粒子少量，炭化物・焼土粒子微量　
２  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・黄色砂微量
３  灰 黄 褐 色 焼土ブロック・凝灰岩ブロック微量
４  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック多量
５  黒 色 焼土粒子中量

６  黒 色 焼土粒子・炭化粒子微量
７  暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，凝灰岩ブロック中量
８  灰 黄 褐 色 ロームブロック・凝灰岩ブロック多量
９  黒 色 粘土ブロック・凝灰岩ブロック・灰白色砂多量

第１３号溝跡出土遺物観察表（第３７・３８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５０％
ＰＬ２０覆土上層坏部上半内・外面横ナデ　下半内・外面ナデヵ

脚部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ普通にぶい黄橙黒雲母・海綿骨針
白色粒子・透明粒子－　（６．８）［１５．８］高坏土師器６５

８０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面上半ヘラ磨き状のナデ
下半ヘラ削り後ナデ　内面ナデ普通にぶい橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・黒色粒子　９．１２６．５［２４．３］甕土師器６６

７０％
ＰＬ２１覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ハケ目　下半ナデ　

内面ナデ　底部周縁ヘラ削り　普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子　７．１３２．９［１７．７］甕土師器６７

９０％
ＰＬ２１覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ一部

磨き状のナデ　内面ナデ普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子　６．１１６．７［２０．６］甕土師器６８

３０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ハケ目後ナデ
内面ヘラナデ・ナデ普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（１７．２）［１８．６］甕土師器６９

１０％覆土上層体部外面ヘラ削り後ナデ　底部周縁押圧ぎみのナデ 
内面ナデ　底部木葉痕普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子［１１．０］　（６．３）－甕土師器７０

表４　古墳時代溝跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物底面覆土

　規　　模
形状走行方向位　置番号

深さ
（�）

下幅
（�）

上幅
（�）

 長さ
（�）

ＳＩ１０→本跡→ＳＢ８→ＳＩ７後期後半土師器平坦－４２４～３２３３～５０　（３．８）直線Ｎ－８８°－ＷＤ９ｄ４～Ｄ９ｄ５６

本跡→ＳＢ１１７世紀前半土師器平坦自然２５～４５３５～８０６２～１３５（８．１）直線Ｎ－２８°－ＷＢ９ｉ９～Ｂ９ｊ０１３
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第３９図　第１号住居跡実測図（１）
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G G HH

ⅠⅠ

2 3

4

6

1

5 3

4
6

8 8

7

9

5.6m

1m0

第４０図　第１号住居跡実測図（２）

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３０～５０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。第１・２層は柱を抜き

取った後の覆土で，第３・４層は焼土を混ぜ込んだ地山の砂を充填した埋土と考えられる。Ｐ５は深さ２１�で，

南壁際に位置することから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

　

覆土　４層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。第３層は竈付近にの

み竈構築材を含んでいる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量，焼土粒子微量

３  黄 色 黒色砂・灰白色砂多量，焼土粒子少量
４  黄 色 焼土粒子多量，黒色砂中量

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  灰 白 色 炭化粒子・黒色砂少量
４  灰 黄 褐 色 焼土ブロック・凝灰岩ブロック中量

71

72

74

75

73

10cm0

第４１図　第１号住居跡出土遺物実測図（１）



－　　－54

第４２図　第１号住居跡出土遺物実測図（２）

76

M3

10cm0

遺物出土状況　土師器片７０６点（坏・椀・鉢８６，甕・甑６２０），須恵器片１１４点（坏・高台付坏５５，盤２，蓋１３，

鉢１，甕４３），鉄製品１点（釘）が出土している。また，流れ込んだ弥生土器片１点と石鏃１点，混入した陶

器片１５点も出土している。遺物は，覆土上層から中層を中心に散在した状態で出土している。７１・７３は竈前方

及び竈右脇の覆土上層・中層からそれぞれ出土している。７４は中央部の覆土下層から出土している。７２・７６・

Ｍ３は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

　第５号住居跡（第４３～４５図）

位置　Ｄ９ｆ３区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第４・６号住居跡，第１７号掘立柱建物跡を掘り込み，第１０１・１０２号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びているため，東西軸２．５�のみ確認され，南北軸２．８�である。平面

形は長方形と推測され，主軸方向は不明である。壁高は１９～２１�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。

ピット　深さ１０�で，性格は不明である。

覆土　３層に分層される。１層は焼土ブロック・凝灰岩ブロックが投棄された人為堆積で，第２・３層は周囲

から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土ブロック・凝灰岩ブロック多量
２  黒 色 炭化物少量，焼土粒子微量

３  黒 色 灰白色砂中量

第１号住居跡出土遺物観察表（第４１・４２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％　覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子－（３．７）［１２．０］坏土師器７１

５％
ＰＬ２５
箆書き「是」ヵ

覆土中底部ヘラナデ調整　底部周縁ナデ普通黄灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子［１０．０］（１．６）－坏須恵器７２

３０％覆土上層底部回転ヘラ削り調整普通灰黄白色粒子・透明粒子
黒色粒子［１４．２］４．２［２２．８］盤須恵器７３

１０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通赤褐黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（７．０）［１９．０］鉢土師器７４

５％覆土中口縁部内・外面横ナデ　端部つまみ上げ普通にぶい橙白雲母・白色粒子
透明粒子－（３．１）［１４．２］甕土師器７５

５％覆土中底部ヘラ削り調整普通黄灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子［１６．４］２．５［１８．０］浅鉢須恵器７６

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土中先端湾曲　欠損鉄（７．２）０．４０．７（６．０）釘Ｍ３
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第４３図　第５号住居跡実測

遺物出土状況　土師器片４３０点（坏・椀・鉢８８，甕・甑３４２），須恵器片１１７点（坏・高台付坏６２，蓋２７，甕２８），

鉄製品３点（刀子，釘，不明），椀状滓１点が出土している。遺物は，覆土下層を中心に散在した状態で出土

している。８８は東部，Ｍ４は東壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。９０は中央部の覆土下層から出土し

ている。９２は北東コーナー部から北壁際の床面に散在している破片が接合したものである。９３・９４・Ｍ５・Ｍ

７は北部，Ｍ６は中央部の床面からそれぞれ出土している。また，９１は流れ込んだものである。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。
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第４４図　第５号住居跡出土遺物実測図（１）
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第４５図　第５号住居跡出土遺物実測図（２）
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仁 井 谷 遺 跡

　第６号住居跡（第４６・４７図）

位置　Ｄ９ｆ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第４号住居跡を掘り込み，第５号住居に掘り込まれている。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びていることや，南側

が重複しているため，東西軸２．０�のみ，南北軸２．７�のみ確認

されている。平面形は方形または長方形と推測され，主軸方向

は不明である。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

遺物出土状況　土師器片１８３点（坏・椀・鉢３４，甕１４９），須恵

器片５９点（坏・高台付坏４０，蓋１３，甕６），石器１点（敲石），

鉄製品１点（不明）が出土している。９６・９７・Ｍ８は覆土中か

らそれぞれ出土している。　

所見　時期は，重複関係及び出土土器から８世紀前葉と考えら

れる。

2m0

D9f4

SⅠ5

第４６図　第６号住居跡実測図

第５号住居跡出土遺物観察表（第４４・４５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中ロクロナデ普通灰白色粒子・透明粒子
灰色粒子－（４．２）［１４．８］坏須恵器８７

３０％覆土中層底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子　［７．２］（２．８）－坏須恵器８８

４０％覆土下層底部回転ヘラ削り調整普通灰白白色粒子・透明粒子
灰色粒子　９．３（２．２）－高台付

坏須恵器８９

２０％覆土下層天井部回転ヘラ削り普通黄灰白雲母・白色粒子
透明粒子・黒色粒子－（１．８）［１５．８］蓋須恵器９０

５％
箆記号「□」覆土中体部外面縦・横方向のカキ目後斜め方向の連続刺突文 

内面ナデ普通灰白色粒子・透明粒子－（７．２）－瓶須恵器９１

６０％
ＰＬ２１床面口縁部内・外面横ナデ　端部つまみ上げ　体部外面上

半ヘラ削り後ナデ　下半ヘラ磨き　内面ナデ普通にぶい黄橙白雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子［１１．０］３０．０　［２１．８］甕土師器９２

５％床面口縁部内・外面横ナデ　端部つまみ上げ普通浅黄橙白雲母・白色粒子
透明粒子－（４．７）［２４．０］甕土師器９３

１０％床面体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ・ナデ　底部木葉痕普通褐白雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子　８．２（５．４）－甕土師器９４

１０％覆土下層ロクロナデ　底部内面周縁ヘラ削り普通黄灰白雲母・白色粒子
透明粒子［１５．０］（８．６）－甑須恵器９５

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中外面斜位の平行叩き　内面当て具による無文痕普通灰白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ２８

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土中層刃部欠損鉄（１６．６）０．４１．０（１１．３）刀子Ｍ４

ＰＬ２２床面両端欠損　上端湾曲鉄（１７．０）０．６０．６（１０．８）釘Ｍ５

ＰＬ２２床面－鉄１４２．１　３．１６．４　６．４椀状滓Ｍ６

ＰＬ２２床面切っ先側欠損鉄（１６．３）０．４１．６　（５．９）刀子Ｍ７
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第４７図　第６号住居跡出土遺物実測図

第６号住居跡出土遺物観察表（第４７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％覆土中底部ヘラ削り調整　体部下端のヘラ削りは底部調整
の一連のもの普通黄灰白色粒子・透明粒子

灰色粒子・黒色粒子５．４３．５［１０．６］坏須恵器９６

５％覆土中口縁部内・外面横ナデ　普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子－（５．２）［１５．５］甕土師器９７

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中外面同心円文叩き　内面当て具による無文痕普通橙白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ２９

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中２面に使用痕斑レイ岩（１７８．０）１．９５．５（１０．０）敲石Ｑ３

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土中上端湾曲　下端欠損鉄　（５．５）０．５０．６　（５．３）釘Ｍ８

　第７号住居跡（第４８図）

位置　Ｄ９ｄ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１０号住居跡，第８号掘立柱建物跡，第６号溝跡を掘り込み，第１８・１９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側が調査区域外に延びているため東西軸３．６�のみ，また，削平のため遺存状態が悪く，遺存す

る部分で南北軸３．３�が確認されている。平面形は方形と推測され，主軸方向は不明である。遺存する壁高は

４～１０�で，立ち上がりは不明瞭である。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。壁溝が東壁下と考えられる位置の一部に確認されている。

覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片１７２点（坏３０，甕・甑１４２）が出土している。細片のみが覆土中から出土しているため，

図示することができない。

所見　時期は，重複関係から８世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子少量
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第４８図　第７号住居跡実測図

　第９号住居跡（第４９・５０図）

位置　Ｄ９ｆ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第４９図　第９号住居跡実測図
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重複関係　第４号掘立柱建物，第８号溝，第３８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側部分のほとんどが削平されており，東西軸１．２�のみ，南北軸５．２�のみが確認されている。

平面形は方形または長方形と推測され，主軸方向は不明である。壁高は２５�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。壁溝が遺存する壁下に確認されている。

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片２８１点（坏・鉢３８，甕２４３），須恵器片１３１点（坏・高台付坏７２，蓋４４，高盤２，甕１３） 

が出土している。遺物は，覆土下層を中心にまばらに出土している。１００・１０２・１０４は東壁際の覆土下層からそ

れぞれ出土している。１０５は覆土上層，１０１・１０３は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  黒 色 灰白色砂多量

10cm0

100 101
102

104

105

103

TP30

第５０図　第９号住居跡出土遺物実測図

第９号住居跡出土遺物観察表（第５０図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２５％覆土下層底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子　８．２（３．４）－坏須恵器１００

２５％覆土中底部ナデ調整普通灰白白色粒子・透明粒子
灰色粒子１０．０（２．５）－坏須恵器１０１

４０％覆土下層底部回転ヘラ削り調整普通黄灰白色粒子・透明粒子　［６．１］４．６［１０．６］高台付坏須恵器１０２

３０％覆土中天井部回転ヘラ削り調整普通黄灰白雲母・白色粒子
透明粒子－（３．３）［１６．０］蓋須恵器１０３

２０％覆土下層天井部ロクロナデ調整普通黄灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子－（２．９）［２１．４］蓋須恵器１０４

１５％覆土上層ロクロナデ　四方透かし普通黄灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子－（３．９）－高盤須恵器１０５
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　第１４号住居跡（第５１・５２図）

位置　Ｄ９ａ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号方形竪穴遺構，第４５号土坑を掘り込み，第２５号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸３．９�，短軸３．３�の長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は１５～４０�で，ほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

竈　北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０５�，右袖部しか遺存しておらず，袖部

幅は不明である。火床部は床面と同じ高さの砂層をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙

道部は壁外に５０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

　竈土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂微量　 ２  灰 白 色 焼土粒子・炭化粒子微量
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第５１図　第１４号住居跡実測図

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中外面横位の平行叩き　内面ナデにより当て具痕不明普通灰白白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ３０
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覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片４２２点（坏・椀・鉢５９，甕・甑３６３），須恵器片２１点（坏・高台付坏１７，蓋１，甕３），

石製品１点（紡錘車），鉄製品２点（刀子・釘）が出土している。また，混入した陶器片１点も出土している。

遺物は，覆土下層を中心に散在した状態で出土している。１０９は竈前方の覆土下層に散在している破片が接合

したものである。１０６・１０８は南西部，１０７は南東部の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀代と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  灰 白 色 灰白色砂少量
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第５２図　第１４号住居跡出土遺物実測図

第１４号住居跡出土遺物観察表（第５２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１５％覆土中体部外面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ磨き普通橙白色粒子・透明粒子
赤色粒子－　（４．５）［１３．８］坏土師器１０６

３０％覆土中底部回転ヘラ削り調整普通浅黄白雲母・白色粒子
透明粒子［７．０］　（１．８）－坏須恵器１０７

２０％覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面上半ナデ　輪積み痕
残存　下半ヘラ削り　内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－　（７．０）［１５．８］鉢土師器１０８

３０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラナ
デ・ナデ　内面ヘラナデ普通褐黒雲母・白色粒子

透明粒子［７．２］１７．６［２３．６］甕土師器１０９

５％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ナデ普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子－　（４．１）［１３．０］短頸壺土師器１１０

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量孔径厚さ径器種番号

覆土中丁寧な研磨　裏面剥離頁岩ヵ（３．７）［０．９］（０．７）［４．４］紡錘車Ｑ４
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仁 井 谷 遺 跡

　第１７号住居跡（第５３・５４図）

位置　Ｃ９ｈ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２３号住居跡を掘り込み，第８０号ピットに掘り込まれている。　

規模と形状　長軸３．４�，短軸２．８�の長方形で，主軸方向がＮ－０°－Ｗである。壁高は１０～１４�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　
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第５３図　第１７号住居跡実測図

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土下層両端欠損鉄（２９．６）０．３０．９（１３．６）刀子Ｍ９

ＰＬ２２覆土下層両端欠損鉄　（４．２）０．４０．８　（５．７）釘Ｍ１０
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竈　北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５８�，袖部幅１２０�である。袖部は床面

と同じ高さの地山面を基部として，ロームブロックと凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築している。火床

部は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外に１００�

掘り込まれ，立ち上がりは不明瞭である。

　

ピット　２か所。Ｐ１は深さ３４�で，南壁際にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ２は

深さ３７�で，性格は不明である。

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１１５点（坏・椀・鉢３０，蓋１，甕・甑８４），須恵器片５点（坏・高台付坏４，甕１），

石器１点（敲石）が出土している。遺物は，覆土中を中心にまばらに出土している。１１２・Ｑ６は東壁際及び

南壁際の床面からそれぞれ出土している。１１１・１１３は北東・南西部の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１  黒 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量 ２  灰 黄 褐 色 ロームブロック・凝灰岩ブロック中量

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・凝灰岩微量
２  灰 白 色 黒色砂多量

３  黒 色 灰白色砂多量
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第５４図　第１７号住居跡出土遺物実測図

第１７号住居跡出土遺物観察表（第５４図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面ナデ　内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子－（２．５）［１４．８］坏土師器１１１

１０％床面底部回転ヘラ削り調整普通黒褐白雲母・白色粒子
透明粒子［１０．３］（４．０）［１４．８］坏須恵器１１２

５％覆土中ロクロナデ普通灰白雲母・白色粒子
透明粒子－（４．５）［１４．２］坏須恵器１１３

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土下層外面縦位の平行叩き　内面青海波文普通暗灰
にぶい黄

白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ３１

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

床面１面使用痕　裏面割れ砂岩ヵ（５２．７）（２．７）４．７（４．１）磨石Ｑ６
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仁 井 谷 遺 跡

　第１９号住居跡（第５５・５６図）

位置　Ｃ９ｄ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２０号住居跡を掘り込み，第３４号土坑に掘り込まれている。　

規模と形状　長軸３．０�，短軸２．０�の長方形で，主軸方向がＮ－５１°－Ｅである。壁高は１５～２４�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

竈　東壁の北寄りに付設されている。遺存状態が悪く，煙道部と火床部のみが確認されている。火床部は床面

と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外に５５�掘り込ま

れ，立ち上がりは不明瞭である。

　

ピット　深さ４５�で，西壁際にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

　

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

竈土層解説
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量　 ２  黒 色 灰白色砂多量

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量，黄色砂微量

３  黒 色 灰白色砂中量，炭化粒子微量

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子少量，灰白色砂微量 ２  灰 白 色 黒色砂少量
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第５５図　第１９号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片１８４点（坏・高坏４６，甕・甑１３８），須恵器片６点（坏・高台付坏４，蓋１，甕１）が出

土している。また，混入した陶器片１点と流れ込んだ弥生土器片１点も出土している。遺物は覆土中からまば

らに出土している。１１７は北壁部際の覆土下層，ＴＰ３２は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，重複関係及び出土土器から８世紀代と考えられる。
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第５６図　第１９号住居跡出土遺物実測図

　第２５号住居跡（第５７～５９図）

位置　Ｄ９ａ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１４号住居跡，第１号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。　

規模と形状　西側部分が削平されているため，東西軸３．３�のみ，南北軸４．３�である。平面形は方形もしくは

長方形と推測され，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は３５～４０�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９８�，右袖部は遺存しておらず，袖部幅は不明で

ある。左袖部は床面と同じ高さの地山面を基部として，ロームブロックと凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で

構築している。火床部は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙

道部は壁外に２０�掘り込まれ，立ち上がりは不明瞭である。

竈土層解説
１  黒 色 灰白色砂多量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２  黒 色 焼土粒子・炭化粒子少量，灰白色砂微量

３  黒 色 焼土ブロック・炭化物・黄色砂微量
４  灰 黄 褐 色 ロームブロック・凝灰岩ブロック・砂中量

第１９号住居跡出土遺物観察表（第５６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土下層体部外面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ磨き普通にぶい褐黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子－（３．５）［１３．８］坏土師器１１７

５％覆土中底部外面周縁ナデ　底部木葉痕普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子［６．４］（２．３）－甕土師器１１８

５％覆土中口唇部縄文施文　隆帯に縄文原体押圧普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子－（２．４）［１４．８］壺弥生土器１１９

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中層外面格子目叩き　内面青海波文　内・外面叩き後ナデ普通灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ３２
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仁 井 谷 遺 跡
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第５７図　第２５号住居跡実測図

覆土　９層に分層される。ブロック状の不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

　

　

遺物出土状況　土師器片３００点（坏・椀・鉢５５，甕２４５），須恵器片７１点（坏・高台付坏３２，蓋３，瓶２５，甕１１），

石器２点（砥石，砥石ヵ）が出土している。遺物は南壁寄りの覆土中から多く出土しており，特に南東コーナー

部に集中している。１２１は竈の覆土中，１２３・１２４は覆土中からそれぞれ出土している。１２０・１２２・１２５・１４１・

１４２・Ｑ８・Ｑ９は南東コーナー部の覆土上層に集中してそれぞれ出土しており，撹乱により掘り起こされ，

再埋没したものと考えられる。

所見　時期は，重複関係と出土土器から９世紀中葉と考えられる。また，１２５と第４２号土坑から出土している 

ＴＰ３６は接合関係にあることから，廃棄された時期が同じものと推測される。

土層解説
１  黄 色 灰白色砂中量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量
３  灰 白 色 黒色砂中量
４  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量
５  黄 色 灰白色砂・黄色砂少量

６  黄 色 黒色砂・灰白色砂・黄色砂中量
７  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂少量
８  灰 白 色 黒色砂・黄色砂多量
９  灰 白 色 焼土粒子・黒色砂多量
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第５８図　第２５号住居跡出土遺物実測図（１）
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仁 井 谷 遺 跡
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第５９図　第２５号住居跡出土遺物実測図（２）

第２５号住居跡出土遺物観察表（第５８・５９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％覆土上層ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り調整
底部回転ヘラ削り調整普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子　６．８　４．６１４．６坏土師器１２０

１０％竈覆土中ロクロナデ　体部内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子－　（２．７）［２９．８］盤土師器１２１

２０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
輪積み痕残存　内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子　［６．８］　６．７［１５．８］鉢土師器１２２

１０％覆土中ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り調整　底部回転
ヘラ削り調整普通灰白色粒子・透明粒子

灰色粒子［１１．２］　（６．０）－長頸瓶須恵器１２３

４０％　覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ナデ普通赤褐白色粒子・透明粒子　６．３１９．２［１５．４］甕土師器１２４

４０％
ＳＫ４２のＴ
Ｐ３６と接合

覆土上層外面縦位の平行叩き　内面当て具無文痕普通黄灰白色粒子・透明粒子－（２６．３）－甕須恵器１２５

１０％覆土上層ロクロナデ普通黒褐海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子－（１２．３）－瓶須恵器１４１

１０％覆土上層ロクロナデ　底部回転ヘラ削り調整普通黄灰白色粒子・透明粒子［１０．４］　（６．３）－瓶須恵器１４２

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土上層４面使用により平滑で，中央部湾曲　珪質片岩（２３５．０）３．２　６．７（１２．７）砥石Ｑ８

覆土上層１面使用　研磨によって使用面に稜が出来ている結晶片岩（４６６．０）（２．０）（１１．９）（１３．１）砥石Ｑ９

表５　奈良・平安時代竪穴住居跡一覧表　

 備　　考
新旧関係（旧→新）時期主な出土遺物覆土

内　部　施　設
壁溝床面壁高

（�）

規模（�）
長（東西）軸×
短（南北）軸

平面形主軸方向位置番号
竈ピット 出入口

ピット主柱穴

本跡→ＳＢ１～３８世紀
中葉土師器　須恵器　釘自然北－１４一部平坦２５～４８（４．８）×４．８　［方形］Ｎ－０°Ｅ９ａ４１

ＳＩ４→ＳＩ６，ＳＢ１７→
本跡→Ｐｉｔ１０１・１０２

８世紀
中葉

土師器　須恵器
刀子　釘　不明鉄製品自・人－１－－－平坦１９～２１（２．５）×２．８　［長方形］不明Ｄ９ｆ３５

ＳＩ４→本跡→ＳＩ５８世紀
前葉

土師器　須恵器
敲石　不明鉄製品－－－－－－平坦不明（２．０）×（２．７）［方 形・

長方形］不明Ｄ９ｆ４６

ＳＩ１０→ＳＤ６→ＳＢ８→
本跡→ＳＫ１８・１９

８世紀
中葉土師器不明－－－－一部平坦４～１０（３．６）×３．３　［方形］不明Ｄ９ｄ４７

本跡→ＳＢ４，ＳＤ８，
ＳＫ３８

８世紀
後葉土師器　須恵器自然－－－－一部平坦２５（１．２）×（５．２）［方 形・

長方形］不明Ｄ９ｆ５９

ＵＰ１，ＳＫ４５→本跡→
ＳＩ２５８世紀代土師器　須恵器

石製紡錘車　刀子　釘自然北－－－－平坦１５～４０３．９×３．３長方形Ｎ－７°－ＷＤ９ａ７１４

ＳＩ２３→本跡→Ｐｉｔ８０８世紀
中葉土師器　須恵器　敲石自然北１１－－平坦１０～１４３．４×２．８長方形Ｎ－２°－ＷＣ９ｈ８１７

ＳＩ２０→本跡→ＳＫ３４８世紀代土師器　須恵器自然東－１－－平坦１５～２４３．０×２．０長方形Ｎ－５１°－ＥＣ９ｄ９１９

ＳＩ１４，ＵＰ１→本跡９世紀
中葉土師器　須恵器　砥石人為北－－－－平坦３５～４０（３．３）×４．３　［方 形・

長方形］Ｎ－１０°－ＷＤ９ａ７２５
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　（２）掘立柱建物跡

　第１号掘立柱建物跡（第６０図）

位置　Ｄ９ｉ４～Ｄ９ｊ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第６０図　第１号掘立柱建物跡実測図
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仁 井 谷 遺 跡

重複関係　第１・８・２６号住居跡，第１３・１４号土坑を掘り込み，第５号溝に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－１２°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行６．３�

（２１尺），梁行４．２�（１４尺）で，柱間寸法は，東側桁行が北から２．７�（９尺），１．８�（６尺），１．８�（６尺），

西側桁行及び梁行は２．１�（７尺）を基調としている。

柱穴　８か所。西側桁行の北隅の柱穴が確認されていない。平面形は円形・楕円形で，深さ１１～６５�である。

土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆土で，その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められてい

ると考えられるが，自然堆積層と比べて締まりに差はない。

遺物出土状況　土師器片６２点（坏・鉢３２，甕３０），須恵器片２２点（坏・高台付坏３，蓋５，甕１４）が出土して

いる。いずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，第１号住居跡，第１４号土坑，第５号溝跡との重複関係から，８世紀後葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂多量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂微量

４  灰 白 色 黒色砂中量，炭化粒子微量
５  黒 色 灰白色砂多量

　第２号掘立柱建物跡（第６１・６２図）

位置　Ｅ９ａ３～Ｅ９ｃ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号住居跡，第３号掘立柱建物跡，第１号柵跡を掘り込み，第２～４号溝に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－１５°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行７．２�

（２４尺），梁行４．８�（１６尺）で，柱間寸法は，桁行・梁行ともに２．４�（８尺）を基調としている。

柱穴　８か所。北側梁行の中央柱の柱穴が確認されていない。平面形は楕円形・隅丸長方形を呈しており，深

さは２４～７４�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆土で，その他の層は地山の砂と黒色砂を充填

した埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と締まりに差はない。

　

　

遺物出土状況　土師器片６２点（坏・椀・鉢３２，甕・甑３０），須恵器片３９点（坏・高台付坏２０，蓋５，甕１４），石

器１点（支脚）が出土している。Ｑ１７はＰ１の埋土から出土している。土器はいずれも細片で，図示すること

ができない。

所見　時期は，第１号住居跡との重複関係及び第１号掘立柱建物跡とほぼ同じ桁行方向であり，南北に並んで

いることから８世紀後葉と考えられる。各柱穴が第３号掘立柱建物跡の各柱穴とほぼ重複し，位置と桁行方向

も同じであることから第３号掘立柱建物から本建物への建て替えが行われたと考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量

４  灰 白 色 黒色砂・黄色砂多量
５  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量
６  黄 色 黒色砂少量
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第６１図　第２号掘立柱建物跡実測図
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仁 井 谷 遺 跡
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第６２図　第２号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第２号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６２図）

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

Ｐ１埋土円柱状に整形　内部まで赤変凝灰岩（１０２．６）４４．３（８．４）支脚Ｑ１７
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　第３号掘立柱建物跡（第６３・６４図）

位置　Ｄ９ｊ３～Ｅ９ｃ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第６３図　第３号掘立柱建物跡実測図（１）
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第６４図　第３号掘立柱建物跡実測図（２）
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重複関係　第１号住居跡を掘り込み，第２号掘立柱建物，第２～４号溝に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－１５°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行９．６�

（３２尺），梁行４．２�（１４尺）で，柱間寸法は，東側桁行が北側から３．６�（１２尺），３．６�（１２尺），２．４�（８尺），

西側桁行が北側より４．８�（１６尺），２．４�（８尺），２．４�（８尺）で，梁行は２．１�（７尺）を基調としている。

柱穴　９か所。北側梁行の中央柱の柱穴が確認されていない。平面形は楕円形・隅丸長方形を呈しており，深

さは２４～７４�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った後の覆土で，その他の層は砂が互層をなす埋土であ

る。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締まりに差はない。

　

遺物出土状況　土師器片４２点（坏・椀・鉢９，甕・甑３３），須恵器片９点（坏・高台付坏５，蓋１，甕３）が

出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見　建て替え後の第２号掘立柱建物跡とは，位置と桁行方向が変わらないことからほとんど時期差がないも

のと推測され，時期は８世紀後葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂中量
３  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量

４  黄 色 黒色砂・灰白色砂多量
５  灰 白 色 黒色砂・黄色砂中量，炭化粒子微量
６  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量，炭化粒子少量

　第４号掘立柱建物跡（第６５・６６図）

位置　Ｄ９ｆ５～Ｄ９ｇ６区で，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２・９号住居跡を掘り込み，第４１号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行２間，梁行１間の身舎の東側に庇が付属する一面庇の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－１８°－Ｅの

南北棟である。規模は，身舎が桁行４．５�（１５尺），梁行２．４�（８尺）で，庇の出は１．２ｍ（４尺）である。柱

間寸法は，東側・西側桁行が北側より２．７�（９尺），１．８�（６尺）で，Ｐ５・Ｐ６が南側にずれている。梁行

は２．４�（８尺）を基調としている。

柱穴　９か所。平面形は楕円形で，深さは１２～６０�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆土で，

その他の層は地山の砂と黒色砂を充填した埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と締

まりに差はない。

遺物出土状況　土師器片９３点（坏・椀・鉢３７，甕・甑５６），須恵器片１４点（坏・高台付坏１１，蓋１，瓶１，甕

１）が出土している。また，混入した陶器片１点も出土している。１２６・１２８はＰ３・Ｐ８の覆土中からそれぞ

れ出土している。１２７はＰ５の埋土から出土している。

所見　時期は，重複関係及び第１～３・５号掘立柱建物跡と桁行方向をほぼ同じくして配置されていることか

ら，８世紀後葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂多量
３  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量

４  灰 白 色 黒色砂多量
５  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量
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第６５図　第４号掘立柱建物跡実測図
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第６６図　第４号掘立柱建物跡出土遺物実測図

　第５号掘立柱建物跡（第６７図）

位置　Ｄ９ｈ２～Ｄ９ｊ２区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第６７図　第５号掘立柱建物跡実測図

第４号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％Ｐ３
覆土中底部回転ヘラ削り調整普通灰海綿骨針・白色粒子

灰色粒子［８．８］（１．２）－坏須恵器１２６

５％Ｐ５埋土ロクロナデ普通黄灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子－（２．５）－坏須恵器１２７

５％Ｐ８
覆土中ロクロナデ普通灰オ

リーブ
白色粒子・透明粒子
灰色粒子－（２．０）［９．０］瓶須恵器１２８

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種別番号

Ｐ５埋土外面斜位の平行叩き　内面当て具による無文痕普通にぶい黄橙白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ３３
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規模と構造　西側のほとんどが調査区域外に延びているため，南北２間のみ確認されている。南北に柱穴が延

びず，柱穴の掘り方の形状から２間×１間の南北棟ではなく，梁行２間で桁行方向Ｎ－８０°－Ｗの側柱建物跡

で，東西棟と推測される。確認された規模は，梁行３．６�（１２尺）で，柱間寸法は１．８�（６尺）である。

柱穴　３か所。平面形は隅丸方形で，深さは３０～４５�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った後の覆土

で，その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締ま

りに差はない。

　

　　　　　　　　　　　　　　

遺物出土状況　土師器片６５点（坏・鉢１３，甕５２），須恵器片６点（坏・高台付坏４，甕２）が出土している。い

ずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，柱穴の規模・形状が類似する第１～３号掘立柱建物跡との配置から，８世紀後葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量

３  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量
４  灰 白 色 黒色砂多量，黄色砂中量

　第７号掘立柱建物跡（第６８図）

位置　Ｃ９ａ８～Ｃ９ｃ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１５・１６号住居跡，第１５号溝跡を掘り込み，第８号ピットに掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－２５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６．３�

（２１尺），梁行４．２�（１４尺）で，柱間寸法は桁行・梁行ともに２．１�（７尺）を基調としている。　

柱穴　１０か所。平面形は楕円形で，深さは１７～５２�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った後の覆土で，

Ｐ５・Ｐ６には柱抜き取り穴が確認されている。その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められてい

ると考えられるが，自然堆積層と比べて締まりに差はない。

　

遺物出土状況　土師器片１２８点（坏・鉢４，甕１２４），須恵器片１点（坏・高台付坏）が出土している。いずれ

も細片で，図示することができない。

所見　時期は，重複関係から古墳時代後期以降であり，８世紀以降の住居跡及び建物跡との主軸方向の比較及

び配置関係から９世紀中葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量

３  黒 色 灰白色砂多量，焼土粒子中量
４  灰 白 色 黒色砂多量，焼土粒子・炭化粒子中量

　第８号掘立柱建物跡（第６９図）

位置　Ｄ９ｄ４～Ｄ９ｅ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第４・１０号住居跡，第６号溝跡，第２３号土坑を掘り込み，第７号住居，第１９号土坑に掘り込まれて

いる。

規模と構造　桁行・梁行ともに２間の総柱建物跡で，桁行方向Ｎ－９０°の東西棟である。規模は，桁行３．０�

（１０尺），梁行２．４�（８尺）で，柱間寸法は，桁行が１．５�（５尺）で，梁行が１．２�（４尺）を基調としている。



－　　－80

2m0

A

A

B

B

C

P9

P8

P7

P6
P5

P4

P2

P3

P10

P1

C

D

C

D

C

D

D

C9b9

C9b0

3
4

3

K
K

3

4

1
43

1
3 4

4

3

Pit8

A

B

A

B

5.2m

1

1
4

3

2

1

4
2

3

4

3

2 3

1
4
31

3

3

4

3 4

34

1

第６８図　第７号掘立柱建物跡実測図

柱穴　９か所。平面形は円形・楕円形で，深さは９～３０�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った後の覆

土で，その他の層は地山の砂と黒色砂及び粘土の埋土である。第６層は粘土である。突き固められていると考

えられるが，第６層以外は自然堆積層と比べて締まりに差はない。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 焼土粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂多量
３  灰 白 色 凝灰岩ブロック・焼土粒子中量，黒色砂少量

４  黒 色 灰白色砂中量，凝灰岩ブロック・黄色砂少量
５  灰 白 色 黒色砂多量，炭化粒子微量
６  灰 黄 褐 色 凝灰岩ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
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第８号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％Ｐ８埋土底部ナデ調整普通灰白色粒子・透明粒子
灰色粒子７．６４．７［１２．７］高台付坏須恵器１２９

遺物出土状況　土師器片５６点（坏・椀・鉢１１，甕・甑４５），須恵器片１３点（坏・高台付坏８，蓋５）が出土し

ている。１２９はＰ８の埋土から斜位で出土している。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から８世紀前葉と考えられる。
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第６９図　第８号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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　第９号掘立柱建物跡（第７０図）

位置　Ｃ９ｉ６～Ｃ９ｊ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　西側が調査区域外に延びていることや撹乱を受けているため，南北２間，東西１間が確認された

だけである。東・南北に柱穴が延びないことから，梁行２間で桁行方向Ｎ－６８°－Ｅの側柱建物跡で，東西棟

と推測される。確認された規模は桁行４．２�（１４尺），梁行３．６�（１２尺）で，柱間寸法は桁行が２．１�（７尺）

である。この柱間寸法から，撹乱されている箇所に柱穴が想定され，桁行３間以上の建物跡と推測される。梁

行は１．８�（６尺）である。

柱穴　５か所。平面形は円形・楕円形で，深さは１５～５０�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った後の覆

土で，その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締

まりに差はない。

　土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量

３  黒 色 灰白色砂多量，炭化物微量
４  灰 白 色 黄色砂多量，炭化粒子・黒色砂中量

2m0

A

A

D

C

C

D

D D

P2

P1

P5

P3
P4

B

A

B

CCA

B

B

C9j6

C9i7

1

2
2

2

3 3

3
4 4

1

1

1

2

5.2m

第７０図　第９号掘立柱建物跡実測図
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所見　配置関係から，第１６号掘立柱建物跡と同時期に機能していたものと推測される。第１６号掘立柱建物跡が

第２３号住居跡より新しいことから７世紀後葉以降であり，８世紀以降の住居跡及び建物跡との主軸方向の比較

及び配置関係から９世紀中葉と考えられる。

　第１１号掘立柱建物跡（第７１図）

位置　Ｂ９ｉ９～Ｃ９ａ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１３号溝跡を掘り込んでいる。

規模と構造　西側半分が削平されているため柱穴が２か所確認されていないが，桁行・梁行ともに２間の総柱

建物跡と考えられる。１辺５．４�（１８尺）の方形で，桁行と梁行の区別は困難である。南北軸はＮ－２０°－Ｅで

あり，柱間寸法は２．７�（９尺）を基調としている。
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第７１図　第１１号掘立柱建物跡実測図
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柱穴　７か所。平面形は円形・楕円形で，深さは１５～５０�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った後の覆

土である。

　

遺物出土状況　土師器片１５点（坏・椀・鉢），須恵器片１点（蓋）が出土している。いずれも細片で，図示する

ことができない。

所見　重複関係から７世紀前葉以降であり，主軸方向が８世紀中葉の第４号掘立柱建物跡とほぼ同じことか

ら，それらと同じ時期に機能していたものと考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂中量 ２  黒 色 灰白色砂少量，炭化粒子微量

　第１６号掘立柱建物跡（第７２図）

位置　Ｃ９ｉ８～Ｄ９ａ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第７２図　第１６号掘立柱建物跡実測図
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重複関係　第２３号住居跡を掘り込み，第９１号ピットに掘り込まれている。

規模と構造　東・南側が撹乱を受けているため，南北２間，東西１間のみ確認されている。小ぶりで浅い屋内

の柱穴があることから，２間×２間の総柱建物跡で，桁行方向Ｎ－２２°－Ｗの南北棟と推測される。確認され

た規模は桁行４．８�（１６尺），梁行２．１�（７尺）で，柱間寸法は桁行が２．４�（８尺）で，梁行が２．１�（７尺）

である。　

柱穴　５か所。平面形は円形・楕円形で，深さは１０～４０�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆

土である。

　

遺物出土状況　土師器片２０点（甕）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見　第２３号住居跡との重複関係から７世紀後半以降で，第２５号住居跡，第９号掘立柱建物跡との配置関係か

ら同時期の建物跡と推測され，９世紀中葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂微量

３  黒 色 焼土粒子・灰白色砂微量
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第７３図　第１７号掘立柱建物跡実測図

　第１７号掘立柱建物跡（第７３図）

位置　Ｄ９ｆ４～Ｄ９ｇ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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重複関係　第４号住居跡を掘り込み，第５・６号住居に掘り込まれている。

規模と構造　西側が調査区域外に延びているために，南北２間，東西１間のみ確認されている。柱間寸法が

揃っていることが２間×１間の南北棟と違うことから，梁行２間で桁行方向Ｎ－８７°－Ｗの側柱建物跡で，東西

棟と推測される。確認された規模は桁行２．１�（７尺），梁行４．２�（１４尺）で，柱間寸法は２．１�（７尺）である。

柱穴　４か所。平面形は円形・楕円形を呈しており，深さ１８～３４�である。土層は第１・２層が柱を抜き取っ

た後の覆土で，その他の層は地山の砂と黒色砂を充填した埋土である。突き固められていると考えられるが，

自然堆積層と締まりに差はない。　

　

　

遺物出土状況　土師器片１５点（坏・鉢），須恵器片１１点（坏・高台付坏４，蓋１，甕６）が出土している。い

ずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，重複関係及び第８号掘立柱建物跡との配置から，同じ８世紀前葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂少量，炭化粒子微量
２  黒 色 灰白色砂微量

３  黒 色 灰白色砂多量
４  黄 色 黒色砂多量，焼土粒子微量

　（３）柵跡

　第１号柵跡（第７４図）

位置　Ｅ９ａ２～Ｅ９ｂ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２号柵跡を掘り込み，第２号掘立柱建物，第２号溝に掘り込まれている。

規模と構造　「Ｌ」形に柱穴が並んでおり，南北軸Ｎ－５°－Ｅである。柱間寸法にばらつきがあり，Ｐ１・ 

Ｐ２間が３．６�（１２尺），Ｐ２・Ｐ３間が３．９�（１３尺），Ｐ３・Ｐ４間が４．２�（１４尺）である。

表６　奈良・平安時代掘立柱建物跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物

柱　　穴
構　造

柱間数
桁行×梁行
（間）

桁行（南北）
方向位 置番号

深さ（�）平面形柱穴数

ＳＩ１･８･２６，ＳＫ１３・１４→
本跡→ＳＤ５８世紀後葉土師器　須恵器１１～６５円形・楕円形８側柱　南北棟３×２Ｎ－１２゚－ＥＤ９ｉ４～Ｄ９ｊ５１

ＳＩ１，ＳＢ３，ＳＡ１→本跡→
ＳＤ２・３・４８世紀後葉土師器　須恵器　石製支脚２４～７４楕円形

隅丸長方形８側柱　南北棟３×２Ｎ－１５゚－ＥＥ９ａ３～Ｅ９ｃ４２

ＳＩ１→本跡→ＳＢ２，ＳＤ２～４８世紀後葉土師器　須恵器２４～７４楕円形
隅丸長方形９側柱　南北棟３×２Ｎ－１５゚－ＥＤ９ｊ３～Ｅ９ｃ４３

ＳＩ２・９→本跡→ＳＫ４１８世紀後葉土師器　須恵器１２～６０楕円形９側柱　南北棟２×１
（身舎）庇付Ｎ－１８゚－ＥＤ９ｆ５～Ｄ９ｇ６４

８世紀後葉土師器　須恵器３０～４５隅丸方形３［側柱］［東西棟］不明×２　Ｎ－８０゚－ＷＤ９ｈ２～Ｄ９ｊ２５

ＳＩ１５･１６，ＳＤ１５→本跡→
Ｐｉｔ８９世紀中葉土師器　須恵器１７～５２楕円形１０側柱　南北棟３×２Ｎ－２５゚－ＷＣ９ａ８～Ｃ９ｃ９７

ＳＩ４・１０，ＳＤ６，ＳＫ２３→
本跡→ＳＩ７→ＳＫ１９８世紀前葉土師器　須恵器９～３０円形・楕円形９総柱　東西棟２×２Ｎ－９０゚ 　　Ｄ９ｄ４～Ｄ９ｅ５８

９世紀中葉－１５～５０円形・楕円形５［側柱］［東西棟］不明×２　Ｎ－６８゚－ＥＣ９ｉ６～Ｃ９ｊ７９

ＳＤ１３→本跡８世紀中葉土師器　須恵器１５～５０円形・楕円形７総柱［２×２］Ｎ－２０゚－ＥＢ９ｉ９～Ｃ９ａ０１１

ＳＩ２３→本跡→Ｐｉｔ９１９世紀中葉土師器１０～４０円形・楕円形５［総柱］［南北棟］［２×２］Ｎ－２２゚－ＷＣ９ｉ８～Ｄ９ａ８１６

ＳＩ４→本跡→ＳＩ５・６８世紀前葉土師器　須恵器１８～３４円形・楕円形４［側柱］［東西棟］不明×２　Ｎ－８７゚－ＷＤ９ｆ４～Ｄ９ｇ４１７
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第７４図　第１号柵跡実測図
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柱穴　４か所。平面形は楕円形・隅丸長方形で，深さは３０～６５�である。土層は第１～４層が柱を抜き取った

後の覆土で，その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比

べて締まりに差はない。

　

所見　第１号住居跡の南西方向の位置に｢Ｌ｣形に柱穴が配置されており，第１号住居跡に伴う施設であり８

世紀中葉と考えられる。また，本柵と第２号柵跡は位置を変えず柱穴を重複させ，軸も同一で柱穴の規模柱間

寸法もほぼ同じであることから，第２号柵跡から本柵への建て替えが行われたことが想定される。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・黄色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量
３  黒 色 炭化粒子・黄色砂少量
４  黒 色 黄色砂少量，焼土ブロック微量
５  黒 色 焼土ブロック・炭化粒子・黄色砂多量

６  黒 色 黄色砂少量
７  黒 色 灰白色砂多量
８  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量
９  黒 色 黄色砂多量，灰白色砂中量，焼土粒子少量

　第２号柵跡（第７５・７６図）

位置　Ｅ９ａ２～Ｅ９ｂ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第７５図　第２号柵跡実測図（１）
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第７６図　第２号柵跡実測図（２）

重複関係　第１号柵に掘り込まれている。

規模と構造　柱穴が１か所確認されていないが，「Ｌ」形に柱穴が並ぶと推測され，南北軸Ｎ－５°－Ｅである。

柱間寸法は，Ｐ１・Ｐ２間が３．６�（１２尺）である。確認されていない箇所に柱穴を想定すると，Ｐ２との柱

間寸法は１３尺（３．９�），Ｐ３とは３．６�（１２尺）である。

柱穴　３か所。平面形は楕円形・隅丸長方形で，深さは２０～５４�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った

後の覆土で，その他の層は地山の砂を充填した埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層

と比べて締まりに差はない。　

　

所見　第１号住居跡に伴う施設で，時期は８世紀中葉の範疇で第１号柵跡に建て替えられたものと考えられる。

土層解説（各ピット共通）　
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  黄 色 灰白色砂中量

　（４）火葬墓

　第１号火葬墓（ＳＫ４０）（第７７図）

位置　Ｄ９ｂ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　長径０．５�，短径０．４�の楕円形で，長径方向はＮ－７２°－Ｅである。深さは５６�で，底面は平坦で

あり，壁はほぼ直立している。

表７　奈良時代の柵跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物

柱　　　穴
付属施設柱間寸法

（�）南北軸方向位　置番号
深さ（�）平面形柱穴数

ＳＡ２→本跡→ＳＢ２→ＳＤ２８世紀中葉－３０～６５楕円形
隅丸長方形４ＳＩ１

Ｐ１・Ｐ２　３．６
Ｐ２・Ｐ３　３．９
Ｐ３・Ｐ４　４．２

Ｎ－５°－ＥＥ９ａ２～Ｅ９ｂ４１

本跡→ＳＡ１８世紀中葉－２０～５４楕円形
隅丸長方形３ＳＩ１Ｐ１・Ｐ２　３．６Ｎ－５°－ＥＥ９ａ２～Ｅ９ｂ４２
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第７７図　第１号火葬墓・出土遺物実測図

覆土　３層に分層される。第１層は粘土層であり，火熱により赤変している凝灰岩や中礫が混じっている。第

２・３層は砂の埋土であり，第２層は灰白色砂の純層で，第３層は黒色砂と灰白色砂の混合砂である。

遺物出土状況　土師器片４６点（甕），須恵器片２点（蓋）が出土している。１３０・１３１は粘土に覆われており，

１３０は逆位で，１３１はやや傾いた正位で出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後半と考えられる。本跡は第３号ピット群内に位置し，掘り方の形状が他

のピットに似ており，蔵骨器の埋納にピットを転用したものと考えられる。

土層解説
１  灰 黄 褐 色 凝灰岩ブロック・炭化物・礫中量
２  灰 白 色 

３  黒 色 灰白色砂多量，炭化物中量

第１号火葬墓遺物出土遺物観察表（第７７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％
ＰＬ２０粘土層内天井部ナデ調整普通灰白色粒子・透明粒子

灰色粒子－　３．６［１６．０］蓋須恵器１３０

６５％粘土層内口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　内
面ヘラナデ・ナデ普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（２１．３）１７．８甕土師器１３１



　（５）ピット群

　第１号ピット群（Ｐｉｔ６６・１０３～１０５・１０７～１１５）（第７８図）

位置　Ｄ９ｂ５～Ｄ９ｃ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　南北７�，東西５�ほどの範囲から，ピットが１３基確認されている。ピットの平面形は円形もし

くは楕円形で，深さは１１～５５�である。

遺物出土状況　土師器片２８点（坏５，甕２３），須恵器片３点（坏・高台付坏，蓋，甑）が出土している。いずれ

も細片で，図示することができない。

所見　ピットに重複がみられることから，１３基のピットがすべて同時期のものではなく，時期差を持つ可能性

もある。群の中に第１号火葬墓があり，蔵骨器の埋納に本跡のピットを再利用したものと考えられる。よって

時期は，９世紀前葉の第１号火葬墓より古く８世紀代の範疇に収まるものと考えられる。
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第７８図　第１号ピット群実測図
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　（６）溝跡

　第１号溝跡（第７９図）

位置　Ｄ９ｇ５・Ｄ９ｈ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第７９図　第１号溝跡・出土遺物実測図

第１号ピット群計測表（第７８図）

深さ（�）短径（�）長径（�）番号深さ（�）短径（�）長径（�）番号深さ（�）短径（�）長径（�）番号

２９３１３５Ｐ１１５５４５４８Ｐ６２９３７３８Ｐ１

２４６６７８Ｐ１２２０５１６３Ｐ７１５４１４９Ｐ２

１６４５４７Ｐ１３３２４２４５Ｐ８１１４０６０Ｐ３

３１５５５７Ｐ９１１３４３６Ｐ４

４２５１（７５）Ｐ１０３９３５４５Ｐ５
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重複関係　第１土坑，第１～４号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　両端が削平または第１号土坑と重複しているため，長さ４．０�のみ北西方向（Ｎ－３４°－Ｗ）に直

線的に確認されている。上幅１４０～２００�，下幅９０～１３０�，深さ３２�である。底面はほぼ平坦で，確認された範

囲では高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量 ２  黒 色 灰白色砂多量

遺物出土状況　土師器片２９３点（坏・高坏８，甕・甑２８５），須恵器片９点（坏・高台付坏８，蓋１）が出土して

いる。ほぼ完形の１３２が，南西端の壁際の覆土上層から出土している。ＤＰ１や高坏片は表面の摩滅が著しいこ

とから，流れ込んだものと考えられる。

所見　第１号土坑が重複しているため明確ではないが，７世紀後葉の第２号住居跡を掘り込んでいる可能性が

ある。１３２は廃棄された状態であり，７世紀後葉以降に掘られ８世紀前葉にはくぼ地化していたものと考えら

れる。

　第５号溝跡（第８０・８１図）

位置　Ｄ９ｉ４～Ｄ９ｊ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第８０図　第５号溝跡実測図

第１号溝跡出土遺物観察表（第７９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％
ＰＬ２０
内面窯体
付着

覆土上層底部回転ヘラ削り調整普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子５．５４．９９．５高台付坏須恵器１３２

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量孔径厚さ径器種番号

覆土上層ヘラナデ・ナデ調整粘土（３１．７）－２．１５．０紡錘車ＤＰ１
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重複関係　第１号掘立柱建物跡，第１４土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　両端が削平及び撹乱を受けているため，長さ５．４�のみ北西方向（Ｎ－４０°－Ｗ）に直線的に確認

されている。上幅４０～７０�，下幅２０～４０�，深さ３３～４４�で，底面は南東方向に向かって若干傾斜している。

壁はほぼ直立している箇所及び外傾している箇所がある。外傾しているのは壁が崩落したものであり，元来は

直立していたものと推測される。

覆土　２層に分層される。周囲から堆積した状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量，炭化粒子微量 ２  黒 色 灰白色砂多量

第５号溝跡出土遺物観察表（第８１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土上層底部ナデ調整普通暗灰黄白色粒子・透明粒子
赤色粒子［７．０］（１．９）－高台付坏須恵器１３３

３０％底面ロクロナデ　脚部三方透かし普通黄灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子－（５．４）－盤須恵器１３４

遺物出土状況　土師器片１９８点（坏・高坏９，甕・甑１８９），須恵器片４５点（坏・高台付坏２９，蓋２，高盤２，

甕１２），鉄製品１点（不明），鉄滓１点が出土している。高坏片は磨滅が著しいことから，流れ込んだものと考

えられる。また，混入した陶器片も出土している。１３３は覆土上層，１３４は底面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から９世紀前葉と考えられる。

10cm0

133

134

第８１図　第５号溝跡出土遺物実測図

　（７）土坑

　第１４号土坑（第８２図）

位置　Ｄ９ｊ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号掘立柱建物，第５号溝に掘り込まれている。

表８　奈良・平安時代溝跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物底面覆土

規　　模
形状方向位　置番号

深さ
（�）

下幅
（�）

上幅
（�）

 長さ
（�）

本跡→ＳＫ１，Ｐｉｔ１～４７世紀後葉～
８世紀前葉土師器　須恵器平坦自然３２９０～１３０１４０～２００（４．０）直線Ｎ－３４°－ＷＤ９ｇ５・Ｄ９ｈ５１

ＳＫ１４→ＳＢ１→本跡９世紀前葉土師器　須恵器　
不明鉄製品　鉄滓平坦自然３３～４４２０～４０４０～７０（５．４）直線Ｎ－４０°－ＷＤ９ｉ４～Ｄ９ｊ５５
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規模と形状　長径１．３�，短径１．０�の楕円形で，長径方向はＮ－１３°－Ｅである。深さは４０�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。　

遺物出土状況　須恵器片２点（蓋，甕）が出土している。１３６・ＴＰ３４は覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，重複関係と出土土器から８世紀中葉と考えられる。　

　第１８号土坑（第８３図）

位置　Ｄ９ｄ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第７号住居跡を掘り込んでいる。
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第８３図　第１８号土坑・出土遺物実測図

10cm01m0

A

SD5

E9a5

-E2mSB1

A

A
A

5.
6m

136

TP34

第８２図　第１４号土坑・出土遺物実測図

第１４号土坑出土遺物観察表（第８２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％覆土中層ロクロナデ普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子－３．３［１３．２］蓋須恵器１３６

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中層外面ナデ　内面青海波文普通赤橙・灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ３４
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規模と形状　長径１．２�，短径０．８�の楕円形で，長径方向はＮ－６８°－Ｗである。深さは２１�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。　

覆土　４層に分層される。第１層は粘土，第２層は黒色砂と灰白色砂の混合砂，第４層は第１号泥炭層の堆積

土のシルトが堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
１  灰 黄 褐 色 焼土粒子・炭化粒子多量
２  黒　　　色 灰白色砂多量

３  黒 色 灰白色砂少量
４  黒 色 植物遺体少量　

遺物出土状況　土師器片９点（坏・椀・鉢３，甕６），須恵器片７点（坏・高台付坏３，蓋１，甕３）が出土し

ている。１３７は中央部の覆土上層，ＴＰ３５は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

　第１９号土坑（第８４・８５図）

位置　Ｄ９ｄ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第７号住居跡，第８号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径１．４�，短径１．２�の楕円形で，長径方向はＮ－７４°－Ｗである。深さは３０�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　５層に分層される。第１層は凝灰岩が混じった粘土，第２・３層は黒色砂と灰白色砂の混合砂に凝灰岩

が混じっている。第５層は第１号泥炭層の堆積土と同様なシルト層である。人為堆積と考えられる。

土層解説
１  灰 黄 褐 色 凝灰岩ブロック・焼土粒子多量　
２  黒　　　色 凝灰岩ブロック・灰白色砂多量
３  黒 色 灰白色砂中量，凝灰岩ブロック微量

４  灰 白 色 　　
５  黒　　　色 植物遺体少量
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第８４図　第１９号土坑実測図

遺物出土状況　土師器片７０点（坏・椀・鉢５，甕６５），須恵器片８４点（坏・高台付坏７０，甕１４）が出土してい

る。全体に散在しており，覆土上層から下層にわたって出土している。９８は覆土上層，９９は覆土上層に散在し

第１８号土坑出土遺物観察表（第８３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％
ＰＬ２０覆土上層底部回転ヘラ削り調整普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子６．２４．９［１０．２］高台付坏須恵器１３７

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中外面斜位の平行叩き　内面ナデにより当て具痕不明瞭普通灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ３５
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ている破片が接合したものである。１３８・１４０は覆土中層，１３９は覆土下層に散在している破片が接合したもので

ある。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。第１８号土坑とは形状が類似し，南北に並列しているこ

とや覆土の堆積状況も同様なことから，同時期と推測される。
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138

99
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139

140

第８５図　第１９号土坑出土遺物実測図

　第４２号土坑（第８６図）

位置　Ｃ９ｊ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　一辺０．７�の方形で，南北軸はＮ－１０°－Ｗである。深さは３７�で，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ

直立している。

第１９号土坑出土遺物観察表（第８５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％覆土上層ロクロナデ普通灰白白色粒子・透明粒子
灰色粒子－　（３．８）１３．４高台付坏須恵器９８

３０％覆土上層底部回転ヘラ削り調整普通灰黄白色粒子・透明粒子
灰色粒子［７．７］　５．６［１３．８］高台付坏須恵器９９

９０％
ＰＬ２０覆土中層底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子７．６　５．６１３．２高台付坏須恵器１３８

２０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　端部つまみ上げ　体部外面上
半ヘラ削り後ナデ　内面ナデ普通褐白雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（１２．７）［２５．０］甕土師器１３９

１０％覆土中層体部外面下半ヘラ磨き　内面ナデ普通褐白雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子－　（９．７）－甕土師器１４０
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遺物出土状況　土師器片８点（坏・椀・鉢２，甕６），須恵器片４点（甕）が出土している。ＴＰ３６は覆土中か

ら出土している。

所見　ＴＰ３６は第２５号住居跡から出土している１２５と接合することから廃棄時期がほぼ同時であり，９世紀中葉

と考えられる。また，形状から掘立柱建物跡の柱穴の可能性も想定される。　　　
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第８６図　第４２号土坑・出土遺物実測図

　第４４号土坑（第８７図）

位置　Ｄ９ａ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　長軸１．１ｍ，短軸０．８�の長方形で，長軸方向はＮ－４４°－Ｗである。深さは４２�で，底面はほぼ平

坦で，壁はほぼ直立している。

覆土　４層に分層される。黒色砂と灰白色砂の混合砂が堆積している状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子多量，灰白色砂少量
２  灰　白　色 黒色砂多量

３  黒 色 灰白色砂多量
４  灰 白 色 黒色砂中量

遺物出土状況　須恵器片１点（盤）が出土している。１４４は覆土中から出土している。

所見　時期は，隣接する第１４号住居跡との位置関係から８世紀後葉と考えられる。
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第８７図　第４４号土坑・出土遺物実測図

第４２号土坑出土遺物観察表（第８６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

ＳＩ２５ の １２５ 
と接合覆土中外面縦位の平行叩き　内面当て具無文痕普通暗青灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ３６
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３　その他の遺構と遺物

　時期及び性格が不明な竪穴住居跡５軒，掘立柱建物跡３棟，方形竪穴遺構１基，柵跡２条，ピット群１か

所，溝跡１２条，土坑３８基，ピット７１基，円形周溝状遺構１基，不明遺構１基，その他泥炭層１か所が確認さ

れている。以下，遺構と遺物について記述する。

　

　（１）竪穴住居跡

　第１２号住居跡（第８８図）

位置　Ｂ１０ｆ２区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号円形周溝状遺構に掘り込まれている。
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第８８図　第１２号住居跡実測図

第４４号土坑出土遺物観察表（第８７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％
底部箆記号覆土中底部回転ヘラ削り調整普通灰黄白色粒子・透明粒子

灰色粒子９．７（２．１）－盤須恵器１４４

表９　奈良・平安時代の土坑一覧表

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　代主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

本跡→ＳＢ１，
ＳＤ５８世紀中葉須恵器－平坦外傾４０１．３×１．０楕円形Ｎ－１３°－ＥＤ９ｊ５１４

ＳＩ７→本跡８世紀後葉土師器　須恵器人為平坦外傾２１１．２×０．８楕円形Ｎ－６８°－ＷＤ９ｄ５１８

ＳＩ７，ＳＢ８→
本跡８世紀後葉土師器　須恵器人為平坦外傾３０１．４×１．２楕円形Ｎ－７４°－ＷＤ９ｄ５１９

９世紀中葉土師器　須恵器－平坦直立３７０．７×０．７方形Ｎ－１０°－ＷＣ９ｊ５４２

８世紀後葉須恵器人為平坦直立４２１．１×０．８長方形Ｎ－４４°－ＷＤ９ａ７４４
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規模と形状　ほとんどが撹乱を受けているため，東西軸１．６�のみ，南北軸１．８�のみが確認されている。平面

形及び主軸方向は不明である。壁高は１７�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

ピット　深さ４０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒　　　色 灰白色砂・黄色砂微量

３  灰 白 色 黒色砂少量

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒　　　色 灰白色砂少量

遺物出土状況　土師器片１７点（甕・甑）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，不明である。

　第１６号住居跡（第８９図）

位置　Ｃ９ｂ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１５号住居跡，第３号方形竪穴遺構を掘り込み，第７号掘立柱建物，第４号柵，第１２号土坑に掘り

込まれている。　

規模と形状　削平されているため，竈及び南壁の一部のみ確認されている。南北軸は３．８�と推測され，東西

軸・形状は不明である。主軸方向はＮ－３０°－Ｅで，遺存している壁高は１８�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

竈　北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８５�，袖部幅は不明である。袖部は床面と同じ高

さの地山面を基部として，ロームブロックと凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築している。火床部は床面

と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外へ４５�掘り込まれ

ていたと推定され，袖部と同じ粘土で補強されている。

竈土層解説
１  黒 色 焼土粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 焼土ブロック・灰白色砂微量

３  灰 黄 褐 ロームブロック・凝灰岩ブロック多量

ピット　３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ２２～２５�で，性格は不明である。

土層解説
１  黒 色 炭化粒子微量
２  黒 色 黄色砂微量

３  黒 色 灰白色砂少量

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量

３  黒 色 黄色砂中量

遺物出土状況　土師器片９４点（坏・椀・鉢６，甕８８），須恵器片４点（蓋１，甕３）が出土している。また，流

れ込んだ弥生土器片１点も出土している。いずれも覆土中からの出土で，細片で図示することができない。

所見　時期は，重複関係から古墳時代後期以降９世紀前葉以前と考えられるが明確でない。
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第８９図　第１６号住居跡実測図

　第１８号住居跡（第９０・９１図）

位置　Ｃ９ｅ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２５・２６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　削平されているため，遺存部分が少なく東西軸３．９�のみ，南北軸１．６�のみ確認されている。形

状は不明で，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。壁高は４～９�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。
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竈　北壁の中央部に付設されている。遺存状態が悪く，煙道部と火床部のみが確認されただけである。火床部

は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外に３２�掘り

込まれ，立ち上がりは不明瞭である。

覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
１  黒 色 黄色砂中量

遺物出土状況　土師器片５５点（坏・高坏１０，甕・甑４５），須恵器片５点（坏・高台付坏４，甕１），石器１点

（砥石）が出土している。また，混入した須恵器片３点も出土している。遺物は，覆土中からまばらに出土して

いる。１１４～１１６・Ｑ７は覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器が少なくほとんどが細片であり，図示できたものからも明確にできない。
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第９０図　第１８号住居跡・出土遺物実測図
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10cm0

116

Q7

第９１図　第１８号住居跡出土遺物実測図

　第２２号住居跡（第９２図）

位置　Ｃ９ｅ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２１号住居跡を掘り込み，第１８号住居に掘り込まれている。　

規模と形状　ほとんどが削平されていることや重複のため，一部しか遺存しておらず，東西軸１．３�のみ，南北

軸３．２�のみ確認されており，平面形及び主軸は不明である。遺存する壁高は２１～２５�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。

竈　北壁に付設されている。遺存状態が悪く，煙道部と火床部のみが確認されている。火床部は床面と同じ高

さの地山面をそのまま使用しており，火熱により弱く赤変している。煙道部は壁外へ３０㎝掘り込まれ，ローム

ブロックと凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で補強されている。

竈土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

３  灰 黄 褐 色 ロームブロック・凝灰岩ブロック中量

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂・粘土粒子微量 ２  黒 色 灰白色砂少量

第１８号住居跡出土遺物観察表（第９０・９１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙黒雲母・海綿骨針

白色粒子・透明粒子－（４．５）［１３．６］坏土師器１１４

４０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面横ナデ普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（６．８）［１３．０］椀土師器１１５

５％覆土下層口縁部外面横ナデ　内面横ナデ後ヘラナデ　体部外
面ヘラ削り　内面ヘラナデ・ナデ普通にぶい赤褐黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（６．７）［１９．８］甕土師器１１６

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２覆土下層４面使用により平滑で，中央部湾曲　端部に紐孔　流紋岩または石英安山岩ヵ（１５０．３）３．３４．２（７．５）砥石Ｑ７
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遺物出土状況　土師器片１５２点（甕・甑），鉄製品１点（刀子ヵ），また，混入した須恵器片３点も出土してい

る。Ｍ２は北東部の覆土中から出土している。

所見　時期は，重複関係から６世紀後半以降であるが，時期を明確にできる土器がないため不明である。
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第９２図　第２２号住居跡・出土遺物実測図

　第２６号住居跡（第９３図）

位置　Ｄ９ｊ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１３号土坑を掘り込み，第１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　ほとんどが撹乱を受けているため，東西軸１．４�のみ，南北軸１．３�のみが確認されている。平面

形及び主軸方向は不明である。壁高は２４～３１�で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

覆土　単一層である。部分的に残っているだけであり，堆積状況は不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

所見　時期は，重複関係から８世紀後葉以降であるが，出土土器がないため不明である。

第２２号住居跡出土遺物観察表（第９２図）

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中両端欠損鉄（３．３）０．２０．８（３．２）刀子Ｍ２
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第９３図　第２６号住居跡実測図

　（２）掘立柱建物跡

　第１０号掘立柱建物跡（第９４図）

位置　Ｂ１０ｅ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号道路跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行・梁行ともに１間の側柱建物跡で，１辺１．８�（６尺）の方形で，桁行と梁行の区別は困難で

ある。南北軸はＮ－３９°－Ｅである。　

柱穴　４か所。平面形は円形で，深さは２０～４０�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆土で，そ

の他の層は粘土を含んでいる砂の埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締ま

りに差はない。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 黄色砂少量
２  黒 色 黄色砂微量
３  黒 色 灰白色砂少量，黄色砂微量

４  黄　　　色 粘土ブロック少量
５  黒 色 粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片１６点（坏２，甕・甑１４）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，重複関係から第１号道路跡以降であるが，明確でない。

表１０　その他の竪穴住居跡一覧表　

 備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物覆土

内　部　施　設
壁溝床面壁高

（�）

規模（�）
長（東西）軸×
短（南北）軸

平面形主軸方向位　置番号
竈ピット 出入口

ピット主柱穴

本跡→第１号円形周溝
状遺構不明土師器自然－－－１－平坦１７（１．６）×（１．８）不明不明Ｂ１０ｆ２１２

ＳＩ１５，ＵＰ３→本跡→
ＳＢ７，ＳＡ４，ＳＫ１２不明土師器　須恵器自然北３－－－平坦１８　不明×［３．８］不明Ｎ－３０°－ＥＣ９ｂ０１６

本跡→ＳＫ２５・２６不明土師器　須恵器　砥石不明北－－－－平坦４～９（３．９）×（１．６）不明Ｎ－２４°－ＷＣ９ｅ９１８

ＳＩ２１→本跡→ＳＩ１８不明土師器　刀子カ自然北－－－－平坦２１～２５（１．３）×（３．２）不明不明Ｃ９ｅ８２２

ＳＫ１３→本跡→ＳＢ１不明－不明－－－－－平坦２４～３１（１．４）×（１．３）不明不明Ｄ９ｊ５２６
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　第１３号掘立柱建物跡（第９５図）

位置　Ａ１０ｈ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　桁行・梁行ともに１間の側柱建物跡で，１辺１．６５ｍ（５．５尺）の方形で，桁行と梁行の区別は困難

である。南北軸はＮ－５０°－Ｅである。
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第９４図　第１０号掘立柱建物跡実測図

第９５図　第１３号掘立柱建物跡実測図
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柱穴　４か所。平面形は円形で，深さは４０～５０�である。

遺物出土状況　土師器片６点（甕・甑）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，不明である。

　第１４号掘立柱建物跡（第９６図）

位置　Ｂ１０ｈ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第３３号ピットに掘り込まれている。

規模と構造　桁行・梁行ともに１間の側柱建物跡で，平面形は１辺２．７�（９尺）の方形で，桁行と梁行の区別

は困難である。南北軸はＮ－０°である。

柱穴　４か所。平面形は円形で，深さは２２～４８�である。

所見　時期は，不明である。

第９６図　第１４号掘立柱建物跡実測図
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表１１　その他の掘立柱建物跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物

柱　　穴
構　造

柱間数
桁行×梁行
（間）

桁行（南北）
方向位 置番号

深さ（�）平面形柱穴数

ＳＦ１→本跡不明土師器２０～４０円形４側柱１×１Ｎ－３９゚ －ＥＢ１０ｅ１１０

不明土師器４０～５０円形４側柱１×１Ｎ－５０゚ －ＥＡ１０ｈ４１３

本跡→Ｐｉｔ３３不明－２２～４８円形４側柱１×１Ｎ－０゜Ｂ１０ｈ１１４
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　（３）方形竪穴遺構

　第３号方形竪穴遺構（ＳＩ２４）（第９７図）

位置　Ｃ９ａ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１６号住居，第４号柵，第１２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸３．１�，短軸２．９�のやや不整な方形で，主軸方向はＮ－５５°－Ｅである。壁高は１５～２０�で，

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で砂層をそのまま使用しており，全面に焼土粒子・炭化粒子が広がっている。

ピット　３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ１０～５５�で，Ｐ２をＰ３が掘り込んでいる。性格は不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂多量
２  黒 色 灰白色砂少量 

３  黒 色 灰白色砂微量
４  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量

覆土　単一層である。焼土ブロック・凝灰岩ブロックを含んでおり，灰白色砂が不規則に混じった堆積状況か

ら，人為堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 凝灰岩ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量

遺物出土状況　土師器片４０点（坏・高坏３，甕・甑３７），また，混入した須恵器片１点と陶器片１点も出土して

いる。磨滅した細片が覆土中からまばらな状態で出土しているだけで，図示することができない。

所見　時期は，不明である。
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第９７図　第３号方形竪穴遺構実測図



－　　－109

仁 井 谷 遺 跡

　（４）柵跡

　第３号柵跡（ＳＢ１２）（第９８図）

位置　Ｂ９ｊ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造　東西２間，南北１間に柱穴が並んでおり，南北軸はＮ－３５°－Ｅである。柱間寸法は，Ｐ１･Ｐ２

間が２．１�（７尺），Ｐ２・Ｐ３間，Ｐ３・Ｐ４間は１．２�（４尺）である。

柱穴　４か所。平面形は円形で，深さは１１～５０�である。土層は第１・２層が柱を抜き取った後の覆土である。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量

遺物出土状況　土師器片１８点（坏１，甕・甑１７），須恵器片３点（坏・高台付坏１，甕２）が出土している。い

ずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，重複関係から古墳時代後期以降であるが，不明である。また，本柵と付属する建物跡も調査区

域内には確認されていない。
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第９８図　第３号柵跡実測図

　第４号柵跡（ＳＢ１５）（第９９図）

位置　Ｃ９ａ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１５・１６号住居跡，第３号方形竪穴遺構，第１７号土坑を掘り込んでいる。
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規模と構造　「コ」字形に柱穴が並んでおり，南北軸はＮ－６３°－Ｅである。柱間寸法は，Ｐ１･Ｐ５間，Ｐ３・

Ｐ４間が１．５�（５尺）で，Ｐ１・Ｐ２間，Ｐ２・Ｐ３間は２．７�（９尺）である。

柱穴　５か所。平面形は円形で，深さは２４～６０�である。第１・２層は柱を抜き取った後の覆土である。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 炭化粒子少量，灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂中量

遺物出土状況　土師器片４０点（坏５，甕・甑３５）が出土している。また，流れ込んだ弥生土器片も出土してい

る。いずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，重複関係から古墳時代後期以降であるが，不明である。また，本柵と付属する建物跡も調査区

域内には確認されていない。
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第９９図　第４号柵跡実測図
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第１００図　第２号ピット群実測図

表１２　その他の柵跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物

柱　　穴
付属施設柱間寸法

（�）南北軸方向位　置番号
深さ（�）平面形柱穴数

ＳＩ１５→本跡不明土師器　須恵器１１～５０円形４不明
Ｐ１・Ｐ２　２．１
Ｐ２・Ｐ３　１．２
Ｐ３・Ｐ４　１．２

Ｎ－３５°－ＥＢ９ｊ０３

ＳＩ１５→ＳＩ１６，ＵＰ３，ＳＫ１７
→本跡不明土師器２４～６０円形５不明

Ｐ１・Ｐ２　２．７
Ｐ２・Ｐ３　２．７
Ｐ３・Ｐ４　１．５
Ｐ１・Ｐ５　１．５

Ｎ－６３°－ＥＣ９ａ０４

　（５）ピット群

　第２号ピット群（第１００図）

位置　Ｂ１０ａ３～Ｂ１０ｃ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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重複関係　第１号道路跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南北１０�，東西１１�ほどの範囲から，１５基のピットが南北軸Ｎ－４８°－Ｅの方向で二列に並んで確

認されている。ピットの平面形は円形もしくは楕円形で，深さは３～４５�である。

遺物出土状況　土師器片２０点（坏・高圷２，甕・甑１８）が出土している。いずれも細片で，図示することがで

きない。

所見　時期は，重複関係から第１号道路跡以降であるが，不明である。また，ピット同士の重複がなく，すべ

てが一時期の可能性もあり，列状を呈していることから柵跡の可能性も想定される。

　（６）溝跡

　第２号溝跡（第４・１０１図）

位置　Ｅ９ｂ２～Ｅ９ｃ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２・３号掘立柱建物跡，第１号柵跡を掘り込んでいる。

規模と形状　全長８．０�，上幅３５～６１�，下幅１２～４８�，深さ１０～１９�で，北西方向（Ｎ－４７°－Ｗ）に直線的

に延びている。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では底面に高低差はない。壁は外傾して立ち上がってい

る。

覆土　２層に分層される。粘土を含んでいる砂であることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 粘土粒子少量，黄色砂微量 ２  黒 色 粘土粒子・黄色砂少量

遺物出土状況　土師器片１４点（甕・甑），須恵器片３点（坏・高台付坏１，甕２）が出土している。摩滅した細

片で，図示することができない。

所見　時期は，不明である。
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第１０１図　第２～４号溝跡実測図

第２号ピット群計測表（第１００図）

深さ（�）短径（�）長径（�）番号深さ（�）短径（�）長径（�）番号深さ（�）短径（�）長径（�）番号

２１３９４１Ｐ１１－４０４６Ｐ６－３３４０Ｐ１

１２５６６５Ｐ１２－４７５８Ｐ７３４３６０Ｐ２

４５３５４６Ｐ１３－４２６８Ｐ８－５５７２Ｐ３

２７４６６０Ｐ１４２４４７５４Ｐ９－５０５９Ｐ４

３８３９４２Ｐ１５２３５３５５Ｐ１０－４４５３Ｐ５
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　第３号溝跡（第４・１０１図）

位置　Ｅ９ｂ３～Ｅ９ｃ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　全長５．１�，上幅２０～３８�，下幅７～１９�，深さ３～１１�で，北西方向（Ｎ－３８°－Ｗ）に，直線

的に延びている。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上がってい

る。

覆土　４層に分層される。粘土を含んでいる砂であることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 粘土粒子・黄色砂・鉄分微量
２  黒 色 鉄分少量，粘土ブロック・黄色砂微量

３  黄 色 粘土粒子・鉄分微量
４  黒 色 粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片２点（坏，甕・甑）が出土している。摩滅した細片であり，図示することができない。

所見　時期は，不明である。

　第４号溝跡（第４・１０１図）

位置　Ｅ９ａ２～Ｅ９ｃ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２・３号掘立柱建物跡，第１号柵跡を掘り込んでいる。

規模と形状　Ｅ９ｃ４区から，北西方向（Ｎ－３９°－Ｗ）に直線的に延びており，西側がさらに調査区域外に続

いている。確認された長さは１３．１�で，上幅２５～６５�，下幅１０～４０�，深さ２０～２８�である。底面はほぼ平坦

で，確認された範囲では底面に高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層される。粘土を含んでいる砂であることから，人為的堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 粘土ブロック・焼土粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量，粘土ブロック微量

３  黒 色 粘土ブロック・灰白色砂微量
４  黒 色 粘土ブロック・灰白色砂多量

遺物出土状況　土師器片２５点（坏５，甕・甑２０），須恵器片１１点（坏・高台付坏１０，蓋１）が出土している。摩

滅した細片で，図示することができない。

所見　時期は，不明である。本溝は，第２・３号溝跡と走行方向をほぼ同じくし並列していること及び覆土の

土質及び堆積状況も同じことから，これらの溝跡はほぼ同時期と推測される。

　第７号溝跡（第１０２図）

位置　Ｂ１０ｅ２～Ｂ１０ｇ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１４号溝跡を掘り込み，第１１号溝，第２５号ピットに掘りこまれている。

規模と形状　長さは９．１�のみ確認されており，上幅５３～８０�，下幅３７～５０�，深さ３６～４５�で，北東方向（Ｎ

－３１°－Ｅ）にやや湾曲して延びている。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では底面に高低差はない。壁は外

傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量
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遺物出土状況　土師器片１７１点（坏・高坏４，甕・甑１６７），須恵器片１点（鉢）が出土している。１３５は壁際の

覆土中層から出土しているが，流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，不明である。

第１０２図　第７号溝跡・出土遺物実測図
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　第８号溝跡（第４・１０３図）

位置　Ｄ９ｄ７～Ｄ９ｅ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　両端が削平及び撹乱を受けていることから，長さ８．３�のみ北東方向（Ｎ－５４°－Ｅ）に直線的に

延びている。上幅９０～１４５�，下幅４８～８４�，深さ１０～２０�である。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では高

低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から堆積した状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂多量

遺物出土状況　土師器片２８０点（甕・甑），須恵器片３１点（坏・高台付坏）が出土している。また，混入した陶

器片８点も出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，不明である。

2m0

A 5.6m

1 1

2 2 2

1
SK4

A B CCB

第１０３図　第８号溝跡実測図

　第９号溝跡（第４・１０４図）

位置　Ｃ９ｇ８～Ｃ９ｈ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第５６号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　両端が削平及び撹乱を受けていることから，長さ７．０�のみ北西方向（Ｎ－５６°－Ｗ）に直線的に

延びている。上幅６０～１００�，下幅４０～７０�，深さ８～１８�である。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では底

面に高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

2m0

CCA

1

5.4m
A BB

第１０４図　第９号溝跡実測図

第７号溝跡出土遺物観察表（第１０２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中層ロクロナデ　体部下端手持ちヘラ削り後ナデ普通灰白色粒子・透明粒子
赤色粒子［１５．０］１０．０［２８．０］鉢須恵器１３５
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覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

所見　時期は，不明である。

　第１０号溝跡（第４・１０５図）

位置　Ｂ１０ｆ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　全長１．６�，上幅４０～５０�，下幅２０～３０�，深さ２７�で，北東方向（Ｎ－３３°－Ｅ）に直線的に延

びている。底面はほぼ平坦で，底面に高低差はない。壁はほぼ直立している。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自

然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 黄色砂微量

所見　時期は，不明である。

　第１１号溝跡（第４・１０６図）

位置　Ｂ１０ｅ２区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号道路跡，第７号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　全長２．９�，上幅５０～５７�，下幅２４～３６�，深さ３５�

で，北西方向（Ｎ－４２°－Ｗ）で，直線的に延びている。底面はほ

ぼ平坦で，底面に高低差はなく，南東端部にはピットが１か所確認

されている。壁はほぼ直立しており，壁の中段に平坦面を有する箇

所もある。

遺物出土状況　土師器片２２点（甕・甑）が出土している。いずれも

細片で，図示することができない。

所見　時期は，不明である。

第１０５図　第１０号溝跡実測図

1m0

A 5.4m

1

2

A

　第１２号溝跡（第４・１０７図）

位置　Ｂ９ｊ０～Ｂ１０ｊ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第５０号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　両端が削平及び撹乱を受けていることから，長さ４．２�のみ北西方向（Ｎ－７１°－Ｗ）に直線的に

延びている。上幅３０～４８�，下幅１５～２５�，深さ５�である。底面はほぼ平坦で，壁の立ち上がりは不明瞭で

ある。

覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

所見　時期は，不明である。第１０７図　第１２号溝跡実測図

1m0

A

1

5.6m A

第１０６図　第１１号溝跡実測図

1m0

A 5.0m A
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　第１４号溝跡（第４・１０８図）

位置　Ｂ１０ｇ１～Ｂ８ｈ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第７号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長さは７．７�のみ北東方向（Ｎ－５６°－Ｅ）に直線的に延びており，Ｂ１０ｇ１区が端部と推測され，

南西側はさらに調査区域外に続いている。上幅３０～６０�，下幅２０～３０�，深さ１０～３５�で，底面は北東方向に

向かってやや傾斜している。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 黄色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量

2m0

A

2

15.2m A BB

第１０８図　第１４号溝跡実測図

遺物出土状況　須恵器片１点（甕）が出土している。細片で，図示することができない。

所見　時期は，不明である。

　第１５号溝跡（第４・１０９図）

位置　Ｃ９ａ８～Ｃ９ｄ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第７号掘立柱建物，ピット９５に掘り込まれている。

規模と形状　削平されていることから，遺存状態が悪い。遺存する箇所から推測される長さは１３．０�で，北西

方向（Ｎ－２５°－Ｗ）に直線的で，北西・南東側にさらに続くものと考えられる。遺存する箇所で，上幅８０～９５�，

下幅６０～７５�，深さ８～２２�である。底面はほぼ平坦で，底面に高低差はないものと推測される。壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が堆積した状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂中量

遺物出土状況　土師器片３０点（坏・高坏６，甕・甑２４）が出土している。細片で，図示できるものはない。

所見　重複関係から９世紀中葉以前であるが，時期は明確にできない。北に走行方向をほぼ同じくする第１３号

溝跡と関連する可能性がある。

2m0

A

2

1

5.2m
A

1
2

BB CC

第１０９図　第１５号溝跡実測図



－　　－118

　第１６号溝跡（第４・１１０図）

位置　Ｂ１０ｆ１・Ｂ１０ｆ２区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号円形周溝状遺構に掘り込まれている。

規模と形状　重複のため，長さ２．２�のみ北西方向（Ｎ－７°－Ｗ）に直線的に確認されている。上幅２０～３０�，

下幅１４～１８�，深さ１４�である。底面はほぼ平坦で，底面の高低差はない。壁はほぼ直立している。

覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

所見　時期は，不明である。

第１１０図　第１６号溝跡実測図

1m0

A 5.4m

1

A

　（７）土坑

　時期が分かる古墳時代及び奈良時代の遺構との重複関係が，それらより古いものを４基抽出し記述する。

その他については実測図（第１１５～１１８図）と土層解説を掲載する。

　第１３号土坑（第１１１図）

位置　Ｄ９ｊ５区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２６号住居，第１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　径１．１�のみが確認されており，形状・長径方向は不明である。深さは４７�で，底面はほぼ平坦で，

壁はほぼ直立している。　

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２  黄　　　色 炭化粒子少量

３  灰 白 色 黒色砂中量

表１３　その他の溝跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物底面覆土

規　　模
形　状走行方向位　置番号

深さ（�）下幅（�）上幅（�） 長さ（�）

ＳＢ３→ＳＢ２，ＳＡ１→本跡不明土師器　須恵器平坦人為１０～１９１２～４８３５～６１　　８．０直線Ｎ－４７°－ＷＥ９ｂ２～Ｅ９ｃ４２

不明土師器平坦人為３～１１７～１９２０～３８　　５．１直線Ｎ－３８°－ＷＥ９ｂ３～Ｅ９ｃ４３

ＳＢ３→ＳＢ２，ＳＡ１→本跡不明土師器　須恵器平坦人為２０～２８１０～４０２５～６５　１３．１直線Ｎ－３９°－ＷＥ９ａ２～Ｅ９ｃ４４

ＳＤ１４→本跡→ＳＤ１１，
Ｐｉｔ２５不明土師器　須恵器平坦自然３６～４５３７～５０５３～８０　　（９．１）直線Ｎ－３１°－ＥＢ１０ｅ２～Ｂ１０ｇ１７

本跡→ＳＫ４不明土師器　須恵器平坦自然１０～２０４８～８４９０～１４５　（８．３）直線Ｎ－５４°－ＥＤ９ｄ７～Ｄ９ｅ５８

本跡→Ｐｉｔ５６不明－平坦不明８～１８４０～７０６０～１００　（７．０）直線Ｎ－５６°－ＷＣ９ｇ８～Ｃ９ｈ９９

不明－平坦自然２７２０～３０４０～５０　　１．６直線Ｎ－３３°－ＥＢ１０ｆ１１０

ＳＦ１，ＳＤ７→本跡不明土師器平坦－３５２４～３６５０～５７　　２．９直線Ｎ－４２°－ＷＢ１０ｅ２１１

本跡→Ｐｉｔ５０不明－平坦不明５１５～２５３０～４８　　（４．２）直線Ｎ－７１°－ＷＢ９ｊ０～Ｂ１０ｊ１１２

本跡→ＳＤ７不明須恵器平坦自然１０～３５２０～３０３０～６０　　（７．７）直線Ｎ－５６°－ＥＢ１０ｇ１～Ｂ８ｈ９１４

本跡→ＳＢ７，Ｐｉｔ９５不明土師器平坦自然８～２２６０～７５８０～９５　（１３．０）直線Ｎ－２５°－ＷＣ９ａ８～Ｃ９ｄ０１５

本跡→第１号円形周溝状
遺構不明－平坦不明１４１４～１８２０～３０　　（２．２）直線Ｎ－７°－ＷＢ１０ｆ１・Ｂ１０ｆ２１６
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遺物出土状況　土師器片２７点（坏３，甕２４），須恵器片１点（蓋）が出土している。いずれも細片で，図示する

ことができない。

所見　時期は，重複関係から８世紀後葉以前であるが，明確でない。

A

A

5.6m

3 3

SⅠ26
SⅠ26

1

2

A BB

A

B

B

SB1

D9j5

2m0

第１１１図　第１３号土坑実測図

　第１６号土坑（第１１２図）

位置　Ｂ１０ａ３区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号道路に掘り込まれている。

規模と形状　長径０．８�，短径０．５�のみが確認され，楕円形と考えられる。長径方向はＮ－４１°－Ｅである。深

さは８�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量

遺物出土状況　土師器片８点（坏１，甕・甑７），

須恵器片１点（坏・高台付坏）が出土している。

いずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，第１号道路以前のものであるが，

明確でない。

1m0

A

SF1

A

A 5.0m

1
SF1

A

B1
0a

4
-S

2m

第１１２図　第１６号土坑実測図

　第２３号土坑（第１１３図）

位置　Ｄ９ｅ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置してい

る。

重複関係　第８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長径０．９�，短径０．７�の楕円形で，長径方

向はＮ－６３°－Ｗである。深さは２０�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。　
1m0SB8

SB8

D9e5

1
2

5.2mA A

A A

第１１３図　第２３号土坑実測図
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覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂少量

所見　時期は，重複関係から８世紀前葉以前であるが，明確でない。　

　第４５号土坑（第１１４図）

位置　Ｄ９ａ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１４号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸０．９�，短軸０．６�の長方形で，長軸方向はＮ－４３°－Ｗである。深さは４４�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

所見　時期は，重複関係から８世紀後葉以前であるが，明確にできない。　
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第１１５図　その他の土坑実測図（１）
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第１１４図　第４５号土坑実測図
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第１１６図　その他の土坑実測図（２）
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第１１７図　その他の土坑実測図（３）
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第１１８図　その他の土坑実測図（４）

第１号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂少量，炭化粒子微量
４  黒 色 灰白色砂中量
５  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量
６  黒 色 灰白色砂多量，炭化粒子微量

第２号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量
　

第３号土坑土層解説
１  黒 色 焼土ブロック・炭化物・灰白色砂微量
２  黒 色 炭化物少量，灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂少量　
４  黒 色 灰白色砂少量，焼土ブロック微量
５  黒 色 灰白色砂微量
 

第４号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第５号土坑土層解説
１  黒 色 焼土粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂多量

第７号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂多量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂少量

第１０号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂多量
３  灰 白 色 黒色砂微量
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第１１号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  黒 色 灰白色砂少量

第１２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 黄色砂微量

第１５号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  黒 色 黄色砂少量
４  黒 色 灰白色砂少量

第２０号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量

第２１号土坑土層解説
１  黒 色 凝灰岩ブロック・焼土粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂多量

第２２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂多量

第２４号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量

第２５号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂少量，炭化物・焼土粒子微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂中量

第２６号土坑土層解説
１  黒 色 焼土ブロック・炭化物・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量，炭化粒子微量
３  黒 色 灰白色砂微量
４  黒 色 灰白色砂少量

第２７号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  黒 色 灰白色砂微量　　

 

第２８号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第３０号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂多量

第３３号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第３４号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂多量
３  灰 白 色 黒色砂多量

第３５号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂多量

第３６号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂多量

第３７号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂多量

第３９号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 灰白色砂微量

第４１号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  黒 色 灰白色砂少量

第４８号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  黒 色 灰白色砂多量
４  灰 白 色 黒色砂中量

第４９号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
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　（８）ピット（第１１９～１２１図）　

　市の調査で，｢柱穴状遺構｣と報告されているものと形状が類似しているものを，今回｢ピット｣と呼称し

て実測図と土層解説を掲載する。

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　代主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

ＳＤ１→Ｐｉｔ１・２
→ＳＩ８→本跡不明土師器　須恵器自然平坦外傾５６１．８×１．１楕円形Ｎ－１７°－ＥＤ９ｈ５１

不明土師器　須恵器自然平坦緩斜１８０．８×０．８円形Ｎ－５１°－ＥＥ９ｃ３２

本跡→Ｐｉｔ５不明土師器　須恵器自然平坦緩斜５２　２．０×（１．７）不整形Ｎ－２５°－ＷＥ９ｂ４３

ＳＤ８→本跡不明－自然平坦外傾２０１．２×１．０楕円形Ｎ－４０°－ＥＤ９ ｅ５４

ＳＩ８→本跡不明土師器　須恵器自然平坦外傾４１　２．２×（０．６）［楕円形］Ｎ－１９°－ＥＤ９ｈ６５

不明土師器　須恵器自然平坦外傾３６０．９×０．８不整楕円形Ｎ－６１°－ＥＥ９ｃ４７

不明土師器　須恵器自然平坦外傾５６１．４×１．１楕円形Ｎ－８°－ＥＤ９ｇ６１０

本跡→ＳＫ３０不明土師器　須恵器自然平坦外傾５３１．３×０．７楕円形Ｎ－７３°－ＥＤ９ｉ４１１

ＳＩ１６→本跡不明土師器自然平坦外傾１９１．０×０．８楕円形Ｎ－７７°－ＥＣ９ｂ０１２

本跡→ＳＩ２６，
ＳＢ１不明土師器　須恵器自然平坦直立４７（１．１）×（１．１）不明不明Ｄ９ｊ５１３

本跡→第１号円
形周溝状遺構不明土師器自然平坦緩斜２０（０．７）×０．５　不明Ｎ－６１°－ＥＢ１０ｇ１１５

本跡→ＳＦ１不明土師器　須恵器不明平坦外傾８　０．８×（０．５）楕円形Ｎ－４１°－ＥＢ１０ａ３１６

本跡→ＳＢ１５，
Ｐｉｔ５５不明土師器　須恵器－平坦外傾２０　０．８×（０．６）不明Ｎ－４４°－ＥＣ１０ａ１１７

不明土師器自然平坦外傾３２０．９×０．６楕円形Ｎ－５°－ＷＢ１０ｈ１２０

ＳＩ１３→本跡不明土師器自然平坦外傾５０１．０×０．８楕円形Ｎ－５８°－ＥＤ９ｃ６２１

ＳＩ１３→本跡→
Ｐｉｔ３９不明土師器自然平坦外傾３０（０．８）×０．８　［楕円形］Ｎ－８５°－ＷＤ９ｃ６２２

本跡→ＳＢ８不明－自然平坦外傾２００．９×０．７楕円形Ｎ－６３°－ＷＤ９ｅ４２３

不明土師器自然平坦外傾１３１．３×１．０楕円形Ｎ－４２°－ＷＣ９ｆ９２４

ＳＩ１８→本跡不明土師器自然平坦緩斜３５１．５×０．７楕円形Ｎ－２８°－ＷＣ９ｅ８２５

ＳＩ１８→本跡不明土師器自然平坦緩斜８５１．４×１．１楕円形Ｎ－１４°－ＷＣ９ｅ９２６

不明土師器自然段状外傾５６１．０×０．９円形Ｎ－１１°－ＷＡ１０ｈ５２７

不明土師器　須恵器自然平坦外傾２００．９×０．７楕円形Ｎ－８°－ＷＤ９ｂ６２８

不明土師器－平坦外傾５３１．０×０．９円形Ｎ－３０°－ＷＣ９ｅ７２９

ＳＫ１１→本跡不明－自然平坦外傾３６１．２×０．６隅丸長方形Ｎ－６７°－ＥＤ９ｉ４３０

不明－－平坦外傾１６１．２×１．０楕円形Ｎ－６４°－ＷＣ９ｅ７３１

不明土師器－平坦外傾４５　０．７×（０．５）［楕円形］Ｎ－２５°－ＥＣ９ｆ８３２

本跡→Ｐｉｔ９２・
９３不明土師器　鉄滓自然平坦外傾１４２．４×１．５楕円形Ｎ－３２°－ＷＣ９ｄ９３３

ＳＩ１９→本跡不明土師器自然平坦緩斜４５１．０×０．８楕円形Ｎ－２°－ＷＣ９ｄ９３４

ＳＩ８→本跡不明土師器　須恵器自然平坦外傾５４１．１×０．８隅丸長方形Ｎ－８２°－ＥＤ９ｉ５３５

不明土師器　須恵器自然平坦外傾３７１．０×０．７楕円形Ｎ－３０°－ＥＥ９ｂ４３６

ＳＩ２１→本跡不明土師器　須恵器自然平坦緩斜１９０．８×０．５楕円形Ｎ－８６°－ＥＣ９ｄ９３７

ＳＩ９→本跡不明土師器　須恵器－平坦外傾１８１．６×０．８隅丸長方形Ｎ－６°－ＷＤ９ｇ５３８

不明土師器　須恵器自然平坦外傾２３（１．２）×０．８　［楕円形］Ｎ－３２°－ＷＥ９ｃ４３９

ＳＢ４→本跡不明土師器自然平坦外傾２５０．８×０．７楕円形Ｎ－５５°－ＷＤ９ｆ５４１

本跡→ＳＩ１４不明－－平坦外傾４４０．９×０．６長方形Ｎ－４３°－ＷＤ９ａ８４５

不明－－平坦外傾１８　０．９×（０．２）不明不明Ｄ９ｉ２４６

不明－自然平坦外傾４５０．７×０．６楕円形Ｎ－１２°－ＷＣ９ｊ５４８

本跡→Ｐｉｔ９９・
１００不明－不明平坦不明２４（０．６）×０．６　［楕円形］Ｎ－８°－ＥＤ９ｂ６４９

表１４　その他の土坑一覧表



－　　－126

2m0

A 5.6m

AA

5.
2mAA

5.
4m

A
5.

4m

Pit77

Pit74

Pit74 75

Pit73

Pit56

Pit42 43

Pit45 Pit54

Pit39

Pit33Pit32

Pit5

Pit8

Pit9

Pit9 10

Pit4Pit3

Pit2Pit1

Pit10

SK3

Pit27
Pit28

Pit27 28

Pit75

A

AA

A

A

A 5.4m

1

1

1 1

A
A 5.4m

2

1
3

A

A
5.

4m
A

A
5.

6m
A

A
5.

4m
A

A
5.

4m

1

A

A 5.4m A

A

1 2

1 2

5.
2m

A

A 5.6m A
A 5.6m A

A

A

A

A

A
5.

6m
A

A
5.

6m
A AA

A

A

A A

A

A

A

A

A 5.4m A

A

A

A
A

A
A A A5.4m

A

A

B B

B

B

B
B

A

A

B

B C

A

A

A

A

C

CC

A

A

A

A

A

1
1

1

1

2

S
K

1

S
K

1

SK1

SK1

2
2

Pit42

Pit43

第１１９図　ピット実測図（１）
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第１２０図　ピット実測図（２）
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第１２１図　ピット実測図（３）

第１号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量

第２号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量

第３号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量，炭化粒子微量
２  黒 色 灰白色砂多量

第４号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂多量

第５号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂少量，灰白色砂微量

第９号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂微量

第１０号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 黄色砂微量 

第２７号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量

第２８号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第４２号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第４５号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂多量

第８０号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂多量

第９２号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  灰 白 色 黒色砂多量
４  黒 色 灰白色砂中量

第９３号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂微量
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第９９号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂多量

第１００号ピット土層解説
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量

第１１６号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量

表１５　ピット一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物深さ（�）

規　　模（�）
形　状位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

本跡→ＳＫ１不明－５０　７６　×（４５）楕円形Ｄ９ｈ５１

ＳＤ１→本跡→ＳＫ１不明－３７（３８）×　３２　楕円形Ｄ９ｈ５２

ＳＤ１→本跡不明－４６５２　×　４１楕円形Ｄ９ｈ５３

ＳＤ１→本跡不明－３６３５　×　３４円形Ｄ９ｈ５４

ＳＫ３→本跡不明－７５２０　×　２０円形Ｅ９ｂ４５

ＳＢ７→本跡不明－６０６２　×　６２円形Ｃ９ｂ０８

不明－２１３５　×　３２円形Ｂ９ｉ９９

ＳＩ１１→本跡不明－３８６６　×　３０楕円形Ｂ９ｉ９１０

不明土師器２８５５　×　５１円形Ｂ１０ｅ２２２

不明－４０６０　×　５０楕円形Ｂ１０ｆ２２３

不明－２１４５　×　３９楕円形Ｂ１０ｅ２２４

ＳＤ９→本跡不明－３０６０　×　５３楕円形Ｂ１０ｅ１２５

不明－３８４０　×　３０楕円形Ｂ１０ｆ１２６

ＳＩ２→本跡不明－１７２８　×　２７円形Ｄ９ｆ６２７

ＳＩ２→本跡不明土師器１４　３５　×（２７）不明Ｄ９ｆ６２８

不明－３２５３　×　５０円形Ｂ１０ｈ１３０

不明土師器２２６３　×　６３円形Ｂ１０ｈ１３２

不明－１６７５　×　５５楕円形Ｂ１０ｈ１３３

不明土師器４０６１　×　５０楕円形Ｂ１０ｈ１３５

不明－３５７７　×　６７楕円形Ｂ９ｉ０３７

不明－３２５９　×　５１楕円形Ｂ１０ｈ１３８

ＳＩ１３→ＳＫ２２→本跡不明土師器２５９２　×　６３楕円形Ｄ９ｃ６３９

不明－５０６７　×　５０楕円形Ｃ９ｆ９４２

不明－３４７０　×　６２楕円形Ｃ９ｆ９４３

不明－３０６４　×　５６楕円形Ｅ９ｂ４４５

不明土師器２３６１　×　５１楕円形Ｂ９ｇ０４６

不明土師器２６７２　×　５６楕円形Ｂ９ｈ０４７

不明－２６６４　×　５７楕円形Ｂ９ｈ９４８

不明土師器－５８　×　５４円形Ｂ９ｈ９４９

ＳＤ１２→本跡不明－１９５２　×　４５楕円形Ｂ９ｊ０５０

不明土師器３１５６　×　４５楕円形Ｂ９ｊ０５１

不明土師器２１７８　×　６８楕円形Ｃ９ａ０５３

不明－８（４１）×　４０　楕円形Ｄ９ｉ２５４

ＳＫ１７→本跡不明－２０６２　×　５３楕円形Ｃ１０ａ１５５

ＳＤ９→本跡不明－１８４９　×　４５円形Ｃ９ｇ８５６

不明－－３８　×　３７円形Ａ１０ｉ４６１

Ｐｉｔ６３→本跡不明－－４３　×　４０円形Ａ１０ｉ４６２

本跡→Ｐｉｔ６２不明－－　３５　×（２２）円形Ａ１０ｉ３６３
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　（９）円形周溝状遺構

　第１号円形周溝状遺構（ＳＸ１）（第１２２図）

位置　Ｂ１０ｆ１・Ｂ１０ｇ２区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１２号住居跡，第６号溝跡，第１５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　南北径７．４�で，東側は撹乱を受けているため東西径は不明である。溝は弧状を呈しており，南側

が途切れるものと考えられる。溝は上幅６０～１２０�，下幅４０～８０�，深さは１１～３２�で，底面はほぼ平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物深さ（�）

規　　模（�）
形　状位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

不明土師器－　５８×４７　楕円形Ａ１０ｈ４６５

不明－６　２６×２４　円形Ｅ９ｃ４６６

不明－３４　２９×２３　楕円形Ｅ９ｃ４６７

不明－１１　２８×２５　楕円形Ｅ９ｄ４６８

不明－２３　４５×３４　楕円形Ｅ９ｄ４６９

不明－２９　４６×４１　楕円形Ｅ９ｃ３７０

不明－２８　４８×２９　不整楕円形Ｅ９ｃ４７１

不明土師器５８　４２×３８　円形Ｃ９ｆ９７３

不明土師器５０　５８×４７　楕円形Ｃ９ｆ７７４

不明－４５　７６×７０　円形Ｃ９ｆ７７５

ＳＩ８→本跡不明土師器５３　７１×５２　不整楕円形Ｄ９ｈ５７７

ＳＩ８→本跡不明土師器５２　７６×６６　隅丸長方形Ｄ９ｉ５７８

ＳＩ１７→本跡不明－５０　４２×３６　楕円形Ｃ９ｈ８８０

不明－１９　５３×４１　楕円形Ｃ９ｄ０８１

ＳＩ２０→本跡不明土師器２５１３５×８４　楕円形Ｃ９ｃ９８２

ＳＩ２０→本跡不明－２５　６８×６７　円形Ｃ９ｄ９８３

ＳＩ２０，２１→本跡不明土師器４９１２０×１１０円形Ｃ９ｄ９８４

不明土師器６０　５２×５２　円形Ｃ９ｅ８８５

不明－６６　７５×６５　不整楕円形Ｃ９ｅ８８６

ＳＩ２３→本跡不明－－　７１×５８　楕円形Ｃ９ｉ８８７

ＳＩ２３→本跡不明－－　２７×２２　楕円形Ｃ９ｉ８８８

ＳＩ２３→ＳＢ１６→ＳＫ３３→本跡不明－－１００×７４　楕円形Ｃ９ｉ８９１

ＳＫ３３→本跡不明土師器５１　９０×８６　楕円形Ｃ９ｅ９９２

ＳＫ３３→本跡不明－３５　７０×６１　楕円形Ｃ９ｄ９９３

ＳＩ２３→本跡不明土師器－　７１×５３　楕円形Ｃ９ｉ７９４

ＳＤ１５→本跡不明－６０　６０×５６　楕円形Ｃ９ｄ０９５

不明－４６　３３×３２　楕円形Ｃ９ｄ８９６

不明土師器４８　７１×５７　楕円形Ｂ９ｊ０９７

ＳＫ４９→本跡不明－５８　６４×５３　楕円形Ｄ９ｂ６９９

ＳＩ１３→ＳＫ４９→本跡不明－６６　６７×６２　楕円形Ｄ９ｂ６１００

ＳＩ５→本跡→Ｐｉｔ１０２不明－－３７×（２２）楕円形Ｄ９ｆ３１０１

ＳＩ５→Ｐｉｔ１０１→本跡不明－２９　３７×３５　楕円形Ｄ９ｆ３１０２

ＵＰ２→本跡不明土師器　須恵器４８　６２×３９　楕円形Ｃ９ｊ７１１６
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覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量

３  黒 色 黄色砂少量・灰白色砂微量

遺物出土状況　土師器片７６点（坏３，甕・甑７３），須恵器片１点（坏）が出土している。いずれも細片で，図

示することができない。

所見　時期及び性格は，不明である。　

2m0

A

B B

B

C

C

B

CC

5.4m

1

1

1

3

2

2

3

2

A

A

A

B10f3

B10g2

第１２２図　第１号円形周溝状遺構実測図

　（１０）　不明遺構

　第１号不明遺構（ＳＸ２）（第１２３図）

位置　Ｄ９ｊ４区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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規模と形状　削平のため長径１．８�のみ，短径１．０�だけが確認され，平面形は楕円形と推測される。長径方向

はＮ－８７°－Ｅである。深さは４２�で，底面はほぼ平坦で，壁の一部と底面に粘土と弱く赤変した焼土範囲が確

認されている。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層される。第１・２層は粘土を含んでおり人為堆積で，第３・４層は周囲から砂が流入した堆

積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 粘土ブロック・黄色砂少量，焼土粒子微量
２  黒 色 粘土少量，焼土粒子・黄色砂微量

３  黒 色 黄色砂少量
４  黒 色 黄色砂少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片４点（甕・甑）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見　時期及び性格は，不明である。

2m0
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第１２３図　第１号不明遺構実測図

　（１１）　泥炭層

　第１号泥炭層（付図・第１２４図）

位置　Ａ１０ｆ３～Ｂ１０ｂ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　最大長は南北２６�，最大幅は東西８�の範囲で確認されている。

土層　最大厚７２�の現在の盛土層直下に，最大厚４０�の灰白色砂層があり，その下に最大厚３９�の泥炭層があ

る。灰白色砂は自然堆積と考えられる。泥炭層の下は地山の砂層になる。

土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック・礫・砂多量（盛土層）
２  灰 白 色 黒色砂少量（自然堆積層） 

３  黒 色 植物遺体多量（泥炭層）

遺物出土状況　弥生土器片５点（壺），須恵器片４５点（坏・高台付坏４３，甕２），石器１点（鏃）が出土してい

る。Ｑ１０は第３層中，その他が第２層中からの出土である。

所見　第３層の泥炭層は，神岡上遺跡で分析した草本質植物遺体を多量に含んでいる黒色腐植質シルトと考え

られる。泥炭層の上層の灰白色砂層からは，古代の須恵器片が出土しており，泥炭層は古代には砂に覆われて

いたものと考えられる。なお，泥炭層の分析結果は，付章を参照されたい。
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10cm0

TP38

TP39

TP37

Q10

145

2cm0

第１２４図　第１号泥炭層出土遺物実測図

　（１２）　遺構外出土遺物（第１２５～１２８図）　

　遺構に伴わない主な遺物について，実測図と観察表を掲載する。

第１２５図　遺構外出土遺物実測図（１）

10cm0
TP45

TP46

TP41

TP42

TP47 TP48 TP49

TP43 TP44

第１号泥炭層出土遺物観察表（第１２４図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％第２層中指頭による整形普通にぶい褐雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子［７．８］３．２［９．８］－手捏土器１４５

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

第２層中付加条二種（軸縄不明）縄文施文普通黄橙白色粒子・透明粒子壺弥生土器ＴＰ３７

ＳＦ１出土甕
と同類の甕第２層中外面擬格子目叩き　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ３８

ＳＦ１出土甕
と同類の甕第２層中外面擬格子目叩き後斜位のカキ目　一部縦位の平行叩き　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ３９

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２第３層中凹基無茎式　両面押圧剥離　瑪瑙（０．７）０．４（１．５）２．０石鏃Ｑ１０
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第１２６図　遺構外出土遺物実測図（２）
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第１２７図　遺構外出土遺物実測図（３）
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第１２８図　遺構外出土遺物実測図（４）
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遺構外出土遺物観察表（第１２５～１２８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％
底部箆記号確認面底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子［１０．８］（１．５）－坏須恵器１４６

１０％
底部箆記号確認面底部ナデ調整普通灰黄海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子　［８．６］（１．８）－坏須恵器１４７

５％
底部箆記号確認面底部ナデ調整普通灰白白色粒子・透明粒子

灰色粒子　［８．０］（１．０）－坏須恵器１４８

９０％確認面底部ナデ調整普通黄灰白色粒子・透明粒子
灰色粒子　６．５２．８１２．９高台付皿須恵器１４９

５０％確認面底部ナデ調整普通灰黄白色粒子・透明粒子
灰色粒子　７．８（２．７）－高台付坏須恵器１５０

４０％確認面底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子　７．３（４．２）－高台付坏須恵器１５１

５０％ＳＤ４
覆土中底部ナデ調整普通褐灰白色粒子・透明粒子

灰色粒子・赤色粒子　７．８（２．２）－高台付坏須恵器１５２

３０％確認面天井部回転ヘラ削り調整普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子－２．９［１５．８］蓋須恵器１５３

１０％確認面天井部ナデ調整普通黄灰白色粒子・透明粒子
灰色粒子－（２．７）［１４．８］蓋須恵器１５４

１０％確認面ロクロナデ普通暗灰黄白色粒子・透明粒子
灰色粒子－（４．５）［１７．４］高盤須恵器１５５

１０％確認面ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り調整　底部ナデ
調整普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子［１３．２］（４．３）－瓶須恵器１５６

１０％確認面口縁部内・外面横ナデ　端部つまみ上げ　体部内・外
面ナデ普通にぶい褐白雲母・白色粒子

透明粒子・灰色粒子－（４．５）［１４．８］甕土師器１５７

５％確認面縁・内堤一部残存　脚台部に焼成前の縦位の刻み普通黄灰白色粒子・透明粒子－（２．８）［１３．８］円面硯須恵器１５８

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　土器種種別番号

ＳＩ８
覆土中外面斜位の平行叩き後ナデ　３段の沈線　内面ナデ　当て具痕残存普通にぶい黄橙白雲母・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ４０

ＳＩ１６
覆土中頸部山形文ヵ　頸部ー胴部区画横走文普通明黄褐白色粒子・透明粒子壺弥生土器ＴＰ４１

ＳＦ１南側側溝
覆土中単節ＬＲ縄文施文普通浅黄橙海綿骨針・白色粒子

透明粒子壺弥生土器ＴＰ４２

第４号柵跡
柱穴覆土中

頸部スリット手法による縦区画充填波状文　頸部～胴部区画上向きの連弧
文　胴部付加条二種（付加２条）縄文施文　普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子壺弥生土器ＴＰ４３

ＳＤ１３
覆土中付加条二種（付加２条）縄文施文　羽状構成普通明黄褐白色粒子・透明粒子壺弥生土器ＴＰ４４

確認面付加条二種（付加２条）縄文施文　羽状構成普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子壺弥生土器ＴＰ４５

ＳＤ１８
覆土中付加条二種（付加３条）縄文施文　羽状構成普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子壺弥生土器ＴＰ４６

確認面付加条二種（付加４条）縄文施文普通橙黒雲母・白色粒子
透明粒子壺弥生土器ＴＰ４７

ＳＩ２
覆土中付加条二種（付加２条）縄文施文　羽状構成普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子壺弥生土器ＴＰ４８

確認面付加条二種（付加２条）縄文施文　羽状構成普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子壺弥生土器ＴＰ４９

Ｐｉｔ４９付加条二種（付加２条）縄文施文普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子
透明粒子壺弥生土器ＴＰ５０

ＳＦ１南側側
溝覆土中付加条二種（付加２条）縄文施文普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子壺弥生土器ＴＰ５１

ＳＤ１８
覆土中単節ＬＲ縄文施文　底部無文普通浅黄橙海綿骨針・白色粒子

透明粒子壺弥生土器ＴＰ５２

ＳＤ１３
覆土中付加条二種（付加２条）縄文施文　底部無文普通にぶい褐白色粒子・透明粒子壺弥生土器ＴＰ５３

確認面外面ハケ目後横ナデ　内面ヘラナデ・磨き状のナデ普通橙海綿骨針・白色粒子
透明粒子甕土師器ＴＰ５４

確認面内・外面ロクロナデ後外面横位のカキ目普通灰白色粒子・透明粒子瓶須恵器ＴＰ５５

確認面外面斜位の平行叩き　内面青海波文　内・外面叩き後ナデ普通暗青灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ５６

確認面外面斜位の平行叩き　内面ナデにより当て具痕不明普通灰白白雲母・白色粒子
透明粒子・赤色粒子甕須恵器ＴＰ５７

確認面外面斜位の平行叩き後３段の横位のカキ目（７本櫛歯）　内面青海波文普通灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ５８

確認面内・外面ロクロナデ　外面横位のカキ目普通にぶい橙白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ５９

確認面沈線の区画内に櫛描波状文（１０本櫛歯）普通暗灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ６０

確認面外面格子目叩き　内面青海波文普通灰白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ６１

確認面外面擬格子目叩き　内面青海波文普通黄灰・明黄褐海綿骨針・白色粒子
透明粒子壺須恵器ＴＰ６２

確認面外面斜位の平行叩き　内面青海波文普通褐・黄褐白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ６３

確認面外面格子目叩き　内面青海波文普通黄灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ６４

ＴＰ６６と
同一個体確認面外面縦位の平行叩き　内面青海波文　内・外面叩き後ナデ普通灰・暗灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ６５

ＴＰ６５と
同一個体確認面外面縦位の平行叩き　内面青海波文　内・外面叩き後ナデ普通灰・暗灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ６６

ＳＦ１出土甕
と同類の甕文化課試掘外面擬格子目叩き後斜位のカキ目　内面青海波文普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子甕須恵器ＴＰ６７
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備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

確認面面摸粘土　　（４．９）０．９　（２．４）　（２．６）泥面子ＤＰ２

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２ＳＩ１
覆土中凸基有茎式　両面押圧剥離　瑪瑙　　１．４０．５　１．４　２．８石鏃Ｑ１１

ＰＬ２２確認面凸基有茎式　両面押圧剥離　瑪瑙　　１．００．４　１．４　２．３石鏃Ｑ１２

確認面表面が浅くくぼんで，断面皿状を呈する片麻岩（１，７９０．０）５．８１４．７（１４．７）台石Ｑ１３

確認面４面使用溶結凝灰岩　１，０５０．０　５．３１０．５１２．４磨石Ｑ１４

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＰＬ２２確認面両端欠損鉄　　（３３．６）０．２　１．４（１４．４）刀子Ｍ１１

ＰＬ２２確認面山形ヵ鉄　　（３０．９）０．４　（２．８）　（４．３）火打金Ｍ１２

備　　考出土位置特　　徴重　　量厚さ孔幅径材質銭名番号

ＰＬ２２確認面古寛永銭２．９　　０．１０．６　２．９銅寛永通宝Ｍ１３



第�章�神 岡 上 遺 跡

　神岡上遺跡は，南北に延びる標高４．６～５．２ｍの砂丘上に立地している。調査区は遺跡の西縁部を縦断するよ

うに設定され，調査面積は４，２２０㎡で，調査前の現況は更地である。

　今回の調査によって，奈良時代，中世，近世を中心とした遺構と遺物が確認された。確認された遺構は，掘

立柱建物跡２棟（中世），溝跡１１条（奈良時代１，近世３，時期不明７），土坑２１基（奈良時代２，時期不明１９

基），その他泥炭層１か所（時期不明）である。

　遺物は，遺物コンテナ（６０×４０×２０�）に２箱出土している。主な遺物は縄文土器（深鉢），土師器（坏・

椀・鉢・短頸壺・甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・蓋・甕），陶器（碗・擂鉢・皿），石器（敲石・砥石）など

である。

　Ｕ３ｃ６区にテストピットを設定し，基本土層（第１２９図）の堆積状況の観察を行った。観察結果は，以下の

通りである。

第１層は，黒褐色を呈し，現在の水田の盛土層で，層厚は８０～１１５�である。

第２層は，黒色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，旧地表と考えられる。層厚は５～１５�である。

第３層は，灰白色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，層厚は不明である。

遺構は，第３層上面で確認されている。
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神 岡 上 遺 跡

第１節  遺 跡 の 概 要

第２節  基 本 層 序

5.4m

4.8

4.4

1

2

3

第１２９図　神岡上遺跡基本土層図
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第１３０図　神岡上遺跡全体図
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神 岡 上 遺 跡

第３節  遺 構 と 遺 物

１　奈良時代の遺構と遺物

　　溝跡１条，土坑２基が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

　（１）溝跡

　第８号溝跡（第１３１～１３４図）

位置　Ｓ４ｇ４～Ｓ４ｈ３区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

規模と形状　全長７．９�，上幅１００～２００�，下幅５０～８０�，深さ１８～４４�で，北東方向（Ｎ－４６°－Ｅ）に延び

ている。平面形は不整形で深さも一律ではなく，南端部は土坑状に掘り込まれているなど大きく凹凸してお

り，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　６層に分層される。砂で埋土した人為堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量，灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量

４  黒 色 灰白色砂少量
５  黒 色 灰白色砂少量，黄色砂微量
６  黒 色 黄色砂微量
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第１３１図　第８号溝跡実測図（１）
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第１３２図　第８号溝跡実測図（２）
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神 岡 上 遺 跡

遺物出土状況　土師器片３９１点（坏・椀・鉢３３３，甕・甑５８），須恵器片２２点（坏・高台坏１９，蓋２，甕１），石

器１点（敲石）が出土している。また，混入した陶器片１点も出土している。遺物は，全域の覆土上層から底

面にかけて出土しているが，特にＳ４ｈ３区に集中している。２・３・７･１７などのように離れた位置で，なお

かつ出土層位が異なる破片同士が接合しているものもある。１６は北東部の底面，１７は土坑状に掘り込まれてい

る箇所の覆土中層と中央部の覆土下層から出土した破片がそれぞれ接合している。

所見　出土土器は古い要素と新しい要素を持つものが混在して出土している。古い土器の使用時期に新しい要

素を持つ土器が加えられ，廃棄の段階が同時になったものと推測される。よって１６・１７などから，８世紀前葉

には埋められたものと考えられる。
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3
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1312

181514

9
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第１３３図　第８号溝跡出土遺物実測図（１）
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第１３４図　第８号溝跡出土遺物実測図（２）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９５％
ＰＬ２３覆土上層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　

内面ヘラ磨き普通にぶい橙白色粒子・透明粒子
赤色粒子５．９４．０１５．２坏土師器１

９０％
ＰＬ２３

覆土中層
覆土下層

口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい橙黒雲母・白色粒子

赤色粒子６．０４．３１５．８坏土師器２

９０％
ＰＬ２３

覆土中層
底面

口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい赤褐黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子６．５４．４１６．３坏土師器３

第８号溝跡出土遺物観察表（第１３３・１３４図）
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神 岡 上 遺 跡

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

９０％
ＰＬ２３覆土上層体部内・外面ナデ後ヘラ磨き　底部内・外面ヘラ磨き普通黒白色粒子・灰色粒子　７．２　２．４１２．４坏土師器４

８５％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通明赤褐赤色粒子　８．０　５．９［１８．０］坏土師器５

７０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
輪積み痕残存　内面ヘラ磨き普通にぶい橙白色粒子・透明粒子

赤色粒子・灰色粒子－　４．４［１５．８］坏土師器６

６０％覆土中層
覆土下層

口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい橙白色粒子・赤色粒子－　（３．６）［１４．２］坏土師器７

６０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙白色粒子・透明粒子

赤色粒子－　４．０［１５．８］坏土師器８

７０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ナデ普通にぶい橙白色粒子・透明粒子

赤色粒子・灰色粒子－　４．６１４．７坏土師器９

４０％底面口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子　［７．６］　７．２［１５．８］坏土師器１０

４０％底面口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－　（４．１）［１７．７］坏土師器１１

３０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－　３．７［１４．４］坏土師器１２

３０％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－　３．６［１４．７］坏土師器１３

２０％覆土中層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙白色粒子・透明粒子

灰色粒子－　３．９［１５．６］坏土師器１４

２０％覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通にぶい橙白色粒子・透明粒子

赤色粒子－　（３．９）［１６．４］坏土師器１５

４０％
底部外面
窯体付着

底面底部回転ヘラ削り調整　普通黄灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子　［９．８］　４．７［１５．８］坏須恵器１６

５０％覆土中層
覆土下層底部回転ヘラ削り調整　普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子［１０．４］　４．２［１３．４］坏須恵器１７

１５％覆土下層ロクロナデ普通灰白色粒子・透明粒子－　（３．０）［１０．０］坏須恵器１８

１５％覆土中底部ナデ調整　底部板状の粘土を重ねている普通灰白雲母・白色粒子
透明粒子　［６．３］　（２．０）－坏須恵器１９

１５％底面口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ・ナデ普通にぶい橙白色粒子・透明粒子

赤色粒子－（１０．３）［２２．０］甕土師器２０

４０％　覆土下層体部外面ヘラ磨き　内面ナデ　輪積み痕残存
底部木葉痕普通にぶい橙白雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子　８．２（１４．２）－甕土師器２１

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中外面斜位の平行叩き　内面当て具無文痕普通明黄褐白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ１

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中層１面に使用痕砂岩（１，２００．０）（９．０）９．９（１２．６）敲石Ｑ１

　（２）土坑

　第１２号土坑（第１３５図）

位置　Ｓ４ｉ４区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第２３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側が撹乱を受けており，東西径２．１�のみ，南北径２．８�が確認されただけである。平面形は不

明であり，南北径方向はＮ－２２°－Ｗである。深さは５４�で，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がってい

る。　

覆土　５層に分層される。第３～５層までは，周囲から砂が流入している堆積状況から自然堆積で，第２層は

水分を多く含んでいる第１号泥炭層の堆積土と同一で，人為堆積である。その後第１層が自然堆積したものと

考えられる。

土層解説
１  黄 色 黒色砂少量，灰白色砂微量
２  黒 褐 色 腐植質シルト・植物遺体少量
３  黄 色 黒色砂微量

４  黄 色 灰白色砂少量，黒色砂微量
５  黒　　　色 黄色砂少量，灰白色砂微量 



－　　－146

遺物出土状況　土師器片４５点（坏・鉢１２，甕３３），須恵器片１５点（坏・高台付坏）が出土している。２３・２４はと

もに中央部の第２層中からそれぞれ出土している。２３は逆位で，２４は離れた位置から出土した破片が接合した

ものである。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から８世紀代と考えられる。
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第１３５図　第１２号土坑・出土遺物実測図

第１２号土坑出土遺物観察表（第１３５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中ロクロナデ普通灰白海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子－　（３．３）［１４．２］坏須恵器２２

５０％覆土中層底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子７．８　（３．３）－高台付坏須恵器２３

４０％覆土中層体部上半ナデ　下半ヘラ削り　体部内面横ナデ普通褐灰白色粒子・透明粒子８．０（２０．０）－甕土師器２４
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第２３号土坑（第１３６図）

位置　Ｓ４ｊ４区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第１２号土坑を掘り込んでいる。
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第１３６図　第２３号土坑・出土遺物実測図
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規模と形状　西側が撹乱を受けており，東西径１．８�のみ，南北径４．１�が確認されただけである。平面形は不

明であるが，不整形と推測される。南北径方向はＮ－１５°－Ｅである。深さは８２�で，底面はほぼ平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。　

遺物出土状況　土師器片３２点（坏・鉢１８，甕１４），須恵器片１８点（坏・高台付坏）が出土している。覆土中層

から底面にかけて散在した状態で出土している。３２は底面から出土した破片が，２５・２９は底面と覆土中層から

出土した破片がそれぞれ接合したものである。また，２９には第１号泥炭層から出土した破片も接合している。

２７は覆土中層からそれぞれ出土している。３０は覆土中層，２８は覆土中からそれぞれ出土しており，第１号泥炭

層から出土した３７・３８とそれぞれ同一個体である。

所見　時期は，出土土器及び重複関係から９世紀前葉と考えられる。

２　中世の遺構と遺物

　　掘立柱建物跡２棟が確認されている。以下，遺構について記述する。

第２３号土坑出土遺物観察表（第１３６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

８０％
ＰＬ２３

覆土中層
底面底部無調整普通黄灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子７．３　４．７１２．５坏須恵器２５

６０％
ＰＬ２３
箆記号後
墨書「真家」

覆土中底部ナデ調整　普通黄灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子６．４　４．６［１３．７］坏須恵器２６

２５％ＰＬ２５
墨書「□」覆土中層底部ナデ調整ヵ　普通灰白白色粒子・透明粒子

灰色粒子［７．９］　４．９［１４．４］坏須恵器２７

２０％
第１号泥炭
層出土の３８
と同一個体

覆土中ロクロナデ普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子－　（３．２）［１３．８］坏須恵器２８

９０％
ＰＬ２３
第１号泥炭
層出土の破
片と接合

覆土中層
底面底部回転ヘラ削り調整普通褐灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子・灰色粒子８．８　６．１１３．３高台付坏須恵器２９

５０％
第１号泥炭
層出土の３７
と同一個体

覆土中層ロクロナデ　底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子・灰色粒子－　（４．１）［１３．８］高台付坏須恵器３０

２０％覆土中ロクロナデ普通灰白色粒子・透明粒子
灰色粒子－　（５．２）［１７．０］高台付坏須恵器３１

８０％
ＰＬ２３
外面二次
火熱痕

底面外面輪積み痕を残すナデ　内面ナデ普通浅黄白色粒子・透明粒子
赤色粒子・黒色粒子４．８（１０．５）－短頸壺土師器３２

表１６　奈良時代の土坑一覧表

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　期主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

本跡→ＳＫ２３８世紀代土師器　須恵器人為・自然平坦外傾５４　２．８×（２．１）不明Ｎ－２２°－ＷＳ４ｉ４１２

ＳＫ１２→本跡９世紀前葉土師器　須恵器－平坦外傾８２　４．１×（１．８）不明Ｎ－１５°－ＥＳ４ｊ４２３
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　　掘立柱建物跡

　第１号掘立柱建物跡（第１３７図）

位置　Ｗ２ａ０～Ｗ２ｃ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－４０°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行７．８�

（２６尺），梁行３．６�（１２尺）で，柱間寸法は，西側桁行が北側より３．０�（１０尺），２．４�（８尺），２．４�（８尺）

で，東側桁行のＰ１・Ｐ２間も２．４�（８尺）である。梁行は１．８�（６尺）を基調としている。

柱穴　７か所。東側桁行の２か所と北側梁行の中央柱が確認されていない。平面形は円形で，深さは５～１２�

である。遺存状態が悪いため全体的に浅く，くぼみがわずかに確認されただけのものもある。土層は第１層が

柱を抜き取った後の覆土である。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂少量
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第１３７図　第１号掘立柱建物跡実測図
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所見　出土遺物がないため，時期は明確にできないが，本建物の東側からは，北茨城市教育委員会の調査で中

世の墓域が多数確認されており，この時代の建物跡と推測される。また，第２号掘立柱建物跡とは南北に並ん

でおり，同時期に機能していたものと推測される。

　第２号掘立柱建物跡（第１３８図）

位置　Ⅴ３ｊ２～Ｗ３ａ２区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　東・北側の大部分が調査区域外に延びているため，南北２間のみ，東西１間のみ確認されている。

南北軸Ｎ－３５°－Ｅで，構造は不明である。確認された規模は，南北軸３．９�（１３尺），東西軸２．１�（７尺）で，

柱間寸法は，南北軸が北側から１．８�（６尺），２．１�（７尺）で，東西軸が１．８�（６尺）である。

柱穴　４か所。平面形は円形で，　深さは８～１０�である。遺存状態が悪いため全体的に浅いが，Ｐ１の調査

区域際での土層断面図では深さ６８�である。土層は第１～４層が柱を抜き取った後の覆土で，その他の層は地

山の灰白色砂と黒色砂の混合砂の埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締ま

りに差はない。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 色 黒色砂微量
３  黒 色 灰白色砂少量

４  黒 色 　
５  黒　　　色 灰白色砂中量
６  黒 色 灰白色砂多量

所見　時期は，第１号掘立柱建物跡と同じ中世と考えられる。
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第１３８図　第２号掘立柱建物跡実測図
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３　近世の遺構と遺物

　　溝跡３条が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　溝跡

　第２号溝跡（第１３０・１３９・１４０図）

位置　Ｔ４ｆ１～Ｕ３ｃ５区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第４・５号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北東方向（Ｎ－４０°－Ｅ）にほぼ直線的に延びており，Ｔ３ｊ８・Ｕ３ａ７区でやや蛇行している。撹

乱を受けているＴ４ｆ１・Ｔ４ｆ２区で立ち上がっているものと推測され，南東側は調査区域外にさらに続いてい

る。確認された長さは３７．９�で，上幅５８～１１２�，下幅１８～５８�，深さ１８～３４�である。確認面からの深さには

多少のばらつきがあるが，底面は平坦な部分が多く，確認された範囲では底面の高低差はない。壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。
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第１３９図　第２号溝跡実測図

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黄 色 黒色砂・灰白色砂微量

３  黒 色 灰白色砂中量

遺物出土状況　陶器片１１点（碗５，擂鉢１，皿５）が出土している。また，流れ込んだ土師器片１２点，須恵器

片７点も出土している。３３は覆土中層から出土している。

所見　時期は出土遺物が少なく明確にできないが，近世と考えられる。

表１７　中世掘立柱建物跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物

柱　　　穴
構　造

柱間数
桁行×梁行
（間）

桁行（南北）
方向位　置番号

深さ（�）平面形柱穴本数

中世－５～１２円形７側柱　南北棟３×２Ｎ－４０゚ －ＥＷ２ａ０～Ｗ２ｃ０１

中世－８～１０円形４不明不明Ｎ－３５゚ －ＥＶ３ｊ２～Ｗ３ａ２２
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第１４０図　第２号溝跡・出土遺物実測図

　第４号溝跡（第１４１・１４２図）

位置　Ｔ３ｉ７・Ｔ３ｊ８区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第２号溝に掘り込まれている。

規模と形状　Ｔ３ｊ８区から，北西方向（Ｎ－６７°－Ｗ）に直線的に延びており，北西側がさらに調査区域外に続

いている。確認された長さは４．７�で，上幅４４～７５�，下幅３９～６０�，深さ７～１２�である。底面はほぼ平坦

で，確認された範囲では底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

第１４１図　第４号溝跡実測図
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第２号溝跡出土遺物観察表（第１４０図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成胎　　土
色　　調底径器高口径器種種別番号

３０％覆土中層内・外面鉄釉良好緻密
白－（４．０）［９．２］天目茶碗陶器３３
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覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  黒 色 白色砂少量　　　　　　　　　　　　　　　　　
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量

３  黒 色 灰白色砂中量　

遺物出土状況　陶器片１点（碗），石器１点（砥石）が出土している。Ｑ２は覆土上層，３４は覆土中からそれぞ

れ出土している。

所見　時期は出土遺物が少なく明確にできないが，中世末から近世と考えられる。
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第１４２図　第４号溝跡出土遺物実測図

　第１０号溝跡（第１４３図）

位置　Ｕ３ｉ４～Ｕ３ｉ２区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１１号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北東方向（Ｎ－７８°－Ｅ）に直線的に延びており，Ｕ３ｉ４区で立ち上がっており，南西側がさらに

調査区域外に続いている。確認された長さは８．５�で，上幅４５～８１�，下幅１４～２６�，深さ２５～３９�である。底

面は南西方向にむかって若干傾斜しており，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  褐 灰 色 灰白色砂微量 ２  褐 灰 色 灰白色砂少量　

遺物出土状況　陶器片１点（碗）が出土している。３５は覆土上層から出土している。

所見　時期は出土遺物が少なく明確にできないが，近世と考えられる。

第４号溝跡出土遺物観察表（第１４２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成胎　　土
色　　調底径器高口径器種種別番号

４０％覆土中削り出し輪台　高台付近露胎　内面鉄釉良好緻密
白－（２．４）－天目茶碗陶器３４

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土上層１面に使用痕　使用頻度が少ない結晶片岩（１７９．２）２．６６．５（６．７）砥石Ｑ２
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第１４３図　第１０号溝跡・出土遺物実測図

４　その他の遺構と遺物

　時期が不明な溝跡７条，土坑１９基，その他泥炭層１か所が確認されている。以下，遺構と遺物について記

述する。

　

　（１）溝跡

　第１号溝跡（第１３０・１４４図）

位置　Ｓ４ｄ７～Ｓ４ｅ６区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

第１０号溝跡出土遺物観察表（第１４３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成胎　　土
色　　調底径器高口径器種種別番号

１５％覆土上層みこみ２条の圏線　上絵は青　良好緻密
白［５．２］（２．４）－碗磁器３５

表１８　近世溝跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物底面覆土

規　　模
形状走行方向位　置番号

深さ（�）下幅（�）上幅（�） 長さ（�）

ＳＤ４・５→本跡近世陶器平坦自然１８～３４１８～５８５８～１１２（３７．９）直線Ｎ－４０°－ＥＴ４ｆ１～Ｕ３ｃ５２

本跡→ＳＤ２中世末～近世陶器　砥石平坦自然７～１２３９～６０４４～７５　（４．７）直線Ｎ－６７°－ＷＴ３ｉ７・Ｔ３ｊ８４

ＳＤ１１→本跡近世磁器平坦自然２５～３９１４～２６４５～８１　（８．５）直線Ｎ－７８°－ＥＵ３ｉ４～Ｕ３ｉ２１０
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重複関係　第３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　Ｓ４ｅ６区から，北東方向（Ｎ－３７°－Ｅ）に直線的に延びており，北東側はさらに調査区域外に続

いている。確認された長さは７．０�で，上幅１６～３５�，下幅９～２１�，深さ４～７�である。底面はほぼ平坦

で，確認された範囲では底面の高低差はない。壁の立ち上がりは不明瞭である。

覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第１４４図　第１号溝跡実測図

所見　時期は，不明である。

A 4.2m

1

A BB

1m0

第５号溝跡（第１３０・１４６図）

位置　Ｔ４ｆ１～Ｔ３ｇ０区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第２号溝に掘り込まれている。

規模と形状　Ｔ３ｇ０区から北東方向（Ｎ－４５°－Ｅ）に直線的に延びており，Ｔ４ｆ１区付近が端部と推測される。

確認された長さは８．４�で，上幅４５～８７�，下幅１８～７０�，深さ１４～２２�である。底面はほぼ平坦で，確認され

た範囲では底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

2m0

A 4.2m

4 3
2

1

6

5

7

A

第１４５図　第３号溝跡実測図

　第３号溝跡（第１３０・１４５図）

位置　Ｓ４ｊ３・Ｓ４ｊ４区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第９号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　北側のほとんどが撹乱を受けており明確でないが，両端までの長さがＳ４ｊ３・Ｓ４ｊ４区の中で収

まる短い溝跡と推測される。北西方向（Ｎ－７０°－Ｗ）に直線的で，長さ４．３�，深さ５４�で，幅は不明である。

土層断面図で確認される底面はやや凹凸があり，北西方向にわずかに傾斜している。確認された壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　７層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。第４層中には，図示

できないが，層厚５�ほどの黒色砂層がレンズ状に堆積している。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黄　　　色 層中に黒色砂層が薄く堆積
３  黒　　　色 灰白色砂微量
４  灰 白 色 黒色砂微量

５  黄　　　色 黒色砂少量
６  灰 白 色 黒色砂中量
７  黒　　　色 灰白色砂中量

所見　時期は，不明である。
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土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

覆土　２層に分層される。砂が周囲から流入している堆積状況

から，自然堆積と考えられる。

所見　時期は，不明である。

覆土　２層に分層される。砂が周囲から流入している堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見　時期は重複関係から近世以前であるが，明確にできない。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量 ２  黒 色 灰白色砂中量

2m0

A 4.2m 1
1

2
2

SD2
SD2

A BB

第１４６図　第５号溝跡実測図

　第６号溝跡（第１３０・１４７図）

位置　Ｓ４ｇ４・Ｓ４ｇ５区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

規模と形状　全長２．３�，上幅３４～４１�，下幅２８～３４�，深さは１０～１３�で，北東方向（Ｎ－４７°－Ｅ）にやや

蛇行ぎみに延びている。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上

がっている。

第１４７図　第６号溝跡実測図

　第７号溝跡（第１３０・１４８図）

位置　Ｓ４ｃ６・Ｓ４ｄ６区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

規模と形状　確認された範囲はごくわずかで，Ｓ４ｄ６区から，北東方向（Ｎ－２８°－Ｅ）に延びており，さら

に調査区域外に続いている。確認された長さは０．７�で，上幅２３～３６�，下幅１０～１６�，深さ２２～２５�である。

底面はほぼ平坦で，確認された範囲では底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層される。砂が周囲から流入している堆積状況

から，自然堆積と考えられる。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒　　　色 灰白色砂多量

第１４８図　第７号溝跡実測図

A B4.2m

1
2

A B

1m0

A B4.2m 1

2

3

A B

1m0
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　第９号溝跡（第１３０・１４９図）

位置　Ｓ４ｊ３～Ｔ４ａ２区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第１１号土坑，第３号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北側のほとんどが撹乱を受けており明確でないが，Ｔ

４ａ２区から，北東方向（Ｎ－５２°－Ｅ）に直線的に延びているもの

と推測される。確認された長さは４．１�で，上幅１５０～２４０�，下幅８０

～１０８�，深さ１８�である。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では

底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

所見　時期は，不明である。 第１４９図　第９号溝跡実測図

A 4.2m A

1m0

　第１１号溝跡（第１３０・１５０図）

位置　Ｕ３ｉ２～Ⅴ３ｃ２区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第１０号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北東方向（Ｎ－１８°－Ｅ）に直線的に延び，Ｕ３ｊ３区で北西方向に湾曲しており，両端ともさらに

調査区域外に続いている。確認された長さは１４．９�で，上幅６７～１８３�，下幅１４～１３２�，深さ１３～２１�である。

底面はほぼ平坦で，確認された範囲では底面の高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　単一層である。層厚が薄く，堆積状況は不明である。

　

所見　時期は，重複関係から近世以前であるが明確ではない。

土層解説
１  褐 灰 色 灰白色砂少量

2m0

A 4.6m

1 1 1

A B CCB

第１５０図　第１１号溝跡実測図

表１９　その他の溝跡一覧表　

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物底面覆土

規　　模
形状走行方向位　置番号

深さ（�）下幅（�）上幅（�） 長さ（�）

本跡→ＳＫ３不明－平坦不明４～７９～２１１６～３５（７．０）直線Ｎ－３７°－ＥＳ４ｄ７～Ｓ４ｅ６１

ＳＤ９→本跡不明－凹凸自然５４－－４．３直線Ｎ－７０°－ＷＳ４ｊ３・Ｓ４ｊ４３

本跡→ＳＤ２不明－平坦自然１４～２２１８～７０４５～８７（８．４）直線Ｎ－４５°－ＥＴ４ｆ１～Ｔ３ｇ０５

不明－平坦自然１０～１３２８～３４３４～４１（２．３）蛇行Ｎ－４７°－ＥＳ４ｇ４・Ｓ４ｇ５６

不明－平坦自然２２～２５１０～１６２３～３６０．７直線Ｎ－２８°－ＥＳ４ｃ６・Ｓ４ｄ６７

本跡→ＳＫ１１，ＳＤ３不明－平坦－１８８０～１０８１５０～２４０（４．１）直線Ｎ－５２°－ＥＳ４ｊ３～Ｔ４ａ２９

本跡→ＳＤ１０不明－平坦不明１３～２１１４～１３２６７～１８３１４．９直線Ｎ－１８°－ＥＵ３ｉ２～Ｖ３ｃ２１１
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　（２）土坑（第１５１～１５３図）　

　　　ここでは，時期が不明な土坑について，実測図と土層解説を掲載する。
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第１５１図　その他の土坑実測図（１）
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第１５２図　その他の土坑実測図（２）
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2m0

A

A

A A
4.0m

SK20

第１５３図　その他の土坑実測図（３）

第１号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 白 色 黒色砂少量
３  黒 色 灰白色砂多量

第２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  灰 白 色 黒色砂微量
３  黄 色 黒色砂少量

第３号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第５号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量

第６号土坑土層解説
１  黄 色 黒色砂微量
２  黒 色 黄色砂中量
３  黒 色 黄色砂少量

第７号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量
３  黒 色 灰白色砂中量

第８号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 黄色砂少量，灰白色砂微量 

第９号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量
３  黒 色 灰白色砂微量
４  黒　　　色 黄色砂少量，灰白色砂微量

第１０号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂少量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量
３  黒 色 灰白色砂微量
４  黒 色 黄色砂微量
５  黒 色 黄色砂中量
６  黒 色 黄色砂多量
７  黒　　　色 灰白色砂・黄色砂微量
８  黒 色 灰白色砂・黄色砂中量

第１１号土坑土層解説
１  黄 色 層中に黒色砂が厚さ５�ほどの層を形成
２  灰オリーブ色 粘質土
３  黄 色 層中に黒色砂が厚さ５�ほどの層を形成

第１４号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  灰 白 色 黒色砂微量
４  灰 白 色 黒色砂多量

第１５号土坑土層解説
１  灰 白 色 黒色砂少量
２  灰 白 色 黒色砂中量
３  黒 色 灰白色砂微量
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第１６号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 白 色 黒色砂少量
３  灰 白 色 黒色砂中量

第１８号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 白 色 黒色砂微量
３  黒 色 層中に灰白色砂が厚さ５�ほどの層を形成
４  黒 色 第１号泥炭層の堆積土　植物遺体微量

第１９号土坑土層解説
１  灰オリーブ色 粘質土
２  灰オリーブ色 粘質土，黄色砂中量
３  黄 色 黒色砂少量

第２１号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  灰 白 色 黒色砂多量
３  黒 色 灰白色砂多量

第２２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

　（３）泥炭層

　第１号泥炭層（第１５４・１５５図）

位置　Ｓ４ｄ７～Ｓ４ｉ５区で，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第１２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　最大長は南北２３�，最大幅は東西４．７�の範囲で確認されている。

表２０　その他の土坑一覧表

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　期主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

ＳＫ２→本跡不明－自然平坦外傾３８１．３×０．８楕円形Ｎ－７８°－ＥＳ４ｈ４１

本跡→ＳＫ１不明－自然平坦外傾３５（０．５）×０．８　［楕円形］Ｎ－７８°－ＥＳ４ｈ４２

ＳＤ１→本跡不明－自然平坦外傾１４０．７×０．７円形Ｎ－２２°－ＷＳ４ｅ６３

本跡→ＳＫ６不明土師器自然平坦外傾１２０．５×（０．４）［楕円形］Ｎ－７９°－ＥＳ４ｆ４５

ＳＫ５→本跡不明土師器自然平坦外傾１３０．７×０．５楕円形Ｎ－８９°－ＷＳ４ｆ４６

本跡→ＳＫ８不明－自然平坦外傾１４１．０×０．８不整楕円形Ｎ－６７°－ＥＴ３ｆ９７

ＳＫ７→本跡不明－自然平坦外傾２８０．５×０．４楕円形Ｎ－２９°－ＷＴ３ｆ９８

ＳＫ１７→本跡不明－自然平坦外傾２５１．０×０．９楕円形Ｎ－６７°－ＷＴ３ｆ９９

不明土師器　須恵器自然平坦外傾９４４．１×２．３不整楕円形Ｎ－３０°－ＥＴ４ａ３１０

ＳＤ９→本跡不明土師器　須恵器人・自平坦外傾３８２．８×（１．５）［楕円形］Ｎ－８８°－ＥＴ４ａ２１１

不明土師器　須恵器自然平坦外傾３９１．１×（０．７）［楕円形］Ｎ－５４°－ＷＶ３ｆ３１４

ＳＫ１６→本跡不明－自然平坦外傾２５１．１×１．０長方形Ｎ－３５°－ＥＷ２ｅ８１５

本跡→ＳＫ１５不明－自然平坦外傾４５（１．０）×（０．９）［長方形］Ｎ－３０°－ＥＷ２ｅ８１６

本跡→ＳＫ９不明－－平坦外傾７５（０．８）×０．５［楕円形］Ｎ－４３°－ＷＴ３ｆ９１７

不明－自然平坦外傾７８（２．９）×２．０［楕円形］Ｎ－６１°－ＥＳ４ｉ３１８

不明須恵器人為凹凸外傾３８（１．７）×１．４［楕円形］Ｎ－６３°－ＷＴ４ｄ２１９

不明－自然平坦外傾８５４．３×（２．３）楕円形Ｎ－２９°－ＥＴ４ｃ３２０

不明－自然平坦外傾４３（１．９）×１．１長方形Ｎ－６０°－ＷＷ２ｅ９２１

不明－自然平坦外傾２３１．０×０．９不整楕円形Ｎ－３５°－ＷＶ３ｂ２２２
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土層　最大厚１８０�の現在の盛土層直下に全５層が確認されている。第１層は植物遺体などをほとんど含まな

い粘土層，第２層は黒色砂と灰白色砂が混じって形成された層，第３層は草本質植物遺体を多量に含んでいる

黒色腐植質シルト，第４層は灰白色砂の純層，第５層は樹木・種子などの植物遺体を多量に含んでいる黒褐色

腐食質シルト層で，その下が地山の灰白色砂層である。第３・５層は多量の地下水を含んでいる層で，掘削時

にも湧水が認められた。第２・４層の砂の間層は，周囲の砂が流入したものと考えられる。

遺物出土状況　縄文土器片１２点（深鉢），土師器１９点（甕），須恵器８点（坏・高台付坏）が出土している。土

師器片・須恵器片は第４層中からで，第１２号土坑出土の２４と接合する破片も出土している。３６は第５層上位か

ら出土している。また，３７・３８は第２３号土坑の２８・３０と同一個体である。

所見　３６は縄文土器後期後半の粗製土器であり，それ以前には形成されていた湖沼と考えられる。周囲から自

然に流入して形成された第４層から古代の土器が出土していることや，８世紀代の第１２号土坑が掘り込んでい

ることから，この時期には一度砂に覆われ，湿地になっていた可能性がある。なお，詳細な分析の結果は，付

章を参照されたい。

土層解説
１  黒　　　色 粘土層（付章断面図柱状図第２層上位　試料

採取位置１）
２  灰 白 色 黒色砂多量（付章断面柱状図第３層　試料採

取位置２）
３  黒　　　色 黒色腐植質シルト　草本質植物遺体多量（付

章断面柱状図第２層下位　試料採取位置３）

４  灰 白 色 （付章断面柱状図第３層　試料採取位置４）
５　黒　　　色 黒褐色腐植質シルト　樹木・種子等の植物遺体多量
　　　　　　　　（付章断面柱状図第３層　試料採取位置５・６）

10cm0

36

37

38

第１５４図　第１号泥炭層出土遺物実測図

第１号泥炭層出土遺物観察表（第１５４図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％第５層上位縦・横方向の単節ＬＲ縄文　一部附加条縄文施丈普通褐灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子－（１６．５）［２６．０］深鉢縄文土器３６

１０％
ＳＫ２３と
同一個体

第４層中ロクロナデ普通灰白色粒子・透明粒子－　（３．４）［１３．８］高台付坏須恵器３７

１０％
ＳＫ２３と
同一個体

第４層中ロクロナデ普通灰白色粒子・透明粒子
黒色粒子－　（３．７）［１４．０］坏須恵器３８
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第１５５図　第１号泥炭層実測図
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神 岡 上 遺 跡

　（４）遺構外出土遺物（第１５６図）　

　遺構に伴わない主な遺物について，実測図と観察表を掲載する。　
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第１５６図　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表（第１５６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色調胎　　土底径器高口径器種種別番号

７０％確認面底部ナデ調整普通灰白色粒子・透明粒子７．３４．９１３．７坏須恵器３９

１０％確認面ロクロナデ普通灰白色粒子・透明粒子
灰色粒子－（４．０）［１４．０］高台付坏須恵器４０

１５％確認面ロクロナデ普通黄灰白色粒子・透明粒子
灰色粒子－（４．０）［１４．０］高台付坏須恵器４１

４０％確認面底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子・
透明粒子・灰色粒子［８．０］（２．９）－高台付坏須恵器４２

１０％確認面天井部回転ヘラ削り普通にぶい黄橙白雲母・白色粒子
透明粒子－（１．９）－蓋須恵器４３

１０％確認面口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面ヘラ
ナデ普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－（８．１）［１５．８］甕土師器４４

１０％確認面口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通褐灰白雲母・白色粒子
透明粒子－（５．４）［１８．２］甕土師器４５

備　　考出土位置手　法　及　び　文　様　の　特　徴焼成色調胎　　土器種種別番号

確認面外面斜位の平行叩き　内面青海波文普通暗青灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ２



第�章�古 屋 敷 遺 跡

　古屋敷遺跡は，南北に延びる標高４．９～５．８�の砂丘上に立地している。調査区は遺跡のほぼ中央部を縦断す

るように設定され，調査面積は２，０１８�で，調査前の現況は道路及び更地である。

　今回の調査によって，古墳時代，奈良時代，近世を中心とした遺構と遺物が確認された。確認された遺構は，

竪穴住居跡４軒（古墳時代２，奈良時代２），掘立柱建物跡５棟（奈良時代４，時期不明１），柵跡２条（奈良

時代），溝跡５条（近世３，時期不明２），土坑２９基（奈良時代２，時期不明２７基），ピット１７基（時期不明），

整地面１か所（時期不明）である。

　遺物は，遺物コンテナ（６０×４０×２０�）に５箱出土している。主な遺物は，弥生土器（壺形土器），土師器

（坏・皿・坩・器台・鉢・壺・甕），須恵器（坏・高台付坏・蓋・瓶・長頸瓶・甕），陶器（碗・皿・猪口・擂

鉢），磁器（碗），ミニチュア土器，製塩土器，土製品（泥面子），石器（敲石・砥石），鉄製品（刀子・釘・鉄

滓・不明）などである。

　Ｊ７ｇ０区にテストピットを設定し，基本土層（第１５７図）の堆積状況の観察を行った。観察結果は，以下の

通りである。

　第１層は，黒褐色を呈し，現在の畑の盛土層で，層厚は５５～６５�である。

　第２層は，灰白色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，層厚は２２～２７�である。

　第３層は，黄色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，層厚は不明である。

　遺構は，第２層上面で確認されている。

－　　－166

第１節  遺 跡 の 概 要

第２節  基 本 層 序

5.6m

5.0
1

2

3

4.6

第１５７図　古屋敷遺跡基本土層図
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古 屋 敷 遺 跡
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第１５８図　古屋敷遺跡全体図
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第３節  遺 構 と 遺 物

１　古墳時代の遺構と遺物

　　竪穴住居跡２軒が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

　

　竪穴住居跡

　第３号住居跡（ＳＸ１）（第１５９図）

位置　Ｋ７ｂ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第４号住居，第１・４・９号土坑に掘り込まれている。　

規模と形状　東側が削平されていることや重複のため，東西軸２．２�のみ，南北軸３．２�のみが確認されている。

平面形は第４号住居跡と同じ長方形と推測され，南北軸はＮ－５°－Ｅである。遺存状態が悪いため掘り込み

がわずかにしか確認されず，壁の立ち上がりも不明瞭である。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。　

覆土　４層に分層される。不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
１  灰 白 色 
２  黒 色 灰白色砂中量

３  黒 色 灰白色砂少量
４  黒 色 灰白色砂多量
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第１５９図　第３号住居跡・出土遺物実測図
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古 屋 敷 遺 跡

遺物出土状況　土師器片１３９点（壺１，甕１３８）が出土している。また，混入した須恵器片４点も出土している。

１は中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，土師器片がすべて前期と考えられる土器であることや，重複関係から古墳時代前期と考えられ

る。本住居を埋め戻して，第４号住居が構築されたものと推測され，それほど時間差がないと考えられる。な

お，炉の痕跡は確認されていない。

　第４号住居跡（ＳＸ２）（第１６０図）

位置　Ｋ７ａ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第３号住居跡を掘り込み，第２・４・８号土坑に掘り込まれている。　

規模と形状　長軸３．３�，短軸２．６�の長方形で，長軸方向はＮ－５６°－Ｅである。壁高は１２～２８�で，ほぼ直立

している。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。
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第１６０図　第４号住居跡・出土遺物実測図

第３号住居跡出土遺物観察表（第１５９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土下層折り返し口縁　外面ハケ目　内面ナデ普通にぶい橙黒雲母・白色粒子
透明粒子－（３．４）［１３．９］壺土師器１
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覆土　４層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１６３点（坩４，器台２，壺１，甕１５６），ミニチュア土器１点が出土している。また，混

入した須恵器片２点も出土している。２・３は中央部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から古墳時代前期後半と考えられる。なお，炉の痕跡は確認されていない。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  灰 白 色 黒色砂中量
４  灰 白 色 黒色砂少量

２　奈良時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡２軒，掘立柱建物跡４棟，柵跡２条，土坑２基が確認されている。以下，遺構と遺物について記

述する。

　

　（１）竪穴住居跡

　第１号住居跡（第１６１～１６５図）

位置　Ｊ７ｅ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸５．８�，短軸５．２�の長方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は２３～４３�で，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。

竈　北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４０�，袖部幅は１３０�である。袖部は

壁外に掘り込んで粘土を充填し，床面と同じ高さの地山面を基部として，ロームブロック・焼土化した粘土ブ

ロック・凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築している。右袖部からは比較的大きな凝灰岩が確認され，芯

材としていたものと考えられる。火床部は床面から１０�ほど掘り込んで，焼土ブロックと粘土を混ぜ込んだ砂

を埋土しており，弱く赤変している。焚口部の前方に焼土粒子・炭化粒子が１．２�ほどの範囲で広がっており，

焚口部に近い床面は弱く赤変している。範囲の先端にはＰ６があり，焼土粒子・炭化粒子・灰が堆積している。

煙道部は壁外に８０�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第４号住居跡出土遺物観察表（第１６０図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

８０％
ＰＬ２４床面

受け部内・外面ヨコナデ・ナデ　孔有り　脚部３孔　
外面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラナデ・ナデ　裾部折り
返し後横ナデ

普通橙海綿骨針・白色粒子
透明粒子１０．２７．６［８．０］器台土師器２

９５％
ＰＬ２４床面外面ハケ目後下半のみナデ　内面横ナデ普通にぶい黄橙白色粒子・透明粒子

赤色粒子　３．１７．０７．８－ミニチュア
土器３

表２１　古墳時代竪穴住居跡一覧表　

 備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物覆土

内　部　施　設
壁溝床面壁高

（�）

規模（�）
長（東西）軸×
短（南北）軸

平面形主軸方向位　置番号
炉ピット 出入口

ピット主柱穴

本跡→ＳＩ４，ＳＫ１・４・９古墳時代
前期土師器人為－－－－－平坦不明２．２×３．２［長方形］Ｎ－５°－ＥＫ７ｂ７３

ＳＩ３→本跡→ＳＫ２・４・８古墳時代
前期後半

土師器
ミニチュア土器自然－－－－－平坦１２～２８３．３×２．６長方形Ｎ－５６°－ＥＫ７ａ９４
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古 屋 敷 遺 跡
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第１６１図　第１号住居跡実測図（１）
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第１６２図　第１号住居跡実測図

竈土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 焼土ブロック少量，灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂少量
４  黒 色 焼土ブロック・炭化粒子・灰多量

５  灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・凝灰岩ブロック
多量

６  黒 色 焼土ブロック・粘土ブロック多量
７  灰 白 色 （地山）　

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１８～５４�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３８�で，南

壁寄りの中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂中量

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況であるが，遺物出土状況も考慮すると人為堆積の可

能性が高い。なお，第４・５層は，地山の砂層であり，第４層は植物の根の撹乱を受けて覆土の黒色砂が入り

込んでいる。

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・粘土粒子・灰白色砂微量（上部・

試料番号１　下部・試料番号２）
２  黒 色 灰白色砂多量

３  黒 色 灰白色砂少量
４  灰 白 色 黒色砂多量（地山　試料番号３）
５  灰 白 色 地山（試料番号４）　
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遺物出土状況　土師器片３９９点（坏４４，甕３５５），須恵器片８６点（坏・高台付坏３１，蓋２，瓶１，甕５２），製塩土

器，鉄製品４点（刀子１，釘１，不明２），鉄滓２点が出土している。また，混入した陶磁器片１８点も出土して

いる。中央部から竈前方にかけての覆土下層から多く出土している。特に５・１１・１３・１４・１５Ｂなど竈火床部

に接して多量の土器片が出土している。９・１０・１５Ａは竈火床部と南西コーナー部の覆土下層，竈火床部と竈

前方の床面，竈火床部と中央部・南西コーナー部・北東コーナー部の覆土下層から出土した破片がそれぞれ接

合したものである。６・８は北東コーナー部の覆土下層から横位・逆位でそれぞれ出土している。７は竈左脇

の床面，１２は竈前方の覆土下層からそれぞれ出土している。Ｍ１は中央部の床面，ＴＰ１・Ｍ２は覆土中から

それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。住居の構築の際に，砂以外の構築土を使用しているの

かを調べるため，覆土及び床面の土壌分析を行っている。その結果，構築土の使用は認められず，床も砂層を

そのまま使用していることが判明した。なお，分析の結果は付章を参照されたい。
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第１６３図　第１号住居跡出土遺物実測図（１）
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第１６４図　第１号住居跡出土遺物実測図（２）
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第１６５図　第１号住居跡出土遺物実測図（３）

　第２号住居跡（第１６６・１６７図）

位置　Ｊ７ｉ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２号溝，第１３～１５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸４．１�，短軸４．０�の竈を挟んで壁が食い違っている長方形で，主軸方向はＮ－７９°－Ｅであ

る。壁高は２０～２８�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。

第１号住居跡出土遺物観察表（第１６３～１６５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子－　（４．５）［１５．４］坏土師器４

６０％ 
ＰＬ２４竃火床部底部不定方向のヘラ削り調整普通灰白白雲母・白色粒子

透明粒子　９．１　４．８１５．３坏須恵器５

７５％　 
ＰＬ２４覆土下層体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り調整普通黄灰白色粒子・透明粒子

灰色粒子　６．６　５．０１１．２高台付坏須恵器６

２５％ＰＬ２４ 
外面二次
火熱痕

床面口縁端部外削ぎで平坦　体部外面輪積み痕を有し，
凹凸が顕著　内面はナデにより平滑普通にぶい褐黒雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子［１２．７］　７．７［１４．７］鉢製塩土器７

５０％　 
ＰＬ２４覆土下層

ロクロナデ　体部内面下端ヘラ当て具痕　体部～高
台接合部に強いナデ　底部ナデ調整底部内面ナデ　
肩部自然釉

普通暗灰黄白色粒子・細礫１０．４（１５．２）－長頸瓶須恵器８

５０％竃火床部
覆土下層

口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ　
底部木葉痕普通橙白雲母・白色粒子

透明粒子・赤色粒子　８．５［１８．５］［１７．８］甕土師器９

１５％竃火床部
床面

口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラナデ・ナデ普通にぶい黄橙黒雲母・白色粒子 

透明粒子－（１２．０）［１９．１］甕土師器１０

５％竃火床部口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ナデ普通にぶい橙白雲母・白色粒子

透明粒子－　（８．６）［２０．４］甕土師器１１

５％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　端部つまみ上げ　体部ナデ　
内面ナデ　内面輪積み痕残存普通にぶい黄褐白雲母・白色粒子 

透明粒子－　（７．７）［２３．０］甕土師器１２

２０％竃火床部体部外面ヘラ削り後ナデ　内面ナデ普通にぶい橙白雲母・白色粒子 
透明粒子・赤色粒子　８．７（１０．１）－甕土師器１３

５％竃火床部底部木葉痕普通明赤褐白雲母・白色粒子 
透明粒子　［８．１］　（１．１）－甕土師器１４

３０％
ＰＬ２４

竃火床部
覆土下層

口縁部内・外面ナデ　体部外面斜位の平行叩き 
内面ナデにより当て具痕不明瞭　輪積み痕顕著普通灰黄白雲母・白色粒子 

透明粒子－（２４．１）［２１．２］甕須恵器１５Ａ

２０％竃火床部体部外面ナデにより叩き具痕不明瞭 
内面ナデにより当て具痕不明瞭　輪積み痕顕著普通灰黄白雲母・白色粒子 

透明粒子－（１７．８）－甕須恵器１５Ｂ

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

覆土中外面縦位の平行叩き　内面ナデにより当て具痕不明瞭普通黄灰白雲母・白色粒子 
透明粒子甕須恵器ＴＰ１

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

床面両関　欠損鉄（９．１）０．３（１．１）（７．０）刀子Ｍ１

覆土中先端欠損鉄（１．０）０．４０．６（２．３）釘Ｍ２
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第１６６図　第２号住居跡実測図
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竈　東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９１�で，右袖部しか遺存しておらず袖部幅

は不明である。右袖部は壁外に掘り込んで粘土を充填し，床面と同じ高さの地山面を基部として，ロームブ

ロック・凝灰岩ブロックを混ぜ込んだ粘土で構築している。火床部から煙道部の立ち上がりは地山を掘り残す

ように凹凸があり，火床部は弱く赤変している。煙道部は壁外に２０～５５�掘り込まれ，外傾して立ち上がって

いる。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ３０～５０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ５０�で，西

壁寄りの中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片３９４点（坏・鉢５９，甕３３５），須恵器片１５点（坏・高台付坏７，蓋３，甕５），石器１点

（敲石），鉄製品２点（刀子，不明）が出土している。また，混入した陶磁器片１８点も出土している。ほぼ全域

の覆土中からまばらに出土している。１６は南壁寄りの覆土上層，１７・Ｑ１は南壁際の覆土下層から，近接して

出土している。１８は竈前方の覆土下層，Ｍ３は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器が破片であり時期を明確にするのは困難であるが，８世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１  黒 色 炭化物微量
２  黒 色 焼土ブロック・灰白色砂微量
３  黒 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量 

４  黒 色 焼土粒子・灰白色砂微量
５  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量
６  灰 褐 色 ロームブロック・凝灰岩ブロック少量

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量

３  黒 色 灰白色砂多量

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白砂・黄色砂微量

３  黒 色 焼土ブロック・炭化粒子・灰白色砂微量
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第１６７図　第２号住居跡出土遺物実測図
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第２号住居跡出土遺物観察表（第１６７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土上層体部外面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ磨き普通黄橙白色粒子・透明粒子
赤色粒子－（７．４）［１９．０］鉢土師器１６

５％覆土下層天井部回転ヘラ削り調整普通暗灰黄白雲母・白色粒子 
透明粒子－（１．６）［１３．２］蓋須恵器１７

５％覆土下層ロクロナデ普通灰白白雲母・白色粒子 
透明粒子－（１．４）－蓋須恵器１８

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土下層６面使用安山岩（４７３．０）４．８６．５１０．８敲石Ｑ１

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中片関　両端欠損鉄（２．２）０．２１．２（４．２）刀子Ｍ３

表２２　奈良時代竪穴住居跡一覧表　

 備　　考
新旧関係（旧→新）時期主な出土遺物覆土

内　部　施　設
壁溝床面壁高

（�）

規模（�）
長（東西）軸×
短（南北）軸

平面形主軸方向位置番号
竈ピット 出入口

ピット主柱穴

ＳＫ２０→本跡８世紀
前葉

土師器　須恵器　
製塩土器　刀子　釘
不明鉄製品

人為ヵ北１１４－平坦２３～４３５．８×５．２長方形Ｎ－２６°－ＷＪ７ｅ０１

本跡→ＳＤ２，ＳＫ１３～
１５

８世紀
前半

土師器　須恵器　敲石
刀子　不明鉄製品自然東－１３－平坦２０～２８４．１×４．０長方形Ｎ－７９°－ＥＪ７ｉ８２

　（２）掘立柱建物跡

　第１号掘立柱建物跡（第１６８図）

位置　Ｊ７ｇ８～Ｊ７ｈ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１９号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の間仕切りを有する側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－１３°－Ｗの南北棟である。規

模は，桁行５．１�（１７尺），梁行４．２�（１４尺）で，柱間寸法は，桁行が北から１．８�（６尺），１．８�（６尺），

１．５�（５尺）で，梁行は２．１�（７尺）を基調としている。

柱穴　１０か所。南側桁行の中央の柱穴が確認されていない。Ｐ１０はＰ２・Ｐ７の間にあり，間仕切り柱を据え

る柱穴と考えられる。平面形は円形・楕円形で，深さは１８～４５�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った

後の覆土で，Ｐ２・Ｐ９・Ｐ１０には柱の抜き取り穴が確認されている。その他の層は砂が互層をなす埋土であ

る。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締まりに差はない。

遺物出土状況　土師器片７６点（坏・鉢１２，甕６４），須恵器片３点（甕），鉄製品１点（釘）が出土している。Ｍ

４はＰ７の覆土中から出土している。土器はいずれも細片で，図示することができない。

所見　時期は，主軸方向及び配置から第１号住居跡と同じ８世紀前葉と考えられる。　

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂中量

４  灰 白 色 黒色砂多量，炭化粒子微量
５  黒 色 灰白色砂多量
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第１６８図　第１号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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　第３号掘立柱建物跡（第１６９～１７１図）

位置　Ｊ７ｂ０～Ｊ８ｃ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２５号土坑を掘り込み，第５号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－２５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行５．４�

（１８尺），梁行３．６�（１２尺）で，柱間寸法は，桁行・梁行ともに１．８�（６尺）を基調としている。

柱穴　１０か所。平面形は円形・楕円形で，深さは２５～７２�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆

土で，その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締

まりに差はない。
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第１６９図　第３号掘立柱建物跡実測図（１）

第１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１６８図）

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

Ｐ７
覆土中両端欠損鉄（２．４）０．４０．４（４．９）釘Ｍ４
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土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 　
２  灰 白 色 黒色砂少量
３  灰 白 色 黒色砂微量
４  黒 色 灰白色砂少量

５  黒 色 灰白色砂多量
６  灰 白 色 
７  黒 色 灰白色砂中量
８  灰 白 色 黒色砂多量
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第１７０図　第３号掘立柱建物跡実測図（２）

遺物出土状況　土師器片１５点（坏・鉢３，甕１２），須恵器片３点（坏・高台付坏）が出土している。１９はＰ２の

埋土中から出土している。

所見　時期は，主軸方向及び配置から第１号住居跡と同じ８世紀前葉と考えられる。　

10cm019

第１７１図　第３号掘立柱建物跡出土遺物実測図

　第５号掘立柱建物跡（第１７２図）

位置　Ｊ８ｃ１・Ｊ８ｄ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第３号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造　ほとんどが調査区域外に延びているため，東西南北ともに１間が確認されただけである。南北軸

Ｎ－２５°－Ｗであり，構造は不明である。確認された柱間寸法は，１．８�（６尺）である。

第３号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１７１図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２５％Ｐ２
埋土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面ナデ　内面ヘラ磨き普通黄橙黒雲母・白色粒子 

透明粒子－（４．６）［１８．０］坏土師器１９
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柱穴　３か所。平面形は円形・楕円形で，深さは２２～６０�である。Ｐ２には柱の抜き取り穴が確認されてい

る。土層の第１～４層は柱を抜き取った後の覆土である。

遺物出土状況　土師器片５点（甕），須恵器片１点（蓋）が出土している。２１はＰ２，２２はＰ１の覆土中からそ

れぞれ出土している。

所見　時期は，重複関係から第３号掘立柱建物跡以降であるが，主軸方向が同じことや近接して南北に並んで

いる配置から，比較的短い時期差と推測される。また，第１・２号柵跡は，本建物に付属するものと考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 　
２  灰 白 色 黒色砂中量

３  黒 色 灰白色砂多量
４  黒 色 灰白色砂中量
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第１７２図　第５号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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　第６号掘立柱建物跡（第１７３図）

位置　Ｊ７ａ８～Ｊ７ｂ９区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。
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第１７３図　第６号掘立柱建物跡実測図

第５号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１７２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％Ｐ２
覆土中天井部回転ヘラ削り調整普通暗灰黄白雲母・白色粒子 

透明粒子－（１．４）－蓋須恵器２１

１０％Ｐ１
覆土中天井部回転ヘラ削り調整普通黄灰海綿骨針・白色粒子 

透明粒子・灰色粒子－（１．８）－蓋須恵器２２
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重複関係　第３号溝に掘り込まれている。

規模と構造　桁行・梁行ともに２間の総柱建物跡で，桁行方向Ｎ－１８°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行４．２�

（１４尺），３．６�（１２尺）で，柱間寸法は，桁行が２．１�（７尺），梁行は１．８�（６尺）を基調としている。　

柱穴　９か所。平面形は円形・楕円形を基調とし，Ｐ９は溝状で，深さは３２～５０�である。土層は第１～４層

が柱を抜き取った後の覆土で，Ｐ６・Ｐ７には柱の抜き取り穴が確認されている。Ｐ３は土層から柱の据え直

しが考えられる。その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層

と比べて締まりに差はない。

遺物出土状況　土師器片７７点（坏１２，甕６５），須恵器片６点（坏・高台付坏４，甕２）が出土している。いずれ

も細片で，図示することができない。

所見　時期は，主軸方向及び配置から第１号住居跡と同じ８世紀前葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂中量
４  黒 色 灰白色砂少量
５  灰 白 色 黒色砂多量，炭化粒子微量
６  黒 色 灰白色砂多量 

７  灰 白 色 黒色砂多量
８  灰 白 色 
９  褐 白 色 焼土ブロック微量
１０  褐 白 色 焼土ブロック少量
１１  褐 白 色 黒色砂・灰白色砂多量
１２  褐 白 色 灰白色砂少量

　（３）柵跡

　第１号柵跡（ＳＢ４）（第１７４図）

位置　Ｊ７ｃ０～Ｊ８ｂ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１０号ピットを掘り込んでいる。

規模と構造　柱穴が直線的に北東方向（Ｎ－６６°－Ｅ）に並んでおり，全長７．２�（２４尺）である。柱間寸法は，

１．８�（６尺）を基調とし，Ｐ３・Ｐ４間は柱穴が確認されておらず，これらの柱穴間は３．６�（１２尺）である。

柱穴　４か所。平面形は楕円形・隅丸長方形で，深さは１１～６０�である。土層は第１～４層が柱を抜き取った

後の覆土で，Ｐ４には柱の抜き取り穴が確認されている。その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固め

られていると考えられるが，自然堆積層と比べて締まりに差はない。

所見　配置から第５号掘立柱建物に付属するものと考えられ，第１号住居跡及び第３号掘立柱建物跡より新し

いが，比較的短い時期差と推測される。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 
２  黒 色 灰白色砂少量
３  灰 白 色 黒色砂少量

４  黒 色 黄色砂少量，焼土ブロック微量
５  灰 白 色 黒色砂多量

表２３　奈良時代掘立柱建物跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物

柱　　　穴
構　造

柱間数
桁行×梁行
（間）

桁行（南北）
方向位　置番号

深さ（�）平面形柱穴数

本跡→ＳＫ１９８世紀前葉土師器　須恵器　釘１８～４５円形・楕円形１０側柱　南北棟３×２Ｎ－１３゚ －ＷＪ７ｇ８～Ｊ７ｈ９１

ＳＫ２５→本跡→ＳＢ５８世紀前葉土師器　須恵器２５～７２円形・楕円形１０側柱　南北棟３×２Ｎ－２５゚ －ＷＪ７ｂ０～Ｊ８ｃ１３

ＳＢ３→本跡８世紀前葉以降土師器　須恵器２２～６０円形・楕円形３不明（１）×（１）Ｎ－２５゚ －ＷＪ８ｃ１・Ｊ８ｄ１５

本跡→ＳＤ３８世紀前葉土師器　須恵器３２～５０円形・楕円形９総柱　南北棟２×２Ｎ－１８゚ －ＷＪ７ａ８～Ｊ７ｂ９６
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　第２号柵跡（ＳＢ４）（第１７４図）

位置　Ｊ７ｃ０～Ｊ８ｂ２区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　柱穴が直線的に北東方向（Ｎ－６６°－Ｅ）に並んでおり，全長７．５�（２５尺）である。柱間寸法は

西端から１．５�（５尺），２．１�（７尺），１．５�（５尺），２．４�（８尺）である。

柱穴　５か所。平面形は楕円形で，深さは２３～７０�である。土層は第１～４層が柱を抜き取った後の覆土で，

その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締まりに

差はない。

所見　第１号柵跡と同じ配置から，第５号掘立柱建物に付属するものと考えられる。第１号柵跡と二列に構築

されていたものか，あるいは柱間寸法の違いから，多少の時期差があるものか両方の可能性が考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  灰 白 色 黒色砂少量

４  黒 色 黄色砂少量
５  黒 色 灰白色砂多量
６  灰 白 色 黒色砂多量　

　（４）土坑

　第２号土坑（第１７５図）

位置　Ｋ７ｂ６区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第４号住居跡を掘り込んでいる。

10cm01m0

B

A

A

B

23

K7b7

-S1m

23

B

A
A

5.
2m

1 2
3

B 23

第１７５図　第２号土坑・出土遺物実測図

表２４　奈良時代の柵跡一覧表　

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物

柱　　　穴
付属施設柱間寸法

（�）南北軸方向位　置番号
深さ（�）平面形柱穴数

Ｐｉｔ１０→本跡８世紀前葉以降－１１～６０楕円形
隅丸長方形４ＳＢ５１．８（Ｐ３・Ｐ４

間のみ３．６）Ｎ－６６°－ＥＪ７ｃ０～Ｊ８ｂ１１

８世紀前葉以降－２３～７０楕円形５ＳＢ５

Ｐ１・Ｐ２　１．５
Ｐ２・Ｐ３　２．１
Ｐ３・Ｐ４　１．５
Ｐ４・Ｐ５　２．４

Ｎ－６６°－ＥＪ７ｃ０～Ｊ８ｂ２２
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規模と形状　長径１．２�，短径０．９�の楕円形で，長径方向はＮ－５７°－Ｗである。深さは５５�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。　

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片４点（甕），須恵器片３点（坏）が出土している。２３は壁際の覆土下層から斜位で出土

している。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  黒 色 灰白色砂中量

　第２７号土坑（第１７６図）

位置　Ⅰ７ｊ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　長径１．３�，短径１．０�の楕円形で，長径方向はＮ－５６°－Ｅである。深さは７�で，底面はほぼ平

坦で，壁の立ち上がりは不明瞭である。

覆土　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片１４点（坏・鉢１３，皿１）が出土している。２６・２７は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀代と考えられる。　

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量

第２号土坑出土遺物観察表（第１７５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％ 
ＰＬ２４覆土下層底部回転ヘラ削り調整普通淡黄白色粒子・透明粒子 

灰色粒子－４．７１３．２坏須恵器２３
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第１７６図　第２７号土坑・出土遺物実測図
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３　近世の遺構と遺物

　　溝跡３条が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

　

　溝跡

　第３号溝跡（第１５８・１７７図）

位置　Ⅰ７ｊ０～Ｊ７ｃ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第６号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　全長１６．８�，上幅４２～８３�，下幅２１～３４�，深さ８～１９�で，北東方向（Ｎ－３９°－Ｅ）に直線的

に延びている。底面はほぼ平坦で，高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片３２点（坏４，甕２８），須恵器片３点（坏・高台付坏）が出土している。いずれも摩滅し

ていることから，流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，第５号溝跡と形状が類似し，走行方向も同じであることから近世と考えられる。

土層解説
１  黒 色 黄色砂微量 ２  黒 色 黄色砂少量 
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第１７７図　第３号溝跡実測図

　第４号溝跡（第１５８・１７８図）

位置　Ⅰ８ｈ２～Ｊ７ａ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

第２７号土坑出土遺物観察表（第１７６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％覆土中体部外面ナデ　内面ヘラ磨き普通にぶい橙白色粒子・透明粒子 
赤色粒子－（２．５）［２２．１］皿土師器２６

５％覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通橙白色粒子・透明粒子 

赤色粒子－（５．７）［１８．８］鉢土師器２７

表２５　奈良時代の土坑一覧表

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　期主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

ＳＩ４→本跡８世紀前葉土師器　須恵器自然平坦外傾５５１．２×０．９楕円形Ｎ－５７°－ＷＫ７ｂ６２

８世紀代土師器不明平坦不明瞭７１．３×１．０楕円形Ｎ－５６°－ＥＩ７ｊ０２７
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規模と形状　北東方向（Ｎ－５９°－Ｅ）に直線的に延びており，両端が調査区域外にさらに続いている。確認さ

れた長さは２０．１�で，上幅４０～７８�，下幅１５～３０�，深さ１７～３０�である。底面はほぼ平坦で，高低差はない。

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片２９１点（坏２４，甕２６７），須恵器片３点（坏・高台付坏ヵ）が出土している。これらは摩

滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見　第５号溝跡と形状がほぼ同じで，走行方向もほぼ一致していることから，近世と考えられる。

土層解説
１  黒 色 黄色砂微量 ２  黒 色 黄色砂多量
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第１７８図　第４号溝跡実測図

　第５号溝跡（第１５８・１７９・１８０図）

位置　Ⅰ８ｇ３～Ⅰ８ｈ１区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　全長８．０�，上幅２８～６５�，下幅１３～４１�，深さ９～１８�で，北東方向（Ｎ－５７°－Ｅ）に直線的

に延びている。底面はほぼ平坦で，高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　陶器片６点（碗），磁器片２点（碗）が出土している。また，磨滅しており流れ込んだものと考

えられる土師器片１４点，須恵器片２点が出土している。２８は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から近世と考えられる。

土層解説
１  黒 色 炭化物・黄色砂微量 ２  黒 色 黄色砂微量 

2m0

A 4.6m

1
122

A B C DDCB

第１７９図　第５号溝跡実測図



－　　－190

10cm0
28

第１８０図　第５号溝跡出土遺物実測図

４　その他の遺構と遺物

　掘立柱建物跡１棟，溝跡２条，土坑２７基，ピット１７基，整地面１か所が確認されている。以下，遺構と遺

物について記述する。

　

　（１）掘立柱建物跡

　第２号掘立柱建物跡（第１８１図）

位置　Ｊ７ｊ７～Ｋ７ａ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

2m0

A
A

B

B

C
C

P1

K7a7

P3

P2

A

B

C

5.2m

1

1

1

2

2

2

A

B

C

第１８１図　第２号掘立柱建物跡実測図

第５号溝跡出土遺物観察表（第１８０図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成胎　　土
色　　調底径器高口径器種種別番号

５％覆土中染め付け青良好緻密 
白－（５．２）［８．６］猪口陶器２８

表２６　近世溝跡一覧表　

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物底面覆土

規　　模
形状走行方向位　置番号

深さ（�）下幅（�）上幅（�） 長さ（�）

ＳＢ６→本跡近世土師器　須恵器平坦自然８～１９２１～３４４２～８３１６．８直線Ｎ－３９°－ＥＩ７ｊ０～Ｊ７ｃ８３

近世土師器　須恵器平坦自然１７～３０１５～３０４０～７８（２０．１）直線Ｎ－５９°－ＥＩ８ｈ２～Ｊ７ａ８４

近世陶器　磁器平坦自然９～１８１３～４１２８～６５　（８．０）直線Ｎ－５７°－ＥＩ８ｇ３～Ｉ８ｈ１５
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規模と構造　ほとんどが削平されているため，東西南北ともに１間が確認されただけである。南北軸Ｎ－８°－Ｗ

で，構造は不明である。確認された柱間寸法は，Ｐ１・Ｐ２間が２．１�（７尺），Ｐ２・Ｐ３間は１．２�（４尺）

である。

柱穴　３か所。平面形は円形で，深さは１６～２０�である。土層の第１・２層は柱を抜き取った後の覆土である。

所見　時期は，柱穴の掘り方の規模などから中世以降と推測されるが，出土土器及び重複がないため明確でな

い。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂少量 ２  黒 色 灰白色砂中量

　（２）溝跡

　第１号溝跡（第１５８・１８２図）

位置　Ｊ７ｅ９～Ｊ７ｇ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　西側が削平されているため，長さ７．５�のみ北東方向（Ｎ－５４°－Ｅ）に直線的に確認されている。

上幅６７～１２３�，下幅３５～７８�，深さ３～１６�で，底面はほぼ平坦で，確認された範囲では高低差はない。壁

は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１２点（甕）が出土している。いずれも摩滅していることから，流れ込んだものと考え

られる。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量 ２  灰 白 色 黒色砂中量

2m0

A

1

2

5.2m
A B CCB

第１８２図　第１号溝跡実測図

　第２号溝跡（第１５８・１８３図）

位置　Ｊ７ｉ８～Ｊ７ｊ７区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　西側が削平されているため，長さ３．８�のみ北東方向（Ｎ－５２°－Ｅ）に直線的に確認されている。

上幅４０～１２５�，下幅１０～８５�，深さ２０～３４�で，底面はほぼ平坦で，確認された範囲では高低差はない。壁は

外傾して立ち上がっている。
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覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１  黒 色  ２  黒 色 灰白色砂中量

2m0

A

1
1

2

5.4m
B 5.2mA B

第１８３図　第２号溝跡実測図

　（３）土坑

　奈良時代の遺構との重複関係がそれらより古いもの及び時期を明確にできないものの，古代の範疇に入る

土坑３基について記述する。その他については実測図（第１８７・１８８図）と土層解説を掲載する。

　第２０号土坑（第１８４図）

位置　Ｊ７ｆ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長径０．８�，短径０．６�の楕円形で，長径方向はＮ－６５°－Ｅである。深さは１３�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入している堆積状況

から，自然堆積と考えられる。

所見　時期は，重複関係から８世紀前葉以前であるが明確でな

い。

土層解説
１  黒 色 
２  黒 色 灰白色砂中量

第１８４図　第２０号土坑実測図

　第２３号土坑（第１８５図）

位置　Ｊ７ｂ８区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２２号土坑に掘り込まれている。

1m0

A
1

2

5.2m A
A

A

SⅠ1

J 7 f 0
-S2m
-E3m

表２７　その他の溝跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物底面覆土

規　　模
形状方向位　置番号

深さ（�）下幅（�）上幅（�） 長さ（�）

不明土師器平坦自然３～１６３５～７８６７～１２３（７．５）直線Ｎ－５４°－ＥＪ７ｅ９～Ｊ７ｇ８１

不明－平坦自然２０～３４１０～８５４０～１２５（３．８）直線Ｎ－５２°－ＥＪ７ｉ８～Ｊ７ｊ７２
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規模と形状　長径１．１�，短径１．０�の楕円形で，長径方向はＮ－１５°－Ｗである。深さは１３�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。　

覆土　単一層である。周囲にない粒径の大きい砂が堆積していることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片１２点（坏２，甕１０）が出土している。坏は細片で，図示することができない。２５は底

面からわずかに浮いた位置から出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀代と考えられるが明確でない。

土層解説
１  褐 灰 色 黒色砂多量

1m

4.
8m

1

S
K

22

0 10cm0

B B

A
A

A
A

B
B

25

25

SK22

25J7b9-S2m

第１８５図　第２３号土坑・出土遺物実測図

　第２５号土坑（第１８６図）

位置　Ｊ７ｂ０区，標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．２�，短径０．８�の楕円形で，長径方向はＮ－６６°－Ｅである。深さは５２�で，底面はほぼ平

坦で，壁はほぼ直立している。

2m0

C CBBA

A

B

C

C

B

A

A 4.8m

SB3 1

2

SB3

J8b1

第１８６図　第２５号土坑実測図

第２３号土坑出土遺物観察表（第１８５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土下層口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り
内面ヘラナデ・ナデ普通橙白色粒子・透明粒子－（６．６）［１７．０］甕土師器２５
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覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見　時期は，重複関係から８世紀前葉以前であるが明確でない。　

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量 ２  黒 色 灰白色砂中量　

B

B

B

A

A

A
A

B

B

SK5

SK1
SK3

SK6 7
SK4

SK8
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B

B
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A
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A

A
A

A

A

A

B 5.2m

5.2m

5.
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2

2
3
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2
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4m

1

2

A

A
A

A

B

C

C

B

A

A
5.

4m

5.
2m

A

A

A

A

A 5.2m

A 5.0m

2 2

2

1
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3

1

1

2

4

5

3

B

B
B

B
4.

8m

C
C
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A

A A

A
B

B

A

A 5.4m

1
3

3

2

AA 5.2m

1

2

SK4

3

2m0

第１８７図　その他の土坑実測図（１）
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A
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第１８８図　その他の土坑実測図（２）



－　　－196

第３号土坑土層解説
１  黒 色 
２  黒 色 灰白砂少量
３  黒 色 灰白砂多量

第４号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 白 色 黒色砂中量
３  灰 白 色 黒色砂少量

第５号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 白 色 黒色砂少量
３  灰 白 色 黒色砂多量　
４  黒 色 
５  灰 白 色 黒色砂微量

第６号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量

第７号土坑土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂微量

第８号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  灰 白 色 黒色砂中量

第９号土坑土層解説
１  黒 色 
２  灰 白 色 黒色砂中量

第１１号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子微量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  灰 白 色 黒色砂少量

第１２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  灰 白 色 黒色砂中量

第１３号土坑
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量
 

第１４号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量

第１６号土坑土層解説
１  黒 色 焼土粒子・黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂微量

第１７号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量

第１８号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂多量

第１９号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  灰 白 色 黒色砂少量

第２１号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量

第２２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第２４号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  灰 白 色 黒色砂少量

第２６号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第３０号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  黒 色 灰白色砂多量

第３１号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量
２  黒 色 炭化粒子・灰白色砂中量
３  黒 色 灰白色砂多量

表２８　その他の土坑一覧表

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　期主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

ＳＩ３→本跡不明土師器　須恵器－平坦外傾２２　１．９×（１．６）楕円形Ｎ－４５°－ＥＫ７ｂ７１

不明土師器　須恵器自然平坦外傾６５　１．１×１．０　楕円形Ｎ－５３°－ＷＪ７ｊ７３
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　（４）ピット（第１８９・１９０図）　

　市の調査で，「柱穴状遺構」と報告されているものと形状が類似しているものを，今回「ピット」と呼称し

て実測図と土層解説を掲載する。

A A5.0m 2

2 22
1

1

3 3
43

Pit1 2
2m0

B

B

B

C
CB

A

A

A

B

C

C

B

A

Pit3

Pit4

Pit1

Pit2

A A

A A

A A

B
B

5.0m

5.
0m

1 2

1

2

第１８９図　ピット実測図（１）

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　期主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

ＳＩ３・４，
ＳＫ８→本跡不明土師器　須恵器自然平坦外傾４０１．７×１．０楕円形Ｎ－７２°－ＥＫ７ａ７４

不明－自然平坦外傾７７１．０×０．７［楕円形］Ｎ－４°－ＥＪ７ｉ７５

本跡→ＳＫ７不明土師器　須恵器自然平坦外傾２３（２．２）×（０．６）［楕円形］Ｎ－４６°－ＷＪ７ｊ８６

ＳＫ６→本跡不明土師器　須恵器自然平坦外傾２９０．８×０．７楕円形Ｎ－５５°－ＥＪ７ｊ８７

ＳＩ４→本跡→
ＳＫ４不明土師器　須恵器自然平坦外傾３８（１．０）×０．８［楕円形］Ｎ－７５°－ＷＫ７ａ７８

ＳＩ３→本跡不明土師器　須恵器自然平坦外傾５２１．４×１．１楕円形Ｎ－４°－ＷＫ７ａ８９

不明土師器自然平坦外傾４１１．１×（０．６）［楕円形］Ｎ－１２°－ＥＫ７ｂ９１１

不明土師器　須恵器自然平坦外傾２８１．２×（０．７）不明Ｎ－１４°－ＥＫ７ａ６１２

ＳＩ２→本跡→
ＳＤ２不明土師器自然平坦外傾２４１．１×０．９［楕円形］Ｎ－３５°－ＷＪ７ｉ７１３

ＳＩ２→本跡不明土師器自然平坦外傾２４０．７×０．５楕円形Ｎ－４０°－ＥＪ７ｉ８１４

ＳＩ２→本跡不明土師器　須恵器－平坦外傾４００．７×０．６楕円形Ｎ－７０°－ＷＪ７ｉ８１５

不明土師器自然平坦外傾３７１．９×１．５楕円形Ｎ－７９°－ＥＪ７ｄ８１６

本跡→ＳＫ２４不明土師器自然平坦外傾２６１．１×０．９楕円形Ｎ－５０°－ＷＪ８ｂ１１７

不明土師器自然平坦外傾４２０．９×０．８楕円形Ｎ－７０°－ＷＪ８ｃ２１８

ＳＢ１→本跡不明－自然平坦外傾６０１．７×１．３楕円形Ｎ－２７°－ＥＪ７ｇ７１９

本跡→ＳＩ１８世紀
前葉以前土師器自然平坦外傾１３１．３×１．０隅丸長方形Ｎ－６５°－ＥＪ７ｆ０２０

不明土師器自然平坦外傾１７０．９×０．８楕円形Ｎ－５４°－ＷＪ７ｂ８２１

ＳＫ２３→本跡不明土師器自然平坦外傾８０．４×０．２楕円形Ｎ－７７°－ＥＪ７ｂ８２２

本跡→ＳＫ２２８世紀代土師器人為平坦外傾１３１．１×１．０楕円形Ｎ－１５°－ＷＪ７ｂ８２３

ＳＫ１７→本跡不明土師器　須恵器自然平坦外傾４８０．９×０．７楕円形Ｎ－４°－ＥＪ８ｂ１２４

本跡→ＳＢ３８世紀
前葉以前土師器自然凹凸外傾５２１．２×０．８楕円形Ｎ－６６°－ＥＪ７ｂ０２５

不明－自然平坦外傾１８（２．２）×０．５［楕円形］Ｎ－６０°－ＥⅠ７ｊ９２６

不明－－平坦外傾４０１．０×０．９楕円形Ｎ－５８°－ＷＪ７ｂ０２８

不明土師器自然平坦外傾２８０．７×０．５楕円形Ｎ－３５°－ＷＪ７ｈ８３０

不明－自然平坦直立３４０．９×０．８楕円形Ｎ－１９°－ＷＪ７ｉ８３１
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第１９０図　ピット実測図（２）

第１号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂中量
４  灰 白 色 黒色砂多量

第２号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂多量
３  灰 白 色 黒色砂多量

第３号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 白 色 黒色砂中量

第４号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂微量　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
 

第５号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂少量，灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  灰 白 色 黒色砂少量

第７号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量

第８号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第９号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂多量

第１０号ピット土層解説
１  黒 色 
２  黒 色 灰白色砂中量
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第１１号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第１２号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量

第１３号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂中量
 

第１４号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量

第１６号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂多量

第１７号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量

表２９　ピット一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物深さ（�）

規　　模
平面形位　置番号

長径（�）×短径（�）

不明－３５８９×７０楕円形Ｋ７ａ８１

不明－５９９２×７２楕円形Ｋ７ａ８２

不明－２７６５×５０楕円形Ｋ７ａ８３

不明－１４３６×３０楕円形Ｊ７ｇ９４

不明土師器４２１０３×８３　不整楕円形Ｊ８ｇ８５

不明－－５６×５０楕円形Ｊ８ｂ１６

不明－１４３８×３５円形Ｊ７ｇ９７

不明－２７４４×３８楕円形Ｋ７ｃ６８

不明－１６５１×４９円形Ｋ７ｂ８９

本跡→ＳＡ１不明－４４６５×（３３）［楕円形］Ｊ８ｂ１１０

不明土師器２２３５×３１楕円形Ｊ７ａ０１１

不明土師器３２３２×２８楕円形Ｊ７ａ０１２

不明－２４６３×４９楕円形Ｊ８ｃ１１３

不明土師器　須恵器８４３×３５楕円形Ｊ８ｂ２１４

不明土師器－５９×５７円形Ｊ７ｃ０１５

不明－２２４２×３３楕円形Ｊ７ａ９１６

不明－２０７８×５４不整楕円形Ｊ７ｂ９１７

　（５）整地面

　第１号整地面（ＳＸ３）（第１９１・１９２図）

位置　Ｋ７ｄ５～Ｋ７ｅ８区，　標高５．０�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　東西・南は調査区域外に延び，西側が撹乱を受けているため最大長は１１．３�，幅３．９～６．５�のみ

確認されている。不整形に掘り込まれており，深さは２０～１７０�である。北側には幅０．６～４．２�の南に向かっ

て緩やかに傾斜している平坦部があり，平坦部から急激に落ち込んで底面に至っている。

覆土　１０層に分層される。第４層～１０層までは粘土が混じった砂が堆積していることから，人為堆積と考えら

れ，第１～３層は周囲からくぼ地に流入した堆積状況であり，自然堆積と考えられる。

土層解説
１  暗 褐 色 黄色砂微量
２  暗 褐 色 黒色砂少量，黄色砂微量
３  黒 色 灰白色砂少量
４  黒 色 粘土ブロック多量，灰白色砂中量
５  暗 褐 色 粘土ブロック・黄色砂多量

６  黒 色 粘土ブロック多量，黒色砂・灰白色砂中量
７  黄 色 粘土ブロック・黒色砂・灰白色砂多量
８  黒 色 粘土ブロック多量，黒色砂・灰白色砂中量
９  黒 色 粘土ブロック多量，黒色砂・黄色砂中量
１０  黒 色 粘土ブロック・灰白色砂多量



－　　－200

2m0

E

D 29
5.2m

C

B

A
5.2m

K

1

1
2

4
5

8
9

10

3

6

7

2

2

4

5

9 10

7

6

3

4.4m

30 D

C

B

A

A

A

C

C

E

B

B

D
D

E

E

29
30

K7e8

K7d6

第１９１図　第１号整地面実測図
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遺物出土状況　陶器片１５点（碗１４，皿１），土製品１点（泥面子），鉄製品２点（釘）が出土している。その他，

土師器片２３５点，須恵器片２８点，瓦片１点，剥片１点，鉄滓１５点も出土している。２９・３０のように自然堆積層

からの出土量の方が圧倒的で，くぼ地に流れ込んだものと考えられる。　

所見　砂丘を掘削し，自然地形を改変したものと考えられる。時期は出土土器から近世以降であり，地形を改

変した理由は不明である。

第１９２図　第１号整地面出土遺物実測図

　（６）遺構外出土遺物

　　遺構に伴わない主な遺物について，実測図（第１９３図）と観察表を掲載する。

第１号整地面出土遺物観察表（第１９２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成胎　　土
色　　調底径器高口径器種種別番号

２０％自然堆積層ロクロナデ　高台貼り付け良好緻密 
白　［５．４］（７．３）－碗陶器２９

１０％自然堆積層ロクロナデ　底部回転ヘラ削り後高台貼り付け
鉄釉絵付け良好緻密 

白［１５．５］（３．３）－皿陶器３０

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中面摸粘土（２．９）０．７（２．５）（２．３）泥面子ＤＰ１

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

覆土中先端欠損鉄（８．８）０．６０．９（５．７）釘Ｍ５
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第１９３図　遺構外出土遺物実測図
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遺構外出土遺物観察表（第１９３図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％ＳＫ１８
覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部外面ナデ　内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子－（２．３）［１３．８］坏土師器２０

１０％ＳＫ１７
覆土中天井部回転ヘラ削り調整普通灰海綿骨針・白色粒子

透明粒子－（２．２）［１３．０］蓋須恵器２４

２０％確認面口縁部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後ナデ　
内面ヘラ磨き普通橙黒雲母・白色粒子－（４．１）［１４．６］坏土師器３１

１０％　　
箆記号

第１号
整地面底部ナデ調整普通灰白雲母・白色粒子 

透明粒子［７．７］（１．５）－坏須恵器３２

３０％文化課試掘底部ヘラ削り調整普通灰白雲母・白色粒子
透明粒子９．０（２．９）－高台付

坏須恵器３３

２０％確認面外面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラ磨き普通にぶい黄橙白色粒子・透明粒子 
赤色粒子－（５．２）［１６．５］坏土師器３４

５％確認面口縁部内・外面横ナデ　端部つまみ上げ　体部内・外
面ナデ　小孔有り普通にぶい赤褐白雲母・白色粒子

透明粒子－（５．７）［１７．２］甕土師器３５

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成胎　　土
色　　調底径器高口径器種種別番号

１０％確認面ロクロナデ　高台貼り付け良好緻密 
灰　２．７（１．７）－壺陶器３６

５％確認面内面擂目良好緻密 
灰－（５．３）［２４．０］擂鉢陶器３７

５％確認面内面擂目良好緻密 
浅黄［１４．８］（５．０）－擂鉢陶器３８

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

ＳＫ３１
覆土中胴部附加条二種（附加２条）縄文施文普通橙白色粒子・透明粒子壺弥生土器ＴＰ２

第１号整
地面外面ハケ目　内面ナデ普通橙白色粒子・透明粒子甕土師器ＴＰ３

ＳＫ３１
覆土中外面斜位の平行叩き　内面青海波文普通灰白　黄橙白雲母・白色粒子 

透明粒子甕須恵器ＴＰ４

確認面外面斜位の縄目文　内面青海波文普通灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ５

確認面外面斜位の縄目文　内面青海波文普通暗灰白色粒子・透明粒子甕須恵器ＴＰ６

確認面外面擬格子文　内面青海波文普通灰白雲母・白色粒子 
透明粒子甕須恵器ＴＰ７

確認面外面斜位の縄目文　内面青海波文普通灰白　灰白雲母・白色粒子 
透明粒子甕須恵器ＴＰ８

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

確認面２面使用凝灰岩５１．６３．１３．２６．２砥石Ｑ２



第�章�叶 南 前 � 遺 跡

　叶南前Ａ遺跡は，南北に延びる標高約４．５～５．７�の砂丘上に立地している。調査区は遺跡のほぼ中央部を縦

断するように設定され，調査面積は３，３０１�で，調査前の現況は更地である。

　今回の調査によって，奈良・平安時代，中世を中心とした遺構と遺物が確認された。確認された遺構は，竪

穴住居跡２軒（奈良時代，平安時代），掘立柱建物跡６棟（奈良時代２，奈良～平安時代３，平安時代１），柵

跡１条（時期不明），井戸跡２基（奈良時代，中世），溝跡５条（時期不明），土坑３５基（奈良時代２，平安時代

３，時期不明３０基），ピット１７基（時期不明），その他泥炭層１か所（時期不明）である。

　遺物は，遺物コンテナ（６０×４０×２０�）に３箱出土している。主な遺物は，土師器（坏・鉢・甕），須恵器

（坏・高台付坏・盤・蓋・瓶・甕），陶器（碗・甕），磁器（碗），石器（鏃），鉄製品（釘・不明），井戸枠部材

などである。

　Ｏ６ｂ１・Ｏ６ｃ１区にかけてテストピットを設定し，基本土層（第１９４図）の堆積状況の観察を行った。観察結

果は，以下の通りである。

　第１層は，黒褐色を呈し，現在の畑の盛土層で，層厚は３５～５５�である。

　第２層は，黒色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，旧地表と考えられる。層厚は１５～２５�である。

　第３層は，灰白色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，層厚は３０～５５�である。

　第４層は，黄色を呈する粒子のきめ細かい砂層で，層厚は不明である。

　遺構は，第３層上面で確認されている。
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第１節  遺 跡 の 概 要

第２節  基 本 層 序
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第１９４図　叶南前Ａ遺跡基本土層図
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第１９５図　叶南前Ａ遺跡全体図
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１　奈良・平安時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡２軒，掘立柱建物跡６棟，井戸跡１基，土坑５基が確認されている。以下，遺構と遺物につい

て記述する。

　

　（１）竪穴住居跡

　第１号住居跡（第１９６図）

位置　Ｏ５ｅ０区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　ほとんどが調査区域外に延びており，東西軸１．１�のみ，南北軸３．７�のみ確認されている。平面

形及び主軸方向は不明である。壁高は１８～２３�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，砂層をそのまま使用している。

覆土　単一層である。均一な砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

第３節  遺 構 と 遺 物

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂微量

2m0

10cm0

TP1

1

O5f0

O6e1

A
A

AA
5.6m

1

第１９６図　第１号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片１点（甕），須恵器片２点（坏・高台付坏，甕）が出土している。１・ＴＰ１は覆土中か

らそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

　第２号住居跡（第１９７～１９９図）

位置　Ｏ６ｄ４区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２２･２３号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　調査範囲が狭く，また撹乱を受けているため遺存状態も悪く，東西軸２．８�のみ，南北軸５．０�の

み確認されている。平面形は不明で，Ｐ１・Ｐ３間の中心とＰ４を通るラインを主軸方向と推定すると， 

Ｎ－１７°－Ｅである。土層断面図から壁高を測ると３６�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦と推測され，砂層をそのまま使用している。
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第１９７図　第２号住居跡実測図

第１号住居跡出土遺物観察表（第１９６図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％覆土中底部回転ヘラ削り調整普通灰白色粒子・透明粒子 
灰色粒子－（２．５）－高台付坏須恵器１

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

ＰＬ２５覆土中外面格子目文叩き　内面青海波文普通黄灰白雲母・白色粒子 
透明粒子甕須恵器ＴＰ１
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ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ５～１０�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ１０�で，規

模と位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。　

覆土　５層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片１３３点（坏・鉢８，甕１２５），須恵器片２点（甕）が出土している。２～５は覆土上層

からそれぞれ出土しており，３～５はつぶれた状態で集中して出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂中量
３  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量

４  黒 色 灰白色砂・黄色砂中量
５  黒 色 炭化粒子・灰白色砂少量

10cm0

2

3

4

第１９８図　第２号住居跡出土遺物実測図（１）
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10cm0

5

第１９９図　第２号住居跡出土遺物実測図（２）

　（２）掘立柱建物跡

　第１号掘立柱建物跡（第２００図）

位置　Ｎ６ｊ２～Ｏ６ｂ２区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－５２°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行４．２�

（１４尺），梁行３．０�（１０尺）で，柱間寸法は，東側桁行が２．１�（７尺），西側桁行が１．８�（６尺）で，梁行は

３．０�（１０尺）を基調としている。

柱穴　６か所。平面形は円形・楕円形で，深さ２６～７０�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆土

である。

遺物出土状況　土師器片５点（甕）が出土している。６はＰ６の覆土中から出土している。

所見　本建物は，建て替えの繰り返しである第３・４・６号掘立柱建物跡と桁行方向が同一であり，これらの

いずれかと同じ時期に機能していたと推測される。時期は，周囲の住居跡の時期も考慮し，８世紀後葉～９世

紀前半と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂少量，黄色砂微量

３  黒 色 灰白色砂中量，黄色砂微量

表３０　奈良・平安時代竪穴住居跡一覧表　

 備　　考
新旧関係（旧→新）時期主な出土遺物覆土

内　部　施　設
壁溝床面壁高

（�）

規模（�）
長（東西）軸×
短（南北）軸

平面形主軸方向位置番号
竈ピット 出入口

ピット主柱穴

９世紀
前葉土師器　須恵器　自然－－－－－平坦１８～２３（１．１）×（３．７）不明不明Ｏ５ｅ０１

本跡→Ｐｉｔ２２・２３８世紀
後葉土師器　須恵器　自然－－１３－平坦３６（２．８）×（５．０）不明［Ｎ－１７°－Ｅ］Ｏ６ｄ４２

第２号住居跡出土遺物観察表（第１９８・１９９図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％覆土上層外面ヘラ削り後ナデ　口縁部外面にヘラ磨き
内面ナデ普通橙黒雲母・白色粒子 

透明粒子・赤色粒子－　（６．１）［１５．６］坏土師器２

４０％覆土上層口縁部内・外面横ナデ　輪積み痕残存　内面ナデ普通浅黄橙白色粒子・透明粒子 
赤色粒子－（２９．３）［１９．２］甕土師器３

２０％覆土上層体部外面ナデ　内面ヘラナデ・ナデ普通にぶい褐白色粒子・透明粒子 
灰色粒子［１２．２］（２５．２）－甕土師器４

２０％覆土上層体部外面ヘラ削り後ナデ　内面ナデ　丸底ぎみの平底普通橙黒雲母・白色粒子 
透明粒子１３．０（１５．３）－甕土師器５
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第２００図　第１号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

　第２号掘立柱建物跡（第２０１図）

位置　Ｏ６ｂ１～Ｏ６ｃ２区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－２９°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行３．６�

（１２尺），梁行２．１�（７尺）で，柱間寸法は，東側桁行が１．５�（５尺），西側桁行１．８�（６尺）で，梁行は２．１�

（７尺）を基調としている。

第１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第２００図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

５％Ｐ６
覆土中口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面ナデ普通黄橙黒雲母・白色粒子 

透明粒子－（５．５）［１７．８］甕土師器６
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柱穴　６か所。平面形は円形・楕円形で，深さは３０～５５�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆

土で，その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と締まりに

差はない。

遺物出土状況　土師器片９点（坏５，甕４），須恵器片１点（坏）が出土している。いずれも細片で，図示す

ることができない。

所見　第１号掘立柱建物跡とは，接近しすぎていることから同時期に機能していたとは認められない。第３・

４・６号掘立柱建物跡のいずれかとほぼ直交して配置されていたものと推測され，時期は，周囲の住居跡の時

期も考慮し，８世紀後葉～９世紀前葉と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量
３  黒 色 灰白色砂微量
４  灰 白 色 黒色砂多量

５  黒 色 灰白色砂中量
６  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量
７  黒 色 灰白色砂多量　
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第２０１図　第２号掘立柱建物跡実測図
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　第３号掘立柱建物跡（第２０２図）

位置　Ｏ６ｂ１～Ｏ５ｃ０区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第４号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造　ほとんどが調査区域外に延びているため，東西軸３間，南北軸１間のみ確認されており，南北軸

Ｎ－５２°－Ｅの東西棟と推測される。柱間寸法は，桁行が東側から１．８�（６尺），０．６�（２尺），１．２�（４尺）

で，Ｐ３・Ｐ４の柱間寸法が短い。梁行は１．２�（４尺）である。

柱穴　５か所。平面形は楕円形と推測され，深さは１０～５４�である。土層は第１～４層が柱を抜き取った後の

覆土で，その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて

締まりに差はない。

　

遺物出土状況　土師器片１点（坏），鉄製品１点（不明）が出土している。いずれも細片のため，図示するこ

とができない。

所見　時期は，周囲の住居跡の時期も考慮し，８世紀後葉と考えられる。本建物は，第４号掘立柱建物跡と柱

穴が重複し，ほとんど位置を変えていないことから，第４号掘立柱建物への建て替えが想定される。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂少量

４  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量
５  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量
６  黄 色 黒色砂多量
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第２０２図　第３号掘立柱建物跡実測図
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　第４号掘立柱建物跡（第２０３図）

位置　Ｏ６ｂ１・Ｏ６ｃ１区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第３号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造　ほとんどが調査区域外に延びているため，東西軸３間，南北軸１間のみ確認されており，南北軸

Ｎ－５２°－Ｅの東西棟と推測される。柱間寸法は，桁行が東側から１．８�（６尺），０．６�（２尺），１．２�（４

尺）で，Ｐ３・Ｐ４の柱間寸法が短い。梁行は１．８�（６尺）である。

柱穴　５か所。平面形は楕円形で，深さは２８～５４�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆土で，

その他の層は砂が互層をなす埋土である。突き固められていると考えられるが，自然堆積層と比べて締まりに

差はない。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 灰白色砂中量

４  黒 色 灰白色砂多量
５  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量
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第２０３図　第４号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片３点（坏２，甕１），鉄製品１点（釘ヵ）が出土している。Ｍ１はＰ２の埋土から出

土している。

所見　本建物は，第３号掘立柱建物跡を掘り込む形でその外側に柱穴を配置し，建物自体の位置はほとんど変

えていないことから，第３号掘立柱建物からの建て替えが想定され，第６号掘立柱建物跡の時期も考慮し，８

世紀後葉以降９世紀前葉までの範疇と考えられる。

　第５号掘立柱建物跡（第２０４図）

位置　Ｏ６ｃ１・Ｏ６ｄ２区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　ほとんどが撹乱されているため，東西軸１間，南北軸２間のみ確認されただけであり，南北軸Ｎ

－３０°－Ｗの南北棟と推測される。柱間寸法は，桁行及び梁行ともに１．５�（５尺）である。

柱穴　４か所。平面形は円形・楕円形で，深さは１８～４８�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆

土である。

　

遺物出土状況　土師器片４点（甕）が出土している。いずれも細片で，図示することができない。

所見　第３・４・６号掘立柱建物跡のいずれかとほぼ直交して配置されていたものと推測され，時期は，周囲

の住居跡の時期も考慮し，８世紀後葉～９世紀前葉と考えられる。第２号掘立柱建物跡とは桁行方向がほぼ同

一で隣接しており，同時期と考えられる。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  黒 色 灰白色砂中量，炭化粒子微量
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第２０４図　第５号掘立柱建物跡実測図

第４号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第２０３図）

備　　考出土位置特　　徴材　　質重量厚さ幅長さ器種番号

Ｐ２埋土両端欠損鉄（２．７）０．５０．６（２．２）釘Ｍ１



－　　－215

叶 南 前 Ａ 遺 跡

　第６号掘立柱建物跡（Ｐｉｔ９・２８，ＳＢ３Ｐ５）（第２０５図）

位置　Ｏ６ｂ１・Ｏ６ｃ１区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と構造　ほとんどが調査区域外に延びているため，東西軸２間，南北軸１間のみ確認されており，南北軸

Ｎ－５１°－Ｅの東西棟と推測される。柱間寸法は，桁行が２．１�（７尺），梁行は１．８�（６尺）と推測される。

柱穴　３か所。平面形は楕円形で，深さは３０～５０�である。確認面の灰白色砂の上に堆積している第１層が旧

地表と考えられる黒色砂であり，Ｐ３はこの層からの掘り込みが確認されている。第２～４層が柱を抜き取っ

た後の覆土である。

　

遺物出土状況　土師器片１８点（坏１，甕１７）が出土している。２８はＰ２の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器の年代及び出土状況及び周囲の住居跡の時期から，９世紀前葉と考えられる。また，

第４号掘立柱建物の配置関係と時期を考慮すると，第４号掘立柱建物から本建物への変遷が推測される。

土層解説（各ピット共通）
１  黒 色 （旧地表）
２  黒 色 灰白色砂微量

３  黒 色 灰白色砂多量
４  黒 色 灰白色砂少量

2m0

10cm028

E

D

C

D

C

C

C

D

E

3

4

P1

EE

B

A

A

B

P2
P3

D

O6c1

AA 5.4m
BB 4.6m

1

2

2

3

3

4

4

第２０５図　第６号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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　（３）井戸跡

　第２号井戸跡（第２０６～２０８図）

位置　Ｏ５ｈ０区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

規模と形状　掘り方は長径２．７�，短径２．４�の楕円形で，長径方向はＮ－２８°－Ｅである。深さは５０�で地山の

砂層に達するが，湧水は認められない。壁は外傾して立ち上がっている。底面やや東寄りの位置に，深さ１０�

ほどの溝を長軸１．０�，短軸０．８�の長方形に巡らしている。その溝の三方に，それより幅が薄い板材が組み込

まれた状態で確認されている。掘り方を設け，底面に四角く巡らした溝に横板を組み込んで井戸枠を構築し，

裏込めを埋土したたものと考えられる。なお，板材を固定する隅柱や横桟などや，砂層の底面に礫の敷き詰め

などの浄水施設は確認されていない。
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第２０６図　第２号井戸跡実測図

第６号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第２０５図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％Ｐ２覆土中ロクロナデ普通灰黄褐黒雲母・白色粒子 
透明粒子－（８．０）［２１．８］甕土師器２８

表３１　奈良・平安時代掘立柱建物跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物

柱　　　穴
構　造

柱間数
桁行×梁行
（間）

桁行（南北）
方向位　置番号

深さ（�）平面形柱穴数

８世紀後葉～
９世紀前葉土師器２６～７０円形・楕円形６側柱　東西棟２×１Ｎ－５２゚ －ＥＮ６ｊ２～Ｏ６ｂ２１

８世紀後葉～
９世紀前葉土師器　須恵器 ３０～５５円形・楕円形６側柱　南北棟２×１Ｎ－２９゚ －ＷＯ６ｂ１～Ｏ６ｃ２２

本跡→ＳＢ４８世紀後葉土師器　不明鉄製品１０～５４［楕円形］５［東西棟］（３）×（１）Ｎ－５２゚ －ＥＯ６ｂ１～Ｏ５ｃ０３

ＳＢ３→本跡８世紀後葉～
９世紀前葉土師器　釘ヵ２８～５４楕円形５［東西棟］　３×（１）Ｎ－５２゚ －ＥＯ６ｂ１・Ｏ６ｃ１４

８世紀後葉～
９世紀前葉土師器１８～４８円形・楕円形４［南北棟］（１）×（２）Ｎ－３０゚ －ＷＯ６ｃ１・Ｏ６ｄ２５

９世紀前葉土師器３０～５０楕円形３［東西棟］（２）×（１）Ｎ－５１゚ －ＥＯ６ｂ１・Ｏ６ｃ１６
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第２０７図　第２号井戸跡・出土遺物実測図
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覆土　９層に分層される。第１～５層は周囲から砂が流入した堆積状況であるが，人為堆積の可能性も考えら

れる。第６～９層が互層をなす裏込めの埋土である。堆積層と比べて締まりに差はない。

　

遺物出土状況　土師器片２１６点（坏・鉢７５，甕１４１），須恵器片１０４点（坏・高台付坏９４，蓋４，瓶３，甕３），

板材７点が出土している。また，流れ込んだ石鏃１点も出土している。８・１２・４３のような堆積層から出土し

たものと，９・１３・１４のように埋土から出土したものに分かれる。また，１３は隣接する第１号泥炭層を覆って

いる砂層から出土した破片と接合したものである。

所見　時期は，出土土器から８世紀中葉～後葉と考えられる。井戸枠Ｗ１を樹種同定した結果，針葉樹のモミ

属マツ科であることが判明している。この樹木は保存性がやや低いが，割裂性が高く，板状の加工が容易なた

め井戸枠材に利用されたと考察されている。詳しい分析結果は，付章を参照されたい。

土層解説
１  黒 色 黄色砂中量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量
３  黒 色 灰白色砂微量
４  黒 色 黄色砂微量
５  黒 色 黄色砂中量

６  黒 色 黄色砂多量
７  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量
８  灰 白 色 黒色砂・黄色砂多量
９  黒 色 灰白色砂多量

10cm0

43

13

12

9

8
10

11

14

第２０８図　第２号井戸跡出土遺物実測図
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　（４）土坑

　第２５号土坑（第２０９図）

位置　Ｒ４ｊ９区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第２８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径０．８�，短径０．６�の楕円形で，長径方向はＮ－３１°－Ｅである。深さは１５�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片４点（坏）が出土している。１６は底面から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  黒 色 灰白色砂中量
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R4j9
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B
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A

16

B

A

B

A4.2m 1
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第２０９図　第２５号土坑・出土遺物実測図

第２号井戸跡出土遺物観察表（第２０７・２０８図）

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％　堆積層ロクロナデ普通灰白雲母・白色粒子 
透明粒子－（４．５）［１３．４］坏須恵器８

１０％　裏込め埋土ロクロナデ普通黄灰白雲母・白色粒子 
透明粒子－（４．５）［１４．５］坏須恵器９

１０％　堆積層ロクロナデ普通黄灰白雲母・白色粒子 
透明粒子－（４．１）［１４．４］坏須恵器１０

１０％　堆積層ロクロナデ普通灰白雲母・白色粒子 
透明粒子－（３．０）［１４．０］坏須恵器１１

１０％　 
墨書「□」堆積層ロクロナデ普通灰白雲母・白色粒子 

透明粒子－（３．２）－坏須恵器１２

３０％裏込め埋土天井部回転ヘラ削り普通黄灰海綿骨針・白色粒子 
透明粒子－（２．４）－蓋須恵器１３

１０％裏込め埋土ロクロナデ普通にぶい赤褐白雲母・白色粒子 
透明粒子－（４．７）［１８．８］瓶須恵器１４

１０％堆積層外面上位横位の平行叩き　中位斜方向の平行叩き　
下位叩き後ナデ　内面当て具無文痕　ナデ普通灰白色粒子・透明粒子－（２４．０）－甕須恵器４３

備　　考出土位置特　　徴重　　量厚さ幅長さ器種種別番号

底面板目　推定径７０�の木材（４，０００．０）３．１５３．６（４３．７）井戸構築材部材Ｗ１

第２５号土坑出土遺物観察表（第２０９図）

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％底面ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨
きヵ　底部回転ヘラ削り調整普通橙黒雲母・白色粒子 

透明粒子６．４４．５［１４．４］坏土師器１６
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　第２７号土坑（第２１０図）

位置　Ｒ４ｊ９区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

規模と形状　長径０．８�，短径０．６�の楕円形で，長径方向はＮ－３１°－Ｅである。深さは１８�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。　

覆土　３層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片６点（坏），須恵器片１０点（坏・高台付坏）が出土している。１８は底面及び覆土下層

から出土した破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

３  黒 色 灰白色砂中量
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第２１０図　第２７号土坑・出土遺物実測図

　第２９号土坑（第２１１図）

位置　Ｒ５ｄ１区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　長径３．６�，短径２．３�の不整楕円形で，長径方向はＮ－７７°－Ｗである。深さは５７�で，底面はほ

ぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっており，突出した部分には平坦部を持っている。

覆土　４層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片５３点（坏・鉢１７，甕３６），須恵器片２９点（坏・高台付坏２１，蓋７，盤１）が出土して

いる。１９・２０は底面からそれぞれ出土しており，１９は逆位の状態である。２４は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂中量

３  黒 色 灰白色砂微量
４  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量

第２７号土坑出土遺物観察表（第２１０図）

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

４０％底面
覆土下層

ロクロナデ　体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨
きヵ　底部回転ヘラ削り調整普通橙黒雲母・白色粒子 

透明粒子・赤色粒子６．０４．４［１３．８］坏土師器１８
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第２９号土坑出土遺物観察表（第２１１図）

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％
ＰＬ２５　
墨書「真家」

底面底部回転ヘラ削り調整普通灰海綿骨針・白色粒子 
透明粒子・灰色粒子　９．２５．７［１５．０］高台付坏須恵器１９

７０％ 
ＰＬ２５底面天井部回転ヘラ削り調整普通黄灰海綿骨針・白色粒子 

透明粒子・灰色粒子－３．９１５．４蓋須恵器２０

１０％覆土下層底部回転ヘラ削り調整普通黄灰白色粒子・透明粒子 
灰色粒子［１１．０］（２．８）－盤須恵器２４

第２１１図　第２９号土坑・出土遺物実測図
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　第３０号土坑（第２１２図）

位置　Ｏ５ｇ０区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第１号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．０�，短径０．８�の楕円形で，長径方向はＮ－３２°－Ｗである。深さは２２�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。　

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片３３点（坏・鉢１０，甕２３），須恵器片１８点（坏・高台付坏１５，蓋１，瓶２）が出土してい

る。２１～２３は底面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量 ２  黒 色 灰白色砂多量
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第２１２図　第３０号土坑・出土遺物実測図

　第３５号土坑（第２１３図）

位置　Ｏ５ｈ９区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

規模と形状　長径１．７�，短径１．５�の楕円形で，長径方向はＮ－７４°－Ｅである。深さは７０�で，底面はほぼ平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　７層に分層される。６層のように泥炭層の水分の多い粘質土が堆積していることや，互層をなしている

ことから，人為堆積と考えられる。

第３０号土坑出土遺物観察表（第２１２図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

２０％底面ロクロナデ　底部調整不明普通灰白黒雲母・白色粒子 
透明粒子［７．６］４．６［１３．８］坏土師器２１

１０％底面ロクロナデ普通黄灰海綿骨針・白色粒子 
透明粒子－（３．１）［１３．８］高台付坏須恵器２２

２０％底面ロクロナデ普通灰白白雲母・白色粒子 
透明粒子［７．６］（３．９）－瓶須恵器２３
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遺物出土状況　土師器片５８点（坏・鉢１２，甕４６），須恵器片１６点（坏・高台付坏４，蓋２，甕１０）が出土して

いる。２６は底面からわずかに浮いた位置から出土している。２５・２７は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

土層解説
１  灰 白 色 
２  青 灰 灰白色砂微量
３  黄 色 
４  黄 色 黒色砂少量

５  黒 色 黄色砂中量
６  黒 色 鉄分多量（泥岩）
７  黒 色 灰白色砂多量
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第２１３号　第３５号土坑・出土遺物実測図

第３５号土坑出土遺物観察表（第２１３図）

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中外面ナデ　内面ヘラ磨き普通褐黒雲母・白色粒子 
透明粒子－（２．９）［１７．０］坏土師器２５

２０％覆土下層底部ナデ調整普通灰白雲母・白色粒子 
透明粒子［７．６］（１．３）－坏須恵器２６

５％覆土中ロクロナデ　体部外面斜位の平行叩き普通灰海綿骨針・白色粒子 
透明粒子－（５．９）－甕須恵器２７

表３２　奈良・平安時代の土坑一覧表

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　代主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

ＳＫ２８→本跡９世紀中葉土師器自然平坦外傾１５０．８×０．６楕円形Ｎ－３１°－ＥＲ４ｊ９２５

９世紀中葉土師器　須恵器自然平坦外傾１８０．８×０．６楕円形Ｎ－３１°－ＥＲ４ｊ９２７

８世紀後葉土師器　須恵器自然平坦外傾５７３．６×２．３不整楕円形Ｎ－７７°－ＷＲ５ｄ１２９

本跡→ＳＥ１９世紀中葉土師器　須恵器自然平坦外傾２２１．０×０．８楕円形Ｎ－３２°－ＷＯ５ｇ０３０

８世紀前葉土師器　須恵器人為平坦外傾７０１．７×１．５楕円形Ｎ－７４°－ＥＯ５ｈ９３５
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２　中世の遺構と遺物

　井戸跡１基が確認されている。以下，遺構と遺物について記述する。

　

　井戸跡

　第１号井戸跡（第２１４図）

位置　Ｏ５ｇ９区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

規模と形状　西側のほぼ半分は調査区域外であり，南北軸４．０�，東西軸２．０�のみ確認されている。平面形は

楕円形と推測され，南北軸方向はＮ－１８°－Ｅである。底面までの深さは９０�で，地山の砂層から湧水が確認さ

れている。底面はほぼ平坦で，集水・浄水施設は確認されていない。壁は北壁がほぼ直立しており，その他の

壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　陶器１点（甕）が出土している。また，流れ込んだ土師器片１５９点，須恵器片９２点も出土して

いる。２９は底面からわずかに浮いた位置から出土している。

所見　時期は，出土土器から中世と考えられる。また，木片が覆土下層から底面にかけて出土しており，井戸

枠等の施設の構築材か自然木かは不明である。　

2m0

10cm0

A 29

29

A
4.2m

O5h0

O5g0

29

A

A

第２１４図　第１号井戸跡・出土遺物実測図
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３　その他の遺構と遺物

　柵跡１条，溝跡５条，土坑３０基，ピット１７基，その他泥炭層１か所が確認されている。以下，遺構と遺物

について記述する。

　（１）柵跡

　第１号柵跡（ＳＫ１３，Ｐｉｔ１・２・１２・１３）（第２１５図）

位置　Ｎ６ｈ３・Ｎ６ｈ４区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第１４号ピットに掘り込まれている。

規模と構造　東西２間，南北２間に柱穴が並んでおり，南北軸方向はＮ－２８°－Ｗである。柱間寸法は，１．８�

（６尺）を基調としている。
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A A4.6m
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B B
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C
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D

E
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D D

3
2

E E

1
2

3

G

F
F

F

A

A
GG F

P5

P4

P3

P2

P1

Pit14

GN6h4

N6j4

第２１５図　第１号柵跡実測図

第１号井戸跡出土遺物観察表（第２１４図）

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土下層ナデ普通にぶい赤褐白色粒子・透明粒子［１８．０］（５．４）－甕陶器２９



－　　－226

柱穴　５か所。平面形は円形・楕円形で，深さは１２～４２�である。土層は第１～３層が柱を抜き取った後の覆

土である。

所見　時期は，第１～６号掘立柱建物跡全て，もしくはそのいずれかに付属すると可能性も考えられるが，不

明である。

土層解説（各ピット共通）　
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 灰白色砂多量

３  黒 色 灰白色砂中量

　（２）溝跡

　第３号溝跡（第１９５・２１６図）

位置　Ｒ４ｉ８～Ｓ４ａ６区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　長さ９．６�のみ北東方向（Ｎ－３２°－Ｅ）に直線的に確認されており，南西方向はさらに調査区域

外に続いている。上幅６８～１１３�，下幅３０～８５�，深さ８～１６�である。底面はほぼ平坦で，確認された範囲で

は高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片３点（坏１，甕２），須恵器２点（坏・高台付坏）が出土している。これらは摩滅し

ていることから，流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 黒色砂中量

2m0

A A
4.4m

2

2

1

1

B B

2

1
C C

第２１６図　第３号溝跡実測図

　第４号溝跡（第１９５・２１７図）

位置　Ｒ４ｉ６・Ｒ４ｉ７区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　１．４�のみ北西方向（Ｎ－４４°－Ｗ）に直線的に確認されており，さらに調査区域外に続いている。

上幅４６～５４�，下幅１８�，深さ１６～２１�で，底面はほぼ平坦で，確認された範囲では高低差はない。壁は外傾

して立ち上がっている。

2m0

A A BB4.6m

2

1

2

第２１７図　第４号溝跡実測図
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覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂中量

　第５号溝跡（第１９５・２１８図）

位置　Ｒ５ｆ１～Ｒ４ｈ９区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第２４号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　Ｒ４ｈ９区の端部から北東方向（Ｎ－５６°－Ｅ）にやや蛇行しながら延びており，さらに調査区域

外に続いている。確認された長さは１１．０�で，上幅６０～１００�，下幅２５～６０�，深さ１６～２２�である。底面はほ

ぼ平坦で，確認された範囲では高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

遺物出土状況　土師器片１０点（坏ヵ８，甕２），須恵器５点（坏・高台付坏）が出土している。これらは摩滅

していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂少量

2m0

D

A
4.4m 1

2 SK24 1
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第２１８図　第５号溝跡実測図

　第６号溝跡（第１９５・２１９図）

位置　Ｑ５ａ５～Ｑ５ｆ４区，標高４．０�ほどの砂丘上に位置している。

重複関係　第３７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　撹乱を受けているＱ５ｆ４区付近が端部と推測され，そこから北東方向（Ｎ－１７°－Ｅ）に湾曲しな

がら延びており，さらに調査区域外に続いている。確認された長さは２３．０�で，上幅４６～８６�，下幅２５～６５�，

深さ８～１２�である。底面はほぼ平坦で，確認された範囲では高低差はない。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入した堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂少量
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遺物出土状況　土師器片１点（甕）が出土している。摩滅していることから，流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，不明である。

2m0

A A BB
4.4m

1

1

2

第２１９図　第６号溝跡実測図

　第７号溝跡（第１９５・２２０図）

位置　Ｎ６ｆ３～Ｎ６ｈ５区，標高４．５�ほどの砂丘上に位置している。

規模と形状　北西方向（Ｎ－５９°－Ｗ）に直線的に延びており，両端がさらに調査区域外に続いている。確認

された長さは９．９�で，上幅１８０～２８０�，下幅１６０～２６０�，深さ４～１０�である。底面はほぼ平坦で，確認さ

れた範囲では高低差はない。壁の立ち上がりは不明瞭である。

覆土　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

所見　時期は，不明である。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂中量

2m0

A A B B CC4.4m

1

第２２０図　第７号溝跡実測図

　（３）土坑

　時期が明確な遺構との重複関係がそれらより古い土坑１基を抽出し記述する。その他については実測図

（第２２２～２２４図）と土層解説を掲載する。

表３３　その他の溝跡一覧表　

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物底面覆土

規　　模
形状方向位　置番号

深さ（�）下幅（�）上幅（�） 長さ（�）

不明土師器　須恵器平坦自然８～１６３０～８５６８～１１３　（９．６）直線Ｎ－３２°－ＥＲ４ｉ８～Ｓ４ａ６３

不明－平坦自然１６～２１１８４６～５４　（１．４）直線Ｎ－４４°－ＷＲ４ｉ６・Ｒ４ｉ７４

ＳＫ２４→本跡不明土師器　須恵器平坦自然１６～２２２５～６０６０～１００（１１．０）蛇行Ｎ－５６°－ＥＲ５ｆ１～Ｒ４ｈ９５

ＳＫ３７→本跡不明土師器平坦自然８～１２２５～６５４６～８６（２３．０）直線 
湾曲Ｎ－１７°－ＥＱ５ａ５～Ｑ５ｆ４６

不明－平坦不明４～１０１６０～２６０１８０～２８０　（９．９）直線Ｎ－５９°－ＷＮ６ｆ３～Ｎ６ｈ５７
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　第２８号土坑（第２２１図）

位置　Ｒ４ｊ９区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

重複関係　第２５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．３�のみ，短径０．６�の楕円形で，長径方向はＮ－３１°－Ｅである。深さは１３～２０�で，底面

はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層される。周囲から砂が流入している堆積状況から，自然堆積と考えられる。

　

所見　時期は，重複関係から９世紀中葉以前であるが，明確でない。

土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量 ２  黒 色 灰白色砂中量

2m0

B B

A

A

SK25

R4j9

-S2m
-E3m

A A B B4.2m

SK25

2

1

第２２１図　第２８号土坑実測図
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第２２２図　その他の土坑実測図（１）
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第２２３図　その他の土坑実測図（２）
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第２２４図　その他の土坑実測図（３）
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第１号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・黄色砂少量
２  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量
３  黒 色 炭化粒子・黄色砂少量

第２号土坑土層解説
１  黒 色 炭化物・灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量

第３号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂少量，炭化粒子・灰白色砂微量

第４号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子少量，黄色砂微量
２  黒 色 炭化粒子少量，灰白色砂・黄色砂微量
３  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量

第５号土坑土層解説
１  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂少量
３  黒 色 黄色砂少量，炭化粒子微量

第６号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂少量，炭化粒子微量
２  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量

第７号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子少量，灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量
　

第８号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量

第９号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量
３  黒 色 黄色砂少量

第１０号土坑土層解説
１  黒 色 炭化物・黄色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量

第１１号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量
２  灰 白 色 黒色砂多量
３  黒 色 灰白色砂・黄色砂多量

第１２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

第１４号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂中量
 

第１５号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量，炭化粒子微量
３  灰 白 色 灰白色砂・黄色砂少量

第１７号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・黄色砂少量
３  黒 色 黄色砂少量

第１８号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂微量
３  黄 色 黒色砂少量
４  黒 色 黄色砂中量

第１９号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量

第２０号土坑土層解説
１  黒 色 炭化粒子・黄色粒子微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量

第２１号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂微量

第２２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 黄色砂微量
４  黒 色 黄色砂中量

第２３号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量
３  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量
４  黒 色 灰白色砂少量

第２４号土坑土層解説
１  黒 色 炭化物・灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂微量
３  黒 色 灰白色砂中量

第２６号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 灰白色砂多量

第３１号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  灰 白 色 
３  黒 色 
４  灰 白 色 
５  黒 色 
６  灰 白 色 
７  黒 色 
８  黒 色 厚さ５�ほどの灰白色砂が水平に堆積
９  黒 色 灰白色砂少量
１０  黒 色 灰白色砂中量
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第３２号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量

第３３号土坑土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  黒 色 黄色砂少量
４  黒 色 黄色砂中量

第３７号土坑土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黄 色 黒色砂微量
３  黒 色 灰白色砂少量
４  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量　

表３４　その他の土坑一覧表

備　　考
新旧関係
（旧→新）

時　期主な出土遺物覆土底面壁面深さ
（�）

規模（�）
平面形主軸方向位　置番号

長径（軸）×短径（軸）

不明須恵器自然段状外傾８～２７１．３×０．９不整楕円形Ｎ－１９°－ＷＮ６ｉ４１

不明－自然平坦外傾１４（０．９）×０．８［楕円形］Ｎ－３４°－ＷＮ６ｉ５２

不明土師器自然平坦外傾９０．６×０．５楕円形Ｎ－２２°－ＥＮ６ｈ４３

不明土師器自然段状外傾１７～３５１．２×０．６不整楕円形Ｎ－５６°－ＷＮ６ｈ５４

不明土師器自然平坦外傾３５０．９×０．６楕円形Ｎ－３１°－ＷＮ６ｉ４５

不明土師器自然平坦外傾２００．７×０．６楕円形Ｎ－６６°－ＥＮ６ｉ４６

不明土師器自然平坦外傾２８０．５×０．４楕円形Ｎ－４°－ＥＮ６ｉ４７

不明－自然平坦直立２３０．８×０．６楕円形Ｎ－１°－ＥＮ６ｊ４８

不明土師器自然平坦外傾３２１．０×０．５楕円形Ｎ－２°－ＷＮ６ｊ３９

不明－自然平坦直立２５０．７×０．４楕円形Ｎ－３９°－ＥＮ６ｊ３１０

不明－自然平坦直立１８０．７×０．６楕円形Ｎ－６９°－ＥＯ６ａ３１１

不明－自然平坦外傾１７（１．２）×１．０［不整楕円
形］Ｎ－８２°－ＷＮ６ｉ５１２

不明－自然平坦外傾１２０．６×０．６円形－Ｎ６ｈ３１４

不明－自然平坦外傾２７（０．６）×０．３［楕円形］Ｎ－５８°－ＷＮ６ｊ２１５

不明土師器自然平坦外傾４５０．６×０．５楕円形Ｎ－２°－ＷＯ６ｃ１１７

ＳＫ２０→本跡不明土師器自然平坦外傾２４０．８×０．７不整楕円形Ｎ－２３°－ＷＯ６ｄ１１８

不明－自然平坦外傾１００．６×０．４楕円形Ｎ－７３°－ＥＯ５ｄ０１９

本跡→ＳＫ１８，
Ｐｉｔ２４不明－自然平坦不明３２（０．２）×０．６不明Ｎ－３８°－ＥＯ６ｃ１２０

不明須恵器自然平坦不明３１．４×１．０楕円形Ｎ－３７°－ＷＳ４ａ８２１

不明須恵器自然平坦外傾３５１．７×１．７円形－Ｒ４ｊ８２２

不明土師器自然段状外傾３２１．５×１．０不整楕円形Ｎ－８°－ＷＲ４ｊ８２３

本跡→ＳＤ５不明土師器　須恵器自然平坦外傾２２（１．１）×１．１［楕円形］Ｎ－１９°－ＷＲ４ｇ０２４

不明土師器自然平坦外傾２７０．８×０．６楕円形Ｎ－６８°－ＥＲ４ｊ９２６

本跡→ＳＫ２５９世紀
中葉以前－自然平坦外傾１３～２０（１．３）×０．６［楕円形］Ｎ－３１°－ＥＲ４ｊ９２８

不明土師器自然段状外傾４２１．９×０．８楕円形Ｎ－８５°－ＷＯ５ｇ０３１

不明土師器自然平坦外傾２９１．５×１．４楕円形Ｎ－６８°－ＥＱ５ｊ３３２

不明－自然平坦外傾４２３．０×（１．５）［長方形］Ｎ－３４°－ＥＱ５ｆ５３３

本跡→ＳＤ６不明－自然平坦緩斜２１１．７×１．５楕円形Ｎ－３１°－ＥＱ５ｃ５３７

不明－－平坦外傾２８（１．０）×１．２［楕円形］Ｎ－２９°－ＥＯ５ｈ０３９

不明土師器　須恵器－平坦外傾１９２．９×１．３不整楕円形Ｎ－５４°－ＷＲ４ｈ９４０
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　（４）ピット（第２２５図）　

　市の調査で，｢柱穴状遺構｣と報告されているものと形状が類似しているものを，今回｢ピット｣と呼称

して実測図と土層解説を掲載する。
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第２２５図　ピット実測図

第３号ピット土層解説
１  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量
２  黒 色 黄色砂少量

第４号ピット土層解説
１  黒 色 炭化粒子・灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量
３  黒 色 黄色砂微量　　　　　
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第１０号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量
３  黒 色 黄色砂少量　　　　　

第１１号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂微量

第１４号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量

第１５号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・黄色砂少量

第１６号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黄 色 黒色砂中量
３  黒 色 炭化粒子・黄色砂微量

第１７号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂微量

第１８号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂少量

 

第１９号ピット土層解説
１  黒 色 黄色砂微量
２  黒 色 焼土粒子・黄色砂微量
３  黒 色 炭化物・焼土粒子・灰白色砂・黄色砂微量
４  黒 色 黄色砂少量

第２０号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂少量
２  黒 色 黄色砂少量
３  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量

第２１号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂少量
３  黒 色 炭化粒子・黄色粒子微量

第２４号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量

第２５号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂・黄色砂微量
２  黒 色 灰白色砂・黄色砂少量

第２８号ピット土層解説
１  黒 色 灰白色砂微量
２  黒 色 炭化粒子・灰白色砂微量

表３５　ピット一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）時　期主な出土遺物深さ（�）

規　　模
平面形位　置番号

長径（�）×短径（�）

不明－２５４１×３８楕円形Ｏ６ｂ２３

不明－３４４１×３８楕円形Ｏ６ｂ２４

不明－３６（２１）×（３９）［楕円形］Ｏ６ｂ１１０

不明土師器　須恵器２５２７×２３楕円形Ｄ９ｄ１１１

ＳＡ１→本跡不明－２０５７×３５楕円形Ｎ６ｈ３１４

不明－２０３１×３１円形Ｎ６ｈ３１５

不明土師器４９５４×３３楕円形Ｏ６ｃ１１６

不明須恵器３５４０×２６楕円形Ｏ６ｄ１１７

不明－３３３６×２７楕円形Ｏ６ｄ１１８

不明土師器３３５１×４３楕円形Ｎ６ｊ４１９

不明－３６５１×４５楕円形Ｎ６ｊ３２０

不明－３１８８×６２楕円形Ｏ６ａ２２１

ＳＩ２→本跡不明－２２２９×２７楕円形Ｏ６ｃ４２２

ＳＩ２→本跡不明－３６４１×４０楕円形Ｏ６ｄ４２３

ＳＫ２０→本跡不明－３３９４×８６楕円形Ｏ６ｃ１２４

不明－３１４０×２４楕円形Ｎ６ｊ２２５

不明－１９１００×５５　楕円形Ｒ５ｅ１２８
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　（５）泥炭層

　第１号泥炭層（第２２６・２２７図）

位置　Ｏ５ｇ０～Ｏ６ｉ１区，標高４．０�ほどの低地に位置している。

規模と形状　最大長は南北５．８�の扇形に硬化した青灰色の砂層が確認され，その下層から最大長が南北３．８�

の扇形に泥炭層が確認されている。

土層　最大厚１５０�の現在の盛土層直下に６層が確認されている。第１層は硬化した青灰色砂層，第２層が黒

色砂層，第３層が灰白色砂層，第４層が植物遺体を多量に含んでいる黒色粘質土層，第５層が灰白色砂層，第

６層が第４層と同様であり，第４層より樹木が多く出土する。その直下が地山の黄色砂である。地山まで達す

ると湧水が認められる。第２・３・５層の砂の間層は，周囲の砂が流入したものと考えられる　

　

遺物出土状況　土師器４４７点（坏・鉢１７２，甕２７５），須恵器３８８点（坏・高台付坏３５３，蓋２３，盤２，甕１０）が出

土している。土師器片・須恵器片は第１・第３層中から出土している。第１層から出土する土器片はほとんど

が細片である。第３層から出土する土器片は比較的大きく，３０・３２・４２・ＴＰ３も第３層中から出土している。

３７・３９・４０・４２は第２号井戸跡から出土した破片とそれぞれ接合している。

所見　出土する植物遺体を比較すると，第４層が神岡上遺跡第３層，第６層が神岡上遺跡第５層と同様な泥炭

層と考えられる。周囲から自然に流入して形成された第３層から出土した土器から，８世紀中葉から後葉には

土層解説
１  青 灰 色 鉄分多量
２  黒 色 灰白色砂微量
３  灰 白 色 黒色砂微量

４  黒 色 植物遺体多量（泥炭層）
５  灰 白 色 
６  黒 色 植物遺体多量（泥炭層）
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第２２６図　第１号泥炭層実測図
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砂に覆おわれ砂丘の一部になっていた可能性が想定される。第１層は硬く締まっており，須恵器の細片が多く

出土するのが特徴的である。人為的な層の可能性が考えられるが，詳細は不明である。
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第２２７図　第１号泥炭層出土遺物実測図（１）
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　（６）遺構外出土遺物

　遺構に伴わない主な遺物について，実測図（第２２８図）と観察表を掲載する。

10cm0 2cm0

17 15

Q1

7

第２２８図　遺構外出土遺物実測図（２）

第１号泥炭層出土遺物観察表（第２２７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

６０％　 
ＰＬ２５第３層中底部回転ヘラ削り調整普通灰白色粒子・透明粒子 

灰色粒子７．８４．２［１３．６］坏須恵器３０

３０％第３層中底部回転ヘラ削り調整普通灰白色粒子・透明粒子 
灰色粒子［９．２］４．２［１３．６］坏須恵器３１

２０％第３層中底部ナデ調整普通灰海綿骨針・白色粒子 
透明粒子・灰色粒子［８．６］４．９［１４．１］坏須恵器３２

１０％第３層中底部ナデ調整普通灰白色粒子・透明粒子［９．３］４．７［１４．６］坏須恵器３３

１０％第３層中ロクロナデ普通黄灰白雲母・白色粒子 
透明粒子－（４．６）［１４．７］坏須恵器３４

５％　 
箆記号第３層中ロクロナデ普通灰海綿骨針・白色粒子 

透明粒子・灰色粒子－（１．８）－坏須恵器３５

１０％第３層中底部一定方向の手持ちヘラ削り調整普通灰白白雲母・白色粒子 
透明粒子９．４（２．９）－坏須恵器３６

３０％第３層中底部回転ヘラ削り調整普通灰白色粒子・透明粒子 
灰色粒子９．０（１．９）－坏須恵器３７

３０％第３層中底部一定方向の手持ちヘラ削り調整普通灰白雲母・白色粒子 
透明粒子［８．３］（１．６）－坏須恵器３８

３０％第３層中底部回転ヘラ削り調整普通灰白色粒子・透明粒子８．０（１．４）－坏須恵器３９

１５％ 
箆記号第３層中底部回転ヘラ削り調整普通灰黄褐海綿骨針・白色粒子 

透明粒子・灰色粒子－（０．９）－坏須恵器４０

５％第３層中ロクロナデ普通黄灰白色粒子・透明粒子－（２．５）［１５．９］盤須恵器４１

３０％第３層中底部回転ヘラ削り調整普通灰海綿骨針・白色粒子 
透明粒子－（１．７）－盤須恵器４２

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

第３層中外面斜位の平行叩き　内面当て具無文痕普通黄灰・黄褐白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ３

第３層中外面斜位の平行叩き　内面当て具無文痕普通暗灰黄・黄褐白雲母・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ４

第３層中外面斜位の縄目の平行叩き　内面当て具無文痕普通灰海綿骨針・白色粒子
透明粒子甕須恵器ＴＰ５

遺構外出土遺物観察表（第２２８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　　土底径器高口径器種種別番号

３０％ＳＤ３ 
覆土中ロクロナデ普通灰海綿骨針・白色粒子 

透明粒子－（４．１）［１２．０］高台付坏須恵器７

２０％ＳＫ２１ 
覆土中底部回転ヘラ削り調整普通灰白白雲母・白色粒子 

透明粒子［８．７］（２．１）－高台付坏須恵器１５

１０％　 
墨書「□」

ＳＫ２６ 
覆土中ロクロナデ　内面ヘラ磨き普通明褐灰黒雲母・白色粒子 

透明粒子－（３．５）－坏土師器１７

備　　考出土位置特　　徴石　　質重量厚さ幅長さ器種番号

ＳＥ２ 
堆積層凸基茎式　両面押圧剥離　チャート０．８０．４１．１２．５石鏃Ｑ１



第�章�ま と め

　国道６号線を北上し，ＪＲ常磐線磯原駅を過ぎた天妃山と大北川河口を右に望む付近は，丘陵が海近くまで

せり出しており，南北に細長い低地になっている。この周辺に古代常陸国最北端の駅家である，棚島駅家が推

定されている１）。そこからさらに３．５�ほど北上すると，左手に低地が広がりをみせ，現在は水田として利用さ

れている。水田下の基盤は砂であり，その砂の上に仁井谷遺跡・神岡上遺跡・古屋敷遺跡・叶南前Ａ遺跡があ

る。

　今回の調査は道路幅であり，面的な調査範囲ではない。それにも関わらず，いわゆる「一般集落」と呼ばれ

るものとは異なる集落群の様相をうかがうことができ，さらに古墳時代に遡る道路跡が確認できた。以下，こ

の集落群が存在した時代背景を念頭に置きながら，第３～６章に詳述した遺構と遺物をもとに，この集落群の

当時における性格・役割の一端に迫りたい。

１　遺跡群周辺の環境

　調査時に，「砂丘上での竪穴住居の構築方法」「神岡上遺跡の黒色土層の性格」の２点を明らかにすること

を目的に，パリノ・サーヴェイ株式会社に自然科学分析を依頼した。分析結果は，「Ⅰ古屋敷遺跡における住

居跡覆土の分析」「Ⅱ神岡上遺跡における黒色土の分析」に詳述されている。分析は，上記の目的を明らかに

するとともに，神岡上地区の当時の環境を復元する情報をも提供している。遺跡群周辺の地理的環境は，第

２章第１節ですでに概略を述べている。ここでは分析成果を参考に，さらに踏み込んで当時の環境について

少しでも迫りたい。

　（１）砂丘の形態と形成時期

　遺跡群がある二ツ島から江戸上川の砂浜海岸に沿う地形は，海岸低地と呼ばれるものである。これは，

浅く平坦な海底が，海面の低下や地盤の隆起運動により，海面上に生じた浜堤を基盤としている。この低

地には，海岸線に並行した東西２列の海岸砂丘が形成されている。砂丘は，風によって運ばれた砂が堆積

してできる小高い丘のことであり，卓越する風向きに対して，「平行する方向」に発達する「縦列砂丘」

と，「直交する方向に」発達する「横列砂丘」がある。この地域の東側の砂丘は，その形態から，南南東か

ら北北西の風によって海浜砂が吹き上げられて堆積したものである２）。ちなみに，１９８１年の最大風速の最

多風向と，２００６年の月別の最多風向は，西北西から東南東である３）。砂丘の形態から読み取れる風向きと，

現代の最も多い風向きに違いがあるが，砂丘はほぼ北東－南西方向に延びていることから，いずれの風向

きに対しても直交する「横列砂丘」と考えられる。砂丘の形成時期は，理科学的年代決定法と考古資料と

いう，ふたつの異なる方法から得られた資料から推定する。海岸浸食で露出した，露頭下部の砂層から採

取したタマキガイの炭素１４年代測定によると，「４８００±１００ｙＢ．Ｐ」の測定値が得られている４）。露頭下部

の砂層は，縄文時代前期の縄文海進最盛期に，「浅海底ないし砂浜において形成されたもので，その後，海

水準の低下に伴って離水し，砂丘が発達した」と考えられている。西側の砂丘からは，神岡上遺跡の第１

次調査で，縄文時代中期後半の加曽利Ｅ式の埋甕が確認されている５）。今回の調査も含めて，縄文時代中

期後半より古い土器は，確認されていない。炭素１４年代測定は，ひとつの試料のみの測定結果であり，確

－　　－239



実性が薄い。そのことも踏まえた砂丘の形成時期は，海退期以降，縄文時代中期後半以前と推測される。

　（２）旧地表と住居の構築について－古屋敷遺跡第１号住居跡の覆土分析から－

　調査時には，遺構確認面が灰白色主体の砂にも関わらず，黒色主体の土壌が遺構に堆積していることが

疑問視された。それは，この砂丘に黒色の土壌の存在を，想定していなかったためである。叶南前Ａ遺跡

の第１・２号住居跡の調査時は，これを「貼床構築土」として捉えた。この黒色土壌の由来と竪穴住居の

貼床構築土の有無は，古屋敷遺跡第１号住居跡の調査で明らかとなった。

　古屋敷遺跡の第１号住居跡は，土層観察用のベルトの脇だけ地山の灰白色砂も掘り抜き，断面で床を確

認する方法を取った（第１６１図）。観察の結果，第１層が覆土の主体であり，第１層下部と第５層を分析し

た結果，第１層は腐植しておらず，また，関東の代表的な黒ボク土の混在もほとんどない。特に土壌化も

進んでおらず，「砂」という結果が得られた。覆土第１層と同じ黒色砂が，古屋敷遺跡Ｊ７ｈ０区に１�ほ

ど掘り下げたテストピットの下部に堆積しており，基盤の浜堤を形成した自然堆積層との所見が得られて

いる。この黒色砂の自然堆積層が，遺構確認面である灰白色砂の上にも部分的にも堆積しているのが，仁

井谷遺跡の調査区中央部，神岡上遺跡Ｕ３ｃ６区テストピット，叶南前Ａ遺跡Ｏ６ｂ１・Ｏ６ｃ１区テストピッ

トで確認されている。叶南前Ａ遺跡の第６号掘立柱建物跡の柱穴は，この黒色砂層を掘り込んでいるのが

確認されている。このことから，黒色砂が風によって運ばれ砂丘を形成し，旧地表（当時の生活面）となっ

ていたと考えられる。旧地表であるならば，古墳時代から平安時代の遺構の覆土となっていること矛盾し

ない。

　第１号住居跡の土壌分析から，砂以外の土壌が持ち込まれていないことが判明した。貼床を構築するの

ではなく，砂を直接床面としている。砂の床面の上に，有機質の敷物があったことも推測していたが，分

析でも明らかにすることはできなかった６）。問題は竪穴住居を構築し，それが機能していた間の壁の維持

にあると考えられる。実際，調査時でも覆土を取り除いた後の，壁の崩落は早い。当時，どのように竪穴

住居を維持管理していたのかは，今回の調査では明らかにできなかった。砂丘の竪穴住居の構築から廃絶

までの耐久年代は，集落の変遷にも大きく関わることであり，今後の検討が必要と考えられる。

　（３）神岡上遺跡のくぼ地に堆積した黒色土層について

　神岡上遺跡のＳ４ｄ７～Ｓ４i５区に広がる黒色土は，周囲の砂とは明らかに異質なものであり，木の実や

自然木なども出土した。この土壌の正体とともに，多量に含まれている植物遺体から遺跡周辺の植生を調

べるために分析を行った（第１５５図）。その結果，この黒色土は，池や沼などに分解されていない植物が堆

積した「泥炭」であることが判明した。砂丘が２列以上配列すると，砂丘の間のくぼ地に「砂丘間湖」と

呼ばれる池・沼・湖ができる。そこに植物が繁茂し，やがて枯れて水中に沈む。これを繰り返すうちに，

枯れた植物が堆積していく。このようなサイクルで泥炭は形成される。長い年月が経つと湖沼は陸化して

いく。泥炭のテフラ分析では，年代の指標になるテフラを検出することができず，形成年代を明らかにす

ることはできなかった。しかし，第５層の泥炭層からは，縄文時代後期後半の粗製土器（第１５４図－３６）が

出土している。このことから，砂丘が形成されてから縄文時代後期後半以前までは湖沼であったと推測さ

れる。第５層の上には，古代の土器片を包含する第４層の灰白色砂が自然堆積している。泥炭層が除々に

形成され陸地化が進み，古代には湿地となっていた可能性が高い。

　検出された植物遺体からは，海岸沿いにマツ属などの針葉樹林，低地にはアカガシ亜属・シイノキ属な

どの照葉樹林，河畔沿いや低湿地にサワグルミ属・クマシデ属－アサダ属・ニレ属－ケヤキ属など，標高

の高い後背の丘陵部にモミ属・ツガ属・ブナ属という，遺跡周辺の古植生が推定される７）。
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　調査の所見に自然科学分析の成果を加味して，遺跡群周辺の景観復元を試みてみた。海退後，縄文時代

中期には砂丘が形成され，湖沼が存在していたものと考えられる。黒色砂の砂丘上で集落が営まれ始めた

古墳時代には，砂丘間の低い場所には湿地があり，後背の丘陵からは幾筋もの小河川が流れており，砂丘

を分断していたものと推測される。

２　仁井谷遺跡における古墳時代後期の住居跡の認定－第１３号住居跡出土土器から－

　　仁井谷遺跡・神岡上遺跡・古屋敷遺跡・叶南前Ａ遺跡が位置する神岡上地区の砂丘上には，第２章第２節

で述べたように遺跡が密集しており，「神岡上遺跡群」と呼ばれている。この遺跡群は平成１０年から平成１３年

にかけて，北茨城市教育委員会がすでに前述の４遺跡も含め，南前遺跡・富士ノ腰遺跡・叶南前Ｂ遺跡の７

遺跡，総面積約４０，０００�を調査し，その成果はすでに報告されている８）。それによると，古墳時代後期の集落

は報告されておらず，古墳時代前期以降で，集落が形成されるのは奈良時代からとされている。しかし，仁

井谷遺跡の第１３号住居跡から，奈良時代以前と考えられる関東の土器とは異なる土師器が，まとまって出土

している。ここでは，まずこの土器群の位置づけをし，古墳時代後期の集落の存在を明らかにしていくこと

とする。なお，遺構番号が北茨城市教育委員会と重複していることから，北茨城市教育委員会が調査した遺

構については，番号の前に（市）と付けて記述する（例　仁井谷遺跡（市）第１号住居跡）。

　（１）仁井谷遺跡第１３号住居跡出土の特徴的な土師器

　出土した土師器の中では，坏と甕が最も特徴的である。坏は丸底で，体部と底部の境は，器高全体の中

で，底部寄りにある。その境の外面には段があり，内面は弱く屈曲している。体部は段から外傾して立ち

上がって，口縁部でやや内湾している。調整は，口縁部が内・外面とも横ナデで，はっきりとした段は，

横ナデによって出来たものと考えられる。段より下は，底部まで方向を揃えたヘラ削りである。内面は，

全面に方向を揃えたヘラ磨きが，密に施されている。内面の黒色処理は，「黒」という表現がまさにあては

まり，内面だけ見ると，県内の平安時代のロクロ土師器の坏と非常に似ている。甕は長胴で，体部下位に

最大径があり，「下膨れ」である。口縁部は欠損しているため不明であるが，体部との境に段を持っている。

調整は，外面は稜から体部最大径までがハケ目で，それより下がヘラ削りである。内面は，ヘラナデ・ナ

デで，一部ハケ目が観察できる。

　甕は，破片であるため器形の全体がうかがえないが，体部が球形と考えられるものが２点出土している。

３８は，口縁部から体部にかけての破片である。口縁部と体部との境の外面に段を持ち，口縁部は，その稜

から「くの字」状に外反し，端部が横ナデにより平坦である。調整は口縁部内・外面横ナデで，体部外面

のハケ目は，ナデによりその痕跡が薄くなっている。内面は，ヘラナデである。４１は体部の破片で，調整

は外面がハケ目で，内面はヘラナデ・ナデである。２点とも体部中央部に最大径があるものと推測され，

同一個体の可能性も考えられる。また小片であるが，内・外面横方向のハケ目の破片が出土している。お

そらく甕の口縁部片と推測される。坏・甕以外の器種は，高坏が出土している。坏部下位には，内・外面

に段があり，そこから外傾して口縁部に至っている。脚部は柱状で，裾部は「ハの字」状に開き，横ナデ
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色調と胎土の特徴器 形 と 調 整 の 特 徴器　種番　号

１９　７．５ＹＲ５/４にぶい褐色
　　黒雲母を含む
２２　１０ＹＲ３/２　黒褐色
　　黒雲母を含む

丸底　体部と底部の境の外面には段があり，内面は弱く屈曲する。段から外傾して立ち上がっ
て，口縁部は内湾する。口縁部横ナデ，　稜より下の外面はヘラ削り，　内面は密なヘラ磨きと
綺麗に黒く仕上げられた黒色処理。

土師器　坏第２３１図－１９・２２

７．５ＹＲ６/６橙色
黒雲母を含む

長胴　口縁部と体部との境と考えられる所に段を持つ。体部下位に最大径を持ち，下膨れであ
る。最大径上位は全面ハケ目，下位がヘラ削り，内面ヘラナデ・ナデ　一部ハケ目

土師器　甕第２３１図－４０

第１３号住居跡出土の特徴的な土師器圷と甕



により内・外面にはっきりとした稜が出来ている。坏部の調整は坏と同じで，内面黒色処理は，綺麗に黒

く仕上げられている。脚部は外面がヘラ削りで，内面はヘラナデである。３１・３２・３３は，破片であるため

器形全体は不明であるが，２７の坏部と類似していることから，高坏として扱っておく。これらの土器群の

胎土の特徴として，含有量の多寡はあるが，「黒雲母」が含まれている。

　以上の土器群は，関東に普遍的に見られるものではないため，他地域の土器との比較検討が必要と考え

られる。

　（２）東北南部の古墳時代後期の土師器

　比較検討する地域は，当遺跡に近接し，『常陸国風土記』に，「久慈の境の助河を以ちて道前と為し（中

略）陸奥の国の石城の郡の苦麻の村を，道後と為しき。」９）とあるように，ひとつの地域としてまとまって

いたと考えられる東北地方南部（宮城県・福島県）である。

　東北地方南部の７世紀から８世紀前半の土師器の研究史については，佐藤敏幸氏がまとめている１０）。こ

れを参考にして，この時期の土師器をもとに，第１３号住居跡出土の土器，特に坏と甕についてその正体を

明らかにしていく。

　東北地方南部の土師器編年は，氏家和典氏によってその基礎が築かれ，今日の研究にも影響を及ぼして

いる。氏家氏は，土師器を器種構成と器形の特徴により，７型式に分類している１１）。その内の第５型式は，

坏と甕においてその特徴が顕著であるとしている。坏については，「坏形にあっては，口縁部の割合に器高

が小となり，口縁部と体部との接続部分において稜線もしくは括れの形成がみられるのをその特徴として

いる」。甕は，「所謂長胴の器形に外反せる口縁を有し，体部における最大径は，中央部乃至肩部にあり，

口縁部と体部との接続部部分である頚部外側に段を形成している。更に底部にはこの類の土器には多くの

場合，木葉文が附されている」。また，甕については第５型式から，「頚部に明確に段を形成するものが普

遍的になるのである」と，その特徴を明確に指摘している１２）。宮城県仙台市栗遺跡１３），宮城県名取市清水遺

跡１４）では，この第５型式にあたる土器群を，器種ごとに形態分類し，細別している。細かい形態の違いは

さておき，坏は，●丸底・底部と体部の境の内・外面に段がある。●口縁部は外反している。甕について

は，●口縁部と体部の境の外面に段を形成する。以上の点が，二つの遺跡から出土した坏と甕の，形態に

おける共通した大きな特徴といえる。この土器群の坏の製作技法と器面調整技法については，阿部義平

氏１５）と桑原滋郎氏１６）が検討している。阿部氏は，●巻き上げによる成形●底部はヘラ削り●内面は底部と

体部の二段に分けたヘラ磨き●内面黒色処理と，以上の製作・器面調整技法の特徴を指摘している。桑原

氏も，阿部氏と変わらない製作・器面調整技法を特徴として挙げており，体部については，「横ナデでとと

のえ（中略）体部と底部の境の段あるいは稜は，この横ナデ調整の時に生じたものである」と付け加えて

いる。本土器群のヘラ磨き・黒色処理は，「丁寧」「丹念」と形容でき，清水遺跡においては，第５型式以

前の土器群の黒色処理は，「淡い黒色」と表現されており，内面調整の入念さの違いがうかがえる。以上が，

氏家氏が設定した第５型式の坏と甕における，形態及び製作・器面調整技法の特徴である。これらの土器

群は，宮城県仙台市栗遺跡を標識遺跡とする「栗囲式土器」と呼ばれるものである（第２３０図）。
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形態及び器面調整の特徴器種

丸底　口縁部の横ナデによって底部と体部の境に対応する段　口縁部は段から外反す
る。段より下位は，底部までヘラ削り　内面は口縁部から底部まで，丁寧で密なヘラ磨
きと黒色処理

坏

口縁部と頸部の境の外面に段が定着する　口縁部は段から外傾　体部は長胴・球形の２
種類があり，最大径は，口縁部，体部中央部・下部にあるものと違いがある　器面調整
はハケ目

甕

栗囲式土器の特徴 第２３０図　「栗囲式土器」の模式図



　（３）仁井谷遺跡第１３号住居跡出土の栗囲式土器 
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�第２３１図　仁井谷遺跡第１３号住居跡出土の栗囲式土器（上）と栗囲式土器の甕と坏の参考資料（下　工藤・成瀬１９８２年より）



以上の東北地方南部の土師器研究を振り返り，第１３号住居跡出土の土器群を観察すると，１９・２２・４０の形態

及び器面調整の特徴が，氏家氏が設定した第５型式と同じであることから，栗囲式土器と考えられる。１９・

２２の口縁部の内湾する形態は，特徴的な外反する形態ではないが，時期差ではなく地域性と考えられる１７）。

また，２７・３１～３３，３８・３９・４１もその特徴から，栗囲式土器と考えられる（第２３１図）。第１３号住居跡以外で

は，仁井谷遺跡第１５号住居跡，第２３号住居跡，第１３号溝跡から，栗囲式土器が出土している（第２３２図）。

　また，古屋敷遺跡（市）第６・１３号住居跡出土の甕１８）も，器形・器面調整の特徴から，栗囲式土器と考

えられる（第２３３図）。
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�第２３２図　仁井谷遺跡栗囲式土器集成

�第２３３図　古屋敷遺跡（市）第６・１３号住居跡出土の土器群（大渕・小川２００４年より）
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色調と胎土の特徴器 形 と 調 整 の 特 徴器　種第２３２・２３３図

７．５ＹＲ５/４にぶい褐色
黒雲母を含む

・口縁部と体部の境の外面に稜があり，口縁部は稜から外反する
・口縁部に最大径を持つ
・口縁部は，内・外面横ナデ　体部の外面はハケ目，内面はナデ

土師器　甕４７ＳＩ１５

１０ＹＲ６/４にぶい橙色
黒雲母を含む

・体部と底部の境の内・外面に対応するように段がある　段から外傾して立ち上がっ
て，口縁部はやや内湾する
・口縁部内・外面横ナデ，　段から下の外面はヘラ削り
・内面はヘラ磨きと思われるが，反然としない。黒色処理は，雑で淡い黒色である。

土師器　坏５４

ＳＩ２３

７．５ＹＲ６/６橙色
海綿骨針・黒雲母を含む

・坏部の外面には段がある。口縁部は段から内湾ぎみに，立ち上がっている。
・口縁部内・外面横ナデ，段から下の外面はヘラ削り　内面は，密なヘラ磨きと綺麗
に黒く仕上げられた黒色処理

土師器　高坏５５

１０ＹＲ６/３にぶい黄橙色
海綿骨針・黒雲母を含む

・坏部下位に，内・外面に対応する段があり，口縁部は段から外傾して立ち上がって
いる。脚部は，裾部に向かって「ハの字」状に開くものと思われる。
・口縁部内・外面横ナデ，段から下位はヘラ削り，裾部外面ヘラ削り，内面ヘラナデ
内面のヘラ磨きは，不明瞭。密なヘラ磨きと綺麗に黒く仕上げられた黒色処理

土師器　高坏６５

ＳＤ１３
１０ＹＲ６/４にぶい黄橙色
黒雲母を含む

・体部は長胴で，中位に最大径を持つ。
・口縁部と体部の境には，段を持つ。口縁部は，段から外反する。
・口縁部内・外面横ナデ，体部外面ハケ目後ナデ，内面ナデ
・底部木葉痕。

土師器　甕６７

１０ＹＲ８/６黄橙色
黒雲母を含む。

・体部の中央部に最大径を持つ。球形ヵ。
・口縁部と体部の境の段は，形成されておらず，口縁部は，「くの字」状に外反する。
口縁端部は，ナデにより平滑にされ，押しつぶされて厚くなっている。
・口縁部内・外面横ナデ，体部最大径の上位は，ハケ目，一部ナデ消されている。下
位は，ナデ。内面は，ナデ。

土師器　甕６９

・口縁部と体部の境の段は，形成されておらず，口縁部は外反する。
・最大径は，口縁部にある。
・口縁部内・外面横ナデ，体部外面上半ハケ目，下半ナデ，内面ナデ

土師器　甕１
古屋敷遺跡
（市）ＳＩ６

黒雲母を含む。
・長胴　口縁部と体部との境と考えられる所に段を持つ。体部下位に最大径を持ち，
下膨れである。最大径上位は全面ハケ目，下位がナデ。内面ナデ

土師器　甕３
古屋敷遺跡
（市）ＳＩ１３

神岡上遺跡群（仁井谷遺跡・古屋敷遺跡）出土の栗囲式土器の器形・器面調整の特徴

　栗囲式土器は後期後半に成立し，その下限は，８世紀前半と考えられている１９）。第１３号住居跡は，高坏

が器種構成に含まれていることから，古墳時代後期後半と考えられる。したがって，従来，神岡上遺跡群

で空白だった古墳時代後期に属する住居跡が，初めて確認されたことになる。次に，古墳時代後期に集落

がすでに形成されていたかを把握するために，今回の調査で出土したすべての土器群を検討し，古墳時代

後期に属する土器群を抽出する。以上の作業を行うことによって，古墳時代後期の集落とその初現が把握

できるものと考えられる。栗囲式土器には，基本的に東北地方南部の編年をあてはめていくが，茨城県北

部の古墳時代後期の編年も併用していく。二つの時間軸をもとに，神岡上遺跡群の古墳時代後期の相対編

年を提示する。

３　古墳時代後期の集落　

　（１）茨城県北部の古墳時代後期の土器編年

　茨城県北部の古墳時代後期の土器編年は，樫村宣行氏と浅井哲也氏が久慈川・那珂川流域の資料を中心

に組み立てている２０）２１）。両氏が設定した第Ⅳ～Ⅶ段階，６世紀第３四半期から７世紀第４四半期の土器群

の内，主に坏を基準にして，出土した土器群から古墳時代後期の土器群を抽出する（第２３４図①②）。

�　　期�　　期�　　期

Ⅴ期より法量の小形化が進む・平底気味で，Ⅳ期と比べ，口径が大きく器高
がさらに低くなり扁平化

・黒色処理はⅣ期より減少

・須恵器坏蓋模倣から坏身模倣へ変換
・口縁部が短く直立するＩ類の増加
・黒色処理の増加
・高坏は，この期まで

樫村・浅井
（１９９２年）

７世紀第４四半期７世紀第３四半期７世紀第２四半期７世紀第１四半期６世紀第４四半期６世紀第３四半期

浅井
（１９９８年）

・口径が再び拡大
・底部は丸底から平底に
移行

・土師器坏が最も
小形になる。

・高坏は，この期
まで

・須恵器身模倣坏が主体
・口径が縮小し，小形化
・須恵器身模倣坏が主体

・扁平化が進む
・須恵器身模倣坏
が主体

・須恵器蓋模倣坏が主体
・東北系の底部と口縁部
の境に明瞭な段を持
ち，口縁部が大きく外
反するＥ類と半球形が
主体

・須恵器身模倣坏
・半球形が主体

樫村・浅井氏が設定した段階ごとの坏の特徴（樫村・浅井１９９２年，浅井１９９８年より）
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　（２）仁井谷遺跡第１３号住居跡出土の土器群の時期－坏の検討から－

　仁井谷遺跡第１３号住居跡からは，栗囲式土器以外に，以下の特徴の坏と高坏が出土している。●丸底の

底部から内湾ぎみに立ち上がって，口縁部は短く直立するもで，深身（器高指数３９．８５）なもの。第１６図－

１６・１７・２０が該当する。●平底ぎみの丸底から内湾ぎみに立ち上がって，口縁部はやや外傾している。第

１６図－１８が該当する。●平底ぎみの丸底から内湾ぎみに立ち上がって，口縁部は短く直立する。第１６図－

２１が該当する。１８と２１は，浅身（器高指数２６．８１，２０．６８）である。高坏（第１６－２８）の坏部は，１６など

の坏の形態をしており，脚部は柱状で，裾部が「ラッパ」状に広がっている。内面の調整は，摩滅のため

判然としないものもあるが，ヘラ磨きやナデである。黒色処理は，２１は淡い黒で，雑な感じを受け，２８が

綺麗に黒く仕上げられている。以上の特徴は，茨城

県北部の古墳時代後期の土器に共通するものと考え

られる。住居跡内での栗囲式土器との出土状況は，

壁際から土砂が堆積し，中央部がくぼ地化した時に

一括廃棄されたもと判断できる状態である（第２３５

図）。このような状況から，厳密には第１３号住居跡

に伴うものではないが，東北南部の栗囲式土器と茨

城県北部の土器群の同時性を確認できる。４０は竈に

掛かったまま遺棄されており，本住居に確実に伴っ

ている。茨城県北部の坏は，口径が大きく扁平であ

ることから，樫村・浅井編年の第Ⅴ期の７世紀前半，

浅井編年の７世紀前葉にあてはめることができる。

深身の坏も組成に加わっていることから，７世紀前

半でも古い時期と考えられる。栗囲式土器について

は，清水遺跡の第Ⅳ群土器２２），仲田茂司氏の栗囲式
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第２３４図②　茨城県北部の古墳時代後期土器編年（樫村・浅井１９９２年，浅井１９９８年より　加除作成）
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古段階２３）及び古墳時代後期土器様式の第Ⅴ期２４），村田晃一氏の３群土器２５），石本弘氏のⅡ期２段階２６）にあ

てはめることができ，７世紀前半でも古い時期があてはめられている。以上，両地域の土器編年にあては

めても矛盾せず，第１３号住居跡出土の坏は，７世紀前半の古い時期と考えられる。

　（３）仁井谷・古屋敷遺跡における古墳時代後期の土器の抽出と集落の認定

　第１３号住居跡の土器群を基準に，古墳時代後期の土器を抽出してみると，３時期の土器群にまとめられ

る。Ⅰ期第１３号住居跡より古い時期。第２１号住居跡出土の土器群。これはⅡ期の第２０号住居跡に切られて

いるため，層位的にも確認されている。Ⅱ期第１３号住居跡と同時期。第１１・２０・２３号住居跡，第２号方形

竪穴遺構，第１３号溝跡出土の土器群，また，古屋敷遺跡（市）第１３号住居跡出土の栗囲式の甕２７）は，「８

世紀前半」を訂正し，本期に入れる。Ⅲ期第１３号住居跡より新しい時期。第２・８号住居跡出土の土器群

である。第２号住居跡の須恵器蓋の形態的特徴は，土生郎治氏が紹介した水戸市山田窯跡の蓋２８）や桜川市

（旧西茨城郡岩瀬町）犬田神社前遺跡第２０５号住居跡出土の蓋２９）と近似しており，同時期のものと考えられ

る。土師器坏は，第８号住居跡出土のものと同様に，体部と底部の境の段はなく，底部は平底または平底

ぎみの丸底である。第４号住居跡出土の土師器坏も，この期の特徴を有しており，本期に属する可能性が

高い。その他，時期を明確にできないが，第１５号住居跡出土の栗囲式の甕は，古墳時代後期後半と考えら

れる。また，土器は出土していないが，遺構間の重複関係から，第１０号住居跡も古墳時代後期に属するも

のと考えられる。

　以上が，遺構の重複関係及び土器の形態の特徴から導き出した，相対的な新旧関係である。これに，第

１３号住居跡の土器群を基準に年代をあてはめていくと，第Ⅰ期．６世紀後半，第Ⅱ期．７世紀前半，第Ⅲ期．

７世紀後半と考えられる。このように，古墳時代後期の集落を仁井谷・古屋敷遺跡で認定し，神岡上遺跡

群における古墳時代後期の集落の初例とする。市教育委員会で報告されたような，奈良時代に新設された

集落群ではなく，すでに前時代に形成されていた集落を取り込んで，律令期にさらに発展していくものと

考えられ，集落群の消長と性格を考える上でも，新たな資料が得られたものと考えられる。また，この地

域の盟主墳である神岡上第３号墳の近くに，同時期の集落が確認されたことにもなり３０），古墳時代後期の

集落が確認されたことは，今回の調査におけるおおきな成果といえるだろう。

４　仁井谷遺跡で確認された道路跡の性格と年代

　仁井谷遺跡では，市教育委員会の調査ですでに，道路跡が確認されている（道路状遺構ＳＡ０１と報告され

ている）。しかし，その性格については触れられておらず，年代については，「隣接・重複するどの遺構より

も，道路状遺構の方が新しいと考えられる」とあるのみで３１），不明な点が多い。この仁井谷遺跡の道路跡の

性格・年代の位置付けがなされないままでいることは，常陸国の古代史を考える上で大きな損失といえる。

今回の調査で確認された道路跡の属性をここでもう一度検討し，仁井谷遺跡における道路跡の性格及び年代

について位置付けをおこなう。

（１）側溝

　側溝が１条だけ確認され，側溝は，Ｂ１０ｆ１区付近で途切れている。これは，現代の土地改良のため削平

されたためと考えられ，掘削法は，「土坑連結法」と呼ばれるものではなく，本来は，底面の高さがほぼ揃っ

ている１条の溝と推測される。覆土は自然堆積で，掘り返しの痕跡は確認されていない。

（２）路面構築法

　側溝側の地山の灰白色砂を残して掘削し，掘削部に粘土を混ぜ込んだ砂を盛る，「オープンカット工法」
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で構築されている。地山の砂及び側溝内の自然堆積土と比べて，非常に固く締まっており，硬化は明白で

ある。本来の「路面」は，後世の削平により遺存していないと考えられ，通行による硬化ではないと捉え

られる。この硬化土は，路面構築のために持ち込んだ「路面構築土」，と考えられる。地山の砂や旧地表の

黒色砂とも色調も質も全く違い，当遺跡の基本層序にも見当たらない異質なものである。作道されてから

機能していた時期においても，道路の範囲は容易に分かったものと考えられる。路面構築土内の北側に

は，他の路面構築土と色調が異なる砂が，帯状に長く確認されている。路面構築土の南側に延びる側溝と

平行しているため，調査時の最初は側溝と考えた。しかし，他の路面構築土と平面・断面でも新旧が明ら

かであり，掘り方は側溝と違い凹凸が激しい。堆積土もやはり固く締まっていることから，新たに掘り返

した後に盛られた路面構築土と考えられる。新しい掘り返しの底面には，道路の走行方向と同じくして連

続して並んでいるピットが１０基確認されている。ピットの覆土は，旧地表の黒色砂がみられず，路面構築

土と同じ固く締まった砂であることから，ピットが掘削されてから開口していた時間はなく，掘り返しの

際に一緒に掘削され埋土されたものと考えられる。

　（３）道路の幅員

　側溝は，路面構築土の南側にしか確認されていない。路面構築土の掘り返しに伴い，壊されたものと考

えられ，土層断面図Ａ－Ａ́ に側溝の壁の立ち上がりが，一部確認できるだけである。確認できる壁の立ち

上がりの位置に，南側の側溝と同じ幅の側溝を推定すると，側溝間の芯々距離が７．６�で，側溝間の内側の

距離は，６．９�となる。路面を掘り返し，路面構築土を再充填した後の側溝も，調査では確認されていな

い。土地整備前の現代の道路の側溝が，路面構築土のすぐ脇に，ほぼ同じ走行方向で確認されている。そ

の現代の側溝の外側には，道路跡の北側側溝の痕跡はないため，この現代の道路の側溝によって壊された

ものと考えられる。この現代の側溝の幅内に，路面構築土を再充填した後の北側の側溝を推定すると，側

溝間の芯々距離が９�で，側溝間の内側の距離は，８．２�となる。

　以上，側溝間の芯々距離は，７．６�から９�という幅の増幅が推測でき，路面構築土の再掘削は路面拡幅

のためのものと考えらえる（第２３６図）。（市）道路状遺構ＳＡ０１も，●断続的な側溝●最深１１０�に達する地

山の掘削が認められ，地山の砂とは異なる路面構築土を盛っており，硬化が確認されている●走行方向は，

Ｎ－５０°－Ｅ。である。幅を規制している側溝があること，路面の構築の際に地山の掘削・構築土の充填と

いう構築に際して手間をかけていること，構築土が視覚的に捉えやすく，道路としての空間認識が容易，

という特徴がある。走行方向も今回の道路跡と全く同じであることから，同一の道路跡と考えられ，未調

査区域も含めて約１２０�の直線の道路跡が，砂丘上に復元できる。砂は，他の土壌よりも荷重に耐えられる

こと３２）及び水分を含むと硬く締まる性質がある。第１号道路跡の断ち割り調査で，路面構築土直下の地山

の砂が湿っていたことが確認されている。道路跡は第１号泥炭層のすぐ脇に作道されている。湿地に近接

しているため，地下水位が近い場所と考えられる。そのため，路面構築土直下の砂は，水分を含んで締

まっているものと考えられる。荷重に強い砂が，さらに固く締っているこの場所は，砂丘上の中で地盤が

一番安定していると考えられる。道路を作道する際に，砂丘の中で地盤が安定しているこの場所を，分

かって選択している可能性も推測できる。逆に，道路を拡幅することによって，湿地（泥炭）に近くなり

すぎている。泥炭は荷重に弱く，沈んでしまう性質を持つ３３）。現代でも泥炭地に工事を行う場合には，

様々な手を加える。拡幅に際して，路面構築土を突き固めるだけではなく，地盤の不安定で沈んでしまう

泥炭地側には，道路を安定させるための，より多くの対策が必要と考えられる。道路の走行方向と一致す

る連続したピットは，道路跡の路肩の位置にあり，拡幅後の路面構築土の流出を防ぐための，土留めの杭
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及び柵の可能性が高い。このように仁井谷遺跡の道路跡からは，その土地の地質に合った土木技術と，そ

れを選択する高い知識がうかがえる。

（４）仁井谷遺跡の道路跡の性格

　近江俊秀氏は，古代の道路跡を幅員と側溝の有無から分類し，古代道路跡の性格を推察する方法を提示

している３４）。古代官道は近江氏が分類したⅠ群に属し，駅路推定路線上，古代官道推定路線上で確認され

た道路跡は，幅５�以上で，側溝などの幅員を規制する施設を持つか，その構造そのもの（オープンカッ

ト工法及び盛土工法など）が，幅員を規制する方法を取っているという共通した属性を持っていると指摘

第２３６図　仁井谷遺跡第１号道路跡変遷図（上端のみの側溝は，推定した側溝）
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している。また，近江氏は古代官道を作道する際，「何にもっとも留意しているか」という視点から，①

「都と地方拠点とを結ぶ全国的な道路網であり，その路線計画にあたっては，直進性が強く指向されてい

る」②「道路の幅員を視覚的に捉えられるよう，幅員を明示するための施設等を持っている」③「通行の

安全性もしくは，安定を計るためさまざまな土木工法を用いるとともに，その補修や維持管理についても

力が注がれている」という点を，古代官道に見られる共通の属性としている３５）。仁井谷遺跡における道路跡

は，断続的である側溝を持ち，オープンカット工法という必然的に幅員が明示できる工法を採用している。

また，構築土を突き固め，より堅牢な道路にするための工夫が見てとれる（第２３７図）。①については，現

20m0

�第２３７図　仁井谷遺跡（市）　道路状遺構ＳＡ０１実測図（大渕・小川２００４年より）

在確認されている約１２０�については，直線性を確認できたが，路線の全区間が直線かどうかは不明であ

る。今後，路線の復元及び推定箇所の発掘調査により，直線性を明らかにする必要がある。①が欠けるが，

②と③の条件は満たしているものと考えられ，道路の敷設においての土木事業に力を注ぎ，幅員の規模に

規制が働いていること。また，幅員の明示を行うなど，象徴的な意味合いを持たせていることが，仁井谷

遺跡の道路跡から確認できる。以上のことから，作道にあたって，官の意志が強く働いている古代官道と

考えられる（第２３８図）。

　（５）道路跡の年代

　道路跡の時期，特に敷設された時期を特定することの難しさは，周知されている。道路跡の年代決定を

困難にしている理由として，●廃棄の場でないため，直接関係する土器の出土例が極めて少ないこと。●

土器が出土しても，常に流入の可能性を想定しておかなければならないこと。●道路は使用されている間

補修されるため，出土した土器が敷設された時期とは必ずしも一致しない。などが考えられる３６）。仁井谷

遺跡の道路跡からは，多くの須恵器の甕片が出土している。この須恵器大甕片の出土状況を検討し，道路
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第２３８図　仁井谷遺跡・富士ノ腰遺跡遺構全体図（大渕・小川２００４年をもとに１，０００分の１現況図で作成）
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跡の敷設時期について考えてみたい。

　第１号道路跡からは，器面・破断面が摩滅していない，比較的大きな破片も含めた須恵器甕片が出土し

ている。須恵器口縁部片（第３１図－ＴＰ１）から復元できる口径は，約４２�になる。また，体部片（第３２図

－ＴＰ２）の曲面からも，かなりの大きさの甕が想定される。須恵器の甕は，接合関係がほとんどみられず，

個体に復元できないことから，完形または破損品ではなく，すでに破片だったものと考えられる。出土位

置は，拡幅時の際に伴って掘削されたピットである，Ｐ７・Ｐ８を中心とした８０�ほどの範囲内に限定さ

れている。出土層位に多少の上下が確認されるが，上下から出土した破片同士が接合することからも，拡

幅時の路面構築に際しての一括性がうかがえる。路面構築土中のため，自然に流れ込むことはない。ま

た，拡幅後の改修の痕跡も確認されていないことから，拡幅後の混入も考えられない。これらのことから，

拡幅に際しての路面構築に伴うものと限定して考えることができる。須恵器の甕は，器面調整にカキ目が

採用されていることから，古墳時代の須恵器甕と考えられ，湖西産など他地域からの搬入品ではなく，県

内のいずれかの窯で焼かれたものが，持ち込まれたと考えられる。報告書に掲載した須恵器甕の胎土の特

徴をまとめたものが，以下の表である。海面骨針は確実に含有しており，その量も多いが，チャートの含

有率は低いものと考えられる３７）。

胎土の特徴番号胎土の特徴番号胎土の特徴番号胎土の特徴番　　号

海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ２２

海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ１５

海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ８

海綿骨針
角張った石英・長石
灰色のチャート

ＴＰ１
報告書
第３１図

角張った石英・長石
花崗岩質の４�ほどの礫
緑がかかった礫

ＴＰ２３
海綿骨針
角張った石英・長石
※磁鉄鉱付着

ＴＰ１６
海綿骨針
角張った石英・長石
灰色のチャート

ＴＰ９
海綿骨針
角張った石英・長石
長石の粒は大きい

ＴＰ２

報告書
第３２図～

海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ２４

海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ１７

海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ１０

海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ３

海綿骨針
角張った石英・長石
灰色のチャート

ＴＰ２５
海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ１８

海綿骨針
角張った石英・長石
灰色のチャート

ＴＰ１１
海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ４

海綿骨針
角張った石英・長石

ＴＰ２６

海綿骨針
角張った石英・長石
灰色のチャート

ＴＰ１９

海綿骨針
角張った石英・長石

ＴＰ１２

海綿骨針
角張った石英・長石
※器面の内面に，植物の
圧痕がある。

ＴＰ５

海綿骨針
角張った石英・長石

ＴＰ２０

海綿骨針
角張った石英・長石
粒径の小さい灰色の
チャート

ＴＰ１３

海綿骨針
角張った石英・長石

ＴＰ６

海綿骨針
角張った石英・長石
灰色のチャート

ＴＰ２１
海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ１４

海綿骨針
角張った石英・長石ＴＰ７

仁井谷遺跡第１号道路跡出土の須恵器甕の胎土の特徴

　茨城県県北部で確認されている，須恵器窯跡の生産開始時期は，常陸太田市幡山２号窯跡が６世紀末か

ら７世紀初頭，東海村馬頭根１号窯跡が７世紀第３四半期と考えられている３８）。また，水戸市山田窯跡で

採集された須恵器は，前述のように，７世紀後半と考えられている。第１号道路跡から出土した須恵器甕

を生産した窯跡及び年代は明確にできないが，幡山窯跡，馬頭根窯跡，山田窯跡の範疇に入るものと考え

られ，仁井谷遺跡第２号住居跡出土の７世紀後半の須恵器蓋と，ほぼ同時期のものと考えられる。このよ

うに，７世紀後半の須恵器甕が，路面拡幅時の構築土内から出土したこととなる。７世紀後半の住居跡

（第２・８号住居跡）は，第１号道路跡からかなり離れた位置に分布しており，これらの住居跡に壊され

た痕跡は，確認されていない。路面構築土にした可能性は低い。須恵器甕は，道路の拡幅以前にすでに集

落で保有しており，それが破損して器としての機能が停止した後に，その破片を路面構築土に入れたもの

と考えられる。よって，道路跡の拡幅時期以前の敷設時期を，７世紀後半の範囲以内，さらに絞ると７世

紀の終わり頃と考えられる。次に，道路の敷設時期を集落から出土した砥石と須恵器，常総型甕の流通か
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らも考えてみたい。日立変成岩の珪質片岩３９）を石材とした砥石が，仁井谷遺跡第１５・２５号住居跡から合

計２点出土している（第２３９図）。日立変成岩は，日立市神峰山から石名坂の間にしかない岩質で，採取地

10cm0

  SⅠ15  Q5

  SⅠ18  Q7

  SⅠ25  Q8

が限定できるものである。日立変成岩製の砥石については，ひたちなか市武田石高遺跡における佐々木義

則氏と矢野徳也氏の共同研究があり，流通については佐々木義則氏が詳細にまとめている４０）。佐々木氏は，

水運（久慈川，太平洋）と陸運（駅路）の結節地にあり，市の開かれた場所と考えられる古代久慈郡高市

郷を交易地と考えている（第２４０図）。須恵器については，新治産の８世紀初頭の須恵器蓋が，叶南前Ｂ遺

跡第１９号住居跡から出土していることが確認されている４１）。古屋敷遺跡第１号住居跡出土の８世紀前葉の

圷，甕（第１６３図－５，第１６４図－１５Ａ・Ｂ）も胎土に白雲母を含んでいることから，新治産と考えられる。

また，白雲母を含む新治窯跡群付近が生産の中心地と推定されている４２），常総型甕（第１６３図－１２）も古屋

敷遺跡第１号住居跡からは出土している。砥石・新治産須恵器・常総型甕の流通には，官道が整備され，

遠隔地を結ぶ流通路の役割を果たしていたと考えられており４３），筆者もその考えに賛成する。第１５号住居

跡出土の日立変成岩製の砥石は，古墳時代後期後半，７世紀代と考えられる栗囲式土器とともに出土して

おり，この時期に集落に持ち込まれていたと考えられる。また，８世紀の初めの生産開始期の新治産の須

恵器が，この地まで流通していたことは，窯の生産開始以前に官道がすでに整備されており流通路が出来

ていたため，この地まで運ぶことを可能にしたものと考えられる。このように砥石，須恵器，常総型甕の

流通からも，仁井谷遺跡で確認された官道の敷設時期を７世紀後半の範囲以内に考えることは，妥当なもの

と考えられる。

　敷設時期が７世紀後半になる官道は，駅路が該当する。駅路の敷設時期は，７世紀後半から８世紀前半

という年代幅の中で収まる４４）。国府以北の東海道である五万堀古道の，調査及び報告者である仲村浩一郎

氏も再検討の結果，その敷設時期を７世紀後半としている４５）。このように仁井谷遺跡における官道は，駅

第２３９図　茨城県日立市周辺と福島県に石材採取地が推定される砥石（仁：仁井谷遺跡）
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10km0

第２４０図　日立変成岩の採取推定地域と日立市の表層地質模式図
（佐々木２０００年（右）と茨城県農地局農地計画課１９９５年（左）より加除作成）
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路としても差し支えないものと考えられるが，棚島駅家及び藻島駅家まで，また，『続日本紀』にある養老

３（７１９）年の「岩城国に初めて駅家十ヵ所を設けた」４６）という海道の駅家までの路線が推定・復元されて

いないことから，駅路の可能性が高いことを指摘しておくだけに留めたい（第２４１図）。

0 10km

第２４１図　常陸国多珂郡内の駅家推定所在地と計画道路想定路線図（木下１９９２年）をもとに，国土地理
院２０万分の１図で作成（右下）従来の常陸国の駅路網（中村２０００年より引用）
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５　集落の変遷

　神岡上遺跡群において，古墳時代後期にすでに集落が形成されていたことは，すでに述べている。古墳時

代後期の集落は，第Ⅰから第Ⅲ期まで変遷し，６世紀後半から７世紀後半の年代を与えた。第Ⅲ期以降，つ

まり律令期である奈良時代以降の集落は，第ⅣからⅦ期まで変遷する。住居跡の年代は，出土した土器及び

重複関係をもとにしており，掘立柱建物跡については，年代が確実な住居跡との主軸方向及び位置関係と重

複関係を考慮して決定している。律令期以降の土器については，佐々木義則氏と赤井博之氏らの常陸国にお

ける須恵器の編年研究４７）と，佐々木義則氏のロクロ土師器坏の研究４８）を参考にしている。奈良時代以降は，常

陸国の土器編年だけを基準にしているが，その理由は，新治産及び木葉下産の須恵器が生産開始とともに，

多珂郡新居郷まで一定量流通していたことを，今回の調査でも追認できたからである。また，集落の変遷に

おいては，官道と考えられる仁井谷遺跡第１号道路跡の走行方向と，各住居跡及び掘立柱建物跡の主軸方向

の関係を意識して記述していく。

　（１）Ⅰ期（第２４２図）

　仁井谷遺跡の第２１号住居跡が該当する。遺構同士の重複及び現代の削平で，遺存状態が悪く主軸方向は

不明である。第Ⅱ期の第２０号住居跡との重複関係から，それよりも古いことは確実である。この住居跡

が，神岡上遺跡群における，古墳時代後期の住居跡の初現になる。現段階では１軒だけしか確認されてい

ないが，この時期に，集落が形成されたものと考えられる。

　（２）Ⅱ期（第２４２図）

　仁井谷遺跡の第１１・１３・２０・２３号住居跡，第６号掘立柱建物跡，第２号方形竪穴遺構，第１３号溝跡，古

屋敷遺跡（市）第１３号住居跡が該当する。住居跡の主軸方向は，１４～２８度の範囲ですべて西に振れている。

第１３号住居跡に確実に伴う土器は，竈に掛かったまま出土した甕２個体だけである。その他は，覆土中に

一括廃棄されたもので，厳密には本住居に伴うものではない。本住居の北西にある第２３号住居跡の平面形

は，第１３号住居跡と同じく，東西に長い長方形である。確実に東西に長い長方形の住居跡は，この２軒だ

けである。出土した坏の特徴も，第１３号住居跡と同じである。第１３号住居跡と比べて，遺存する住居の掘

り込みは浅いが，確認面の標高は同じであることから，もともと第１３号住居跡より浅いものと推測される。

このことから，出土遺物の少なさは，現代の削平によるものではないと考えられる。一括性の高い廃棄さ

れた土器が，多量に出土している第１３号住居跡と，それと対照的に出土遺物が少ない第２３号住居跡は，住

居形態と坏の特徴が共通している。このことから，第１３号住居から第２３号住居への移動が推測される。第

１３号住居が廃絶した後，移動して同じ形態の住居を構築して生活する。それの廃絶とともに，砂の堆積に

よってくぼ地化している昔の住居跡に，保有していた生活道具を廃棄したものと推測される。ここに土器

型式に表われない，住居の移動（新旧）を想定する。第１３号住居跡と第２３号住居跡の間に，第１・第２号

方形竪穴遺構が位置している。出土土器及び重複関係から，第１３号住居跡と第２号方形竪穴遺構が，第２３

号住居跡と第１号方形竪穴遺構が組み合わさるものと考えられる。住居の移動に伴い，第２号方形竪穴遺

構が埋めて，新しく第１号方形竪穴遺構を構築したものと考えられる。第６号掘立柱建物跡は東西棟で，

第Ⅲ期の第２号住居跡との重複関係から，それよりも古いのは確実であり，第Ⅱ期に属すると考えられる。

この時期にすでに，掘立柱建物を持つ集落が形成されていたものと考えられる。

　（３）Ⅲ期（第２４２図）

　仁井谷遺跡の第２・８号住居跡が該当する。この時期に，官道（第１号道路跡）が敷設される。官道の

走行方向はＮ－５０°－Ｅで，住居跡の主軸方向は，第２号住居跡がＮ－２６°－Ｗで，第８号住居跡がＮ－
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１０°－Ｗである。官道の走行方向と合わせるというよりも，その主軸方向を向けている。また，官道は集落

がない土地ではなく，集落の中を通るように作道されたことになる。
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第２４２図　集落変遷図（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期　仁：仁井谷遺跡）
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　年代についてはすでに述べているが，第Ⅰ期を６世紀後半，第Ⅱ期を７世紀前半，第Ⅲ期を７世紀後半

とする。時期を明確にできないが，重複関係から第４・１０・１５号住居跡，第６号溝跡が古墳時代後期後半

に帰属するものと考えられる。以上，住居跡１１軒，掘立柱建物跡１棟，方形竪穴遺構２基，溝跡２条が，

古墳時代後期の遺構である。古墳時代後期の集落は，仁井谷・古屋敷遺跡にだけ確認されており，砂丘上

の中で，より標高が高い位置に占地している。

　（４）Ⅳ期（第２４３図）

　神岡上遺跡群の集落群は，古墳時代から継続して律令期に入る。律令期の最初の住居は，古屋敷遺跡第

１号住居跡が該当する。主軸方向はＮ－２６°－Ｗであり，本住居からは新治産の須恵器坏と甕，白雲母を含

有する常総型甕が出土している。新治窯跡の生産と流通が開始されたばかりの須恵器や，製塩土器と考え

られている鉢形土器，長頸瓶が出土している住居跡である。本住居を囲むように，第１号掘立柱建物跡（側

柱　Ｎ－１３°－Ｗ），第３号掘立柱建物跡（側柱　Ｎ－２５°－Ｗ），第６号掘立柱建物跡（総柱　Ｎ－１８°－

Ｗ）が建てられている。第５号掘立柱建物跡（構造・主軸方向不明）は，柵（第１・２号柵跡）を伴う建

物である。柵跡は重複がないため，同時に存在した可能性も考えられる。第５号掘立柱建物跡は重複関係

から，第３号掘立柱建物跡よりも新しいが，配置から比較的短い時期差と推測され，第３号掘立柱建物跡

からの建て替えが考えられる。このように住居跡を中心として，一定の空間を保ちながら，北側と南東側

に建物を持つ構成・配置が考えられる。その範囲内で，建物を建て替えながらまとまりを維持していたも

のと考えられる。仁井谷遺跡の今回の調査では，本期に帰属するものは，第８・１７号掘立柱建物跡だけで

ある。第８号掘立柱建物跡（総柱　桁行方向Ｎ－９０°）は重複関係から，この時期に帰属するものと考え

られ，南側に位置する第１７号掘立柱建物跡（側柱　桁行方向Ｎ－８７°－Ｗ）の東西棟と，建物群を構成し

ている。古屋敷遺跡で確認された建物群の主軸方向は，官道にその主軸方向を向けており，前代のⅡ・Ⅲ

期と変わらないものと考えられる。

　（５）Ⅴ期（第２４４図）

　仁井谷遺跡の第１・６・７・１７号住居跡，第４・１１号掘立柱建物跡，第１・２号柵跡が該当する。住居

跡の主軸方向は，第１・１７号住居跡がＮ－０°，第６・７号住居跡は，主軸方向が不明である。第４・１１

号掘立柱建物跡（側柱）の主軸方向は，Ｎ－１８～２０°－Ｅと揃っている。住居跡と掘立柱建物跡の主軸方

向が，揃っていないのがⅣ期の古屋敷遺跡の建物群との違いである。掘立柱建物跡だけ見ると，本期で初

めて官道の走行方向と揃えるように東に振れ，官道を意識した建て方がうかがええる。住居跡と掘立柱建

物跡の構成は，第６・７号住居跡と第４号掘立柱建物跡が隣接しており，そのまとまりから少し空間を取っ

て，南に柵を伴う第１号住居跡がある。柵跡の柱穴の形状は長方形で，規模も大きく深さもあり，埋土も

互層をなしている。柵としては，堅牢な作りがうかがえる。柵は重複関係から，第２号柵から第１号柵へ

の建て替えが考えられる。第６・７号住居跡と第４号掘立柱建物跡と第１号住居跡は，間に一定の空間を

取る構成・配置と考えられる。

　（６）Ⅵ期（第２４４図）

　仁井谷遺跡の第５・９号住居跡，第１・２・３・５号掘立柱建物跡が該当する。主軸方向Ｎ－１５°－Ｅ

の第２・３号掘立柱建物跡（側柱）と住居跡の遺存する壁の傾きは，ほぼ揃っているものと考えられる。

Ⅴ期同様，官道の走行方向と揃えるように建てられている。本期の掘立柱建物跡は，柱穴の形状が長方形

で，規模も大きく深さもあり，今までにない堅牢な作りがうかがえる。第５・９号住居跡は隣接して東西

に並列しており，少し空間を取って南に第２・３・５号掘立柱建物跡があり，第５号掘立柱建物跡は東西
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棟と推測される。住居跡の一群と一定の空間を保ちながら，南側に建物群が配置される構成である。第３

号掘立柱建物から第２号掘立柱建物への建て替えが考えられ，ひとつのまとまりの範囲内で建物を建て替

えながら，そのまとまりを維持していたものと考えられる。

　（７）Ⅶ期（第２４５図）

　仁井谷遺跡の第２５住居跡，第７・９・１６号掘立柱建物跡が該当する。住居跡の主軸方向はＮ－１０°－Ｗで，

掘立柱建物跡の主軸方向は，第７号掘立柱建物跡（側柱）と第１６号掘立柱建物跡（総柱）がＮ－２２～２５°－

Ｗである。Ⅵ期では，官道の走行方向を揃えるような建て方だったのが，Ⅲ・Ⅳ期のように官道に主軸方

向が向くような建て方に変化している。第２５号住居跡を囲むように，第９号掘立柱建物跡（側柱　Ｎ－

６８°－Ｅ），第１６号掘立柱建物跡が建てられており，一群を形成している。その一群から北側に距離を取っ

て，第７号掘立柱建物跡がある。一定の空間を共有するひとつのまとまりが考えられる。

　以上，第Ⅰ期を６世紀後半とし，そこから第Ⅶ期までの集落の変遷を見てきた。各期の年代は，Ⅳ期を

８世紀前葉，Ⅴ期を８世紀中葉，Ⅵ期を８世紀後葉，Ⅶ期を９世紀中葉とした。９世紀前葉の住居跡及び

掘立柱建物跡は，北茨城市教育委員会の調査で確認されており，６世紀後半から９世紀中葉まで継続した集

落群と考えられる。９世紀後葉以降の集落は，北茨城市教育委員会の調査でも確認されていない。本集落

群は，９世紀中葉をもって終焉を迎えることを，改めて追認できたと考えられる。また，すでに集落があ

る場所に，Ⅲ期になって官道が作道されていることも今回の調査で確認され，官道と集落の在り方を考え

る上で，大きな成果が得られたものと考えられる。叶南前Ａ遺跡の第１号泥炭層を境にして，神岡上遺跡

に向かって標高が低くなり，砂丘と砂丘の間の低地と考えられる。ここには，集落は確認されていない。

集落は古墳時代後期と変わらず，砂丘上でもより標高の高い位置を選んで形成しているものと考えられ，

集落の初現から終焉まで一貫した占地の在り方がうかがえる。

６　おわりに

　集落群の中に官道を持つこの遺跡群は，どのような性格で，その時代の中でどのような役割を担ってきた

のかを念頭において考察を進めてきた。これまでの記述をもう一度振り返えり，本遺跡群の性格を考えてま

とめとしたい。

　『常陸国風土記』の多珂国造の領域と，多珂と石城の建評の記事について，古墳及び横穴墓から出土した鈴

鏡・鈴釧の比較検討から，共通の葬送儀礼文化圏が想定されている４９）。仁井谷・古屋敷遺跡から出土した栗

囲式土器は，胎土に黒雲母が含有されている。これは，遺跡群の後背にある丘陵が花崗岩を基盤としてお

り５０），ここから供給されたものと考えられる。今回の調査で確認された栗囲式土器は，胎土の特徴から搬入

品ではなく在地で製作されたものと考えられ，土器からも東北地方南部との共通した文化圏が想定される。

浜通りのいわき市応時遺跡出土の甕は，ハケ目調整しない傾向にあり常陸との関係が指摘されているが５１），

今回出土した栗囲式土器の甕は，外面ハケ目調整であり，中通りなどとの関係を考慮する必要が考えられる。

　この地域の盟主墳と考えられる，神岡上第３号墳と同時期の６世紀後半には，集落が営み始められ，継続

している。その集落の中を縦断するように，官道は作道されている。この官道は駅路の可能性が高く，藻島

駅路跡５２）以北から陸奥国の海道１０駅にまでの路線復元に，大きな資料を提供したものと考えられる。また，

この道路跡の位置付けがなされたことにより，棚島駅家の位置が磯原付近であるという推定が，より蓋然性

の高いものになってきたと考えられる。

　集落の初現は６世紀後半に求められ，そのまま継続して律令期を迎える。８世紀には，掘立柱建物を多数
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保有する集落群として大きく発展する。駅家（陸路），津（粱津　海路）の結節点に広がるこの地域は，交通

の要衝地と考えられ，神岡上遺跡群は，人や物資の流通を担った一大拠点と考えられる。そして，それは伝

統的な支配や習慣などを基盤として持っていた集落に，公の力が働いて発展した，駅家周辺の官的な集落群

と考えられる。この集落群は，９世紀中葉に終焉を迎える。河内郡内の「郡衙周辺集落」「拠点的長期継続型

集落」「長期継続型集落」と呼ばれる集落は，９世紀後葉に継続または規模を拡大する傾向５３）である。また，

常陸国の各郡の拠点的集落も，河内郡と同様な消長を示している５４）。神岡上遺跡群は，この消長の在り方と

異なっており，これは，中央の征夷と関わった集落の消長と考えられる。常陸国が深く征夷と関わっている

ことは，すでに周知のことである。７０９（和銅２）年の征夷は，中央政府の政治的な意図に基づいた，本格的

な征夷の最初のものである５５）。７２４（神亀元）年以降，「坂東」と呼ばれる征夷を支援する地域が設定され，

征夷戦が本格化する。７７４（宝亀）５年に海道の蝦夷が反乱を起こし，「３８年戦争」が開始され，その征夷も

９０５（延暦２４）年の「徳政相論」によって中止が決定される。その後の８１１（弘仁２）年の征夷は，大規模で

はなく，縮小されている。坂東の中でも陸奥国と直に接した国の最北端にある，多珂郡粱津郷と新居郷の交

通の要衝地に，中央の征夷に深く関わる集落群が形成され，征夷の中止とともに集落も衰退し，終焉を迎え

たものと考えられる。

　今回の調査は，神岡上遺跡群の消長とその性格を考える上で，大きな成果を挙げたものと考えられる。す

でに報告されている資料の再検討を行い，今回の成果と合わせた時に，この遺跡群の本当の姿が見えてくる

ものと考えられる。
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はじめに

　北茨城市に所在する古屋敷遺跡，神岡上遺跡，叶南前Ａ遺跡は，茨城県最北部の太平洋岸に形成された狭小

な海岸平野に位置する。磯部・柏（１９９２）や瓦吹（２００２）などに記載された付近の地形に関する記載によれば，

海岸平野にはおよそ南北方向に伸びる２列の砂丘が分布するとされている。東側の砂丘はほぼ現海岸と国道６

号との間に挟まれた狭い範囲に海岸沿いに伸びており，西側の砂丘は，それよりも低平で幅が広く，現在では

県道里根・神岡上線とその道路沿いに分布する集落がのっている。これらの海岸砂丘の形成については，詳細

は不明であるが，おそらく縄文海進最盛期後の海退期に形成された浜堤を基盤として，離水の進行にしたがっ

て，砂丘が形成されていったと考えられる。各砂丘列の形成年代も，明らかにされていないが，西側の砂丘に

は縄文時代中期の墓域を示す遺跡が確認されている（瓦吹，２０００）ことから，西側の砂丘は，新しくともそれ

以前には形成していた可能性がある。古屋敷遺跡，神岡上遺跡，叶南前Ａ遺跡は，いずれも西側砂丘上の西縁

部に位置し，神岡上遺跡の一部は砂丘と背後の丘陵との間に形成された低地にかかっている。

　本報告では，これら３遺跡でそれぞれ設定された以下の３課題について，自然科学分析の手法を用いること

により，検討を行うものである。

１）古屋敷遺跡では，古代とされる竪穴住居跡の覆土が暗灰色を呈する砂層であり，住居跡の構築されている

地山を構成する黄白色の砂層との色調の違いが顕著に認められた。ここでは，覆土における色調の原因を調

べることを目的とし，砂を構成する鉱物の由来（重鉱物分析）と粒径組成および土壌として見た場合の色調

の原因となる腐植含量を調べ，さらに関東における代表的な黒色土である黒ボク土（火山灰土）の影響をリ

ン酸吸収係数により計る。

２）神岡上遺跡では，砂丘上に形成された凹地に植物遺体を多量に含む黒色土層の堆積が認められた。この黒

色土層について，その形成年代を調べる目的で土層中に含まれる指標テフラの検出（テフラ分析）を行い，堆

積環境および植生を中心とした周辺環境を，珪藻，花粉の各微化石分析と材，種実遺体の同定により推定する。

３）叶南前Ａ遺跡で検出された近世とされる井戸跡より出土した井戸枠材の樹種同定を行い，当時の用材につ

いて検討する。

Ⅰ．古屋敷遺跡における住居跡覆土の分析

１．試料

　試料は，古代とされる竪穴住居跡ＳＩ－１の覆土および地山から採取した。ＳＩ－１の覆土は，発掘調査所見によ

り，１層から５層までの分層がなされている。このうち，覆土の主体は１層であり，２～４層はブロック状を

呈し，局所的に認められるにすぎない。また，５層は住居の床面直上に薄く堆積する覆土である。覆土はいず

れも細粒～中粒の砂からなる砂層であるが，色調に若干の違いが認められている。

　１層は暗灰色を呈し，葉理等の堆積構造は認められない。周囲の遺物包含層と同様の色調を呈することか

ら，これが覆土の由来と考えられている。一方，５層は，黄白色を呈するが，植物痕による撹乱により，上位

の１層の暗灰色砂が斑状に混在している。砂層は軟弱であり，貼床と言えるような硬化層は認められない。地

山も黄白色を呈する細粒～中粒砂により構成されており，一部に植物痕による撹乱は認められるが，葉理や級

化構造などの堆積構造は認められない。

　試料は，１層の上部と下部より，それぞれ試料番号１と試料番号２，５層より試料番号３，地山より試料番

号４の合計４点を採取した。分析には，このうち，試料番号２と４の２点を選択する。

付章　古屋敷遺跡・神岡上遺跡・叶南前Ａ遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社
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２．分析方法

（１）重鉱物分析

　試料約４０�に水を加え超音波洗浄装置により分散，２５０メッシュの分析篩を用いて水洗し，粒径１/１６�以下

の粒子を除去する。乾燥の後，篩別し，得られた粒径１/４�－１/８�の砂分をポリタングステン酸ナトリウ

ム（比重約２．９６）により重液分離，重鉱物をそれぞれ２５０粒に達するまで偏光顕微鏡下にて同定する。重鉱物の

同定の際，不透明な粒については，斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」

とした。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は，「その他」とした。

　なお，本分析では，各試料の砂粒について実体顕微鏡による概査をしたところ，暗灰色を呈する１層の試料

番号２には，有色鉱物が多い傾向が認められた。このことから，上記の篩別後の段階で，試料を取り分け，粒

径１/４�－１/８�の砂分全体において，有色鉱物（重鉱物と黒雲母）および灰色や黒色を呈する岩石片を含

めた暗色粒子とそれ以外の主に石英や長石類の鉱物片からなる明色粒子との比を求めた。

（２）土壌理化学分析・粒度分析

　腐植含量はチューリン法，リン酸吸収係数は２．５％リン酸アンモニウム液法，粒径組成はピペット法（土壌標

準分析・測定法委員会，１９８６）でそれぞれ行った。以下に各項目の操作工程を示す。

１）分析試料の調製

　試料を風乾後，土塊を軽く崩して２�の篩でふるい分けをする。この篩通過試料を風乾細土試料とし，分析

に供する。また，風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕し，０．５�篩を全通させ，粉砕土試料を作成する。風乾細土

試料については，１０５℃ で４時間乾燥し，分析試料水分を求める。

２）腐植含量

　粉砕土試料０．１００～０．５００�を１００�三角フラスコに正確に秤りとり，０．４Ｎクロム酸・硫酸混液１０�を正確に

加え，約２００℃ の砂浴上で正確に５分間煮沸する。冷却後，０．２％フェニルアントラニル酸液を指示薬に０．２Ｎ硫

酸第１鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの有機炭素量

（Ｏｒｇ－Ｃ乾土％）を求める。これに１．７２４を乗じて腐植含量（％）を算出する。

３）リン酸吸収係数

　乾土として１０．００�になるように風乾細土試料を遠沈管にはかり，２．５％リン酸アンモニウム液（ｐＨ ７．０）２０�

を加え，時々振り混ぜながら室温で２４時間放置する。乾燥ろ紙を用いてろ過し，そのろ液１００μ �を５０�メスフ

ラスコに正確にとり，水約３５�とリン酸発色ａ液１０�を加えて定容し，よく振り混ぜる。発色後３０分間放置し，

４２０�で比色定量する。定量された試料中のリン酸量を２．５％リン酸アンモニウム液（ｐＨ ７．０）のリン酸量から

差引き，リン酸吸収係数を求める。

４）粒径組成（ピペット法）

　風乾細土試料１０．００�に水と３０％過酸化水素水を加え，熱板上で有機物の分解を行う。分解終了後，遠心洗浄

を２回行い，水を約５００�加え，撹伴しながら３０分間音波処理を行う。この液を５００�沈底瓶に移し，往復振と

う機で１時間振とうした後，水で１�に定容した。沈底瓶を１分間激しく振り，直ちに静置して所定の時間に

５�の深さから懸濁液１０�を採取する。採取懸濁液を蒸発乾固し，乾燥・秤量する（シルト・粘土の合量）。さ

らに所定の時間が経過した後，沈底瓶から懸濁液を５�の深さから１０�採取し，蒸発乾固・乾燥・秤量する

（粘土含量）。沈底瓶に残ったシルト・粘土をサイフォンを使ってすべて洗い流し，その残査を乾燥・秤量する

（砂含量）。これを０．２�φの篩でふるい分け，篩上の残留物を秤量する（粗砂含量）。これらの測定値をもとに

粗砂（２．０－０．２�）・細砂（０．２－０．０２�）・シルト（０．０２－０．００２�）・粘土（０．００２�以下）４成分の合計を１００

とする各成分の重量％を求め，国際法による土性区分を行う。
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３．結果

（１）重鉱物分析

　結果を表１，図１に示す。重鉱物組成は，２点の試料ともに斜方輝石が最も多く，次いで角閃石がやや多く，

少量の単斜輝石と不透明鉱物を伴うという組成である。ただし，試料番号４は，試料番号２に比べて角閃石の

量比が高く，不透明鉱物が少ない。一方，明色粒子と暗色粒子の量比では，試料番号２の暗色粒子の量比は

４０％に近く，試料番号４のそれは２０％にやや足りない程度であり，有意な差として認められた。

（２）土壌理化学分析・粒度分析

　結果を表２に示す。腐植含量は，両試料ともに特に高いという値ではなく，むしろ地山の試料番号４は著し

く低い値である。リン酸吸収係数は，試料番号２が３５０と低い値であるのに対し，試料番号４は１１００とやや高い

値を示す。粒径組成では，両試料ともに粗砂の多い砂であり，シルト・粘土分は極めて微量である。

４．考察

　覆土の１層は，地山に比べれば，腐植含量は多く，わずかにシルト・粘土分が多いものの，基本的には砂で

あり，特に土壌化が進んだ状態とは判断されない。また，１層の示す低いリン酸吸収係数は，黒ボク土の混在

もほとんどないことを示唆する。したがって，１層の暗い色調は，構成する砂の粒子自体に由来する可能性が

ある。重鉱物組成には大きな違いは認められなかったが，覆土の１層には，地山に比べて暗色粒子が有意に多

かった。このような砂の組成が，１層の暗い色調の原因になっていると考えられる。

　暗色粒子の主体は重鉱物であるが，重鉱物粒子が濃集して堆積することは，砂丘の基盤となっている浜堤の

形成環境（波浪によって打ち上げられて堆積する）によっては，自然に生じ得る現象である。実際に，Ｊ７ｈ０区

で作製された自然堆積した砂層の深掘断面では，１４層に，黒色砂層と黄灰色砂層とが，それぞれ厚さ５～１０�

程度で２０枚ほどの互層を形成している状況が認められている。この黒色砂について，実体顕微鏡により，砂粒

を構成する粒子の確認をしたところ，上述した覆土の１層と同様に斜方輝石と不透明鉱物が比較的多く含まれ

ており，これらが黒色の色調の原因となっていることが看取された。これらのことから，覆土の１層が由来す

るとされた周囲の遺物包含層を構成する砂層は，おそらく浜堤を構成している砂層であると考えられ，堆積時

にはすでに暗色を呈していたと考えられる。
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　なお，須貝ほか（１９５７）や日本の地質「東北地方」編集委員会（１９８９）などの記載から，砂粒中の重鉱物の

うち，角閃石は主に北茨城市背後の阿武隈山地を構成する花崗閃緑岩に由来すると考えられるが，輝石類の由

来については，海岸平野に臨む丘陵～山地を構成する新第三紀の凝灰岩や砂岩，泥岩類であるとは考えにくい。

おそらく，赤城火山や男体火山などから東方に分布する噴出物に由来する可能性がある。

Ⅱ．神岡上遺跡における黒色土の分析

１．試料

　試料は，神岡上遺跡Ⅰ区ｓ４ｈ５ＫＨ-１断面より採取した。本断面は，砂丘上の凹地にあり，現代の盛土の下位

に，最も厚いところで約２�の埋積層が確認されている。発掘調査所見では，埋積層は上位より１層から５層

までの分層がなされており，１層は盛土下の撹乱層，２層は黒色土層であり，その中部にレンズ状の砂層であ

る３層を狭在する。詳細には３層より上位の２層は植物遺体をほとんど含まない黒色粘土層であるが，３層よ

り下位の２層は，草本質の植物遺体を多量に含む腐植質シルトである。２層の下位に厚く堆積する砂層も３層

とされており，細粒～中粒の砂により構成されている。厚い砂層の３層の下位には５層とされた厚い黒褐色を

呈する腐植質シルト層が堆積する。５層には木本質の植物遺体や種実遺体なども包含されている。

　試料は，レンズ状の３層を挟んで２層上部，レンズ状の３層，その下位の２層下部，厚い砂層の３層の各層

より１点ずつ，試料番号１～４を採取し，５層からは，上部より試料番号５，中部より試料番号６を採取した。

試料採取位置の断面を柱状図にして，図２に示す。

　テフラ分析には，試料番号３，５の２点，珪藻および花粉の微化石分析には試料番号１，３，５の３点を選

択し，試料番号５については，さらに種実分析も行った。

　なお，ここでは，５層より出土した自然木３点（自然木サンプル１，２，４）と種実遺体４点（№９）につ

いても，それぞれ材の樹種同定と種実同定を行う。

２．分析方法
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（１）テフラ分析

　試料約２０�を蒸発皿に取り，水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し，上澄みを流し

去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後，実体顕微鏡下にて観察する。観察は，テ

フラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし，その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは，その形態によりバブル型・中間型・軽石型の３タイプに分類した。各型の形態は，バブル型は

薄手平板状，中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり，軽石型は小

気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

（２）珪藻分析

　試料を湿重で７�前後秤量し，過酸化水素水，塩酸処理，自然沈降法の順に物理・化学処理を施して，珪藻

化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後，カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後，プリュウ

ラックスで封入して，永久プレパラートを作製する。検鏡は，光学顕微鏡で油浸６００倍あるいは１，０００倍で行い，

メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し，珪藻殻が半分以上残存するものを対象に

２００個体以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。種の同定は，原口ほか（１９９８），Krammer

（１９９２），Krammer & Lange-Bertalot（１９８６，１９８８，１９９１ａ，１９９１ｂ），渡辺（２００５）などを参照し，分類体系は

Round et al.（１９９０）に従った。

　同定結果は，海水生種，淡水生種の順に並べ，その中の各種類をアルファベット順に並べた一覧表で示す。

なお，淡水生種はさらに細かく生態区分し，塩分・水素イオン濃度（ｐＨ）・流水に対する適応能についても示

す。また，環境指標種についてはその内容を示す。そして，産出個体数１００個体以上の試料については，産出率

２．０％以上の主要な種類について，主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また，産出化石が現地性か異地

性かを判断する目安として，完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は，淡水生種については安藤（１９９０），

陸生珪藻については伊藤・堀内（１９９１），汚濁耐性については，Asai & Watanabe（１９９５），渡辺（２００５）の環境

指標種を参考とする。また，珪藻化石の生態性区分や環境指標種群の説明を表３に示す｡
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（３）花粉分析

　試料約１０ｇについて，水酸化カリウムによる泥化，篩別，重液（臭化亜鉛：比重２．３）による有機物の分離，

フッ化水素酸による鉱物質の除去，アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処理による植物遺体中の

セルロースの分解を行い，物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリンで封入してプレパ

ラートを作成し，４００倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し，出現する全ての種類について同定・計

数する。

　結果は同定・計数結果の一覧表，および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花粉は

木本花粉総数を，草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として，百分率で出現

率を算出し図示する。

（４）材同定

　剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を作製し，ガ

ム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し，プレパラー

トを作製する。作製したプレパラートは，生物顕微鏡で木材組織を観察し，その特徴から種類を同定する。な

お，同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については，島地・伊東（１９８２）およびWheeler他（１９９８）

を参考にする。また，各樹種の木材組織の配列の特徴については，林（１９９１），伊東（１９９５，１９９６，１９９７， 

１９９８，１９９９）や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを参考にする。

（５）種実分析

　土壌試料２００�（２１７．２�）を水に浸し，０．５�目の篩を通して水洗する。篩内の残渣を粒径別にシャーレに

集めて双眼実体顕微鏡下で観察し，同定可能な種実や２�角以上の木材や炭化材を抽出する。

　種実を双眼実体顕微鏡下で観察し，現生標本および原色日本植物種子写真図鑑（石川，１９９４），日本植物種

子図鑑（中山ほか，２０００）との対照から，種類と部位を同定して個数を求める。１００個以上確認された木材は，

容量を求める。分析後の種実遺体等は，７０％エタノール溶液による液浸保存を施して保管する。

３．結果

（１）テフラ分析

　２点の試料からはともに，処理後に得られた砂分中に，スコリア，火山ガラス，軽石のいずれも認めること

はできなかった。

（２）珪藻分析

　結果を表４，図３に示す。珪藻化石の産出頻度は全般的に少なく，試料番号３から堆積環境を検討する上で
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有意な量が産出したが，試料番号１と５は非常に少なかった。完形殻の出現率は，何れも約４０％以下と化石の

保存状態は悪かった。産出分類群数は，合計で２０属２５分類群である。

　試料番号３は，陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻が全体

の約５割を占め多産した。これに次いで，淡水生種が約３０％，第三紀絶滅種を含む海水生種が約１５％産出した。

主な産出種は，水域にも陸域にも生育する陸生珪藻Ｂ群のEunotia praerupta var. bidensが約５０％と優占し，耐乾

性の高い陸生珪藻Ａ群のHantzschia amphioxys，流水不定性で沼沢湿地付着生種群のEunotia pectinalis var. undu-

lata，止水性のEunotia gracialis 等を伴う。優占種のEunotia praerupta var. bidens は，弱酸性を呈した水域に生育

する沼沢湿地付着生種群でもある。海生種としては，化石の保存の悪いCoscinodiscus spp., Stephanopyxis spp.

等が産出した。

　化石の少なかった試料番号１と５は，試料番号３とほぼ同様な種類が少量産出したに過ぎない。
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（３）花粉分析

　結果を表５，図４に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは，種類間の区別が困難なものを

示す。なお，木本花粉総数が１００個体未満のものは，統計的に扱うと結果が歪曲する恐れがあるので，出現した

種類を＋で表示するにとどめておく。
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　分析試料中最下位にあたる試料番号５では，花粉化石の産出

状況が悪く，定量解析を行えるだけの個体数を得ることができ

なかった。わずかに検出された種類をみると，木本花粉ではモ

ミ属，ツガ属，マツ属，スギ属，コナラ属コナラ亜属などが，

草本花粉ではガマ属，イネ科，カヤツリグサ科，サナエタデ節

－ウナギツカミ節などが，１～数個体検出されるのみである。

　試料番号３では，試料番号５と比較すると，個体数・種類数

とも多く検出するが，定量解析を行えるだけの個体数を得られ

ておらず，化石の保存状態も悪い。検出した種類をみると，木

本花粉ではモミ属が多く産出し，ツガ属，カバノキ属，コナラ

亜属，コナラ属アカガシ亜属，シイノキ属などを伴う。草本花

粉ではイネ科，カヤツリグサ科，マメ科，ヨモギ属などが認め

られる。

　分析試料最上位にあたる試料番号１では，かろうじて定量解

析が行えるだけの個体数を得ることができたが，花粉化石の保

存状態は悪い。木本花粉をみるとスギ属が最も多く産出し，モ

ミ属，マツ属，サワグルミ属，コナラ亜属，アカガシ亜属，ク

リ属，シイノキ属，ニレ属－ケヤキ属などを伴う。草本類をみ

るとイネ科が多く産出し，カヤツリグサ科，ヨモギ属，キク亜

科などを伴う。また，本試料ではシダ類胞子が多産する。

（４）材同定

　樹種同定結果を表６に示す。神岡上遺跡の自然木は，針葉樹１種類（カヤ）と広葉樹１種類（コナラ属コナ

ラ亜属コナラ節）に同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・カヤ（Torreya nucifera Sieb. et Zucc.）イチイ科カヤ属

　軸方向組織は仮道管のみで構成され，樹脂道および樹脂細胞は認められない。仮道管の早材部から晩材部へ

の移行はやや急で，晩材部の幅は狭い。仮道管内壁には２本が対をなしたらせん肥厚が認められる。放射組織は

柔細胞のみで構成される。分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で，１分野に１－４個。放射組織は単列，１－１０細胞高。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus）ブナ科

　環孔材で，孔圏部は１－２列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，１－２０細胞高のものと複合放射組織とがある。

（５）種実分析

　結果を表７に示す。泥炭層から検出された種実遺体は，３点がオニグルミに，１点がコナラ亜属に同定され

た。土壌試料（試料番号５）からは，木本のクワ属１個，草本９分類群（ミクリ属，ヒルムシロ属，カヤツリ

グサ科，タデ属，トウゴクサバノオ，キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属，オトギリソウ属，セ
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リ科，シロネ属）１２９個，計１３０個の種実が検出された他に，木の芽，木材，炭化材，不明植物，昆虫などが確

認された。以下に，本分析で得られた種実の形態的特徴などを，木本，草本の順に記す。

＜木本＞

・オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim.) Kitamura）クルミ科クルミ属

　核の完形と破片が検出された。灰褐色，広卵体で頂部が尖る。長さ３．５－４�，幅３�程度。完形２個は，１

本の明瞭な縦の縫合線上に齧歯類（ネズミなど）によると考えられる食痕（円形の孔）が認められる。破片１

個は，縫合線上に沿って半分に割れている。核は木質，硬く緻密で，表面には縦方向に溝状の浅い彫紋が走り，

ごつごつしている。内部には子葉が入る２つの大きな窪みと隔壁がある。

・コナラ亜属（Quercus subgen. Quercus）ブナ科コナラ属

　殻斗が検出された。灰褐色，椀型。径２�，高さ８�程度。表面には狭卵形の鱗片が覆瓦状に配列する。椀

の壁は厚く，先端はやや細く内側を向く。先端が細く鋭く上向きに伸びるミズナラ（Quercus mongolica Fischer 

ex Turcz. var. grosseserrata (Bl.) Rehder et Wilson）よりも，ナラガシワ（Quercus. aliena Blume.）の殻斗に似る。

・クワ属（Morus）クワ科

　種子が検出された。灰褐色，三角状広倒卵体。一側面は狭倒卵形で，他方は稜になりやや薄い。長さ１．５�，

径１．２�程度。一辺が鋭利で，基部に爪状の突起を持つ。表面には微細な網目模様がありざらつく。

　日本に分布するクワ属は，ケグワ，オガサワラグワ，ヤマグワ，ハチジョウグワの４種と栽培種のマグワが

ある。ケグワ，オガサワラグワ，ハチジョウグワは分布地が限られており，本地域には分布していないことか

ら，ヤマグワやマグワに由来する可能性がある。

＜草本＞

・ミクリ属（Sparganium）ミクリ科

　果実が検出された。淡灰褐色，楕円体。長さ４．５�，径２．２�程度。頂部はやや尖り，基部は切形。果皮はス

ポンジ状で，表面には数本の隆条が縦列する。

・ヒルムシロ属（Potamogeton）ヒルムシロ科

　果実が検出された。淡灰褐色，左右非対称な倒卵体でやや偏平。長さ２�，幅１．６�，厚さ１�程度。頂部に

嘴状の太い花柱基部が残る。側面の正中線上に深い縦溝と稜があり，その基部に１個の刺状突起がある。果皮

はスポンジ状でざらつく。

　果皮表面は光沢があり，不規則な波状の横皺状模様が発達する。
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・カヤツリグサ科（Cyperaceae）

　果実が検出された。形態上差異のある複数種を一括した。淡－黒褐色，レンズ状または三稜状倒卵体。径

１．５－３�程度。頂部の柱頭部分がわずかに伸び，基部は切形。基部から伸びる髭状の腕をもつ個体がみられ

る。果皮表面には微細な網目模様がある。

・タデ属（Polygonum）タデ科

　果実が検出された。黒色，両凸レンズ状広卵体。長さ３�，径２．２�程度。基部に萼がある。両面正中線上に

鈍稜がある。果皮表面には明瞭な網目模様がある。ヤナギタデ（Polygonum hydropiper L.）の果実に似る。

・トウゴクサバノオ（Isopyrum trachyspermum Maxim.）キンポウゲ科シロカネソウ属

　種子が検出された。淡褐色，偏球体。径０．７�程度。種皮は薄く，表面には小突起が密布しざらつく。

・キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属（Potentilla-Duchesnea-Fragaria）バラ科

　核（内果皮）が検出された。淡灰褐色，腎形でやや偏平。径１．２�程度。内果皮は厚く硬く，表面には数個

の隆条が斜上する。

・オトギリソウ属（Hypericum）オトギリソウ科

　種子が検出された。黒褐色，線状長楕円体。両端は短い突起状。長さ１．２�，径０．６�程度。種皮は微細で横

長の凹点による網目模様が配列する。

・セリ科（Umbelliferae）

　果実が検出された。黄褐色，楕円体でやや偏平。長さ２．３�，幅１．４�，厚さ０．５�程度。果皮はスポンジ状

で，腹面と背面には数本の幅広い稜があり，その間に半透明で茶褐色の油管が配列する。

・シロネ属（Lycopus）シソ科

　果実が検出された。淡褐色，三稜状広倒卵体。長さ２�，径１�程度。背面は平らで，両側にはスポンジ状

の翼がある。腹面の正中線上は鈍稜をなし，基部は切形で長楕円形の臍がある。

４．考察

（１）黒色土の形成環境について

　２層および５層の形成年代については，年代指標を全く得ることができなかった。前述したように，西側の

砂丘は，縄文時代中期頃にはすでに人間活動が展開していたとされていることに基づけば，古くとも縄文時代

以降の堆積物と考えられるが，現時点では詳細は不明である。

　堆積環境を検討するのに有意な量の珪藻化石が産出した試料は，２層下部から採取された試料番号３に限ら

れた。本試料からは，陸生珪藻Ｂ群であり沼沢湿地付着生種群でもあるEunotia praerupta var. bidensが優占し，

沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種を伴うことで特徴付けられた。優占種は，その他の陸生珪藻を多く含

まなかったことから本地点では，水生珪藻として沼沢～湿地等の水域に生育した種として判断される。よっ

て，２層下部は水生植物の繁茂する弱酸性を呈した沼沢～湿地のような湿潤な環境で堆積したと考えられる。

すなわち，砂丘の凹地に形成された湿地の堆積物であったことが考えられる。

　化石の少なかった２層上部の試料番号１と５層の試料番号５は，堆積環境について検討することは困難であ

る。ただし，５層は木本質の植物遺体や種実遺体を含む腐植質シルトであることから，２層下部と類似する沼

沢～湿地のような湿潤な環境で堆積した可能性がある。化石が少なかった原因については，珪藻化石が堆積後

の続成作用によって分解したか，あるいは堆積物自体にもともと珪藻化石が少量しか含まれていなかったこと

が考えられる。これらの試料において検出された珪藻化石が溶解していたことを考慮すると，前者の可能性が

高い。ただし，溶解が生じた具体的な物理条件は不明である。
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　なお，今回分析した全ての試料から第三紀絶滅種を含む海水生種が少量ながら産出した。これらの海水生種

の給源としては，海岸平野の西側に分布する丘陵を構成している新第三系中新統の白土層群や湯長谷層群（日

本の地質「関東地方」編集委員会，１９８６）があげられる。これらの海成層が丘陵を流れる河川によって削剥さ

れて，海岸平野にもたらされたと考えられる。

（２）黒色土形成時の周辺植生について

　今回の花粉分析では，花粉化石の検出状況は悪く，古植生推定のための定量解析を行うだけの個体数を得る

ことができた試料は，２層上部の試料番号１のみであった。その試料番号１においても，産出状況は良好とい

えず，花粉化石の保存状態も悪い。産出した木本類についてみると，モミ属，ツガ属，マツ属，スギ属など針

葉樹に由来する花粉化石が多く認められ，シダ類胞子も多産した。一般的に花粉やシダ類胞子は，腐蝕に対す

る抵抗性が種類により異なっており，落葉広葉樹に由来する花粉よりも針葉樹に由来する花粉やシダ類胞子の

方が酸化に対する抵抗性が高いとされている（中村，１９６７；徳永・山内，１９７１）。また，草本類においても比

較的分解に強い花粉や，分解が進んでも同定可能な花粉が検出されている。花粉が常に酸化状態に置かれてい

る場所では，花粉は酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされている（中村，１９６７；徳永・山内，１９７１）。

これらのことから今回検出された花粉化石群集は，堆積後の経年変化により分解・消失し，分解に強い花粉が

選択的に残された可能性があり，当時の周辺植生を正確に反映していない可能性がある。この点を踏まえた上

で，古植生について検討する。

　検出した木本類についてみると，モミ属，ツガ属，マツ属などの針葉樹，ブナ属，コナラ属コナラ亜属など

の落葉広葉樹，コナラ属アカガシ亜属，シイノキ属などの常緑広葉樹が，全試料を通じて比較的多く検出され

る。本地域の潜在自然植生（人間の影響を一切停止したときに，現在の気候，地形，土壌条件下で成立すると

考えられる自然植生）をみると，海岸沿いはハマボウクラス（砂丘植生）が，低地部ではイノデ－タブノキ群

集，シラカシ群集などが，河畔沿いなどにはオニスゲ－ハンノキ群集，クサヨシ－ハンノキ群集，ジャヤナギ

－アカメヤナギ群集，タチヤナギ群集などが分布し，標高の高い部分ではシキミ－モミ群集が分布するとされ

ている（宮脇編著，１９８６）。よって，検出されたマツ属などは海岸沿いに，アカガシ亜属，シイノキ属などの

照葉樹林要素は低地部に，サワグルミ属，クマシデ属－アサダ属，コナラ亜属，ニレ属－ケヤキ属などは河畔

沿いや低湿地などに，モミ属，ツガ属，ブナ属などは，より標高の後背の高い山地・丘陵部部などに生育して

いたものに由来する可能性がある。

　なお，試料番号１採取層準の２層上部で，スギ属が多産する。スギは有用材であり，古くから管理・維持あ

るいは植林などがされてきた。本地域の現存植生をみても，スギ・ヒノキ・サワラ植林が多く認められる（宮

脇編著，１９８６）。よって，２層上部の堆積年代は比較的新しく，周辺において，植林などのスギ属が多く存在し

た可能性がある。

　草本類では，イネ科をはじめとしてカヤツリグサ科，サナエタデ節－ウナギツカミ節，キンポウゲ科，マメ

科，ヨモギ属，キク亜科などが認められる。これらの多くは，開けた明るい場所を好む「人里植物」を含む分

類群であることから，遺跡内あるいはその周囲の草地に生育していたものに由来すると思われる。

　５層から出土した自然木は，針葉樹のカヤと落葉広葉樹のコナラ節であった。カヤは，主に暖地に分布し，

アカガシ亜属等の常緑広葉樹と共に生育する。一方，コナラ節は，本地域では二次林の構成種であるコナラが

一般的である。木材出土層準の花粉分析では検出状況が悪いが，コナラ亜属，アカガシ亜属，ブナ属，スギ属

などの花粉化石が僅かに検出されており，木材の樹種構成とも矛盾しない。

　５層の種実分析では，木本３分類群（オニグルミ，コナラ亜属，クワ属）５個，草本９分類群（ミクリ属，

ヒルムシロ属，カヤツリグサ科，タデ属，トウゴクサバノオ，キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ
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属，オトギリソウ属，セリ科，シロネ属）１２９個の種実が検出された。

　木本類はいずれも落葉広葉樹で，オニグルミは川沿いなどの湿った場所を好んで生育し，コナラ亜属は山野

に普通にみられる種類である。クワ属は，伐採地や崩壊地などに先駆的に侵入する種類である。これらの樹木

は，本遺跡付近の森林や林縁部などに生育していたものに由来すると思われる。

　オニグルミ，コナラ亜属などの堅果類は，コナラ亜属はアク抜きを要するが，食用・長期保存が可能で収量

も多いことから，古くから植物質食糧として利用されてきた有用植物である。今回確認されたオニグルミの核

には食痕があり，コナラ亜属は可食部ではない殻斗の検出であることから，人間が利用した痕跡は認められな

いが，当該期の本遺跡周辺の森林から植物質食糧として採取・利用されていた可能性はあると考えられる。ク

ワ属は果実が食用可能である。

　一方，草本類は，人里近くに開けた草地を形成する，いわゆる人里植物に属する種類を多く含むことから，

調査区周辺に生育していたものに由来すると考えられる。水生植物のミクリ属，ヒルムシロ属や，やや湿った

ところに生育する種類を含むカヤツリグサ科，タデ属，セリ科，シロネ属などが含まれることから，周辺域に

水湿地の存在が推定される。

Ⅲ．叶南前Ａ遺跡井戸跡出土材の同定

１．試料・分析方法

　試料は，叶南前Ａ遺跡の第２号井戸跡から出土した井戸枠材１点（№３０）である。なお，分析方法は前掲の

通りである。

２．結果

　叶南前Ａ遺跡の井戸枠材は，針葉樹のモミ属に同定された。以下に解剖学的特徴等を記す。

・モミ属（Abies）マツ科

　軸方向組織は仮道管のみで構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで，晩材部の幅

は狭い。放射組織は柔細胞のみで構成される。柔細胞にはじゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で

１分野に１－４個。放射組織は単列，１－２０細胞高。

３．考察

　叶南前Ａ遺跡の第２号井戸跡の井戸枠は，井戸の底面に溝を掘ってそこに板を差込み，埋土で支える構造を

呈する。樹種同定を実施した井戸枠は，何点か出土した井戸枠材の１点で，針葉樹のモミ属に同定された。モ

ミ属は，木理が通直で割裂性が高く，加工は容易であるが保存性はやや低い。割裂性が高く，板状の加工が容

易なことが利用された背景に考えられる。

　周辺では隣接する叶南前Ｂ遺跡で，近世の井戸跡（ＳＥ－１）から出土した井戸枠材についても樹種同定が実

施されている（大成エンジニアリング株式会社埋蔵文化財調査部，２００５）。その結果をみると，クリが最も多く，

他にサワラ，イヌガヤ，フジキ，複維管束亜属，ヒノキ属，カツラが認められているが，モミ属の利用は認め

られず，今回の結果とは異なる。この違いは，井戸の構築時期，構築方法，部位等の違いを反映している可能

性がある。２号井戸跡では，今回同定を実施した他にも井戸枠材が出土しており，今後，これらの井戸枠材に

ついても樹種を明らかにした上で比較・検討したいと考える。
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写 真 図 版

仁 井 谷 遺 跡

神 岡 上 遺 跡

古 屋 敷 遺 跡

叶南前Ａ 遺 跡

神岡上遺跡群遠景（西方向から）



PL１

大津廃寺跡大津廃寺跡

大津港大津港

神岡上遺跡群遠景（南西方向から）

神岡上遺跡群遠景（北方向から磯原方面を望む）

神岡上古墳群神岡上古墳群
南前遺跡南前遺跡

東側東側
遺跡遺跡

叶岡堤横穴群叶岡堤横穴群

叶南前叶南前
Ａ遺跡Ａ遺跡

古屋敷遺跡古屋敷遺跡

富士ノ腰富士ノ腰
遺跡遺跡

東浦遺跡東浦遺跡 富士ノ腰横穴群富士ノ腰横穴群

叶南前叶南前
Ｂ遺跡Ｂ遺跡

調査区調査区

��

��
第１号道路跡第１号道路跡

仁井谷遺跡仁井谷遺跡
市教育委員会市教育委員会
調 査 部 分調 査 部 分

神岡上遺跡神岡上遺跡

仁井谷遺跡仁井谷遺跡



仁井谷遺跡 PL２

第 １ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況



PL３仁井谷遺跡

第１３号 住 居 跡

遺物出土状況（１）

第１３号 住 居 跡

遺物出土状況（２）

第１７号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



仁井谷遺跡 PL４

第４・６号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第７号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第８号掘立柱建物跡

完 掘 状 況



PL５仁井谷遺跡

第 １ 号 道 路 跡

ピット完掘状況

第 １ 号 道 路 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 道 路 跡

路 面 構 築 状 況



仁井谷遺跡 PL６

第 ５ 号 溝 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １３ 号 溝 跡

遺物出土状況（１）

第 １３ 号 溝 跡

遺物出土状況（２）



PL７神岡上遺跡

第 ８ 号 溝 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １２ 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

第 ２３ 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況



神岡上遺跡 PL８

第 １ 号 泥 炭 層

完 掘 状 況

第 １ 号 泥 炭 層

植物遺体出土状況

第 １ 号 泥 炭 層

堆 積 状 況



PL９古屋敷遺跡

第 １ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況



古屋敷遺跡 PL１０

第 １ 号 住 居 跡

竈遺物出土状況

第 １ 号 住 居 跡

土層堆積状況（１）

第 １ 号 住 居 跡

土層堆積状況（２）



PL１１古屋敷遺跡

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

遺物出土状況（１）

第 ２ 号 住 居 跡

遺物出土状況（２）



古屋敷遺跡 PL１２

第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ３ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ４ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL１３古屋敷遺跡

第 ４ 号 住 居 跡

遺物出土状況（１）

第 ４ 号 住 居 跡

遺物出土状況（２）

第 ４ 号 住 居 跡

遺物出土状況（３）



古屋敷遺跡 PL１４

第１号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第２号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第３号掘立柱建物跡

完 掘 状 況



PL１５古屋敷遺跡

第５号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第６号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第 １・２ 号 柵 跡

完 掘 状 況



叶南前Ａ遺跡 PL１６

第１号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第２号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第３・４・６号掘立柱建物跡

完 掘 状 況



PL１７叶南前Ａ遺跡

第５号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第 １ 号 井 戸 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 井 戸 跡

土 層 堆 積 状 況



叶南前Ａ遺跡 PL１８

第 ２ 号 井 戸 跡

完 掘 状 況

第 ２ 号 井 戸 跡

井 戸 枠 出 土 状 況

第 ２ 号 井 戸 跡

堀 り 方 完 掘 状 況



PL１９叶南前Ａ遺跡

第 ２ 号 井 戸 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ２９ 号 土 坑

遺物出土状況（１）

第 ２９ 号 土 坑

遺物出土状況（２）



仁井谷遺跡 PL２０

SⅠ２－７９ 第１号火葬墓－１３０

SⅠ１３－１８ SⅠ８－１

SⅠ１３－１６ SⅠ１３－１９

SD１－１３２ SK１８－１３７

SK１９－１３８ SD１３－６５

SⅠ１３－２７ SⅠ２－８５

第２・８・１３号住居跡，第１・１３号溝跡，第１８・１９号土坑，第１号火葬墓出土遺物



PL２１仁井谷遺跡

SⅠ２－８４

SⅠ１３－４０

SD１３－６７ SD１３－６８

SⅠ５－９２SⅠ１３－４５

第２・５・１３号住居跡，第１３号溝跡出土遺物



仁井谷遺跡 PL２２

遺構外－M１１

SⅠ５－M４

SⅠ５－M７

SⅠ６－M８

SⅠ１４－M１０

SⅠ１－M３

SⅠ５－M５

SⅠ５－M６ 遺構外－M１２ 遺構外－M１３

第１号泥炭層－Q１０ 遺構外－Q１２ 遺構外－Q１１

SⅠ８－Q１ SⅠ１３－Q２

SⅠ１５－Q５SⅠ１８－Q７

第１・４・５・６・８・１３・１４・１５号住居跡，第１号泥炭層，遺構外出土遺物（金属製品，石器）

SⅠ１４－M９

SⅠ８－M１



PL２３神岡上遺跡

SD８－４ SD８－２

SD８－１ SD８－３

SK２３－２６ SK２３－２５

SK２３－３２SK２３－２９

第８号溝跡，第２３号土坑出土遺物



古屋敷遺跡 PL２４

SⅠ４－２ SⅠ４－３

SⅠ１－６ SK２－２３

SⅠ１－５ SⅠ１－７

SⅠ１－８ SⅠ１－１５A

第１・４号住居跡，第２号土坑出土遺物



PL２５仁井谷・神岡上・叶南前Ａ遺跡

（叶）第１号泥炭層－３０ （叶）SK２９－２０

（叶）SK２９－１９

（叶）SⅠ１－TP１

（仁）SⅠ１－７２ （神）SK２３－２７

第１号住居跡・第２９号土坑・第１号泥炭層出土遺物（叶南前Ａ遺跡），第１号住居跡出土遺物（仁井谷遺跡），
第２３号土坑出土遺物（神岡上遺跡）



付　章 PL２６
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重鉱物・砂分の状況 花粉化石

種実遺体
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木材
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